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0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

〇
感
長
（
山
本
一
＿
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君
）
た
だ
い
ま
よ
り
昭
和
三
十
七
年
六
月
四
日
市
市
議
会
定
例
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

本
日
の
出
席
議
員
は
｀
＿
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十
四
名
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あ
り
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す
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本
定
例
会
の
会
誤
録
署
名
者

は
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伊
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金
一
誤
員
と
鈴
木
愛
次
誤
員
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

で
あ
り
ま
す
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一
な
お
、
本
日
は
二
宮
助
役
と
西
川
総
務
課
長
が
公
務
の
た
め
欠
席
い
た
し
ま
し
た
か
ら
御
了
承
願
い
ま
す
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要
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い
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の
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日
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る
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に
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三
日
の
全
国
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誤
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
き
ま
し
て
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
平
野
謡
貝
、
山
口
牒
貝
、
伊
籐
宗
一
議
貝
、
田
村
議
員
、
柴
田
誤
貝
の
表
彰
状
の
伝
達
を
行
な
い
ま
す
。

ま
ず
、
二
十
五
年
勁
続
表
彰
の
平
野
誤
貝
ど
う
ぞ
。

〔
平
野
太
七
君
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表
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状
朗
読
電
表
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市
誤
会
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貝
在
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の
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き
に
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っ
て
よ
く
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の
発
達
に
尽
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せ
ら
れ
、
そ
の
功
績
と
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に
顕
著
，

0
臨
長
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市
市
教
育
委
貝
会
委
貝
長

四

日

市

市

水

遊

局

長

四

日

市

市

長

殿

正

郎春

よ
ろ
し
く

¢~'三一． ？ 一 ～、”-ヽ—



ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

願
●
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）
．
日
程
オ
ー
、
会
期
の
決
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
o

.

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
今
期
定
例
会
の
会
期
は
｀
本
日
か
ら
六
月
十
八
日
ま
で
の
八
日
間
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
≪

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

御
異
誤
な
し
と
認
め
ま
す
。
．
よ
っ
て
会
期
は
八
日
間
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
a

次
に
日
程
ォ
ニ

t`

議
案
オ
七
十
五
号
専
決
処
分
に
つ
い
て
を
誤
題
と
い
た
し
ま
す
。

〔
市
長
．
（
平
田
佐
短
君
）
登
坦
〕

0
市
長
（
平
田
佐
短
君
）
た
だ
い
ま
御
上
程
の
議
案
に
つ
い
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

'
隈
案
オ
七
十
五
号
は
、
昭
和
＿
＿
＿
十
七
年
鹿
本
市
特
別
会
計
市
立
四
日
市
病
院
費
オ
一
回
追
加
予
算
案
で
あ
り
ま
し
て
こ
の
追
加
額
は
昭

和
三
十
六
年
度
決
算
の
結
果
、
土
地
売
払
代
金
と
し
て
歳
入
予
算
に
計
上
い
た
し
ま
し
た
土
地
売
却
を
し
な
か
っ
た
た
め
、
六
千
四
百
六

十
五
万
四
千
六
百
八
十
円
の
収
入
不
足
を
生
じ
ま
し
た
結
果
、
専
決
処
分
に
よ
り
そ
の
予
算
措
置
を
行
な
い
ま
し
た
の
で
、
御
承
認
を
お

〇
誤
長
（
山
本
三
郎
君
）

提
案
理
由
の
説
朋
を
求
め
ま
す
。

異
脹
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
誤
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま
す
。

／ ▼’¥  

各

通

田伊

村藤

末

山

口

宗信

四

日

市

市

誤

会

誤

貝

柴

田

松一、生繁

殿殿．

¥ I 

を
贈
呈
し
て
こ
れ
を
表
彰
す
る
。

昭
和
三
十
七
年
五
月
二
十
三
日

,a 

~~3,1l 

全

国

市

議

会

膝

長

会

会

長

津

村

峯

男

横

浜

市

談

会

諾

長

〇
議
長
（
山
本
三
郎
君
）
次
に
、
十
五
年
勤
続
表
彰
者
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
柴
田
議
貝
ど
う
ぞ
。

n
柴
田
繁
君
登
壇
｀
表
彰
状
朗
読
、
表
彰
状
授
与
〕
（
拍
手
）

表

彰

状

貴
下
は
、
市
誤
会
誤
貝
在
戟
十
五
年
、
よ
く
市
政
の
振
興
に
努
め
ら
れ
、
そ
の
功
績
と
く
に
顕
著
な
も
の
が
あ
る
の
で
、

こ
こ
に
オ
三
十
八
回
定
期
総
会
に
あ
た
っ
て
本
会
表
彰
規
程
に
よ
り
記
念
品
を
贈
呈
し
て
こ
れ
を
表
彰
す
る
。

昭
和
三
十
七
年
五
月
二
十
三
月

野

太

七

殿

四
日
市
市
議
会
謡
貝
平

全

国

市

議

会

議

長

会

会

琴

津

村

峯

男

横

浜

市

議

会

議

ゴ

こ
れ
に
御

な
も
の
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
オ
三
十
八
回
定
期
総
会
に
あ
た
っ
て
本
会
表
彰
規
程
に
よ
り
特
別
表
彰
を
行
な
い
、
記
念
品

-9- ....J>-



0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

オ
九
、
誤
案
オ
八
十
二
号
四
日
市
市
消
防
団
貝
等
公
務
災
宙
補
依
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
七
議
案
を
一
括
議
窟
と
い
た
し
ま
す
。

次
に
日
租
オ
ー
—l、
揺
索
オ
七
十
六
号
昭
和
三
十
七
年
度
四
日
市
市
歳
入
歳
出
牙
三
回
追
加
予
算
な
い
し
日
程

・
提
案
理
由
の
説
朋
を
求
め
ま
す
。

〔
市
長
（
平
田
佐
短
君
）
登
培
〕

0
市
長
（
平
田
佐
短
君
）
譲
案
オ
七
十
六
号
は
、
昭
和
三
十
七
年
皮
一
般
会
計
オ
三
回
追
加
予
算
案
で
ぁ
り
ま
し
て
-
そ
の
主
な
内
容

は
毅
津
橋
か
け
か
え
工
事
の
委
託
股
、
電
々
公
社
等
の
委
託
に
よ
る
逍
路
の
路
面
復
旧
費
及
び
今
回
、
建
設
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
県
立

四
日
市
南

H
粟
苅
等
学
校
の
た
め
の
地
元
負
担
経
股
の
一
部
並
び
に
関
係
県
立
高
校
の
実
習
室
、
図
書
館
等
建
設
費
に
対
す
る
地
元
負
担

金
等
で
あ
り
ま
し
て
｀
追
加
額
は
七
千
百
六
十
一
万
九
千
六
百
六
十
円
と
な
り
、
現
計
予
算
総
額
は
三
十
億
五
千
六
十
三
万
六
千
百
五
十

円
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
．
．

．

．

 

以
下
、
歳
出
か
ら
各
科
目
ご
と
に
そ
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

出
を
行
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
る
が
、

誤
会
股
は
、
誤
貝
報
酬
の
改
正
等
に
よ
る
所
要
額
を
迫
加
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

市
役
所
費
の
追
加
は
‘
罪
務
用
機
械
の
購
入
股
と
特
別
交
際
費
の
追
加
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

土
木
股
の
迫
加
は
、
建
設
省
に
対
す
る
殴
津
橋
か
け
か
え
委
託
料
と
、
電
々
公
社
、
県
企
業
庁
、
市
水
道
局
等
の
委
託
に
よ
る
路
面
復

旧
工
事
股
等
で
あ
り
ま
す
。
殴
津
橋
に
っ
き
ま
し
て
は
｀
市
負
担
分
六
千
六
十
三
万
五
千
円
の
う
ち
先
に
三
千
二
百
十
三
万
五
千
円
の
支

そ
の
後
工
事
の
進
捗
に
従
い
、
．
残
額
分
の
予
算
化
を
お
願
い
い
た
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
~

こ
れ
が
財
源
は
｀
予
算
外
義
務
負
担
に
よ
る
地
元
立
て
か
え
金
を
も
っ
て
全
額
充
当
す
る
も
の
で
あ
り
出
す

u

剛
A
公
社
N
か
二
件
の
委

託
H
事

費

は

｀

全

額

委

託

者

か

ら

の

弁

償

金

を

も

っ

て

充

当

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

・

,

．

都
市
計
画
股
は
、
街
路
交
通
の
実
態
を
調
査
す
る
た
め
、
本
年
七
月
、
県
の
主
体
に
よ
り
街
路
交
通
情
勢
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
る
の

で
、
そ
の
負
担
金
と
｀
誤
案
オ
八
十
九
号
を
も
っ
て
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
千
オ
町
・
小
生
線
の
道
路
敷
取
得
の
た
め
~
詞
逆
路
敷
を
市

有
地
と
交
換
す
る
こ
と
に
よ
る
交
換
差
金
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
o

,

産
菜
経
済
股
の
う
ち
耕
地
事
業
喪
の
追
加
は
｀
県
営
、
団
体
営
並
び
に
県
単
等
の
補
助
対
象
事
業
費
の
増
加
に
伴
う
負
担
金
の
追
加
と
、

三
菱
江
戸
川
化
学
株
式
会
社
が
農
業
用
水
確
保
の
た
め
関
係
者
の
要
請
に
よ
り
行
な
う
天
白
川
堤
防
下
の
か
ん
が
い
用
水
路
工
事
に
つ
い

て
、
材
料
股
を
負
担
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

塁
塁
奨
励
典
の
追
加
は
＂
府
用
対
策
の
一
環
と
し
て
雇
用
促
進
事
業
団
が
千
才
町
に
建
設
す
べ
き
日
雇
労
務
者
簡
易
宿
泊
所
の
付
帯

H
詈
費
及
び
設
備
股
等
に
対
す
る
補
助
金
と
、
今
回
｀
同
事
業
団
が
高
花
平
に
建
設
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
労
務
者
住
宅
建
設
予
定
地
の

、

、

た

し

ま

し

た

労

務

者

簡

易

宿

泊

所

の

付

帯

工

事

し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
同
事
業
団
が
千
才
町
に
建
設
い

地
盤
調
査
典
を
お
願
し
し
た

゜
す

て
は
｀
全
額
関
係
者
か
ら
の
指
定
寄
付
金
を
も
っ
て
ま
か
な
う
も
の
で
あ
り
ま

費
及
び
設
備
股
等
に
対
す
る
補
助
金
百
万
円
に
っ
い

選
挙
費
の
追
加
は
｀
七
月
一
日
執
行
の
参
議
院
諮
貝
選
挙
の
た
め
の
ポ
ス
ク
ー
｀
掲
示
板
、
街
頭
演
説
場
所
表
示
板
等
の
購
入
費
を
計

っ
て
ま
か
な
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

鴫

し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
財
源
は
国
庫
支
出
金
を
も

上

対
す
る
用
地
買
収
費
、
測
量
委
託
料
、
整

し
た
南
工
業
高
等
学
校
の
建
設
予
定
地
に

、
先
に
申
し
上
げ
ま

諸
支
出
金
に
つ
き
ま
し
て
は

四
日
市
工
業
高
校
実

し
た
四
日
市
高
校
図
書
館
｀

か
ね
て
か
ら
申
し
出
の
あ
り
ま

｀
 

地
費
、
進
入
路
築
造
股
等
の
一
部
を
計
上
し
た
ほ
か

対
す
る
地
元
負
担
金
と
｀
前
田
町
公
会
所
建
設
に
伴
う
補
助
金
並
び
に
四
日
市
都
市
親
善
協
会
に

習
室
．
菰
野
高
校
校
舎
等
の
建
設
股
に

対
す
る
補
助
金
等
の
追
加
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
、

〇
謡
長
（
山
本
三
郎
君
）

誤
事
日
程
に
従
い
ま
し
て
、

本
件
に
対
す
る
審
謡
は
留
保
い
た
し
ま
す
。

提
案
理
由
の
説
明
お
開
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
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一
部
非
陳
税
範
囲
の
拡
大
と
課
税
標
準
の
特
例
に
よ
る
減
税
措
置
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
新
設
大
規
模

て
、
そ
の
適
用
年
庶
を
一
ヵ
年
間
延
長
い
た
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

供
却
毀
産
に
対
し
て
課
す
る
固
定
毀
産
税
の
特
例
に
つ
い

三
、
市
た
ば
こ
消
股
税
は
、
現
行
税
率
百
分
の
十
一
を
百
分
の
十
二
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
課
税
標
準
の
合
理
化
を
は
か
り
、
従

公
社
が
小
売
人
に
対
し
て
売
り
渡
し
た
製
造
た
ば
こ
の
数
量
に
全
国
平
均
小
売
価
格

前
の
従
価
課
税
制
庇
に
従
証
課
税
制
庶
を
加
味
し
｀

を

乗

じ

た

額

に

改

め

て

お

る

の

で

ご

ざ

い

ま

す

。

．

．

．

、
か
つ
非
課
税
品
目
の
盤
理
合
理
化
を
行

四
｀
電
気
・
ガ
ス
税
に
お
き
ま
し
て
は
、
税
率
現
行
の
百
分
の
十
を
百
分
の
九
に
引
き
下
げ

な
い
。
新
た
に
公
衆
の
た
め
に
道
路
｀
橋
｀
公
園
そ
の
他
に
照
明
用
と
し
て
設
位
さ
れ
た
電
灯
で
政
令
で
定
め
る
も
の
等
に
は
~
課
税
し

な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
が
改
正
要
点
の
概
要
で
あ
り
ま
す
が
、

で
ご
ざ
い
ま
す
。

脹
案
オ
八
十
号
四
日
市
市
立
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
案
は
｀
市
立
保
育
園
の
う
ち
収
容
対
象
児
が
定
員
を
超
過
す
る
保
育
園
に
つ
い

て
増
貝
方
を
申
請
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
ほ
ど
県
知
事
の
認
可
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
し
ろ
や
ま
保
育
園
は
定
員
百
名
を
百
二
十

名
に
、
さ
く
ら
保
育
園
は
定
貝
百
名
を
百
四
十
名
に
｀
●
き
わ
保
育
園
は
定
貝
八
十
名
を
百
四
十
名
に
そ
れ
ぞ
れ
改
定
し
よ
う
と
す
る
も

二
、
固
定
貸
産
税
は
疇

ま
す

3

l
l
r
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,
・
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，
;
,
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―
コ
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,
'
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'
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ー
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：
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,

'

,

1

1

，
ー
：
＇

歳
入
に
お
き
ま
し
て
は
｀
歳
出
各
款
に
お
き
ま
し
て
申
し
述
ぺ
ま
し
た
特
定
財
源
の
ほ
か
、
前
年
炭
繰
越
金
等
を
も
っ
て
充
当
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
審
膳
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
．

次
に
｀
誤
案
才
七
十
七
号
四
日
市
市
委
貝
会
の
委
貝
等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
は
、
国
会
議
貝
の
選
挙
等

の
執
行
経
費
の
甚
準
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
基
づ
き
＇
各
植
選
挙
に
お
け
る
投
票
立
会
人
等
の
費
用
弁
償
額
を
改
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

議
案
オ
七
十
八
号
四
日
市
市
吏
貝
退
隠
料
、
退
戦
給
与
金
｀
追
族
扶
助
料
支
給
条
例
の
一
部
加
正
案
は
、
国
民
皆
年
金
の
主
旨
に
の
っ

と
り
ま
し
て
、
各
公
的
年
金
を
通
虹
措
位
す
る
よ
う
遥
年
年
金
逝
則
法
が
厖
行
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
本
市
吏
員
と
し
て
勁
続
十
五
年
未

満
で
退
職
す
る
均
合
、
一
時
金
で
あ
る
退
凜
給
与
金
を
支
給
さ
れ
る
戟
只
に
つ
い
て
、
他
の
公
的
年
金
に
本
市
吏
貝
と
し
て
の
勁
続
期
間

が
遥
雰
さ
れ
る
よ
う
所
要
の
改
正
を
行
な
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

諜
案
才
七
十
九
号
四
日
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
案
は
、
さ
る
オ
四
十
国
会
に
お
い
て
成
立
い
た
し
ま
し
た
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
ま
し
て
、
所
要
の
改
正
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
．
行
な
わ
れ
ま
し
た
地
方
税
法
の
改
正
は
、
大
衆
負
担
｀

中
小
企
栗
者
の
負
担
の
軽
減
｀
合
理
化
そ
の
他
税
負
担
の
均
衡
化
の
推
進
を
は
か
り
減
税
を
行
な
う
と
と
も
に
、
国
、
地
方
団
体
間
の
税

源
配
分
の
適
正
化
措
皿
の
一
琉
と
し
て
｀
所
得
税
の
一
部
の
移
談
に
伴
う
府
県
民
税
の
所
得
割
の
税
率
の
改
正
｀
た
ば
こ
消
費
税
の
税
率

の
引
き
上
げ
及
び
そ
の
課
税
探
準
の
合
理
化
を
は
か
る
等
の
処
低
が
講
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
市
町
村
民
税
に
お
け
る
課

税
所
得
七
十
万
円
以
下
の
中
小
所
得
者
岡
に
適
用
さ
れ
る
税
率
の
緩
和
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
朋
三
十
八
年
度
分
か
ら
施
行
せ
ら
る
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
い
ま
し
ば
ら
く
検
肘
の
余
裕
を
い
た
だ
き
、
本
波
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
か
ら
直
ち
に
施
行
さ
れ

ま
す
る
市
民
税
、
固
定
毀
産
税
、
た
ば
こ
消
費
税
並
び
に
電
気
•
ガ
ス
税
等
の
改
正
に
つ
い
て
御
帯
議
を
お
臣
い
い
た
す
も
の
で
ご
ざ
い

次
に
｀
各
税
目
ご
と
に
主
な
る
改
正
点
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

一
｀
市
民
税
に
お
き
ま
し
て
は
、
身
体
隙
也
者
等
の
非
課
税
範
囲
の
拡
張
を
行
な
い
、
年
所
得
十
八
万
円
以
下
を
非
腺
税
に
す
る
と
と

も
に
｀
法
人
か
ら
受
け
る
利
益
の
配
当
及
び
剰
余
金
の
分
配
に
か
か
る
配
当
所
得
に
つ
い
て
税
額
控
除
を
行
な
う
こ
と
に
い
た
し
て
お
り

ま
す
a

な
お
、

こ
の
ほ
か
各
税
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
合
理
化
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
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提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

〔
市
括
⇔
千
田
佐
矩
君
）
登
壊
〕

の
上
お
と
り
か
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

の
で
あ
り
ま
す
。

碓
案
オ
八
十
一
号
四
日
市
市
立
幼
稚
固
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。
市
立
四
日
市
幼
稚
園
は
｀
｀
諏

訪
公
固
内
に
設
置
し
迎
営
し
て
ま
い
？
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
都
市
公
園
法
が
施
行
せ
ら
れ
、
諏
訪
公
園
は
同
法
の
適
用
を
受
け
、
公

固
内
に
は
幼
稚
囮
を
胚
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
｀
幼
稚
固
の
適
当
な
移
転
先
を
求
め
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
-
市
立
産
院
が
市

立
病
院
に
吸
収
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
同
施
設
に
四

H
市
幼
稚
固
を
移
転
さ
せ
る
よ
う
本
案
を
提
出
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

誤
案
オ
八
十
二
号
四
日
市
市
消
防
団
貝
等
公
務
災
害
補
供
条
例
の
一
部
改
正
架
は
~
公
務
貝
等
の
給
与
改
定
の
拍
置
に
関
連
し
、
非
常

勤
消
防
団
貝
等
に
か
か
る
損
招
補
供
の
基
準
を
定
め
る
政
令
の
う
ち
損
租
補
償
の
補
倣
甚
礎
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
｀

基

づ

い

て

条

例

の

一

部

を

改

正

す

る

も

の

で

ご

ざ

い

ま

す

。

．

な
に
と
そ
よ
ろ
し
く
御
審
脹
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
頴
い
申
し
上
げ
ま
す
。

0
誤
長
（
山
本
三
郎
君
）
誤
邪
日
程
に
従
い
ま
し
て
、
本
件
に
対
す
る
帝
語
は
留
保
い
た
し
ま
す
。

〇
諮
長
（
山
本
三
郎
君
）
次
に
日
程
オ
十
‘
↑

9

誤
女
オ
八
十
三
号
予
算
外
義
務
負
担
契
約
に
つ
い
て
な
い
し
日
程
オ
士
一
、
議
案
才
八
十

五
号
予
算
外
義
粉
負
担
契
約
の
更
正
に
つ
い
て
の
三
誤
来
を
一
括
陵
題
と
い
た
し
ま
す
。

先
般
お
配
り
申
し
上
げ
ま
し
た
諮
案
の
う
ち
、

ス
・
プ
リ
ソ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
。

で
あ
り
ま
す
。

次
に

ふ{./.・

理
耶
者
よ
り
謡
案
オ
八
十
三
号
の
参
考
部
分
及
び
誤
案
オ
八
十
五
号
に
つ
き
ま
し
て
ミ

お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
も
の
と
さ
し
か
え
て
ほ
し
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
御
了
承

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
議
案
才
八
十
三
号
予
算
外
義
務
負
担
契
約
に
つ
い
て
は
、
建
設
省
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
以
祁
仇
か
け
か
え

H
事
の
昭
和
三
十
七
年
庇
分
市
負
担
金
を
磯
津
橋
建
設
委
貝
会
が
立
て
か
え
る
た
め
、
同
委
員
会
が
株
式
会
社
三
瓜
銀
行
及
び
株
式
会
社

百
五
銀
行
か
ら
箕
金
を
借
り
入
れ
る
に
つ
い
て
、
、
市
が
そ
の
債
務
を
保
証
す
る
損
失
補
償
契
約
を
融
資
銀
行
と
締
納
し
よ
う
と
す
る
も
の

次
に
、
議
案
才
八
十
四
号
の
予
尊
外
義
務
負
担
契
約
来
に
つ
い
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
市
市
立
学
校
の
建
築
に
つ
き
ま
し
て

は
、
文
教
施
設
益
備
十
力
年
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
計
画
当
初
、
．
木
造
に
よ
る
も
の

も
い
ま
と
な
っ
て
は
鉄
筋
づ
く
り
に
切
り
か
え
る
必
痰
も
あ
り
、
市
の
急
速
な
発
展
に
よ
る
人
口
増
に
伴
う
児
童
数
の
増
加
に
対
処
す
る

た
め
の
培
築
や
各
種
の
災
轡
復
旧

H
事
の
施
行
等
に
よ
り
、
造
憾
な
が
ら
若
干
遅
延
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
学
童
生
徒
の
教
育
効
果
を
考
慮
い
た
し
會
本
年
度
も
財
政
上
の
困
難
を
克
服
し
て
八
郷
、
河
原
田
｀
｀
三
重
、
塩
浜
、
神
前

の
各
小
学
校
及
び
内
部
幼
稚
固
の
建
設
工
事
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
建
設
委
貝
会
に
お
い
て
株
式
会
社
三
重
銀
行
並
び
に
三
重
県
農

莱
協
同
組
合
逃
合
会
と
建
設
箕
金
の
借
り
入
れ
契
約
を
結
ん
で
い
た
だ
き
｀
そ
の
建
設
を
行
な
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
市

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
前
述
の
金
囮
機
関
と
損
失
補
供
契
約
を
締
結
し
て
｀
建
設
委
貝
会
の
借
入
金
返
済
の
っ
ど
損
失
補
償
を
行
な
い
た
・

い
と
存
じ
本
案
を
捉
案
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
•

、
磯
津
、
四
日
．

、
先
に
猿
決
せ
ら
れ
ま
し
た
伊
勢
湾
高
潮
防
波
堤
築
造
に
よ
る
協
同
漁
業
権
の
一
部
放
棄
に
伴
い

・
誤
案
オ
八
十
五
号
は

、
市
が
こ
れ
に
対
し
て
行
な
う
予
算
外
義
務
負
担
契
約
を

市
、
楠
の
各
漁
架
協
同
組
合
が
農
林
中
央
金
庫
か
ら
融
資
を
受
け
る
に
つ
い
て

さ
る
三
月
二
十
六
日
の
議
会
に
お

更
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
回
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
漁
業
補
債
に
つ
き
ま
し
て
は
‘

`
．
市
が
損
失
補
償
を
行
な
う
こ
と
に
つ
い
て
御
決
誤
を
い
た
だ
い

き
ま
し
て
幾
林
中
央
金
庫
が
漁
業
協
同
組
合
へ
行
な
う
屈
資
に
対
し
て

た
の
で
あ
り
ま
す
る
が
、
そ
の
後
、
各
組
合
間
の
補
償
額
の
決
定
が
で
き
な
い
た
め
、
現
在
に
い
た
る
も
な
お
そ
の
実
行
が
遅
延
い
た
し

こ
れ
に
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て
お
る
状
態
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
国
に
お
い
て
も
H
事
漑
工
の
関
係
も
あ
り
、
配
分
が
き
ま
ら
な
い
ま
ま
、
い
た
ず
ら
に

H
事
を
延

期
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
県
を
主
体
と
い
た
し
ま
し
て
交
渉
を
進
め
て
お
り
ま
す
こ
と
は
ー
当
初
本
年
末
に
支
払
い
を
予
定
し

て
い
た
と
こ
ろ
の
補
債
額
の
う
ち
ー
低
二
千
五
百
万
円
を
六
月
に
繰
り
上
げ
支
払
い
す
る
条
件
を
提
示
し
て
｀
本
問
題
の
早
期
解
決
を
は

か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
｀
い
ま
だ
配
分
額
の
決
定
を
み
る
に
い
た
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
．
こ
の
ま
ま
配
分
額
が
決
定
し
な
く
て
も
国
に

お
い
て
は
計
圃
ど
お
り
昭
和
三
十
八
年
の
台
風
期
ま
で
に
は

H
事
を
完
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
県
の
御
意
向
と
し
ま
し
て
は
、

場
合
に
よ
っ
て
は
補
償
金
供
託
の
方
法
に
よ
り
漁
莱
枷
の
放
染
を
強
制
執
行
す
る
こ
と
も
考
え
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
願
わ
く
ば
円

、
満
に
解
決
す
ぺ
く
県
、
市
並
び
に
関
係
方
面
の
方
々
に
も
尽
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
努
で
あ
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
こ
れ
が
補
償

に
つ
き
ま
し
て
も
、
当
初
の
支
払
い
予
定
を
変
更
い
た
し
、
補
供
総
額
二
低
八
干
七
百
五
十
万
円
（
内
訳
は
国
負
担
分
一
偉
八
百
万
円
、

県
負
担
分
八
千
九
百
七
十
五
万
円
、
市
負
担
分
八
千
九
百
七
十
五
万
円
）
の
う
ち
、
二
億
五
千
万
円
（
内
訳
は
国
負
担
分
一
徳
八
百
万
円
｀

県
負
担
分
七
千
百
万
円
｀
市
負
担
分
七
千
百
万
円
）
を
六
月
中
旬
な
い
し
下
旬
に
支
払
ぅ
こ
と
に
変
更
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。
つ
き
ま

し
て
は
、
当
初
計
圃
い
た
し
ま
し
た
股
林
中
央
金
郎
に
よ
る
磁
沢
は
央
俯
に
あ
わ
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
こ
れ
を
と
り
や
め
、

三
重
銀
行
ほ
か
三
行
に
よ
る
羅
迂
に
よ
り
行
な
う
こ
と
に
い
た
し
た
＜
｀
こ
こ
に
予
算
外
義
務
負
担
契
約
の
更
正
を
お
願
い
申
し
上
げ
る

次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
本
年
末
支
払
い
分
三
千
七
百
五
十
万
円
（
内
訳
は
県
負
担
分
一
千
八
百
七
十
五
万
円
、
市
負
担
分
一
千
八

百
七
十
五
万
円
）
に
つ
き
ま
し
て
も
御
審
議
を
お
願
い
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
審
議
の
ほ
ど
を
お
阪
い
申
し
上
げ
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
一
＿
一
郎
君
）

次
に
日
程
オ
士

l-
、
脳
累
八
十
六
号
昭
和
三
十
七
年
度
四
日
市
市
水
道
事
業
会
計
オ
ー
回
追
加
更
正
予
算

な
い
し
日
程
オ
十
五
、
議
案
オ
八
十
八
号
配
水
管
施
設
費
立
替
金
に
関
す
る
契
約
に
つ
い
て
の
三
訊
寮
を
一
姑
訊
罰
と
い
た
し
ま
す
。

提
案
理
由
の
説
明
を
願
い
ま
す
。

．
〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
議
案
牙
八
十
六
号
は
｀
昭
和
三
十
七
年
度
本
市
水
道
事
業
会
計
オ
ー
回
追
加
更
正
予
算
案
で
あ
り
ま
し
て
、

収
益
的
収
入
及
び
支
出
二
千
九
百
六
十
一
万
四
千
七
百
円
｀
期
間
外
収
入
及
び
支
出
七
十
二
万
二
千
百
円
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出
一
千

四
百
一
＿
＿
万
九
千
六
百
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
の
追
加
更
正
を
提
案
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
主
な
内
容
を
申
し
上
げ
ま
す
と
書
収
益
的
収
入
は
昨
年
度
よ
り
引
き
続
き
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
高
花
平
団
地
等
受
託
工
事
収

益
二
千
七
百
七
十
六
万
一
千
円
と
｀
下
水
道
布
設
工
事
等
に
伴
う
営
業
外
受
託

H
事
収
益
百
七
十
四
万
八
千
百
円
及
び
別
案
に
よ
る
鹿
間

•
内
部
簡
易
水
道
の
給
水
料
培
額
に
か
か
る
簡
易
水
道
収
益
十
万
五
千
六
百
円
の
増
額
で
あ
り
ま
す
。

．
収
益
的
支
出
は
、
前
述
の
受
託
工
事
に
要
す
る
材
料
H
事
股
等
で
、
営
業
費
用
二
千
七
百
七
十
六
万
一
千
円
、
営
業
外
費
用
百
七
十
四

万
八
千
百
円
並
び
に
鹿
間
・
内
部
簡
易
水
道
の
運
営
費
十
万
五
千
六
百
円
の
増
額
で
あ
り
ま
す
。
期
間
外
支
出
は
過
年
度
分
の
水
道
料
金

等
の
う
ち
｀
修
正
を
要
す
る
も
の
七
十
二
万
二
千
百
円
の
増
額
で
あ
り
ま
し
て
、
支
出
に
対
す
る
不
足
額
七
十
二
万
二
千
百
円
を
繰
越
未

処
分
利
益
剰
余
金
で
補
て
ん
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

資
本
的
収
入
は
＂
市
内
東
坂
部
町
の
地
元
寄
付
金
二
百
二
十
二
万
百
七
十
円
及
び
別
案
に
よ
る
大
協
和
石
油
化
学
株
式
会
社
等
の
地
元

立
替
金
百
十
万
円
で
あ
り
ま
し
て
、
支
出
に
対
し
て
不
足
す
る
額
一
千
七
十
一
万
九
千
四
百
三
十
円
を
、
前
年
度
繰
越
損
益
勘
定
留
保

資

金

よ

り

補

て

ん

す

る

こ

と

に

い

た

し

た

の

で

ご

ざ

い

ま

す

。

．

：
資
本
的
支
出
は
昨
年
度
よ
り
引
き
続
き
実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
近
鉄
み
ゆ
き
ガ
丘
の
団
地
給
水
工
事
費
及
び
東
坂
部
町
地
内
ほ
か
市

内
配
給
水
管
布
設
H
事
費
で
材
料
工
事
費
等
一
千
四
百
三
万
九
千
六
百
円
を
追
加
計
上
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

., 

.•• 

．．
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〇
脹
長
（
山
本
三
郎
君
）

本
件
に
対
す
る
審
識
は
留
保
い
た
し
ま
す
し
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0
議
此
（
山
本
三
郎
君
）

・o謡
此
（
山
本
三
郎
君
）
次
に
日
粒
オ
十
六
、
括
梁
オ
八
十
九
号
市
有
地
の
交
換
に
つ
い
て
を
誤
題
と
い
た
し
ま
す
。

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

＇
〔
市
品
（
平
田
佐
矩
君
）
笠
培
〕

0
市
此
（
平
田
佐
短
君
）
た
だ
い
ま
上
和
の
揺
梁
オ
八
十
九
号
は
、
＇
市
有
地
の
交
換
に
つ
い
て
御
宅
誤
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま

、
し
て
｀
本
市
が
昭
和
三
十
三
年
庇
に
旅
工
い
た
し
ま
し
た
都
市
計
画
街
路
千
オ
町
。
小
生
線
築
造
の
さ
い
に
、
そ
の
道
路
用
地
の
一
部
六

．．
 
沼
十
六
坪
二
合
五
勺
を
買
収
す
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
同
土
地
の
所
有
者
株
式
会
社
久
保
村
木
材
H
業
所
取
締
役
社
長
久
保
村
消
高
氏

と
市
が
現
在
同
氏
に
貸
し
付
け
中
の
市
有
地
｀
元
廃
道
敷
及
び
廃
溝
敷
八
百
七
坪
六
合
二
勺
と
交
換
す
る
と
い
う
了
似
に
秘
づ
さ

M
道
郎

用
地
の
提
供
を
受
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。
爾
来
、
土
地
の
評
価
及
び
使
用
料
等
に
つ
き
十
分
検
肘
を
加
え
て
お
り
ま
し
た
た
め
、
そ
の
処

理
が
延
び
て
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
る
が
．
今
回
、
同
社
と
の
了
解
事
項
に
従
い
交
換
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お

交
換
差
金
に
つ
き
ま
し
て
は
．
都
市
計
画
股
に
お
い
て
三
十
三
万
九
千
百
四
十
五
円
の
支
出
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
審
誤
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
牒
長
（
山
本
三
郎
君
）．

 

0
議
品
（
山
本
三
郎
君
）

捉
案
理
由
の
説
明
を
穎
い
ま
す
。

〔
市
長
（
平
田
佐
短
君
）
登
壇
〕

て
い
る
地
稼
図
と
同
様
の
地
積
図
が
税
務
事
務

0
市
品
（
平
田
佐
短
君
）
＂
た
だ
い
ま
上
程
の
庶
案
オ
九
十
号
は
、
法
務
局
に
保
管
さ
れ

の
土
地
評
価
の
さ
い
必
要
で
ご
ざ
い
ま
す
る
の
で
｀
複
製
品
の
購
入
に
つ
い
て
過
日
指
名
競
争
入
札
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
~
株

す。

式
会
社
日
本
国
土
躙
査
協
会
に
落
札
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
欝
入
契
約
の
締
結
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま

ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
稲
磋
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す

C

本
件
に
対
す
る
哨
謡
は
留
保
い
た
し
ま
す
。

〇
誤
品
（
山
本
三
郎
君
）

次
に
日
程
才
十
七
、
謡
案
オ
九
十
号
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

〇
謡
品
（
山
本
三
郎
君
）
お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

本
日
、
市
品
か
ら
議
案
オ
九
十
一
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
な
い
し
議
案
オ
九
十
三
号
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
三
脹

本
件
に
対
す
る
審
阪
は
留
保
い
た
し
ま
す
。

'
,
'
,
＇

|

I

,

l

;

＇
-
'
‘
"
 

本
件
に
対
す
る
恋
謡
は
留
保
い
た
し
ま
す
。

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
御
審
限
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

：． 

次
に
、
誤
案
オ
八
十
七
サ
四
日
市
市
簡
易
水
逍
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。
筒
易
水
道
の
経
営
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
特
別
会
計
の
原
則
に
従
r

て
そ
れ
ぞ
れ
の
簡
易
水
逍
に
お
い
て
つ
ね
に
収
支
あ
い
っ
ぐ
な
う
経
理
に
つ
と
め
て
い
る
の
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
鹿
間
・
内
部
両
簡
易
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
発
足
当
時
の
料
金
紅
定
蕊
準
に
比
較
し
て
管
理
補
修
費
が
上
回
っ
て
お
り

ま

す

る

の

で

｀

収

入

の

不

足

分

に

つ

い

て

給

水

料

を

培

額

し

よ

う

と

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

．

猥
累
八
十
八
号
団
水
[
U
布
股
費
立
牲
金
に
関
す
る
契
約
索
は
、
市
内
生
桑
地
区
に
建
設
さ
れ
る
大
協
和
石
油
化
学
株
式
会
社
及
び
大

協
石
油
株
式
会
社
社
宅
用
地
へ
の
配
水
管
の
布
股
は
、
芝
一
期
拡
服
計
画
で
昭
和
四
十
一
年
度
に
施
H
の
予
定
で
あ
り
ま
す
る
が
｀
両
社

か
ら
昭
和
四
十
一
年
股
ま
で

H
i
$
C
(
を
無
利
子
で
立
て
か
え
る
か
ら
書
本
年
股
に
お
い
て
施
H
せ
ら
れ
た
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し

た
の
で
~
ぃ
る
い
る
検
肘．．
 たし
ま
し
た
と
こ
ろ
、
や
む
を
え
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
す
の
で
｀
本
契
約
を
締
結
の
上
施
工
い
た
し
た

い
と
存
じ
ま
し
て
御
捉
索
申
し
上
げ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

4
9
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〇
陵
是
（
山
本
一

l

一
郎
君
）

い
た
し
ま
し
た
。

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
さ
い
こ
れ
を
日
程
に
追
加
し
謡
顆
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

御
異
隈
な
し
と
閲
め
ま
す
。

し

謡

題

と

す

る

こ

と

に

決

定

い

た

し

ま

し

た

。

．

．

誤
案
オ
九
十
一
号
な
い
し
議
案
オ
九
十
三
号
を
一
括
猫
題
と
い
た
し
ま
す
。

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
棺
〕

よ
っ
て
こ
の
さ
い
誤
案
オ
九
十
一
号
な
い
し
膜
案
オ
九
十
三
号
を
日
程
に
追
加

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
た
だ
い
ま
上
程
の
誤
案
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

脹
案
オ
九
十
一
号
の
工
事
請
負
契
約
締
結
案
は
、
．
稲
葉
町
・
生
桑
線
の
開
営
橋
か
け
か
え

H
事
中
上
部
H
に
つ
い
て
指
名
競
争
入
札
を

行
な
い
ま
し
た
と
こ
ろ
｀
朗
負
金
額
一
千
三
百
五
十
八
万
円
で
名
古
屋
市
中
村
区
広
小
路
西
通
、
オ
リ
ニ
ソ
ク
ル
コ
ソ
ク
リ

J
卜
株
式
会

社
名
古
座
出
張
所
に
落
札
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
睛
久
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

諜
案
オ
九
十
二
号
の
工
事
請
負
契
約
案
は
｀
官
田
小
学
校
オ
ニ
期
改
築

H
事
を
諮
負
金
額
二
千
八
百
九
十
万
円
で
市
内
大
字
天
ケ
須
賀
｀

株
式
会
社
赤
尾
組
と
、
ま
た
南
中
学
校
足
内
迎
動
場
改
築

H
事
を
請
負
金
額
一
千
六
百
八
十
万
円
で
名
古
屋
市
中
村
区
笹
島
町
、
新
菱
建

設
株
式
会
社
名
古
屈
支
店
と
そ
れ
ぞ
れ
指
名
競
争
入
札
の
結
采
に
基
づ
き
請
負
契
約
の
締
結
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、
巖
案
オ
九
十

l

―
ー
号
委
託
契
約
案
は
｀
本
市
の
北
部
丘
陵
地
並
び
に
南
部
丘
陵
地
開
発
計
画
樹
立
に
必
要
な
地
形
図
作
成
作
業
を

過
日
指
名
競
争
入
札
に
付
し
ま
し
た
る
と
こ
ろ
｀
睛
負
金
額
四
百
八
十
三
万
三
千
円
を
も
っ
て
東
京
都
新
宿
区
市
ヶ
谷
左
内
町
．
＾
ッ
フ
ィ

ッ
ク
航
空
測
量
株
式
会
社
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
會
繭
負
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

な
に
と
そ
よ
ろ
し
く
御
審
議
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
件
に
対
す
る
審
誤
は
留
保
い
た
し
ま
す
。

〇
隈
長
（
山
本
三
郎
君
）

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
。

発
椴
オ
五
号
公
有
水
面
埋
立
地
の
町
の
区
域
の
設
定
に
つ
い
て
の
意
見
に
つ
い
て
を
こ
の
さ
い
日
程
に
追
加
し
、
議
題
と
い
た
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
膝
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

御
異
陵
な
し
と
認
め
ま
す
。

こ
れ
に
御
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

よ
っ
て
こ
の
さ
い
発
議
才
五
号
を
日
程
に
追
加
し
、
議
題
と
す
る
こ
と
に
決
定

発
脹
オ
五
号
を
謡
題
と
い
た
し
ま
す
。

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
六
月
一
日
付
地
オ
八
七
九
号
を
も
っ
て
三
重
県
知
事
か
ら
本
市
午
起
地
先
の
公
有
水
面
埋
立
地
十
五
万
二
千

百
三
十
六
坪
九
合
一
勺
を
大
協
町
二
丁
目
と
し
、
同
じ
く
五
万
四
千
八
百
六
十
八
坪
八
合
八
勺
を
三
郎
町
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
本
市
議

会
の
意
見
を
求
め
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
本
案
の
と
お
り
回
答
い
た
し
た
い
と
存
じ
お
は
か
り
す
る
次
オ
で
あ
り
ま
す
。

御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
発
酋
願
い
ま
す
。

別
段
、
御
質
疑
、
御
意
見
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
｀
本
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
諮
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

御
異
器
な
し
と
認
め
ま
す
。

〇

誤

長

（

山

本

三

郎

君

）

よ

っ

て

発

議

オ

五

号

は

原

案

の

と

お

り

可

決

さ

れ

ま

し

た

。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
本
日
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

〔
「
異
誤
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

-.21- --.20--



四

日

市

市

議

昭
和
三
十
七
年
六

次
会
は
き
た
る
十
三
日
午
前

本
日
は
こ
れ
を
も
っ
て
散
会

月
十
三
日

会

定

例

会

会

議

録

い
た
し
ま
す
。

十
時
に
会
謡
を
開
き
ま
す
。

四

日

市

市

議

（
第
二
号
）

午
後
二
時
五
十
五
分
散
会

会
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0
出
席
誤
只
（
三
十
名
）

0
昭
和
三
十
七
年
六
月
十
三
日
（
水
靡
日
）
午
前
十
時
五
分
開
腋

環
和
三
十
七
肛
四
日
市
市
議
会
定
例
会
議
事
速
記
録
オ
ニ
号

高

橋

伊

祐

し

大

谷

喜

正

君君

池

畑

佐

太

郎

‘

君

荒

武

君

志

木積

鈴

木

政敏

治一

君

郎

君

錦

安

..、吉

伊

膝

太繁

郎

君君

矢

田

郎

君

山内

ロ

信

，

生

山

野 馬

呂＇嶋

弥幸

十太

郎郎

君君君

温

知

君

米

田

好

兼

速

記
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〇
欠
席
議
員
（
九
名
）

0
市
誤
会
邪
務
局
（
五
名
）

主

事

補

安

藤

・枝

好

主

事

坂

倉

紀

久

主

事

小

坂

靖

臨

事

係

長

川

原

田

罪

務

局

長

菊

地

英

裕也

藤

谷

祐

君

永

田

巳

側

君

日

比

義

平

君

辻

定

章男

君

前

川

辰

君

加

藤

定

男

君

早

JI I 

平

野

和太

七

君君

谷

ロ

専

．

九

君

中

島

忠

勝

君

山

本

郎

君

小

林

喜

夫

君

橋

詰

典

隆

君

柴山

田

繁

君

中

忠

田

村

末

一松

君君

生 伊

川藤

平

君

宗

蔵一

君

伊

藤

泰

坂

上

長

十

，
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〇
誤
長
（
山
本
三
郎
君
）

オ

九

議
索
オ
八

0
号

窟
索
オ
八
ー
サ

i

休
憩
前
に
引
き
続
き
~
会
誤
を
開
き
ま
す
。

• 

'

，

＇

 

9

,

4

,

 

~
’
ヽ
’
•
9
,

,
T
 

鼻

才

八
ガ'

七

ォ
... 

/‘ 

オ

五
オ

四
〇

誤

事

日

程
謡
索
才
七
八
号

ー
午
前
十
時
五
分
休
憩

屯
決
処
分
に
つ
い
て
：
：
・
:
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
質
疑
・
・
・
・
委
員
会
付
託

昭
和
三
十
七
年
庇
四
日
市
市
歳
入
歳
出
ォ
三
回
追
加

予
算
：
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

0
 

．．．．．．． 
II 

臨
案
オ
七
七
号
．
四
日
市
市
委
只
会
の
委
貝
等
の
報
醐
及
び
費
用
弁
債

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
：
•
•
]
…
•
•
•
•

四
日
市
市
吏
貝
退
隠
料
退
玖
給
与
金
｀
迫
族
扶
助

議

案

八

二

号

議
案
才
七
九
号
，
四
日
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

．．．．．．．．．． 

四
日
市
市
立
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

．．．． 

四
日
市
市
立
幼
稚
固
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

．．．． 

四
日
市
市
梢
防
団
貝
等
公
籾
災
宙
補
供
条
例
の
一
部

オ
ー

0

臨
案
オ
八
＿
＿
一
号

オ
ー
一
揺
案
オ
八
四
号

竺

二

醗

索

オ

八

五

号

〇
膝
長
（
山
本
一

l

一
郎
君
）

料
支
給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
…
…
・
:
:

改
正
に
つ
い
て
…
・
:
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

予
紅
外
義
務
負
担
契
約
に
つ
い
て
．．．．．．．．．．．．．．．． 

•••••••••••••.•• 

予
雰
外
義
務
仇
担
契
約
に
つ
い
て

予
葬
外
義
務
負
担
契
約
の
夏
正
に
つ
い
て

．．．．．．．．．． 

た
だ
い
ま
か
ら
、

才 才 才

一
般
質
問

誤
案
オ
七
五
号

誤
衆
オ
七
六
号

昭
和
三
十
七
年
六
月
十
―
-l
日
（
水
躍
日
）
午
前
十
時
開
隈

．．
 

、

，

．

 

ガ

ニ

号

/I 

” ” 
,. 

．．． ，
 

9

,

 

I
 ••••• ” 9

,

 

I
 •••• ”9 .... 

”
 ．．．． 

オ
ニ
―
―
.
｀
議
案
牙
八
六
号
昭
和
一
＿
一
十
七
年
度
四
日
市
市
水
道
事
業
会
計
オ
ー
回

•
•
•
•
…
…
…
…
…

p
.｛
•
•
•
…
·
：
質
疑
…
•
委
員
会
付
託

追
加
更
正
予
算
．

四
議
案
才
八
七
号
四
日
市
市
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
．
｀
：
ク
・
・
・
・

オ
ー

．．．．． 

9
,
•

五
謡
案
オ
八
八
号
配
水
管
雄
設
双
立
替
金
に
関
す
る
契
約
に
つ
い
て
：
·
，
”

ガ
」

オ
一
六
誤
案
オ
八
九
号
，
市
有
地
の
交
換
に
つ
い
て
：
•
•
…••
I
.
'：
.
.
.
-

.. L
.
.
.
.
”
.
'
：
 

”
 

••••••••••.•••••. 

,
 

..•.... 

七

脹

案

オ

九

0
号
開
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
．

芭
．
 

．．．．．．．．．．．．．．．． 
し
／
‘

9

.

.

.

 

議
案
オ
九
一
号

H
事
昭
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
＇

オ
ー
八

才
一
九
陵
案
オ
九
二
号
工
事
節
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
…
•
…
•
•
•
•
•
…
•
”

•••••• 

，
 

••••••••••• 

I
 

芝
―

O
'
議
案
オ
九
三
号
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
：

本
日
の
会
謡
を
開
き
ま
す
。
：
．．
 

出
席
謡
貝
は
二
十
八
名
で
あ
り
ま
す
。

本
日
の
展
事
に
つ
き
ま
し
て
．
は
、
隔
事
日
程
ォ
ニ
号
に
よ
り
取
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

暫
時
｀
休
憩
い
た
し
ま
す
。

午
前
十
時
十
分
再
開 ” 

I'” ” ” 
ヽ

/9 
・・, 

/9 

” 
/9 ，， /9 

” ’’ ” ” ’’ ” 
『
—
·

，ヽ
．
 

，
 

'!. 

..‘ 

;、..

-2?- -:ll-



＼ 

日
程
オ
一
、
一
般

ft間
を
行
な
い
ま
す
u

質
間
は
、
登
壇
し
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
大
谷
浪
貝
｀
ど
う
ぞ
。

〔
大
谷
喜
正
粁
迂
壇
〕

0
大
谷
喜
正
対

11仙
通
告
の
と
お
り
．
莉
節
学
校
巡
学
対
策
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
心
配
さ
れ
る
内
容
の
邪
例
を
申
し
上
げ
て
、
理
事

者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
と
適
切
な
答
弁
を
匝
い
た
い
と
111
心
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

戦
後
の
ペ
ビ
ー
・
プ
ー
ム
は
、
昭
和
ー

I

l

十
八
年
か
ら
凹
十
年
の
三
カ
年
に
苅
校
進
学
難
の
波
と
な
っ
て
押
し
寄
せ
｀
全
国
的
に
大
き
な

問
題
と
し
て
造
切
な
拍
既
が
強
く
辺
庄
れ
て
い
る
こ
と
は
｀
ぃ
ま
さ
ら

il
し
上
げ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
国
に
お
き
ま
し
て

は
書
文
部
省
が
中
心
に
い
る
い
る
こ
の
対
策
を
立
て
ら
れ
て
は
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
｀
全
国
各
都
逍
府
県
と
の
間
に
お
き
ま
し
て
、
＇
い
ま

な
お
数
多
い
間
阻
が
未
鮒
決
の
ま
士
残
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
と
さ
、
末
端
市
町
村
に
大
き
な
こ
の
不
安
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
周
知
の
事
央
で
あ
り
立
す
。
そ
の
と
き
に
息
い
立
す
こ
と
は
｀
当
詔
会
に
お
さ
ま
し
て
も
多
数
の
隔
貝
各
位
よ
り
一
昨
年
あ
た
り
か
ら

し
ば
し
ば
本

nU題
に
つ
い
て
旧
｀
県
と
の
述
携
を
密
に
し
て
、
＊
市
の
莉
校
巡
学
対
策
に
追
憾
の
な
い
よ
う
そ
の
方
針
を
立
て
ら
れ
る
た

め
、
十
分
の
努
力
と
配
血
を
弦
く
挺
求
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
閲
保
狸
ば
必
各
位
に
お
か
れ
て
も
十
分
御
承
知
の
こ
と
で
あ
る
と
信
ず
る

も
の
で
あ
り
ま
す
＂
昭
和
三
十
六
年
庇
に
は
、
旧
立

H
芯
肪
致
に
理
邪
祈
と
品
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
多
数
の
協
力
者
を
え
た
上
で
活
発

な
連
動
と
努
力
を
し
た
の
で
あ
り
庄
す
が
會
不
卒
に
も
そ
の
央
現
を
み
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
＞
そ
の
努
力
な
ど
が
大
き

な
甚
焚
と
な
っ
て
｀
県
立
四

"lultl莉
郊
学
校
の
銹
致
に
成
功
を
み
た
こ
と
で
多
く
の
市
民
か
ら
好
評
を
え
て
お
る
こ
と
は
｀
ま
さ
に
禍

転
じ
て
福
と
な
る
感
が
深
い
こ
と
を
息
う
の
で
あ
り
出
す
。
本
年
三
月
の
定
例
限
会
に
お
き
ま
し
て
も
｀
笠
田
謡
只
を
は
じ
め
私
も
高
校

の
紅
増
対
策
'
題
に
っ
い
て
｀

W
北
並
び
に
欣
脊
長
の
所
伯
を
た
だ
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
さ
い
の
市
品
答
弁
に
は
、
こ
れ
以
上

木
市
に
県
立
の
苅
佼
膀
致
を
訊
ん
で
も
｀
常
訟
的
に
は
蹄
拙
の
事
情
か
ら
さ
わ
め
て
困
難
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
わ
れ
、
こ
ん
ご

は
私
立
苅
佼
へ
カ
を
そ
え
て
い
た
だ
き
。
で
き
う
る
限
り
市
を
中
心
と
し
た
教
育
の
拡
充
を
は
か
り
た
い
と
市
長
は
所
信
を
明
か
に
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
り
文
す
“
も
ち
ろ
ん
払
も
い
ま
ま
で
の
紐
糾
そ
の
他
の
平
情
な
ど
を
考
え
合
せ
て
屈
ぅ
と
き
に
至
極
も
っ
と
も
だ
と
思
い
｀

こ
の
方
針
に
つ
い
て
も
当
を
え
た
劣
え
方
だ
と
い
う
ふ
う
に
息
う
の
で
あ
り
ま
す
し
県
の
教
育
委
以
会
は
、
昭
和
三
十
七
年
度
の
進
学
志

迅
杉
約
一
万
七
千
余
名
に
対
し
て
鴫
定
数
を
一
万
三
干
二
十
五
名
と
定
め
、
こ
れ
が
巡
学
率
七
七
¢
弱
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
本
年

殴
―

I

一
軍
県
下
に
お
さ
文
す
中
学
生
の
ホ
菜
予
定
数
は
四
万
一
干
余
名
と
聞
さ
及
ん
で
お
り
ま
す
。
進
学
の
志
沼
率
を
六
二
佑
と
考
え
て

み
た
と
さ
に
書
こ
れ
が
数
に
お
さ
文
し
て
は
二
万
冗
干
皿
百
余
名
と
い
う
数
字
に
な
り
｀
昭
和
三
十
六
年
庶
に
比
べ
て
八
千
数
百
名
の
増

加
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
り
士
す
。
と
こ
る
が
、
一
方
昭
和
三
十
八
年
庇
の
入
学
定
政
は
疇
聞
き
及
び
ま
す
と
一
万
七
千
名
程
皮
に
予
定

さ
れ
て
い
る
と
か
と
い
う
こ
と
も
泳
知
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
巡
学
率
は
六
七
¢
弱
と
な
っ
て
、
昭
和
三
十
七
年

庇
に
比
ぺ
ま
す
と

l
o
f税
艇
の
低
下
と
な
っ
て
、
勢
い
四

n市
地
城
に
も
こ
の
率
が
適
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
若
干
の
差
異
が
あ
る
と

い
た
し
土
し
て
も
皿
大
な
皿
題
と
劣
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
出
す
。
私
立
麻
校
誘
致
の
な
義
も
そ
こ
に
あ
り
、
こ
の
対
策
以
外
に
問
題
解
決

の
鎚
は
な
い
も
の
と
北
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
“
ま
た
亀
さ
い
わ
い
に
本
市
に
は
北
部
に
女
子
莉
校
の
暁
学
回
が
あ
り
｀
南
部
に
は
男

子
を
巾
心
と
し
た
油
凡
甜
等
学
校
が
あ
っ
て
．
介

n庄
で
も
将
来
も
苅
校
牧
行
に
大
き
く
貸
献
さ
れ
｀
ま
た
さ
れ
よ
う
と
じ
て
お
る
の
で

あ
り
出
す
。
そ
う
し
た
既
股
私
立
窃
佼
へ
の
定
貝
増
加
を
扱
聞
す
る
こ
と
な
ど
も
、
一
策
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
陶
私
が
三
月
定
例
議
会
に
お
さ
出
し
て
も
巾
し
述
ぺ
ま
し
た
と
お
り
｀
ア
メ
リ
カ
に
拠
点
の
あ
る
メ
リ
ノ
ー
ル
修
道
会
が
｀
本
市
に

腑
致
受
け
入
れ
の
然
な
が
あ
る
と
す
れ
ば
＂
女
子
苅
校
を
設
置
し
た
い
と
い
う
腺
い
窟
向
が
あ
り
｀
こ
れ
が
た
め
に
は
相
当
多
額
の
建
設

皮
企
も
川
意
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
承
知
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
木
市
の
莉
校
志
望
若
中
、
と
く
に
女
子
が
入
学
困
難
で
あ
る
数
字

2-

も
は
っ
き
り
と
只
料
に
現
わ
れ
て
お
り
、
私
は
ま
こ
と
に
時
宜
に
適
し
た
誘
致
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
？

学
校
建
設
に
は
彎
川
地
の
買
収
｀
益
地
並
び
に
比
梨
な
ど
と
柑
当
長
期
間
を
挺
す
る
こ
と
は
~
い
ま
さ
ら
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
い
こ
と
一

-.28'-



な
お
、
’
来
年
度
、
四
日
市
市
の
子
供
の
巡
学
に
つ
き
ま
し
て
｀
＇
私
は
三
月
の
謡
会
の
と
き
に
約
一
千
名
が
進
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
の
間
か
ら
正
確
な
貨
料
を
取
り
寄
せ
て
検
肘
い
た
し
ま
し
た
結
果
は
｀
．
昨
年
度
の
定
員
で
昨
年

庶
の
進
学
率
で
い
き
ま
す
と
｀
だ
い
た
い
八
百
八
十
名
あ
ぶ
れ
る
も
の
が
出
て
レ
ゞ
？
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
｀
，
こ
の
状
態
は
さ
来
年
も
続
‘

き
ま
す
。
そ
の
次
は
約
八
百
名
少
し
切
れ
ま
す
け
れ
ど
む
、
l
_
＿
年
間
こ
の
状
態
が
続
き
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
四
日
市
地
区
に
と
り
ま
し
一

て
は
、
県
下
全
般
を
な
が
め
ま
し
て
非
常
に
苦
し
い
立
場
に
立
っ
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
，
こ
う
い
う
時
期
に
、
先
ほ
ど
お
話
の
あ

り
ま
し
た
メ
リ
ノ
ー
ル
学
園
か
ら
の
四
日
市
市
に
き
た
い
と
い
う
希
墓
を
聞
い
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
経
過
に
っ
き
ま
し
て

は
｀
市
の
ほ
う
ま
た
は
謡
長
さ
ん
の
ほ
う
へ
お
穎
い
に
き
て
お
る
こ
と
は
事
実
で
ご
ざ
い
ま
し
て
．
額
を
申
し
上
げ
る
の
は
な
ん
で
ご
ざ
．

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
5

だ
い
た
い
一
学
年
定
貝
百
五
十
名
程
庶
で
｀
四
百
五
十
名
と
い
う
子
供
を
収
容
し
た
い
。
従
い
ま
し
て
、
紐
校
舎
の
建

築
に
っ
い
て
は
約
一
低
五
千
万
円
く
ら
い
の
校
舎
を
建
築
し
た
い
。
校
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
万
坪
な
い
し

l

．
万
五
千
坪
と
い
う
も
の

を
確
保
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
｀
最
初
は
こ
の
校
地
を
四
日
市
で
な
ん
と
か
集
め
て
い
た
だ
き
次
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
ご
ざ

、
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
市
の
ほ
う
で
も
検
肘
中
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
確
た
る
御
返
事
は
申
し
上
げ
て
い
ま
せ
ん
。
女
子
の
莉
校

こ
う
息
い
ま
す
。

で
あ
り
ま
し
て
、
す
で
に
三
月
の
定
例
漿
会
よ
り
三
カ
月
を
経
過
し
て
お
る
の
に
響
し
か
も
ま
た
三
十
八
年
の
四
月
開
校
を
は
か
ろ
う
と

す
れ
ば
。
少
な
く
も
こ
の
時
期
に
決
断
｀
央
施
の
段
階
に
踏
み
切
ら
ね
ば
間
に
合
わ
な
い
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
書
教
育
品
よ
り
は
今
日
ま
で
の
経
緯
と
教
育
行
政
面
の
立
場
か
ら
の
説
明
、
市
長
か
ら
は
前
三
月
定
例
議

会
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
そ
の
後
の
具
体
的
方
策
を
｀
限
会
を
遥
じ
て
市
民
の
前
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

〔
教
脊
長
（
山
本
軍
一
君
）
登
班
〕
｀

来
年
度
の
窃
校
の
進
学
者
が
、

0
教

育

長

（

山

本

班

一

君

）

非

常

に

困

難

な

事

態

に

立

た

さ

れ

て

い

る

と

い

う

こ

と

9

の
資
料
に
つ
き
ま

し
て
は
、
た
だ
い
ま
大
谷
阻
只
の
御
説
明
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
も
こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
頭
を
悩
ま
し
ま
し
て
、
対

策
に
は
苦
慮
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
｀
過
日
も
県
の
所
竹
課
品
と
も
お
話
し
合
い
を
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
県
と
い
た
し
ま

し
て
も
来
年
庶
の
進
学
の
も
の
を
一
万
七
千
名
に
押
え
て
お
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
以
上
の
対
策
に
つ
き
ま
じ
て

は
．
ま
だ
私
た
ち
に
も
示
さ
れ
て
お
ら
な
い
。
こ
れ
は
私
た
ち
に
協
力
を
要
館
は
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
｀
私
た
ち
と
い
た
し
ま

し
て
は
県
が
市
町
村
に
協
力
を
要
請
す
る
な
ら
ば
ま
ず
索
を
示
し
て
｀
、
そ
の
案
で
努
力
せ
よ
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
私

た
ち
と
し
て
も
協
力
し
よ
う
が
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
お
話
を
こ
の
間
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
と
し
ま
し
て
は
｀
県
が
新
し
い
学
校
を

建
て
る
こ
と
が
む
ず
か
し
け
れ
ば
、
学
級
培
加
の
一
索
と
し
て
各
地
区
に
あ
り
ま
す
小
学
校
が
相
当
数
あ
い
て
く
る
の
で
、
小
学
校
の
校

舎
を
お
貸
し
し
て
も
い
い
か
ら
｀

H
項
に
つ
い
て
は
県
の
ほ
う
で
考
え
て
い
た
だ
い
て
早
く
対
策
を
立
て
疇
私
た
ち
に
も
要
請
を
し
て
ぐ

れ
と
い
う
こ
と
を
お
阪
い
し
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
疇
県
と
い
た
し
ま
し
て
も
現
在
そ
う
い
う
実
情
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
は
な
は
だ

残
念
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
｀
国
に
お
き
ま
し
て
も
｀
窃
等
学
校
は
都
逆
府
県
の
資
任
に
お
い
て
や
る
ぺ
き
問
題
だ
と
い
う
ふ
う
に
割
．

切
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
私
た
ち
は
物
足
ら
ぬ
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
都
道
府
県
が
ま
ず
そ
の
大
案
を

示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
｀
そ
う
し
て
市
町
村
が
そ
れ
に
対
し
て
そ
の
要
請
を
協
力
申
し
上
げ
る
と
い
う
こ
と
を
基
本
に
考
え
て
い
か
な
け

,
'
1
.
,
9
1
,
1
.

，
ー

•
,
1

—

,
9
,

,

1

も
1_

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
10]

し
か
し
、
さ
い
わ
い
に
四
日
市
市
に
お
き
ま
し
て
は
既
設
の
私
立
の
学
校
も
ご
ざ
い

i
す
の
で
鼻

大
谷
誤
貝
か
ら
も
御
発
甘
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
既
設
の
高
校
に
対
す
る
要
請
を
私
た
ち
も
こ
れ
か
ら
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と
息
い

ま
す
が
｀
こ
の
間
図
に
つ
き
ま
し
て
も
｀
｀
既
設
の
裔
校
自
身
と
い
た
し
ま
し
て
は
自
分
の
力
で
学
級
を
増
加
し
て
生
徒
を
収
容
す
る
と
い

う
力
を
い
ま
の
と
こ
ろ
は
ま
だ
も
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
市
の
ほ
う
で
｀
ま
た
は
県
の
ほ
う
で
こ
の
既
設
の

私
立
の
甜
校
に
対
し
て
援
助
の
手
を
さ
し
の
ぺ
な
け
れ
ば
一
と
て
も
私
た
ち
が
期
待
す
る
ほ
ど
の
学
級
を
増
加
し
、
•
生
徒
を
収
容
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
こ
う
思
っ
．
て
お
り
ま
す
a

私
た
ち
と
い
た
し
ま
し
て
は
こ
の
方
面
の
御
援
助
を
お
願
い
い
た
し
た
い
と
、

-.ii- _;30-



で
ご
ざ
い
ま
す
。

2
 

私
た
ち
は
資
料
と
い
た
し
ま
し
て
軍
こ
の
学
校
が
き
て
―

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
｀
前
か
ら
あ
り
ま
す
暁
高
校
と
の
問
題
等
も
考
え
ま
し
て
、

高
校
の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ
た
平
常
の
三
十
四
年
、
三
十
五
年
の
よ
う
な
状
態
の
と
き
に
暁
高
校
と
並
び
経
営
が
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
と
、

3一

そ
う
い
う
資
料
を
出
し
て
み
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い
ま
の
考
え
方
で
い
き
ま
す
と
、
そ
の
と
き
ま
で
の
進
学
率
を
八
五
多
と
押
え
ま

し
て
、
こ
れ
は
、
文
部
省
は
昭
和
四
十
五
年
度
の
進
学
率
を
七
五
¢
に
押
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
現
在
の
進
学
の
状
況
か

ら
い
き
ま
す
と
四
日
市
市
と
し
て
は
八
五
¢
く
ら
い
に
な
る
と
い
う
押
え
方
な
ん
で
す
が
｀
た
だ
し
そ
の
八
五
¢
と
い
う
押
え
方
に
つ
き

ま
し
て
は
多
少
異
論
が
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
そ
う
押
え
ま
す
と
奮
四
十
四
年
、
四
十
五
年
に
お
き
ま
し
て
も
、
女
子
が
だ
い
た
い
二
百

五
十
名
か
ら
三
百
名
く
ら
い
入
れ
な
い
と
い
う
状
態
で
と
ざ
い
ま
す
の
で
。
百
五
十
人
定
員
の
学
校
が
四
日
市
市
に
き
ま
し
て
も
、
ま
あ

暁
と
並
び
経
営
が
立
っ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
ん
と
い
う
私
た
ち
の
予
想
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
予
想
で
暁
の
ほ
う
で
も
な
ん

ら
か
の
了
解
が
と
れ
る
も
の
な
ら
と
っ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
う
し
て
こ
の
学
校
が
き
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幾
分
で
も
四
日
市
の
子
供
が
来

年
庶
か
ら
の
ビ
ー
ク
に
は
助
か
る
ん
で
な
い
か
し
ら
ん
。
こ
れ
は
先
ほ
ど
も
御
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
｀
女
子
に
つ
き
ま
し
て
は
男

子
と
比
ぺ
て
非
常
に
入
学
が
し
に
く
い
状
態
に
な
っ
て
お
る
こ
と
は
事
央
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
私
た
ち
と
し
ま
し
て
は
こ
の
学
校
が
く

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
さ
い
わ
い
だ
と
、

こ
う
い
う
ふ
う
に
息
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
い
ま
教
脊
此
か
ら
お
答
え
い
た
し
ま
し
た
よ
う
な
趣
旨
が
考
え
ら
れ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
｀
当

初
予
荘
の
と
き
に
も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
で
き
る
だ
け
の
こ
と
は
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
｀
だ
い
た
い
高
等
学
校
の
増
設
に
つ

き
ま
し
て
は
あ
る
程
庶
ま
で
限
庇
に
き
て
お
る
よ
う
な
感
も
い
た
し
ま
し
て

f
'

十
分
ひ
と
つ
考
慮
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
9

〔
大
谷
喜
正
君
登
壇
〕

0
大
谷
喜
正
君
教
育
品
の
説
明
の
内
容
を
結
果
的
に
判
断
い
た
し
ま
す
と
｀
話
も
聞
き
、
考
え
て
も
い
る
け
れ
ど
も
、
い
ま
な
お
結
論

的
な
問
題
に
は
到
達
し
て
い
な
い
、

こ
う
い
う
ふ
う
に
聞
き
受
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
市
長
の
答
弁
で
は
｀
麻
校
の
設
匹
に
つ
い
て
は
あ
る
段
階
に
き
て
お
る
の
で
｀
十
分
考
え
た
上
で
な
い
と
踏
み
切
れ
な
い
と
｀

ま
こ
と
に
冷
た
い
答
弁
で
追
燦
に
思
う
の
で
あ
り
ま
す
じ
三
月
の
定
例
限
会
に
お
き
ま
し
て
は
‘
市
長
は
会
議
録
を
お
読
み
に
な
っ
た
か

ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
烈
間
に
対
し
て
｀
蔽
会
の
お
力
を
そ
え
て
い
た
だ
い
た
上
で
ぜ
ひ
と
も
で
き
る
限
り
市
を
中
心
と
し

て
牧
脊
の
拡
充
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
｀
こ
う
い
う
こ
と
を
率
直
に
い
い
き
っ
て
み
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
｀
た
だ
い
ま
の
教
育
長

の
御
脱
朋
の
中
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
｀
八
百
数
十
名
な
い
し
は
一
千
名
と
推
定
さ
れ
る
高
校
進
学
の
夢
を
え
が
い
て
い
る
子
供
が
、

耶
務
的
に
市
此
が
限
皮
に
き
て
い
る
と
、
こ
う
い
う
こ
と
を
二
十
万
市
民
の
前
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
市
長
と
し
て
の
心

境
に
若
千
の
反
省
を
う
な
が
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
と
申
し
ま
す
こ
と
は
｀
昨
年
す
な
わ
ち
三
十
七
年
の
四
月
入
学
を
直
前
に
し
て
、

い
ろ
い
ろ
と
先
ほ
ど
申
し
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
国
立
工
害
の
誘
致
あ
る
い
は
そ
れ
に
引
き
続
い
て
県
立
工
業
高
校
の
誘
致
な
ど
に
は
｀
実

に
市
品
と
い
た
し
ま
し
て
も
文
字
ど
お
り
寝
企
を
忘
れ
た
懸
命
な
努
力
を
さ
れ
｀
わ
れ
わ
れ
頭
の
下
る
思
い
を
し
て
お
っ
た
の
に
比
べ
て
、

今
回
の
公
私
立
を
問
わ
ず
し
て
三
十
八
年
度
の
最
店
の
ピ
ー
ク
時
に
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
ば
を
市
長
が
公
式
の
席
上
で
い
わ
れ
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
市
民
が
開
い
た
と
き
に
、
ど
う
い
う
感
じ
で
こ
れ
を
受
け
る
か
。

も
し
私
の
質
問
の
仕
方
に
つ
い
て
あ
る
い
は
礼

を
欠
い
て
お
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
は
子
を
も
つ
親
の
立
場
、
あ
る
い
は
将
来
進
学
を
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
市

民
の
立
場
に
な
っ
て
、
再
庶
市
長
の
い
ま
の
お
こ
と
ば
に
対
す
る
具
体
的
な
考
え
方
の
基
礎
と
な
る
よ
う
な
御
答
弁
を
お
願
い
す
る
も
の

〔
市
長
（
平
田
佐
短
軒
）
登
壇
〕

0
市
長
（
平
田
佐
短
君
）

非
常
に
冷
た
い
考
え
方
と
い
う
お
し
か
り
を
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
は
冷
た
い
こ
と
を
申
し
た

と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ば
こ
ん
ど
の
莉
佼
問
区
の
対
．
策
に
つ
き
ま
し
て
は
｀
国
を
あ
げ
て
や
っ
て
お
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

n
市
品
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

0
市
品
（
平
田
佐
矩
君
）
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0
大
谷
喜
正
君

た
だ
い
ま
市
長
の
考
え
方
そ
の
も
の
は
非
常
に
冷
た
い
感
じ
で
は
な
い
か
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
私
が
半
直
に
感
ず
る

1

ま
質
問
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
市
長
は
決
し
て
冷
た
く
は
な
い
｀
．
人
よ
り
一
倍
深
く
心
配
を
し
て
お
る
と
｀
こ
う
い
う
こ
と
に
よ
っ
て

私
の
誤
解
も
若
干
解
け
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す
が
｀
御
答
弁
中
の
表
現
で
は
、
高
校
の
設
置
に
つ
い
て
は
段
階
が
き

て
い
る
と
書
こ
う
い
う
こ
と
を
中
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
私
が
質
問
申
し
上
げ
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
月
の
定
例
議
会

に
お
き
ま
し
て
公
立
す
な
わ
お
県
立
莉
校
を
こ
れ
以
上
本
市
に
誘
致
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
‘
常
識
的
に
困
難
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
率

直
に
市
長
も

OOめ
た
発
甘
を
さ
れ
｀
、
私
た
ち
も
そ
の
よ
う
に
感
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
f

従
っ
て
、
こ
ん
ご
の
高
校
急
増
対
策
に
対
す
る
窓

ロ
と
い
た
し
ま
し
て
は
．
私
立
莉
校
｀
既
設
あ
る
い
は
こ
ん
ご
の
誘
致
せ
ん
と
す
る
も
の
を
問
わ
ず
し
て
~
私
立
高
校
に
依
存
す
る
以
外

に
は
道
が
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
＂
そ
の
私
立
甜
校
を
誘
致
も
し
く
は
定
貝
増
加
を
す
る
の
に
国
並
び
に
県
に
要
請
を
す
る
と
か
、
そ
の
指

示
を
待
っ
と
か
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
、
い
ま
少
し
無
知
な
私
に
枚
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
再
び
•
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
い
ま
私
が
申
し
上
げ
て
い
る
こ
と
は
｀
因
立
あ
る
い
は
県
立
の
公
立
高
校
に
対
す
る
お
考
え
方
は
｀
な
る
ほ
ど
市
長
の
お
考
え
ど
お

り
だ
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
問
凶
に
つ
い
て
は
三
月
の
定
例
臨
会
で
市
長
は
無
理
だ
と
い
う
ふ
う
に
述
ぺ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

く
ど
い
よ
う
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
へ
ん
の
混
同
し
た
御
説
明
な
り
ぉ
考
え
方
で
な
く
て
、
私
立
高
校
に
対
す
る
考
え
方
が
国

並
び
に
県
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
ち
、
ま
た
ど
う
い
う
迂
料
に
よ
っ
て
市
独
自
の
立
場
で
こ
れ
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
、

そ
の
監
路
の
ほ
ど
を
重
ね
て
お
埒
ね
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

〔
市
長
（
平
田
佐
短
君
）
登
境
W

.

従

0
市
此
（
平
田
佐
短
君
）
私
立
と
公
立
と
の
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
お
の
ず
か
ら
見
解
が
違
う
と
思
う
ん
で
す
。
ー
し
ま
し

ん
じ
ゃ
な
い
か
｀
こ
う

て
私
立
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
は
あ
る
程
疲
ま
で
や
は
り
市
自
体
の
考
え
方
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
い

思
っ
て
お
り
ま
す
。
公
立
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
た
だ
い
ま
申
し
上
げ
た
よ
う
な
次
オ
で
、
大
綱
が
や
や
定
ま
り
ま
し
た
上
で
善
処
い
た

9

ー

1

1
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＇,

.,. 

,
.
9
|
_
i
.
1
,
9
9
9
9
.
,
1
,
U
~
1
1
,
r
r
,
1

・
，

1

〔
大
谷
喜
正
汀
登
坦
〕

穎
い
い
た
し
ま
す
。

す
。
た
だ
四
日
市
市
だ
け
の
問
題
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

U

各
府
県
の
知
事
ば
述
合
い
た
し
ま
し
て
鴫
政
府
は
こ
の
事
態
に
処
し
て
非
常
な

決
意
を
も
二
」
や
れ
と
彎
こ
う
い
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
市
長
会
に
お
き
ま
し
て
も
．
全
国
を
通
じ
ま
し
て
政
府
に
特
別
な
る
要
請
を
し

て
お
り
ま
す
。
の
み
な
ら
ず
わ
れ
わ
れ
は
県
に
向
か
い
ま
し
て
は
ぜ
ひ
こ
の
問
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
方
法
を
出
し
て
、
そ
う
し
て
こ

の
こ
と
に
対
し
て
国
と
か
県
と
か
と
い
う
も
の
が
い
っ
た
い
ど
う
い
う
方
策
を
と
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
に
対
し
て
市
お
の
お
の
の
立
場

に
お
い
て
で
き
る
だ
け
の
努
力
を
し
よ
う
。
こ
う
い
う
こ
と
を
い
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
国
、
県
、
市
を
遥
じ
ま
し
．
て
一

貨
し
た
流
れ
で
あ
り
ま
し
て
｀
こ
の
大
き
な
流
れ
を
や
は
り
把
担
い
た
し
ま
し
て
と
め
お
く
の
が
い
い
の
じ
ゃ
な
い
か
、
こ
ぅ
思

r

て
お

り
ま
す
〇
、
と
い
い
ま
す
の
は
、
御
承
知
の
よ
う
に
こ
の
処
位
が
や
や
と
も
い
た
し
ま
す
る
と
、
あ
る
一
定
の
時
間
だ
け
特
別
な
現
象
と
し

て
多
く
起
と
り
．
そ
の
後
に
お
い
て
は
や
や
そ
れ
が
哀
退
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
当
然
と
数
字
の
上
に
現
わ
れ
て
お
る
の
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
巡
学
率
に
つ
き
ま
し
て
も
｀
ど
こ
で
も
、
ど
の
市
で
も
わ
が
市
の
子
弟
が
一
人
で
も
多
く
巡
学
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
は
．
こ
れ
は
み
ん
な
が
一
生
懸
命
に
な
っ
て
お
る
ん
で
あ
り
ま
す

3

た
だ
い
ま
仰
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、
私
と
い
た
し
ま
し
て
も
寝
食
を

忘
れ
て
や
ら
さ
し
て
い
た
だ
い
た
つ
も
り
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
現
在
の
南
高
校
の
問
座
に
つ
き
ま
し
て
も
、
県
の
御
要
請
は
非
常

に
過
当
だ
と
思
っ
て
お
る
ん
で
あ
り
ま
ず
け
れ
ど
も
｀
や
は
り
わ
が
子
が
可
愛
い
と
い
う
立
場
か
ら
｀
私
は
あ
る
意
味
に
お
き
ま
し
て
忍

ん
で
そ
の
御
炭
睛
も
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
な
と
、
こ
う
考
え
て
苦
心
惨
た
ん
し
て
お
る
故
中
で
ご
ざ
い
ま
し
て
｀
．
決
上
て
私

は
市
に
対
し
て
冷
淡
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
息
い
も
よ
ら
ぬ
お
こ
と
ば
だ
と
思
う
ん
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
市
長
の

立
島
を
よ
く
申
し
上
げ
ま
し
て
｀
全
体
を
迦
じ
ま
し
て
、
国
、
県
｀
市
を
逝
じ
ま
し
て
こ
の
対
策
の
大
綱
が
示
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
ま
し

て
市
と
し
ま
し
て
も
相
当
の
鈷
伯
を
し
て
粉
処
い
た
し
た
い
｀
こ
う
い
う
寇
味
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
そ
誤
解
の
な
い
よ
う
に
ひ
と
つ
お

-35-， 
ー

1

ー
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瓜
い
よ
す
“

し
た
い
と
思
い
ま
す
が
鴫
私
立
の
ぽ
う
に
つ
き
出
し
て
は
も
う
少
し
自
山
な
考
え
で
や
ら
さ
し
て
い
た
だ
い
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
｀
こ

ぅ
息
っ
て
お
り
ま
す

U

で
さ
れ
ば
私
立
の

nぅ
で
で
さ
る
だ
け
学
級
を
ふ
や
し
て
い
た
だ
く
と
か
、
あ
る
い
は
培
設
を
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
よ
う
な
ふ
う
に
お
訊
い
し
た
ら
ど
う
か
。
あ
る
い
は
易
合
に
よ
っ
て
は
市
が
特
別
な
る
処
協
を
睛
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
｀
隅
会
に

お
願
い

rll
し
上
げ
た
ら
ど
う
か
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
次
オ
で
と
ざ
い
ま
す
。

〔
大
谷
喜
正
打
迂
既
〕

0
大
谷
芥
正
打

私
立
は

iii独
自
の
立
島
で
そ
の
判
断
が
で
さ
方
府
づ
け
て
い
く
こ
と
が
で
さ
る
と
＂
こ
う
い
う
御
答
弁
で
あ
り
ま
し
て
、

私
も
し
ろ
う
と
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
亀
そ
れ
で
い
い
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
労
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
亀

4-IDI
の
it間
の
答
心
に
枚
存
長
か
ら
＂
笠
江
匹
佼
の
巡
営
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
年
庇
以
降
の
径
営
が
そ
の
ま
ま
い
け
る

よ
う
な
比
逝
し
が
立
つ
か
立
た
な
い
か
の
疑
間
に
対
し
て
｀
坑
学
図
等
に

b
よ
く
御
相
談
を

ril
し
上
げ
て
脱
明
を
し
た
と
い
う
よ
う
に
私

は
開
き
i
亡
け
た
の
で
あ
り
ま
す
u

こ
の
点

f-l
一
月
定
例
会
に
も
lil
し
上
げ
書
ま
た
私
の
当
時
所
属
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
総
務
委
貝
会
で

も
強
く
珊

m名
に
挺
開
い
た
し
た
の
で
あ
り
出
す
が
｀
開
さ
及
び
出
す
る
に
｀
暁
学
園
は
昭
和
三
十
七
年
旋
か
ら
八
年
庶
に
か
け
て
北
部

の
丘
餃
地
幣
の
旧
う
へ
移
転
計
圃
を
立
て
て
み
え
｀
い
る
い
る
と
土
地
の
只
収
あ
る
い
は
そ
の
他
の
問
題
に
つ
い
て
関
係
者
の
間
で
協
議

さ
れ
．
出
た
関
売
屈
あ
た
り
に
も
そ
の
川

itlii収
の
あ
っ
せ
ん
を

W
長
は
命
じ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
開
き
受
け
て
お
る
の
で
あ
り

出
す
し
と
こ
る
が
そ
の
な
り
行
さ
の
内
容
が
一
巡
一
退
で
．
追
々
と
し
て
巡
よ
な
い
u

巡
ま
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
報
告
も
受

け
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
心
孤
す
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
｀
も
し
市
当
局
に
お
い
て
其
に
私
立
莉
校
に
対
す
る
期
待
を
大
き
く
も
っ
た

と
す
れ
ば
｀
三

11
月
あ
る
い
は
六
カ

JJ
に
な
る
う
と
し
て
い
る
介

U
に
．
な
お
こ
れ
が
僻
決
が
で
き
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
書
と
り
も
な

お
さ
ず
私
立
苅
校
へ
の
助
成
面
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
も
し
私
が
こ
う
い
っ
た
こ
と

な
川
し
上
げ
る
内
岩
に
お
い
て
訊
り
が
あ
る
と
す
れ
ば
訂
正
は
い
た
し

i
す
け
れ
ど
も
書
あ
の
因
立
工
芯
を
誘
致
す
る
｀
ま
た
そ
の
他
の

1

,

 

9

1

9

1

ー

1

,

1

1

,

1

1

ー

9

,

1

,

'

 

9

,

・

↓
*

i

_

1

-

_

1

ー

1
1
~
'

●

T

ー
．
，
．

I

＇

問
阻
に
つ
い
て
市
が
示
す
熱
意
を
十
分
の
一
で
も
こ
の
問
題
に
投
じ
た
な
ら
ば
｀
と
っ
く
に
解
決
で
き
て
お
る
も
の
と
い
う
ふ
う
に
考
え

ら
れ
よ
す
の
が
オ
ー
点
で
あ
り
文
す
。
さ
ら
に
、
先
ほ
ど
巾
し
述
ぺ
ま
し
た
よ
う
に
そ
れ
で
も
な
お
か
っ
女
子
が
入
学
難
で
あ
る
と
い
う

敗
キ
が
示
し
工
す
よ
う
に
＂
こ
れ
を
州
決
い
た
し
出
す
の
に
は
将
来
の
経
常
が
困
難
で
あ
る
か
困
難
で
な
い
か
と
い
う
計
算
は
、

L

当
然
メ

リ
ノ
ー
ル
修
道
会
に
お
い
て
も
な
さ
れ
て
い
る
は
ず
な
ん
で
す
．
そ
の
叶
圃
の
上
に
立
っ
て
で
き
う
れ
ば
伸
び
行
く
将
来
の
四
日
市
に
対

し
て
そ
う
し
た
学
園
を
応
股
し
た
い
と
い
う
こ
と
を
｀
ど
う
い
う
と
こ
る
文
で
具
体
的
に
市
が
躙
査
さ
れ
て
い
る
の
か
。
誘
致
す
る
せ
な

い
は
閃
査
の
納
来
に
待
っ
こ
と
と
い
た
し
立
し
て
も
｀
少
な
く
と
も
こ
の
ビ
ー
ク
時
に
先
方
か
ら
申
し
入
れ
の
あ
る
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
ど
と
文
で
熱
意
を
示
し
て
閃
べ
よ
う
と
さ
れ
た
の
か
｀
あ
る
い
は
閃
ぺ
ら
れ
た
の
か

U

く
ど
い
よ
う
で
は
あ
り
立
す
け
れ
ど
も
｀
以
上
二
点
に
つ
い
て
ど
な
た
か
ら
で
も
け
っ
こ
う
で
あ
り
ま
す
か
ら
御
答
弁
を
願
い
た
い
と

〔
散
育
此
（
山
＊
軍
一
行
）
狂
梢
〕

〇
紋
脊
此
（
山
本
軍
一

it)

私
か
ら
｀
私
の
わ
か
っ
て
い
る
箇
皿
で
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

晩
学
園
の
助
成
が
非
常
に
退
れ
て
お
っ
て
｀
土
地
の
選
定
も
ま
だ
で
き
て
い
な
い
書
こ
れ
は
事
央
で
ご
ざ
い
ま
す
。
暁
学
園
が
計
画
い

た
し
ま
し
た
の
は
｀
昨
年
も
ず
っ
と
早
い
時
期
で
す
が
電
こ
の
土
地
の
選
定
が
な
か
な
か
む
ず
か
し
く
て
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ

れ
は
私
は
二
つ
あ
る
う
と
凪
い
出
す
。
一
っ
は

W
の
北
部
開
発
の
計
圃
の
一
環
と
し
て
取
り
上
げ
る
か
坂
り
上
げ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

士
ず
一
歩
つ

i
ず
い
た
の
で
は
な
い
か
と
疇
こ
う
息
っ
て
お
り
文
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
ー
つ
は
・
資
金
面
の
問
題
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
と
い
う
の
は
三
妓
鉄
道
か
ら
の

Ph成
に
つ
き
ま
し
て
は
口
約
を
え
て
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
市
か
ら
の
助
成
に
つ
き

出
し
て
は
．
私
は
正
式
な
口
約
を
え
て
い
な
い
よ
う
に
息
っ
て
お
り
ま
す
。
た
と
え
ば
土
地
に
っ
き
ま
し
て
一
万
五
千
坪
な
ら
一
万
五
千

坪
｀
晩
学
閑
の
た
め
に
提
供
す
る
と
い
う
｀
こ
れ
は
口
約
と
い
う
の
か
そ
う
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
正
式
に
私
は
え
て
な
い
｀
こ
う
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以
上
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
ざ
い
ま
す
。
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昌
｀

思
●
て
お
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
暁
学
園
と
い
た
し
ま
し
て
は
土
地
の
選
定
、
地
価
の
交
渉
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
そ
う
い
う
点
が
や
は

り
ひ
っ
か
か
っ
て
踏
み
切
れ
な
い
事
態
が
ひ
と
つ
あ
る
ん
で
は
な
い
か
と
、
．
仁
り
思
っ
て
お
り
ま
す
。
実
際
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
お
り
ま

す
の
は
開
発
局
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
私
は
交
渉
上
の
問
阻
で
行
き
づ
ま
っ
て
お
る
面
に
つ
き
ま
し
て
は
｀
も
し
開
発
局
の
ほ
う
で
お
答

え
願
え
る
も
の
な
ら
お
答
え
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
関
係
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
｀
私
の
ほ
う
か
ら
京
都
へ
行
っ
て
調
査
を
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
た
だ
い
ま

の
と
こ
ろ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
し
こ
れ
は

P
T
A
O
O係
の
方
が
中
へ
入
っ
て
い
た
だ
い
て
向
う
の
打
診
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
る
。
ま
た
、
向

う
か
ら
こ
ち
ら
へ
資
任
者
が
お
い
で
い
た
だ
い
て
奮
相
当
具
体
的
な
数
字
ま
で
示
さ
れ
て
こ
ち
ら
の
窓
向
を
開
い
て
お
る
と
い
う
事
実
は

私
の
承
知
し
て
い
る
こ
と
は
、
以
上
の
と
お
り
で
ど
ざ
い
ま
す
9

．
〔
開
発
局
次
昆
（
鬼
頭
鉄
郎
君
）
登
壇
〕
．

0
開
発
局
次
長
（
鬼
頭
鉄
郎
君
）
た
だ
い
ま
教
育
長
か
ら
暁
学
園
の
土
地
の
あ
っ
せ
ん
の
こ
と
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ろ
、
こ
う
い
う
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
開
発
局
と
し
て
や
っ
て
お
り
ま
す
暁
学
固
の
土
地
の
問
題
は
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
ひ
と
つ
土
地
を
求
め
た
い
か
ら

開
発
局
の
ほ
う
で
あ
っ
せ
ん
を
し
て
く
だ
さ
い
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
｀
そ
う
い
う
態
勢
で
私
た
ち
は
仕
事
を
や
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
れ
で
、
オ
ー
候
補
地
に
つ
き
ま
し
て
は
い
ろ
い
ろ
と
交
渉
を
し
ま
し
て
、
最
後
の
土
地
代
単
価
に
つ
き
ま
し
て
暁
学
園
の
御

計
圃
中
の
御
予
荘
と
そ
れ
か
ら
地
主
さ
ん
の
売
り
た
い
単
価
と
の
間
に
相
当
の
差
額
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
学
校
当
局
と
さ
れ
ま
し
て

た
だ
い

も
こ
の
単
価
で
は
買
う
と
い
う
こ
と
が
で
き
か
ね
る
と
い
う
の
で
｀
オ
ー
侯
補
地
に
つ
き
ま
し
て
は
一
応
保
留
い
た
し
ま
し
て
、

ま
ォ
ニ
候
補
地
に
つ
き
ま
し
て
交
渉
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

題
は
電

〔
大
谷
喜
正
君
登
壇
〕

0
大
谷
喜
正
君
教
育
是
か
ら
は
暁
学
園
か
ら
正
式
な
要
請
が
な
さ
れ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
思
う
と
、
こ
う
い
う
お
話
で
あ
り
｀

1
た

メ
リ
ノ
ー
ル
修
逍
会
の
進
出
を
企
画
さ
れ
て
い
る
も
の
に
対
し
て
は
聞
い
て
は
お
る
け
れ
ど
も
｀
出
向
い
て
調
査
を
し
た
こ
と
が
な
い
。

こ
う
い
う
御
答
弁
で
あ
っ
た
と
承
知
い
た
し
ま
す
が
｀
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
．
あ
り
ま
す
。
京
都
ま
で
お
出
向
き
に
な
る
ひ
ま
が
な
い
の

か
．
そ
の
他
の
忠
情
に
よ
っ
て
鯛
査
さ
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
邪
梢
の
あ
っ
た
の
は
別
に
い
た
し
ま
し
て
、
少
な
く
と
も
オ
ニ
点
の
ほ
う

で
質
問
い
た
し
ま
し
た
メ
リ
•
ノ
ー
ル
修
道
会
の
企
画
さ
れ
て
い
る
女
子
高
校
新
設
問
題
に
つ
い
て
は
、
当
会
が
直
接
一
億
円
の
建
設
資
金

を
用
意
し
、
さ
ら
に
そ
の
会
の
関
係
あ
る
方
が
二
千
万
円
の
建
設
股
用
を
確
保
し
．
さ
ら
に
予
想
さ
れ
ま
す
不
足
額
の
三
千
万
円
は
、
県

の
私
立
高
校
振
・
典
会
あ
た
り
の
協
力
並
び
に
知
事
の
力
添
え
を
え
て
三
千
万
円
の
借
り
入
れ
を
し
て
、
建
設
費
全
額
は
市
の
ほ
う
に
御
迷

惑
を
か
け
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
の
具
体
的
な
斑
料
を
益
え
｀
ま
た
そ
の
よ
ぅ
に
心
意
気
を
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
問

一
万
坪
な
い
し
一
万
五
千
坪
を
市
に
お
い
て
只
収
し
て
ほ
し
い
と
い
う
よ
う
な
、
私
は
い
ま
の
時
期
に
は
夢
に
み
る
こ
と
の
で
き

な
い
よ
う
な
好
条
件
で
は
な
い
か
と
い
う
と
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
好
条
件
の
内
容
ま
で
示
し
た
問
題
に
、
わ
ず
か
二

時
間
余
り
で
い
け
る
京
都
に
な
ぜ
市
の
ほ
う
は
正
式
な
調
査
を
さ
れ
る
意
思
を
も
た
な
い
の
か
。
こ
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
私
は
非
常
に

残
念
に
思
う
の
で
あ
り
ま
す
＇
こ
の
点
、
私
の
お
母
ね
い
た
し
ま
す
気
持
ち
に
沿
っ
て
、
あ
る
い
は
き
よ
う
か
ら
で
も
決
し
て
お
そ
く
は

な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
.
ょ
ろ
し
く
関
係
浬
事
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
十
分
と
検
討
さ
れ
ま
し
て
｀
そ
の
意
に
沿
う
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
方
向
へ
き
よ
う
か
ら
努
力
を
続
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
｀
多
数
の
市
民
も
も
ろ
手
を
上
げ
て
喜
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
御
一
考
を
詔
み
ま
す
。

次
に
、
暁
学
園
の
移
転
に
つ
い
て
オ
ー
候
補
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
地
主
と
暁
学
園
自
体
の
予
算
と
の
間
に
お
い
て
若
干
の
開
き
が
出

て
お
る
と
｀
そ
れ
を
調
賂
す
る
の
に
困
難
で
あ
っ
た
か
ら
オ
ニ
候
補
地
を
現
在
物
色
中
で
あ
る
と
。
私
は
オ
ー
候
補
地
が
い
い
オ
ニ
候
補

-3?- 鰭 -3g-



地
が
悪
い
と
、

そ
う
い
う
地
域
的
な
観
点
に
は
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
｀

て
の
関
連
性
が
あ
る
と
｀
こ
う
い
う
お
こ
と
ば
も
出
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
高
校
対
策
と
北
部
開
発
と
は
ど
う
い
う
関
係
が
あ
る
の
か
。

私
も
北
部
開
発
の
丘
陵
地
の
買
収
に
つ
い
て
は
‘
坪
当
り
平
均
単
価
を
一
千
二
百
円
程
度
に
お
さ
め
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
は
｀
当
時

説
朋
を
開
き
了
承
は
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
い
ま
の
北
部
開
発
の
現
状
を
み
ま
す
と
き
に
、
こ
れ
が
当
初
夢
み
た
よ
う
な
経
済
状
勢
の

競
点
か
ら
し
て
き
わ
め
て
困
雌
視
さ
れ
て
い
る
と
、
そ
の
道
連
れ
に
暁
翡
校
の
移
転
が
さ
れ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
。
私
は
、
ま

こ
と
に
重
大
な
理
事
者
各
位
の
誤
っ
た
お
考
え
方
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
別
に
高
い
土
地
を
買
い
な
さ
い
と
は
申
し
上
げ

ま
せ
ん
が
｀
い
つ
開
発
さ
れ
る
と
も
わ
か
ら
な
い
北
部
丘
陵
地
の
中
で
、
高
校
対
策
ま
で
が
そ
の
犠
牲
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
事
態
が
い

ま
の
答
弁
で
は
当
然
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
へ
ん
の
考
え
方
が
十
分
誤
り
の
な
い
よ
う
に
再
検
討
を
し
て
い
た
だ
い
て
｀
将

来
の
四
日
市
市
を
背
負
う
で
あ
ろ
う
少
年
少
女
た
ち
が
＂
高
校
進
学
の
夢
が
破
ら
れ
て
誤
っ
た
方
向
へ
行
く
心
配
の
な
い
よ
う
に
~
市
は

適
切
な
教
育
方
針
を
さ
ず
け
ね
ば
な
ら
な
い
資
務
が
あ
る
と
伯
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
具
体
的
に
御
質
問
申
し
上
げ
た
い
点

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
で
き
う
れ
ば
関
係
常
任
委
貝
会
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
も
し
陳
情
審
誤
の
さ
い
等
に
お
き
ま
し

て
で
も
十
分
こ
の
点
の
問
題
に
つ
い
て
御
配
應
願
っ
て
｀
慎
皿
に
お
取
り
扱
い
願
い
た
い
こ
と
を
と
く
に
お
願
い
を
申
し
上
げ
て
質
問
を

打
ち
切
り
ま
す
。

〇
謡
最
（
山
本
三
郎
君
）

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

坂
上
陵
貝
｀
ど
う
ぞ
。

午
前
十
一
時
十
八
分
再
開

休
憩
前
に
引
き
続
き
ま
し
て
｀
会
謡
を
続
行
い
た
し
ま
す
。

〔
坂
上
是
十
郎
君
登
壇
〕

暫
時
、
休
砥
い
た
し
ま
す
。

午
前
十
時
五
十
九
分
休
憩

い
ま
の
御
答
弁
中
に
は
北
部
開
発
問
題
に
つ
い

0
坂
上
長
十
郎
君
私
は
い
つ
も
こ
の
培
上
に
お
い
て
｀
市
政
の
運
営
は
本
市
の
発
展
と
二
十
万
市
民
の
福
祉
の
増
進
と
い
ぅ
こ
と
が
そ

の
根
底
を
な
す
も
の
だ
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
い
ろ
い
ろ
質
問
を
し
て
き
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
に
お
い
て
も
そ
う
い
う
立
場
か
ら

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
が
。
同
時
に
社
会
は
日
に
日
に
進
歩
し
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
市
政
の
運
営
も
ま
た
近
代
化
の
必

要
が
あ
る
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
同
時
に
｀
自
治
体
で
は
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
｀
中
央
政
府
の
政
治
の
方
向
と
い
う
こ
と
も
あ
る

程
度
考
え
て
い
か
な
か
っ
た
な
ら
ば
｀
市
政
の
運
営
は
そ
の
芽
も
出
な
い
も
の
と
信
ず
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
点
に
お
き
ま

し
て
、
わ
れ
わ
れ
誤
只
は
二
十
万
市
民
に
対
し
て
自
分
の
言
動
に
対
し
て
は
資
任
を
も
っ
て
お
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
‘
理
事
者
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
こ
の
公
式
の
場
に
お
い
て
発
言
さ
れ
る
と
き
に
は
、
衰
任
を
も
っ
て
こ
れ
を
市
政
の
上
に
執
行
す
る
と
い
う
立
場
か
ら

お
答
え
願
い
た
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
議

m録
を
読
ん
で
お
り
ま
す
る
と
、
ま
ま
そ
の
場
限
り
の
申
し
わ
け
に
な
っ
た
点
が
あ
り
‘

ま
た
こ
こ
で
答
弁
さ
れ
た
こ
と
が
実
現
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
は
私
は
迫
憾
と
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
か
ら
、
こ
れ
を
前
提

と

し

て

質

問

要

網

に

従

い

ま

し

て

お

碍

ね

し

た

い

と

思

う

の

で

あ

り

ま

す

。

．

ま
ず
竺
点
に
財
政
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
二
＿
一
月
の
当
初
予
算
に
お
き
ま
し
て
は
多
く
の
同
僚
誤
貝
か
ら
財
政
問
題
に
っ
い
て
い

ろ
い
ろ
と
御
質
問
が
あ
り
、
理
事
者
は
こ
れ
に
対
し
て
懇
切
て
い
ね
い
に
答
え
ら
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
い
ま
こ
れ
を
読
ん
で
み

寿
る
と
、
税
務
部
長
と
総
務
部
長
の
脱
明
の
点
に
ど
う
も
不
明
確
な
点
が
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
再
度
こ
の
点
に
つ
い
て
お
辱

ね
を
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
申
し
ま
す
る
と
、
予
算
捐
成
と
い
う
も
の
は
市
政
の
設
計
図
と
み
て
よ
ろ
し
い
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
予
算
繹
成
に
お
い
て
も
っ
と
も
大
事
な
も
の
は
そ
の
財
源
を
は
っ
き
り
と
に
ぎ
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
文

す
。
私
は
三
月
の
誤
会
に
お
き
ま
し
て
も
こ
の
点
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
さ
い
わ
い
三
十
六
年
の
会
計
年
度
も
先

ーダ I- ーダ0-
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月
末
を
も
っ
て
代
了
し
た
の
で
と
ざ
い
立
す
る
か
ら
二
二
十
六
年
庇
の
収
支
｀
こ
と
に
収
入
の
郎
に
お
い
て
l_
＿
月
の
当
初
予
算
の
説
明
を

さ
れ
た
も
の
の
内
名
と
だ
い
た
い

M
じ
よ
り
な
線
が
川
て
さ
た
か
ど
う
か
。
す
な
わ

2-l十
六
年
庇
の
い
わ
ゆ
る
珠
越
金
の
内
容
で
ご
ざ

ぃ

出

す

。

詳

し

い

こ

と

は

で

さ

な

く

て

も

＂

そ

の

大

凹

い

を

泳

わ

り

た

い

。

‘

.

M
時
に
｀
こ
ん
ど
の
訊
会
に
も
税
制
の
一
郎
改
正
の
間
肌
、

Tti民
税
｀
固
定
只
照
税
｀
た
ば
こ
梢
股
税
｀
需
気
・
ガ
ス
税
の
関
係
等
も

川
て
お
る
の
で
ご
ざ
い

i
す
が
＂
こ
う
い
り
方
岡
か
ら
も
肋
宋
し
て
．
＊
年
庇
の
こ
ん
ご
の
見
遥
し
に
つ
い
て
ひ
と
つ
松
野
税
務
部
終
に

御
芥
弁
を
糾
い
た
い
の
で
と
ざ
い
4
子す疇

そ
の
次
に
は
、
出
初
干
れ
の
川
汎
の

11
に
お
さ
出
し
て

lU肛
文
川
企
が
川
当
あ
る
の
で
と
ざ
い
ま
す

U

そ
の
内
容
を
い
ま
振
り
返
っ
て

み
出
す
る
と
｀
昨
年
庇
に
比
ぺ

i
し
て
一
似
三
千
万

1
以
上
の
国
ば
文
川
金
を
且
込
ん
で
お
る
の
で
と
ざ
い
立
す
。
そ
の
う
ち
の
国
庫
負

狙
金
は
｀
こ
れ
は
大
さ
な
変
り
は
な
い
と
息
り
の
で
ご
ざ
い
ゞ
ぷ
’
る
が
、
旧
旗
捕
助
企
の
間
皿
、
前
年
艇
に
比
し
て
約
九
千
万
円
の
増
に

な
:
た
の
で
と
ざ
い
出
す
る
が
。
と
り
い
う
llql机
助
金
の
役

N
の
状
況
が
予
出
ど
お
り
い
く
の
か
ど
う
か
。
な
ぜ
私
が
こ
れ
を
お
尋
ね

す
る
か
と
い
う
と
、
今
月
初
め
他
の
閑

U
耶
八
ム
に
お
供
い
た
し
立
し
て
初
め
て
小
央
に
玄
い
り
｀
捕
助
金
の
獲
得
の
点
に
つ
い
て
関
係
各

竹
の
屈
凡
あ
る
い
は
問

K
あ
る
い
は

fnllに
お

11
に
か
か
り
て
お
料
い
し
て
お
り
工
す
る
と
｀
い
る
い
る
の
問
題
が
あ
る
よ
ぅ
に
感
じ
た

の
で
と
ざ
い
文
す
．
い
わ
ゆ
る

W
改
の
潤
常
が
．
川
屈
補
助
金
に
も
川
当
爪
大
な
閃
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
私
は
知
っ
た
の
で
ご
ざ
い

士
す
ぃ
こ
う
い
う
点
に
お
さ

1
Lて
私
．
訊

H
と
い
た
し

i
し
て
も
よ
い
他
強
に
な
っ
た
も
の
と
息
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
｀
理
邪
者
方

に
お
か
れ
て
は
こ
う
い
う
点
＂
つ
ね
に

1
央
の
所

m
"
Wと
折
凶
し
て
お
ら
れ
る
の
で
ご
ざ
い
出
す
が
｀
最
初
予
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
．
の
補
助

企
が
十
分
役
得
さ
れ
て
あ
の
加
侑
が
央
瓜
で
さ
る
か
ど
う
か
｀

i
た
こ
ん
ど
に
お
い
て
も
多
く
の
補
助
金
を
獲
得
し
て
新
し
い
施
策
を
実

行
す
る
に
ど
う
い
う
川
兌
が
あ
る
か
と
い
う
成
に
つ
い
て
亀
林

E
籾
郎
此
か
ら
お
符
え
を
訊
い
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
同
時
に
、
林
総

務
郎
に
の
訂
動
を
何
＂
て
れ
り
よ
す
る
と
書
出
初
予
＃
に
川
当
の
財
郎
を
川
さ
れ
た
た
め
に
｀
相
当
｀
財
源
問
題
に
つ
い
て
神
経
を
使
っ

I
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て
北

e.れ
る
、
よ
う
に
似
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
し
か
し
本
市
の
発
展
に
は
こ
ん
ご
い
ろ
い
ろ
の
施
策
を
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
と
恩

ぅ
．
そ
れ
に
対
し
て
は
｀
そ
れ
そ
れ
の
川
涼
が
な
く
WC
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
出
す
。
と
き
に
は
積
極
政
策
も
や
む
を
え
な
い
と
い
う
よ
う

に
私
は
伯
ず
る
も
の
で
ご
ざ
い

1
す
か
ら
彎
今
＂
の
財
政
叶
則
と
い
う
も
の
の
腹
索
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
｀
こ

の
財
政
計
閥
の
旧
寮
と
、
こ
れ
を
央
行
す
る
上
に
お
い
て
効
平
的
な
予
ヰ
の
巡
裳
を
ど
う
い
う
よ
う
に
こ
ん
ご
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
よ

う
な
お
労
え
を
も
C

て
JS
ら
れ
る
か
｀
介
せ
て
卯
杵
介
を
閉
い
た
い
の
で
ご
ざ
い
出
す
。

次
に
書
歓

W
問
団
に
つ
い
て
お
埒
ね
す
る
の
で
こ
ざ
い

i
す
．
今
間
の
予
れ
に
お
さ
出
し
て
。
予
狂
外
義
務
久
担
と
し
て
一
億
円
余
の

小
学
佼
及
び
幼
枇
囚
の
比
股

R
を
川
さ
れ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い

i
す
“
あ
れ
は
十
力
年
叶
圃
の
一
端
の
央
施
で
ご
ざ
い
ま
す
が
｀
地
元
民

の
岡
＾
瓜
に
応
じ
て
＊
辿
叶
闊
を
飲
筋
叶
pil
に
変
え
ら
れ
た
納
県
で
ご
ざ
い

1
す
が
、
市
此
が
地
元
の
裸
迅
に
こ
た
え
よ
う
と
し
て
お
ら
れ

る
そ
の
れ
が
、
ぇ
力
．

r`
す
が
は
放

W
侭
允
を
公
約
さ
れ
た
点
で
こ
ざ
い

i
し
て
｀
私
は
市
長
に
対
し
て
紋
意
を
表
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す』

1
た
、
＊
年
庇
の
泊
加
予
れ
を
み

i
す
る
と
｀
郎
代
の
支
川
企
の
う
ち
約
二
干
万
円
は
莉
校
問
題
に
投
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、

た
い
へ
ん
私
は
紅
を
棘
く
す
る
の
で
と
ざ
い
出
す
。
先
は
ど
大
谷
阪

μ
f`
来
年
此
の
研
校
の
対
策
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
市
長
並
び
に

枚

W
長
に
買
皿
を
さ
れ
た
の
で
と
さ
い

i
す
。
私
し
こ
の
点
に
触
れ
た
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
立
す
が
｀
そ
の
内
容
は
省
き
ま
す
る
が
｀
ぜ

ひ
市
此
に
府
か
っ
て
．
た
だ
い
立
巾
学
佼
に
ば
か
ふ
じ
て
お
る
先
生
方
あ
る
い
は
中
学
に
生
徒
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
父
兄
が
。
ど
う
い
う

飢
枯
ち
を
し
っ
て
市
に
ー
つ
の
ぺ
勾
~
＂
出
を
b
"

て
れ
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
は
彎
私
が
一
々
こ
こ
で
中
す
ま
で
も
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
ち
る
ん
こ
れ
は
全
旧
的
な
皿
阻
で
ご
ざ
い

t
す
る
が
｀
木
市
は
本
市
と
し
て
の
特
性
を
発
揮
す
る
よ
う
に
．
と
く
に
大
谷
隅
貝
か
ら
要

迅
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
．

w伍
に
ゼ
ひ
こ
の

Irn別
の
央
現
方
を
お
飢
い
し
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
そ
れ
以
外
'
1

つ
き
ま
し
て
、
教

wuu出
に
つ
い
て
二
点
お
堺
ね
し
た
い
の
で
ご
ざ
い
去
す
し
そ
れ
は
中
学
校
に
お
い
て
来
年
庶
か
ら
技
術
科
租
が
央
施
さ
れ
る
の
で
ご
ざ

．
い
去
す
が
。
そ
れ
に
対
す
る
対
餃
の
内
宕
い
か
ん
と
い
う
こ
と
。
た
だ
い
ま
批
上
に
お
い
て
問
題
に
な
っ
て
お
る
理
科
教
育
七
ン
ク
ー
の

ーダ3.;....・・・・
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股
協
に
つ
い
て
ど
う
い
う
考
え
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
か
の
二
点
を
お
騎
ね
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
中
学
校
教
脊
に
お
い
て
は
特
別
教
宛
の
完
備
｀
こ
れ
が
も
っ
と
も
諏
炭
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
た
び
た
び
こ
の
席
上
で
述
べ
｀

そ
の
特
別
教
室
の
増
築
を
理
邪
若
に
向
か
っ
て
希
望
を
述
ぺ
て
き
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
財
涼
の
関
係
上
そ
れ
が
十
分
に
現
在
な
さ

れ
て
い
な
い
。
他
の
教
脊
を
熱
心
に
や
ら
れ
て
お
る
と
こ
ろ
の
都
市
の
中
学
校
の
特
別
教
室
の
あ
の
完
備
せ
る
状
態
と
四
日
市
市
の
状
態

と
を
比
較
し
た
と
き
に
、
私
は
非
常
に
遺
餞
に
息
う
の
で
と
ざ
い
ま
す
が
｀
こ
れ
も
財
源
の
点
に
お
い
て
や
む
を
え
な
い
と
思
う
の
で
ご

ざ
い
ま
す
u

し
か
し
、
来
年
庶
か
ら
ど
う
し
て
も
央
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
技
術
科
程
の
教
師
の
蹄
保
と
そ
の
設
備
の
内
容
に

対
し
て
｀
ど
う
い
う
計
圃
を
も
っ
て
お
る
か
。
来
年
庇
か
ら
中
学
校
の
学
級
が
多
少
減
る
の
に
枚
室
に
対
し
て
は
一
糠
の
業
み
を
も
っ
て

お
ら
れ
る
の
で
と
ざ
い
ま
す
が
｀
生
徒
数
の
減
少
は
、
ど
の
小
｀
中
学
校
も
一
律
に
減
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
、
地
域
に
よ
っ
て
は
そ
の

減
少
の
並
が
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ま
ー
つ
考
え
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は
。
文
部
省
か
ら
一
学
級
の
生
徒
数
を
だ
ん
だ
ん
と
減
ず
る

よ
う
に
な
っ
て
お
る
の
で
こ
ざ
い
ま
す
る
か
ら
｀
学
校
に
よ
っ
て
生
徒
数
の
減
が
す
な
わ
ち
学
級
減
と
な
り
｀
そ
こ
に
余
剰
の
教
室
が
同

じ
よ
う
に
く
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
う
点
を
も
勘
案
し
て
、
ど
う
い
う
よ
う
な
計
画
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
か
｀

ま
た
こ
れ
が
来
年
庇
の
四
月
か
ら
特
別
教
密
が
う
ま
く
活
用
さ
れ
る
に
必
要
な
予
算
が
あ
る
な
ら
ば
、
早
く
て
九
月
、
お
そ
く
と
も
十
二

月
に
提
案
さ
れ
て
、
そ
う
し
て
四
月
か
ら
こ
れ
が
枚
背
上
フ
ル
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な
御
計
画
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
｀
教
育

ヽ

次
に

理
科
牧
脊
七
ソ
ク
ー
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
｀
こ
れ
は
学
校
救
脊
に
は
直
接
関
係
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
｀
県
下
の
高
等
学

校
｀
中
学
校
、
小
学
校
の
理
科
担
当
の
先
生
の
現
戟
枚
背
の
機
関
で
ご
ざ
い
ま
す
a

本
市
の
ご
と
き
科
学
教
育
の
発
展
し
て
お
る
地
区
に

こ
う
い
う
よ
う
な
理
科
牧
脊
七
ソ
ク
ー
の
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
市
の
枚
背
の
向
上
｀
発
展
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
私
は
信
ず
る

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
内
容
を
承
わ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
敷
地
は
約
一
千
坪
｀
設
備
毀
企
は
約
六
千
万
円
、
う
ち
一
千
万
円
は
国
庫
負
担
‘

残
り
の
五
千
万
円
を
市
、
県
に
お
い
て
負
担
す
る
よ
う
な
条
項
に
な
っ
て
お
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

関
係
の
写
門
の
先
生
十
二
名
が
駐
在
し
て
．
各
学
校
の
先
生
の
指
導
に
当
た
ら
れ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
―
つ
の
問
題
は
、
県
下
の

高
等
学
校
、
中
学
校
。
小
学
校
の
理
科
関
係
先
生
の
現
政
牧
脊
の
場
で
ご
ざ
い
ま
す
る
か
ら
｀
交
通
の
も
っ
と
も
便
の
よ
い
こ
と
が
要
望

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
本
市
教
脊
の
発
展
の
上
か
ら
、
財
源
が
許
す
な
ら
ば
ぜ
ひ
本
市
に
こ
の
理
科
教
育
セ
ン
ク
ー
を

股
置
さ
れ
ん
こ
と
を
迅
む
も
の
で
あ
り
ま
す
が
•
こ
れ
に
対
し
て
市
長
は
ど
う
い
う
よ
う
な
お
考
え
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
か
お
答
え
を
願

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
建
股
問
題
に
つ
い
て
お
辱
ね
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
｀
建
股
問
阻
に
お
い
て
も
っ
と
も
大
事
な
こ
と
は
土
木
関
係
｀
さ
い

わ
い
当
初
予
算
に
お
き
ま
し
て
土
木
費
は
昨
年
庇
の
倍
以
上
の
予
算
が
計
上
さ
れ
｀
今
回
の
追
加
予
箕
に
お
い
て
も
ま
た
さ
ら
に
追
加
さ

れ
ま
し
て
こ
一
億
六
千
万
円
以
上
の
費
用
を
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
う
し
て
新
し
い
路
線
．
新
し
い
舗
装
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
計

圃
さ
れ
そ
れ
が
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
‘
私
は
市
民
と
と
も
に
喜
ぷ
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
｀
こ
の
中
に
お
い
て
本
年
度
の

計
圃
に
入
っ
て
い
な
い
道
路
の
補
修
｀
維
持
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
ど
う
い
う
よ
う
な
お
考
え
が
あ
る
か
を
お
尋
ね
し
た
い
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
雨
量
の
多
い
関
係
か
｀
補
修
、
舗
装
を
さ
れ
て
い
な
い
道
路
が
、
現
在
ど
の
よ
う
に
悪
道
路
に
な
っ
て
お
る
か
と
い
う
こ
と
は
、

私
が
一
夕
申
す
ま
で
も
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
俗
に
い
う
せ
ん
た
＜
板
の
よ
う
な
状
態
で
｀
車
を
利
用
し
て
お
り
ま
す
る
と
そ
の
バ
ウ

ン
ド
に
よ
っ
て
天
井
に
頭
が
つ
か
え
る
心
配
を
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
状
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
く
に
利
用
度
の
大
き
い
道
路
に
お
い
て
は
、

私
は
昨
年
の
九
月
に
そ
の
例
を
と
っ
て
｀
こ
の
壇
上
で
建
股
部
長
に
も
い
ろ
い
ろ
と
希
望
を
述
ぺ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
あ
の
海
軍
専

用
道
路
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
の
油
箪
苓
用
逍
路
が
南
部
の

H
業
開
発
に
幾
多
の
貢
献
を
し
て
お
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
日
に
お
い
て
も
ま
た
非
常
に
こ
れ
が
活
用
さ
れ
て
お
る
｀
そ
れ
だ
け
あ
の
道
路
が
破
損
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す

C

あ
の
海

軍
屯
用
珀
路
は
一
部
は
県
道
で
あ
り
一
部
は
市
道
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
｀
管
轄
は
異
な
り
ま
す
る
が
、

位
に
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
御
答
弁
を
匝
い
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
道
路
を
利
用
す
る
市
民
各
位

こ
と
に
こ
れ
が
完
成
し
ま
す
と
耶
科

ーダs-
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で
と
ざ
い
ま
す
る
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
建
設
部
長
が
い
か
な
る
考
え
を
も
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、
ひ
と
つ
こ
ん
ご
の
力
針
に
つ
い
て

火
任
の
あ
る
御
答
弁
を
版
い
た
い
と
息
う
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
｀
災
也
対
餃
に
つ
い
て
お
碍
ね
し
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
梅
雨
前
線
の
集
中
豪
雨
で
大
被
害
を
受
け
て
満
一
周
年
に

な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
う
っ
と
う
し
い
日
が
毎
日
紐
き
｀
け
さ
の
七
時
半
の
天
気
予
報
に
は
｀
東
海
地
区
に
大
雨
注
意
報
を
出
し
た

と
い
う
よ
う
な
こ
と
ま
で
私
は
伺
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
が
国
に
お
き
ま
し
て
は
｀
天
災
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
ご
ざ
い

出
す
。
い
よ
い
よ
台
風
ツ
ー
ズ
ソ
に
な
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
こ
こ
に
｀
天
災
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
る
が
｀

そ
の
災
由
を
故
少
限
庇
に
食
い
と
め
｀
市
並
び
に
市
民
の
災
也
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
と
い
う
こ
と
は
｀
理
事
者
と
し
て
も
っ
と
も

立
炭
な
旅
策
の
一
端
と
凪
う
の
で
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
昨
年
は
梅
雨
前
椋
蔽
雨
の
た
め
に
議
会
が
そ
の
あ
と
に
開
か
れ
ま
し
て
、
．
災
害

対
策
に
閃
し
て
伊
脳
太
郎
限
以
か
ら
い
る
い
ろ
と
烈
間
を
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
て
い
ろ
い
る
と
答
え
ら
れ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、

ま
さ
に
一
周
年
を
迎
え
て
疇
研
印
浙
に
お
い
て
は
さ
た
る
べ
き
台
風
期
に
い
か
な
る
構
想
を
も
っ
て
災
害
の
庶
合
を
最
少
限
度
に
食
い
と

め
る
方
法
を
立
衆
さ
れ
て
お
る
か
。
ま
た
、
出
水
時
に
亀
こ
れ
は
突
然
く
る
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
し
天
気
予
報
を
み
て
お
れ
ば
だ
い
た

い
の
予
想
が
つ
く
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
か
ら
、
そ
う
い
う
災
宙
製
来
の
と
き
に
は
、
い
か
な
る
方
法
を
も
っ
て
市
民
各
位
に
訴
え
、
ど
の

よ
う
に
し
て
災
也
を
少
な
く
し
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
る
か
｀
そ
の
具
体
索
が
あ
る
な
ら
ば
お
示
し
を
願
い
た
い
。
私
も
過
去
に
お
い
て
専

攻
し
た
地
迎
学
の
上
か
ら
-
災
柑
防
止
と
い
う
点
に
対
し
ま
し
て
は
非
常
に
関
心
を
も
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
、
私
は
市
長

か
ら
こ
の
具
体
突
を
伺
い
ま
し
て
、
こ
れ
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
と
窯
見
を
中
し
上
げ
た
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、
災
自
復
旧
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
三
十
四
年
に
は
．
伊
努
湾
台
風
の
あ
の
未
曽
有
の
製
来
を
受
け
ま
し
て
多
く
の
損
害
を
受

け
た
の
で
あ
り
ま
す
が
｀
国
庫
補
助
あ
る
い
は
県
あ
る
い
は
市
の
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
災
害
が
だ
ん
だ
ん
と
復
旧
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

は
窃
ば
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
｀
昨
年
庇
の
集
中
萩
雨
に
対
す
る
復
旧
は
あ
る
部
面
に
お
い
て
は
相
当
進
捗
し
て
お
り
ま
す

と
く
に
沿
線
の
各
位
の
そ
の
被
祖
｀

の
と
こ
ろ
ま
で
迎
転
し
て
も
ら
い
た
い
。

で
ご
ざ
い
ま
す
。

も
し
理
邪
浙
に
し
て
時
間
が
許
す
な
ら
ば
、
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こ
こ
一
両
日
中
に
車
で
塩
浜
の
あ
の
屎
遊
か
ら
寿
楽
園

い
か
が
な
状
店
に
な
っ
て
お
る
か
し
こ
れ
に
準
ず
る
近
路
は
他
に
も
多
々
あ
る
こ
と
と
思
う
の

こ
う
い
う
よ
う
な
迅
路
の
補
修
に
つ
い
て
、
特
別
の
予
算
を
も
っ
て
将
来
お
や
り
に
な
る
御
意
思
が
あ
る
か
な
い
か
。

土
木
諒
あ
た
り
は
道
路
を
パ
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
、
速
い
と
こ
ろ
を
だ
ん
だ
ん
と
補
修
さ
れ
て
お
る
そ
の
熱
意
も
私
は
よ
く
知
．
っ
て
お
る
の

で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
し
か
し
そ
れ
も
ほ
ん
の
つ
か
の
間
で
あ
り
十
分
で
な
い
。
ま
た
、
県
逍
の
問
題
に
対
し
て
は
発
言
権
は
な
い
と
お
・

っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
｀
県
の
土
木
川
張
所
と
あ
い
述
携
し
て
、
も
っ
と
も
利
用
さ
れ
る
逍
路
に
対
し
て
は
優
先
的
に
補
修
を
や

る
と
い
う
こ
と
を
お
考
え
に
な
る
の
が
、
市
民
の
た
め
に
非
甜
に
し
あ
わ
せ
だ
る
う
と
息
う
の
で
あ
り
ま
す
る
が
｀
こ
う
い
う
点
に
つ
い

て
ど
う
い
う
御

n藷
を
も
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、
オ
ー
述
設
部
此
に
伺
い
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
．
‘

次
に
｀
県
単
邪
菜
に
対
し
て
市
の
れ
担
の
費
用
の
分
担
の
状
磁
に
つ
い
て
お
料
ね
し
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
・
一
昨
日
の
市
長
の
説
明

の
中
に
、
四
日
市
池
の
市
の
負
担
金
の
問
題
に
つ
い
て
い
る
い
る
と
事
情
が
あ
る
こ
と
．
そ
う
し
て
必
要
な
予
箕
の
計
上
を
誤
会
に
提
案

さ
れ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す

0

県
単
事
染
は
私
ど
も
市
民
と
し
て
は
指
達
的
な
発
甘
植
は
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
県
会
誤
貝
諸
公
の

手
に
待
っ
と
こ
る
が
大
で
は
ご
ざ
い
ま
す
る
が
｀
そ
の
伐
川
の
久
担
の
状
娘
を
ど
う
い
う
よ
う
に
取
り
扱
う
か
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
が
確

立
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
政
策
的
に
は
市
と
県
と
の
話
し
合
い
が
あ
ろ
う
と
息
う
の
で
あ
り
ま
す
る
が
｀
な
ぜ
私
が
こ
れ
を
述
べ
る

か
と
い
う
と
｀
県
迅
の
拭
磁
に
お
い
て
地
元
の
方
が
協
力
し
て
お
る
、
自
分
の
土
地
を
提
供
し
て
品
年
住
み
慣
れ
た
家
屋
の
移
転
ま
で
や

っ
て
協
力
し
て
お
る
の
で
と
ざ
い
ま
す
る
が
｀
そ
の
土
地
代
あ
る
い
は
移
転
股
の
問
題
が
、
県
市
間
で
十
分
に
い
か
な
い
た
め
に
遅
れ
て

お
る
と
い
う
よ
う
な
災
例
も
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
“
政
策
的
に
県
と
市
と
の
話
し
合
い
と
い
う
点
が
あ
る
こ
と
を
私
は
承
知
す
る
の
で

ご
ざ
い
出
す
が
｀
末
燐
の
市
民
が
磁
踪
拡
眼
に
協
力
し
て
お
る
こ
と
に
対
し
て
私
は
十
分
息
い
を
及
ぽ
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
協
力
し

た
市
民
の
立
易
に
な
っ
て
、
こ
ん
ご
の
そ
の
紐
股
の
分
担
支
払
い
を
迅
速
に
や
る
と
い
う
回
咸
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
述
べ
た
の

ーダ？一- ーダ6-・ 
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~
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に
｀
砥
気
・
ガ
ス
税
に
っ
さ
ま
し
て
は
‘
税
串
が
一
¢
和
庇
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
｀
税
収
に
か
な
り
の
影
響
を
及
ぼ
し
｀

消
費
量

固
定
沢
脱
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非
腺
税
締
囲
の
拡
大
並
び
に
課
税

椋
郎
の
特
例
梢
皿
と
と
も
に
現
在
の
と
こ
る
＊
市
に
お
さ
ま
し
て
は
、
対
象
物
件
が
非
常
に
少
の
う
ご
ざ
い
ま
し
て
．
従
っ
て
こ
れ
ら
に

眩
当
す
る
減
税
は
と
く
僅
少
の
比
込
み
で
こ
ざ
い
ま
す
。
た
ば
こ
梢
伐
税
の
改
正
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
ん
ご
の
た
ば
こ
の
売
り
上
げ
利

七
百
万
円
松
廊
の
堺
収
が
見
込
め
る
の
で
な
い
か
と
考
え
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
．
次

益
と
も
大
さ
な
関
係
が
と
ざ
い
ま
す
が
、
的
六
、

は
約
一
千
二
百
八
十
万
円
和
庇
が
戟
税
と
な
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
u

つ
き
庄
し
て
は
、
敗
当
浙
が
約
二
千
人
松
庇
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
控
除
額
が
約
一
千
二
百
四
十
万
円
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
市
民
税
関
係
で

は
約
三
百
人
で
ご
ざ
い
ま
し
て
．
こ
れ
を
税
餌
に
い
た
し
ま
す
と
約

l

-

l

十
四
万
円
松
庇
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
配
当
控
除
の
創
設
に

こ
の
政
字
だ
け
を
巾
し
上
げ
て
み
た
い
と
在
じ
庄
す
し

身
休
悴
柑
浙
州
以
り
非
腺
税
範
皿
の
拡
大
に
よ
り
ま
し
て
新
た
に
対
象
と
な
る
も
の

に
詳
し
く
が
名
心
”
貨
料
が

lU
て
お
り
ま
す
の
で
｀
御
邸
い
た
だ
い
て
よ
く
御
存
じ
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、

数
字
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
の
で

う
い
う
松
殿
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
御
説
叫
を
巾
し
上
げ
た
い
と
息
い
ま
す
。
市
民
税
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

条
例
案

し
か
し
な
が
ら
、

さ
よ
う
御
提
梁
111
し
上
げ
て
お
り
ま
す
市
税
条
例
の
改
正
に
よ
り
ま
し
て
多
少
の
影
唇
が
ご
ざ
い
ま
す
が
‘

こ
れ
が
ど

う
よ
う
な
間
皿
は
な
に
も
生
じ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
当
初
に
私
か
ら
111
し
上
げ
た
と
お
り
の
数
字
で
御
了
承
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
ご
ざ
い
出
し
て
"
3
で
の
後
一

i

ー
カ
月
を
紐
沿
し
て
お
り
ま
す
が
｀
現
在
ま
で
に
ま
だ
私
ど
も
の
予
想
を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

出
す
る
日
然
増
収
で
ご
ざ
い
立
す
u
_
＿
＿
十
七
年
底
の
見
逝
し
に
つ
さ
ま
し
て
は
、
当
初
予
窮
に
お
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
た
と
お
り

に
お
さ
ま
す
る
予
姐
と
あ
出
り
変
っ
た
数
字
は
川
て
い
な
い
と
息
う
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
培
額
と
い
い
ま
す
の
は
｀

各
税
目
間
に
お
き

n然
増
収
が
あ
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い

1
す。

こ
れ
が
来
年
庇
に
繰
り
越
さ
れ
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
私
ど
も
の
三
十
六
年
度
の
当
初

ま
せ
ん
が
疇

故
終
の
、

五
月
末
の
税
収
入
を
み
ま
す
と
十
七
低
九
百
万
円
余
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
．
六
千
万
円
程
度
の

六
年
度
の
最
終
市
税
の
追
加
予
算
額
は
｀
十
六
億
四
千
八
百
万
円
程
度
で
あ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

, 1 

＇ 
| 

I 
＇ 

＇ 

「
i 

そ
れ
か
ら
追
加
は
な
さ
れ
て
お
り

と
い
う
と
こ
ろ
を
見
通
し
て
御
答
弁
を
願
い
た
い
と
と
を
お
匝
い
す
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

〔
税
務
部
此
（
松
野
窓
亮
荘
）
狂
項
〕

〇
税
務
部
拉
（
松
野
窯
亮
府
）
関
係
ぶ
項
に
つ
き
ま
し
て
｀
巾
し
上
げ
た
い
と
息
い
立
す
。

三
十
六
年
度
の
市
税
収
入
の
見
通
し
に
っ
さ
よ
し
て
は
｀
当
初
予
罪
を
は
じ
め
と
い
た
し
ま
し
て
、
迫
加
財
源
に
市
税
が
計
上
さ
れ
る

た
び
に
そ
の
現
状
を
巾
し
上
げ
て
さ
た
の
で
ご
ざ
い
庄
す
a

ま
た
こ
二
十
七
年
股
の
予
想
に
っ
き
ま
し
て
は
、
三
月
の
定
例
会
の
席
で
坂

上
限
貝
さ
ん
の
御
灯
間
に
も
る
る
お
答
え
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
と
ざ
い
ま
す
が
｀
先
ほ
ど
の
御
意
見
に
よ
り
ま
す
と
｀
私
と
総
務
部
長
と

の
間
に
歳
入
の
点
に
つ
い
て
窯
比
の
食
い
違
い
が
あ
る
で
は
な
い
か
と
い
う
御
意
見
が
あ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
｀
私
ど
も
は
決
し
て

意
見
の
食
い
違
い
を
し
て
お
る
の
で
は
と
ざ
い
文
せ
ん
。
私
の
税
収
入
の
予
想
と
総
務
部
虻
の
予
悲
は
全
く
一
致
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い

去

す

か

ら

彎

そ

の

点

御

了

承

を

お

阪

い

し

た

い

と

な

じ

文

す

。

：

＇

さ
て
二
＿
＿
十
六
年
廊
の
市
税
収
入
で
ご
ざ
い
出
す
が
、
よ
う
や
く
決
笠
期
も
終
了
い
た
し
ま
し
て
、
い
ま
鋭
意
計
窮
し
て
お
る
の
で
ご

ざ
い
去
す
が
｀
だ
い
た
い
の
見
通
し
が
出
て
士
い
り
出
し
た
の
で
｀
こ
れ
を
巾
し
上
げ
た
い
と
息
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
三
十

ーダ?:...

,
 

が
｀
あ
る
部
面
に
お
い
て
は
そ
の
巡
捗
の
度
合
が
速
々
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
当
初
予
筑
に
お
き
ま
し
て
、
一

ま
た
昨
年
の
十
二
月
の
訊
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
あ
の
橋
梁
の
復
旧
に
つ
い
て
い
る
い
ろ
と
お
尋
ね
を
し
｀
希
望
を
述
べ
た
の
で
ご
ざ
い
ダ

ま
す
。
当
初
予
笠
の
さ
い
に
私
の
質
問
に
答
え
て
オ
ー
建
股
部
虻
は
｀
国
庫
補
助
金
が
く
る
な
ら
ば
財
務
当
局
と
よ
く
話
し
合
っ
て
、
橋

梁
の
復
旧
に
努
力
し
た
い
と
い
う
力
政
い
お
答
え
を
受
け
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
今
回
の
追
加
予
葬
に
こ
れ
が
出
る
こ
と
だ
と
楽
し

ん
で
お
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
出
て
い
な
い
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
国
肛
補
助
金
の
行
方
疇
将
来
の
見
通
し
、
ど
う
な
り
ま
す

の

か

。

責

任

を

も

っ

て

お

答

え

を

顕

い

た

い

の

で

ご

ざ

い

ま

す

。

＇

以
上
、
各
般
に
わ
た
っ
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
し
た
が
、
蚊
初
も
巾
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
｀
ひ
と
つ
沢
任
あ
る
、
こ
れ
な
ら
や
り
う
る



が
前
年
同
証
と
す
れ
ば
｀
約
二
千
万
円
の
減
収
と
な
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
ん
ご
の
需
要
の
伸
び
に
よ
り
ま
し
て
あ
る
程
度
は
補
て
一、ーり。・

3
 

ん
す
る
も
の
と
推
定
い
た
し
ま
す
。

・一

以
上
が
今
回
の
条
例
改
正
に
よ
り
ま
す
関
係
部
分
で
ご
ざ
い
ま
し
て
｀
減
収
は
約
二
千
万
円
程
度
が
予
想
さ
れ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
．

の
で
｀
総
体
的
に
は

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
市
民
税
ま
た
は
固
定
資
産
税
の
自
然
増
収
に
よ
り
ま
し
て
カ
バ
ー
で
き
る
と
存
じ
て
お
り
ま
す

大
し
た
影
因
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
令

〔
総
移
部
是
（
林
義
男
君
）
登
坂
〕

0
総
称
部
長
（
林
義
男
君
）
私
に
お
玲
ね
い
た
だ
き
ま
し
た
問
題
に
つ
い
て
｀
簡
単
に
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
オ
一
点
は
｀
国
血
補
助
金
の
獲
得
に
つ
い
て
と
い
う
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
．
先
般
来
｀
関
係
常
任
委
員
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
各
部
腺
長
あ
る
い
は
市
長
等
と
御
同
道
い
た
だ
き
ま
し
て
｀
本
省
そ
の
他
へ
陳
情
ぃ
た
だ
い
た
よ
う
に
開
い
て
お
り
ま
し
て
｀

、
・
市
政
の

非
常
に
こ
れ
は
あ
り
が
た
い
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
先
刻
、
御
発
言
の
内
容
に
国
庫
補
助
金
の
獲
得
に
つ
き
ま
し
て
．
は

｀
わ
れ
わ
れ
と
い
た
し
ま
し
て
は
鋭
意
国
の
施
策

運
営
が
非
常
に
大
き
な
影
醤
を
き
た
す
と
い
う
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て

に
の
っ
と
り
な
が
ら
書
こ
ち
ら
の
お
原
い
し
て
お
り
ま
す
希
業
の
額
に
達
す
る
よ
う
な
努
力
を
大
い
に
続
け
た
い
、
皆
さ
ん
の
御
協
力
を

ぇ
て
予
年
上
計
圃
し
て
お
り
ま
す
よ
う
な
額
ま
で
は
な
ん
と
か
獲
得
し
た
い
と
｀
こ
う
い
う
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ

き
ま
し
て
、
御
承
知
の
よ
う
に
補
助
率
が
す
で
に
国
で
き
ま
っ
て
お
り
ま
す
問
題
は
．
認
承
額
を
い
か
に
引
き
上
げ
て
も
ら
う
、
い
わ
ゆ

る
認
め
て
も
ら
う
か
、
こ
う
い
う
問
図
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
し
｀
そ
れ
か
ら
補
助
率
そ
の
他
に
つ
き
．
ま
し
て
決
定
し
て
い
な
い
の
は
｀

た
と
え
て
申
し
ま
す
と
今
回
新
た
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
座
埃
焼
却
場
、
あ
る
い
は
こ
ん
ど
の
当
初
予
算
で
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
養

老
院
の
創
設
等
に
つ
き
ま
し
て
は
｀
違
っ
た
観
点
か
ら
新
し
い
努
力
を
い
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
•
そ
の
た
め
に
関
係
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部
課
長
が
さ
か
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
る
程
度
の
め
ど
は
も
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
上
皆
さ
ん
の
御
柑
溝
｀
御
協
力
t
・ぇ

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
竺
一
点
の
財
政
計
画
の
腹
案
と
そ
の
効
率
的
な
逮
営
に
つ
い
て
と
い
う
御
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
｀
こ
れ
は
私
と
し
て
お

｀
 

答
え
す
ぺ
き
こ
と
で
な
い
と
考
え
ま
す
。
と
い
い
ま
す
の
は
一
総
務
部
長
の
腹
案
が
ど
う
で
あ
る
か
と
い
う
よ
う
な
問
題
は
、
こ
こ
で

は
問
題
に
な
ら
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
、
こ
う
い
う
考
え
方
を
い
だ
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
あ
え
て
申
し
上
げ
ま
す
な
ら
ば
．
本
年
度

の
予
葬
が
総
務
部
品
の
腹
案
で
ご
ざ
い
ま
す
し
｀
皆
さ
ん
と
と
も
に
こ
の
予
算
案
が
市
の
考
え
て
お
り
ま
す
財
政
計
画
の
腹
案
で
ご
ざ
い

ま
す
。
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の
効
率
的
な
迎
営
に
つ
き
ま
し
て
も
皆
さ
ん
と
と
も
に
な
ん
と
か
効
率
的
に
運
営
し
て
い
き
た
い
、
こ

う
い
う
考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
し
て
｀
た
だ
坂
上
限
貝
の
お
っ
し
ゃ
る
意
味
を
私
な
り
に
付
度
い
た
し
ま
す
と
し
た
ら
、
そ
の
上
で
追
加
計

上
す
る
よ
う
な
財
涼
を
ど
う
考
え
て
い
く
か
｀
あ
る
い
は
そ
う
い
う
事
業
に
つ
い
て
ど
う
い
う
考
え
方
が
あ
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
ま

で
答
え
よ
、
こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
も
各
部
課
に
お
き
ま
し
て
す
で
に
追

加
す
べ
き
も
の
、
追
加
す
べ
き
で
な
い
も
の
に
つ
き
ま
し
て
も
考
え
方
を
も
っ
て
お
り
ま
す
の
で
事
御
勘
弁
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
．
先
ほ
ど
税
務
部
長
か
ら
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
の
財
政
上
の
見
通
し
の
う
ち
税
収
な
ん
か
に
つ
き
ま
し
て
は
、

専
門
家
で
あ
る
税
務
部
長
と
十
分
打
ち
合
せ
ま
し
て
見
通
し
を
立
て
て
お
り
ま
す
。
会
議
録
の
答
弁
の
様
子
を
お
読
み
い
た
だ
い
て
違
っ

て
お
る
よ
う
な
感
じ
が
す
る
と
い
う
よ
う
な
お
考
え
方
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
は
全
然
考
え
方
は
違
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

そ
の
へ
ん
も
直
ね
て
御
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

〔
教
育
長
＇
（
山
本
軍
一
、
君
）
登
坦
〕

,
0
教
育
長
（
山
本
軍
一
君
）
教
育
問
題
に
つ
き
ま
し
て
二
点
問
題
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
最
初
に
技
術
科
程
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
お

-59/-
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答
え
い
た
し
ま
す
。

．
技
術
科
程
の
特
別
教
室
に
つ
き
ま
し
て
は
｀
御
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
私
た
ち
と
い
た
し
ま
し
て
は
｀
昨
年
、
一
昨
年
の
中
学
校

の
急
増
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
点
を
考
え
て
救
室
を
つ
く
っ
て
き
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
文
部
省
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の
特
別

教
室
に
つ
き
ま
し
て
は
い
ま
ま
で
考
え
て
く
れ
な
か
っ
た
｀
と
い
う
の
は
生
徒
一
凡
当
た
り
に
つ
い
て
一
坪
と
い
う
計
算
の
仕
方
は
、
こ

れ
は
特
別
教
室
を
あ
ま
り
頭
に
入
れ
て
い
な
い
甚
準
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
｀
私
た
ち
の
要
望
を
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
~
―
―
―
十
八
年
度

•
か
ら
学
級
別
の
甚
準
に
改
定
を
し
て
予
坑
を
絹
成
し
よ
う
と
い
っ
て
く
れ
て
お
り
ま
す
の
で
｀
私
た
ち
が
特
別
教
室
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら

改
造
し
、
補
助
を
い
た
だ
く
に
非
常
に
有
利
に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
特
別
教
室
に
対
す
る
考
え
方
は
、
昭
和
四
十

年
度
に
お
き
ま
し
て
中
学
校
の
生
徒
数
が
安
定
し
た
と
き
を
考
え
ま
し
て
、
文
部
省
の
低
い
基
準
の
上
に
私
た
ち
の
理
想
的
な
指
導
要
領
;

、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
学
校
の
急
増
対
策
に
よ
る

か
ら
勘
定
い
た
し
ま
し
た
特
別
牧
室
の
時
間
数
を
勘
案
し
て
四
日
市
甚
準
を
立
て
ま
し
て

特
別
教
室
を
｀
急
造
対
策
が
終
っ
た
の
ち
に
特
別
教
室
に
改
造
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
は
す
で
に
特
別
教
室
と
し
て
立
て
ら

れ
た
急
珀
対
策
で
ご
ざ
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
牧
室
の
硲
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
た
ち
と
い
た
し
ま
し
て
は
十
分
計
画
の
と
お
り
い

っ
て
お
る
と
｀
こ
う
思
っ
て
お
り
ま
す
。
中
の
施
設
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
っ
き
ま
し
て
は
は
な
は
だ
残
念
で
ご
ざ
い
ま
す
が
｀
技

術
科
租
の
施
設
は
ま
だ
十
分
で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
た
だ
当
初
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
理
振
法
に
よ
り
ま
す
学
校
の
配
当
は
、
中
学
校
が

五
校
で
一
回
り
い
た
し
ま
す
の
で
｀
理
振
法
に
よ
っ
て
の
備
品
の
充
哭
は
で
き
た
と
、
し
か
し
な
が
ら
｀
新
し
い
技
術
科
程
は
本
年
度
か

ら
発
足
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
充
央
は
ま
だ
十
分
で
あ
り
ま
せ
ん
の
で
｀
来
年
度
か
ら
私
た
ち
と
し
て
は
計
画
を
立
て
て
お

り
ま
す
。
本
年
庇
も
、
．
少
し
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
各
校
に
つ
い
て
は
考
慮
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
理
科
教
育
七
ン
ク
ー
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
｀
私
の
知
っ
て
お
る
限
り
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
し
て
、
御
訂
正
な
り
ま

た
そ
の
ほ
か
の
点
で
は
市
長
か
ら
説
朋
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
。
県
に
お
き
ま
し
て
は
四
日
市
市
に
理
科
教
育
セ
ソ
ク
ー
を

,
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筐
い
た
ら
ど
う
か
と
い
う
要
請
が
あ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
•
そ
の
規
模
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
に
坂
上
謡
且
か
ら
御
指
岱
あ
り

1
L

た

ょ
う
に
、
建
坪
が
百
六
十
五
坪
、
総
廷
坪
が
二
百
十
五
坪
の
三
階
鉄
筋
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
利
用
す
る
範
囲
が
限
定
さ
れ
文
す
の

で
、
私
た
ち
と
い
た
し
ま
し
て
は
｀
こ
れ
の
負
担
区
分
に
つ
き
ま
し
て
は
高
等
学
校
の
対
策
の
よ
う
な
県
と
半
々
と
い
う
よ
う
な
負
担
に

，
つ
い
て
は
不
滴
で
あ
る
と
｀
ほ
端
に
い
い
ま
す
れ
ば
｀
現
戟
教
貝
に
つ
き
ま
し
て
は
四
日
市
の
教
育
は
県
下
の
十
分
の
一
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
｀
十
分
の
一
の
負
担
で
い
い
わ
け
だ
と
い
う
ふ
う
に
い
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
元
へ
誘
致
す
る
と
い
う
こ
と
を
考
え

れ
ば
せ
め
て
二
対
ー
く
ら
い
の
久
担
企
な
れ
ば
四
日
市
市
へ
き
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
こ
う
い
う
申
し
方
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う

し
ま
す
と
六
千
万
円
で
。
そ
の
う
ち
土
地
が
五
百
万
円
入
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
除
き
ま
す
と
五
千
五
百
万
円
、
そ
の
う
ち
国
庫
補

助
一
千
万
円
を
除
き
ま
す
と
四
千
五
百
万
円
彎
こ
れ
を
二
対
ー
で
分
け
ま
す
と
県
で
三
千
万
円
に
対
し
て
市
が
一
千
五
百
万
円
、
こ
う
い

う
こ
と
で
、
オ
ー
年
皮
は
市
が
一
千
万
円
に
対
し
て
県
が
二
千
万
円
、
オ
ニ
年
度
は
市
が
五
百
万
円
に
対
し
て
県
が
一
千
万
円
｀
こ
う
い

う
負
担
区
分
で
あ
る
な
ら
考
え
て
も
い
い
と
い
う
御
返
事
は
申
し
上
げ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
ま
だ
こ
れ
に
つ
い
て
は
県
か
ら

ま
し
て
｀

な
に
も
返
事
を
受
け
取
っ
て
い
ま
七
ん
状
娘
で
ご
ざ
い
ま
す
。

〔
オ
ー
建
設
部
品
（
城
井
義
夫
君
）
登
埴
〕

0
オ
ー
建
設
部
長
（
城
井
袋
夫
君
）
建
股
閲
係
の
御
質
問
に
対
し
ま
し
て
｀
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

オ
ー
呑
の
、
舗
装
の
本
年
度
の
計
四
な
い
し
舗
装
の
や
ら
れ
て
お
ら
な
い
逍
路
の
補
修
を
ど
う
い
ぅ
ふ
う
に
考
え
て
お
る
か
、
ど
う
い

う
ふ
う
に
よ
く
し
て
い
く
の
か
と
い
う
御
質
問
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
初
予
算
の
道
路
維
持
費
と
い
た
し
ま

し
て
工
事
毀
で
五
百
万
円
、
原
材
料
股
で
約
百
六
十
万
円
の
予
箪
を
お
認
め
願
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
ー
こ
の
予
算
で
も
っ
て

執
行
さ
し
て
い
た
だ
く
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
電
構
想
と
い
た
し
ま
し
て
は
一
応
砂
利
な
い
し
不
陸
の
地
な
ら
し
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
土
木
諜
の
ほ
う
に
お
き
ま
し
て
材
料
の
直
営
採
取
、
あ
る
い
は
人
夫
の
取
り
上
げ
法
に
よ
っ
て
維
持
を
．
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も
ち
、

ま
た

H
平
股
に
つ
き
ま
し
て
は
三
捌
の
負
担
金
を
県
に
収
め
て
お
り
ま
す
。
次
に
港
湾
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
が
‘
港
湾
関
係
の
県

単
掛
架
に
つ
さ
ま
し
て
は
｀
駄
市
折
半
と
い
う
方
針
で
巡
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら

i`

都
市
計
圃
事
業
関
係
の
戦
災
復
興
で
行
な
っ
た

区
域
な
い
し
土
地
改
良
研
莱
で
行
な
っ
て
お
り
立
す
区
域
内
の
県
単
lJi
架
に
つ
き
ま
し
て
は
、
九
割
市
が
負
担
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は

非
常
に
地
元
と

rl
し
出
す
か
、
そ
の
土
地
に
糀
限
さ
れ
た
叫
架
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
｀
県
単
研
菜
と
申
し
ま
し
て
も
ま
ず
ほ
と
ん
ど
市
の

屯
栗
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
に
よ
っ
て
｀
九
割
の
仇
担
と
し
て
お
り
ま
す
。
大
ま
か
に
い
い
ま
し
て
、
オ
ー
建
設
部
の
関
係
で
は

そ
う
い
う
形
で
ご
ざ
い
庄
す
が
｀
御
質
間
の
御
趣
け
に
も
あ
り
ま
し
た
が
県
逍
改
修
に
当
っ
て
地
主
さ
ん
に
そ
の
い
る
い
ろ
事
務
上
の
扱

い
の
し
わ
が
寄
っ
て
い
く
と
い
う
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
県
単
叫
菜
に
つ
き
ま
し
て
は
｀
県
の
ほ
う
に
お
か
れ
ま
し
て
も
年
度
末

近
く
に
な
っ
て
泊
加
さ
れ
る
場
介
が
多
い
ん
で
と
ざ
い
ま
し
て
｀
十
二
月
あ
る
い
は
極
端
な
場
合
は
三
月
に
お
い
て
そ
の
年
変
の
事
業
を

追
加
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
｀
わ
れ
わ
れ
の
ほ
う
と
し
て
も
県
単
瑣
粟
の
年
問
の
見
述
し
を
つ
か
む
と
い
う
の
が
非
常
に
む
ず
か
し
い
状

況
で
ご
ざ
い
立
す
u

従
っ
て
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
県
か
ら
ま
ず
間
違
い
の
な
い
逃
絡
、
報
告
を
想
像
で
き
る
の
は
電
年
の
変
っ
た
一
月
、

二
月
で
な
い
と
＾
設
が
は
っ
き
り
し
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
最
終
の
時
期
に
予
狂
化
さ
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
の
が
い
ま
ま
で
の
慣

例
に
な
っ
て
お
り
ま
す
＂
そ
の
た
め
に
地
元
に
お
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
一
部

H
ボ
が
終
っ
て
お
っ
て
用
地
の
精
荘
が
で
き
な
い
よ
う
な

撒
兌
あ
る
い
は
県
の
迫
加
が
非
常
に
年
庇
末
に
近
い
た
め
に
、
央
質
的
に
は
年
庶
を
変
っ
て
施
工
し
て
お
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
市
と

県
の
予
箕
措
既
＇
が
場
合
に
よ
っ
て
は
年
庇
が
一
年
ず
れ
る
と
い
う
よ
う
な
事
態
も
い
ま
ま
で
あ
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
点
に

っ
き
ま
し
て
は
県
と
よ
く
述
絡
を
と
り
ま
し
て
｀
で
き
る
だ
け
そ
う
い
う
問
阻
を
是
正
す
る
よ
う
に
こ
ん
ご
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
の
災
得
対
策
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
‘
災
出
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
｀
昨
年
、
応
急
復
旧
と
い
う
形
で
｀
主
と
し
て
か
ま
す
あ
る

い
は
丸
太
等
を
使
っ
て
一
応
や
っ
た
個
所
が
約
半
年
な
い
し
一
年
た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
迎
え
る
雨
期
に
つ
き
ま
し
て
は
非
常
な

危
険
を
感
ず
る
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
た
だ
い
ま
逐
次
土
俵
の
新
し
い
も
の
と
組
み
か
え
な
い

i
 
；
 
＇
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さ
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
失
架
対
策

m菜
の
ほ
う
の
計
圃
も
土
木
腺
と
よ
く
述
携
を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
道
路
維
持
を
進
め
た
い
と
、
一

“
 

こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
柑
当
拉
の
砂
利
の
確
保
に
努
め
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
御
承
知
の
よ
う
に
雨
の

S

た
め
に
川
か
ら
材
料
が
川
な
い
と
い
う
状
況
が
ご
ざ
い
ま
す
“
こ
の
材
料
を
栗
折
の
ほ
う
で
相
当
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
こ
の
材
料
に
つ
き
ま
し
て
は
相
当
単
価
が
莉
価
と
い
う
皿
凶
も
あ
り
ま
し
て
、
で
き
る
だ
け
川
か
ら
直
接
取
り
た
い
の
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
現
在
そ
う
い
う
雨
の
た
め
に
や
む
を
え
な
い
状
況
が
ご
ざ
い
在
す
の
で
。
若
干

lli価
の
麻
い
材
料
も
現
在
購
入
を
巡
め
て
お
り

ま
し
て
、
近
々
の
う
ち
に
各
方

rM
に
砂
利
の
頒
布
を
行
な
う
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
く
に
御
質
間
の
巾
で
油
箪
滸
郎
の
お
話
が
川
ー
し
た
が
｀
御
指
摘
の
と
お
り
洞
軍
逍
路
は
国
泣
か
ら
東
、
塩
浜
の
付
近
ま
で
の
間
は

県
道
で
と
ざ
い
ま
し
て
、
三
十
六
年
炭
に
東
側
よ
り
一
部
舗
装
に
滸
工
い
た
し
庄
し
た
が
、
本
年
肱
も
引
き
続
い
て
延
長
を
さ
れ
る
よ
う

に
承
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
｀
こ
の
引
来
の
規
校
に
つ
い
て
は
庄
だ
決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
｀
近
く
決
定
を
み
る
は
ず
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
｀
木
年
な
い
し
あ
と
一
年
く
ら
い
で
少
な
く
と
も
県
道
ま
で
舗
装
が
完
了
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
こ
う

ぃ
り
ふ
う
な
見
通
し
を
し
て
お
り
ま
す
。
旧
滸
か
ら
西
｀
刃
楽
園
付
近
ま
で
の
側
に
つ
さ
ま
し
て
は
•
本
年
庇
の
防
座
舗
装
の
計
画
も
一

部
立
て
て
お
り
ま
す
が
｀
な
お
＊
問
装
の
個
所
が
一
郎
残
る
予
定
で
ど
ざ
い
ま
す
。
こ
の
逍
路
に
っ
き
ま
し
て
は
、
山
士
の
運
搬
専
用
逍

路
の
よ
う
な
性
格
も
も
っ
て
お
り
ま
す
の
で
｀
あ
出
り
松
船
の
低
い
舗
狡
で
は
非
岱
に
不
経
済
に
な
り
ま
す
の
で
｀
こ
の
点
も
考
え
合
せ

ま
し
て
、
床
肱
の
あ
る
と
こ
ろ
は
で
さ
る
だ
け
木
年
庇
儲
此
を
巡
め
ま
す
が
、
比
較
的
家
厖
の
連
櫓
し
て
い
な
い
個
所
は
あ
と
一
年
ほ
ど

御
辛
抱
願
い
出
し
て
＂
少
し
松
庇
の
麻
い
舗
狡
を
巡
め
た
い
と
劣
え
て
お
り
立
す
。

次
の
御
質
問
の
県
単

m来
の
収
川
分
捐
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ば
す
が
．
こ
の
股
川
分
担
の
労
え
方
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
オ
ー
建
設
部

の
関
係
に
お
さ
出
し
て
も
各
即
の
担
当
に
お
い
て
甜
干
の
染
が
あ
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
ず
土
木

oo保
の
、
主
と
し
て
道
路
等
の
県
単

罪
業
で
と
ざ
い
之
す
が
｀
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
原
則
的
に
既
股
県
道
の
補
修
に
つ
き
庄
し
て
は
、
用
地
只
に
つ
い
て
二
分
の
ー
は
市
が
9

.• I 



以
上
で
ご
ざ
い
文
す
．

〇
隅

k
（
山
木
三
郎
れ
）

判
叫
｀
休
賊
い
た
し

i
す。

し
は
一
歩
巡
ん
だ
加
股
に
変
え
つ
つ
あ
る
ん
で
と
ざ
い

i
す
．
に
の

IIU附
に
つ
さ

i
し
て
は
＂
県
の
担
当
区
域
あ
る
い
は
市
の
担
当
区
域

と
い
う
い
わ
ゆ
る
紐
肌
り
で
は
ご
ざ
い
f
さ
せ
ん
が
．

i

応
そ
う
い
う
河
川
の
関
係
。
逍
路
の
関
係
的
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
｀
こ
れ
は
県
と

市
の
開
按
な
漣
絡
の
も
と
に
こ
ち
ら
か
ら
臥
の

U
う
に
お
聞
い
し
、
あ
る
い
は
県
か
ら
も
指
示
を
受
け
る
と
い
う
ふ
う
に
一
体
と
な
っ
て

巡
み
た
い
と
息
っ
て
お
り
文
す
。
な
れ
疇
水
防

H
材
に
つ
き
出
し
て
は
水
防
介

plt̀
W内
に
は
七
カ
所
ほ
ど
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
他
地

区
の
梢
防
団
あ
る
い
は

W
の
川
吸
所
等
に
お
さ

i
し
て
．
約
一
二
十
力
所
余
り
に
備
蓄
憫
所
を
考
え
て
お
り
ま
し
て
｀
す
で
に
材
料
を
調
益

し
て
お
り
出
す
“
現
在
鴫
千
旧
を
し
て
お
り

t
す
材
料
は
、
か

i
す
が
一
子
ル
俵
、
杭
が
七
干
本
、
そ
の
他
紐
、
鉄
線
等
を
あ
る
程
股
確
保

し
て
い
た
だ
い
て
お
り

i
し
て
訊
備
を
巡
め
て
お
り
出
す
＞
な
お
｀
旧

"W111
の
水
防
計
国
の
総
体
的
な
皿
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
防

oo係
に
お
さ

i
し
て
・
肌
と
の
洲
携
に
お
さ

i
し
て
叶
圃
を
立
て
て
お
っ
て
い
た
だ
さ
出
す
＞

次
の
神

tt間
の
．
災

"tu川
の
巡
い
状
況
で
ご
ざ
い

i
す
が
鴫
災
内
復

111
エ

mと
rlI
し
よ
す
と
因
の
補
助
企
と
の
関
逃
の
あ
る

H
研
と
｀

W
の
lil独
の
エ
IJf
と
と
ざ
い

i
す
が
｀

W
の
爪
独
の

Ul111似
所
は
比
佼
的
小
さ
な
似
所
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
本
年

llで
は
と
ん
ど
代
り
た
い
と
劣
え
て
れ
り

i
す
．
予
双
的
に
は
莉
干
残
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
披
災
佃
所
の
性
格
を
よ
く
勘
案

い
た
し
文
し
て
、
化
険
な
偵
所
か
ら
泊
宜
収
り
上
げ
出
す
の
で
｀

lit
の
関
係
と
い
た
し
ま
し
て
は
ほ
と
ん
ど
危
険
個
所
は
な
く
な
る
と
い

9
ふ
う
に
が
、
え
て
れ
り

irr"
川
の

M
肋
間
係
に
お
さ

i
し
て
は
。
だ
い
た
い
彼
災
か

g-＿
ヵ
年
に
補
助
額
を
泥
了
す
る
一
応
の
見
遥
し

を
つ
け
て
れ
り
文
す
が
彎

m^
因
に
な
り

1
す
と
川
年
な
い
し
は
五
年
に
及
ぷ
こ
と
が
ご
ざ
い
＊
ュ
す
。
ま
ず
叫
年
で
ほ
と
ん
ど
終
り
ま
し
て
會

五
年

U
に
一
電
-

i

い
W
残
る
と
い
り
よ
り
な
状
況
が
い
出
中
で
の
例
で
ご
ざ
い
↓
す
。
と
く
に
仙
の
地
方
に
大
き
な
災
由
が
発
生
い
た
し
ま

す
と
｀
位
年
比
に
残
る
llJ能
礼
が
か
な
り
川
て

i
い
り
さ
す
U

と
こ
る
が
先

uど
の
御
灯
間
で
そ
の
国
庫
補
助
金
の
行
方
は
ど
う
か
と
い

う
よ
う
な
御
買
間
で
ご
さ
い

i
す
が
、
当
初
予
れ
に
れ
さ
ー
し
て
は
｀

111
の
袖
助
対
象
の
災
掛
復
旧
で
約
五
千
七
百
万
円
、
そ
の
補
助
金

＿＿辛＇叫

W
万
円
松
lftill
出
し
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
出
す
が
鴫
こ
れ
は
現
在
因
の
旧
う
で
制
当
て
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま

IJ r̀_~~~9|~ 

だ
は
っ
き
り
し
た
数
字
が
市
の
ほ
う
ま
で
｀
県
の
ほ
う
ま
で
き
て
お
ら
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
の
迷
続
的
な
仕

m
9肌
U

さ
れ
る
も
の
と
い
う
予
想
の
も
と
に
あ
る
れ
股
辿
め
て
お
る
佃
所
が
ど
ざ
い
ま
す
が
、
新
し
＜
本
年
度
か
ら
か
か
る
と
い
う
工
事
は
、
ま

だ
は
っ
き
り
し
た
割
出
て
が
さ
て
北
り

1
せ
ん
“
と
れ
に
っ
さ
＊
r

し
て

f
近
く
ま
い
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
が
｀
だ
い
た
い
予
算
を
組
ま

し
て
い
た
だ
い
た
の
は
｀
わ
れ
わ
れ
と
い
た
し
士
し
て
は
こ
の
秘
瓜
の
見
通
し
を
つ
け
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
し
て
｀
な
お
補
助
金
を
上

皿
る
よ
り
な
努
力
は
こ
ん
ご
紐
＂
た
い
と
息
い

t
す
が
｀
ー
応
見
通
し
に
つ
い
て
は
こ
の
松
胆
で
あ
る
う
と
疇
こ
ぅ
い
う
ふ
う
に
考
え
て

お
り

i
す＂

午
後
＿
時
l
-
l

十
叫
分
将
開

o
t
l
k
（
山
＊
三
郎
打
）
休
礁
前
に
引
さ
紐
さ
＊
了
し
て
、
会
凩
か
開
さ
ま
す
。

〔

w比
G

平
川
佐
糾

it)
姓
隕
〕

ow屁
（
平
田
佐
矩

it)

珊
科
枚

W
七
ソ
ク
ー
の

Uu題
に
っ
き
出
し
て
、
県
の
ぽ
う
か
ら
ま
だ
正
式
な
お
申
し
出
は
な
い
ん
で
ご
ざ
い

工
す
が
｀
い
る
い
る
お
話
を
聞
い
て
み

1
す
る
と

"ta
の

nう
か
ら
県
は
柚
助
を
も
ら
っ
て
や
る
こ
と
に
な
っ
て
闊
当
て
を
ー
つ
も
ら
っ

た
と
｀
と
こ
ろ
が
新
地
皿
限
と
か
仰
費
の
皿
図
に
つ
い
て
ど
こ
の

W
で
も
す
ぐ
に
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
く
れ
そ
う
に
も
な
い
の
で
｀
四
日

ltflitu
た
い
へ
ん
い
い
と
こ
る
だ
か
ら
｀
も
し
四

"wwが
御
希
訊
な
ら
ひ
と
つ
お
と
り
に
な
っ
た
ら
ど
う
で
す
か
と
、
こ
う
い
う
御
趣

け
で
．
さ
れ
か
ら
内
宕
に
つ
さ
出
し
て
は
最
前
．
欣

YI比
か
ら

rfし
上
げ
ま
し
た
よ
う
な
か
っ
こ
う
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
。
ま
た
、
こ

午
後
零
時
二
十
分
翡

-S?-

I
I
l
|
I
i
'

い
’
'
ト
ー
・
，
．
ロ
~
い
，

7
竹
i

糾
ふ
.

-st,-



き
り
と
私
は
お
願
い
し
た
い
。

そ
う
し
な
い
と
現
場
に
お
る
と
と
る
の
学
校
此
な
ど
は
相
当
心
配
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
り

でな減教
もい少•有次
なかす iとに
お ‘るに‘
か玄か碍牧
ったらね脊
心文現た llり
団部在い皿
な省ののに
いの教で対
と一滋ごし
お学でざて
っ級大いで
しの丈ごご
や生夫すざ
る徒だるい
の数とがま
かのは‘す
‘しっ私る
そぽきのが
うりりぉヽ
い方と尋牧
うに断：la 脊
特よ甘し必
殊っさたの
なてれ tt答
地述た問ぇ
域っんにに
にて．で対対
対くごすし
しるざるて
てんい答一
はじま弁応
特やすの了
殊な．・る中解
ないがにす
方か｀‘る'
向‘こ昭の
をこれ和で
もうは四ご
っ凡｝品地十ざ
てう城年ぃ
いのに．庶ま
くで：よごす
のあ．つろる
か． 1 りて tこが
‘ま．異な‘
すなる再
がる．と旋・
‘ん生‘白

じ徒私
やがは

こ
こ
を
は
っ

‘・

そ
れ

0
坂
上
長
十
郎
ー

I 
： 

＇ 

！ 

l 

l 

I 

! 

I 
I 

I 
'I 
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れ
は
正
式
な
お
話
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
u

い
い
こ
と
だ
ろ
う
と
は
息
い
ま
す
る
が
、
た
だ
経
費
の
点
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
非
常
に
い

ま
た
く
さ
ん
の
も
の
が
瓜
な
っ
て
お
る
も
ん
で
す
か
ら
．
県
が
約
東
ど
お
り
央
行
し
て
く
れ
る
、
あ
る
い
は
県
の
負
担
金
は
き
れ
い
に
県

が
川
す
ん
だ
と
い
う
の
だ
と
非
岱
に
よ
る
し
い
の
で
と
ざ
い
ま
す
が
｀
県
の
仇
担
分
も
市
で
一
時
立
て
か
え
る
と
か
な
ん
と
か
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
と
｀
全
く
｀
全
部
引
き
受
け
な
く
ち
ゃ
な
ら
ぬ
と
い
う
よ
う
な
か
っ
こ
う
に
あ
い
な
り
ま
す
の
で
、
仕
事
の
性

格
と
い
た
し
ま
し
て
は
非
常
に
け
っ
こ
う
に
存
じ
立
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
も
う
少
し
県
の
御
意
向
も
よ
く
派
わ
り
ま

し
て
、
し
っ
か
り
し
た
こ
と
を
お
間
き

111
し
上
げ
て
か
ら
市
＾
＾
の
ほ
う
に
御
柑
談
さ
し
て
い
た
だ
く
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
．
こ
う

い
う
ふ
う
に
劣
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
災
也
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先

U
ど
ち
ょ
っ
と

lh
し
上
げ
た
よ
う
に
息
い
ま
す
が
。
た
い
へ
ん
な
雨
も
多
う
ご
ざ
い
ま

す
の
で
｀
そ
れ
そ
れ
の
心
印
な
悩
所
に
つ
さ
ま
し
て
間
保
ポ
か
ら
手
を
打
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
御
承
知
の
と
お
り
先
般
も
ち
よ
っ
と
し

た
旧
が
降
り
出
し
て
も
、
仮
橋
の
か
け
て
あ
る
よ
う
な
と
こ
る
は
流
れ
て
し
エ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
A

全
く
む
だ
な
経
股
が
い
る
よ

う
な
こ
と
で
と
ざ
い
＊
ュ
す
が
、
こ
れ
も

H
庫
補
助
で
あ
り
ま
す
と
か
あ
る
い
は
県
の
関
係
と
か
で
、
全
部
市
股
ば
か
り
で
一
千
里
に
や

っ
て
し
士
う
と
い
う
と
と
も
ち
ょ
？
と
い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
、
や
む
を
え
ず
適
当
な
補
助
あ
る
い
は
起
債
の
よ
う
な
も
の
の
つ
き
ま
す

面
と
に
ら
み
介
せ
て
や
り
た
い
と
、
こ
う
劣
え
て
お
り
出
す
が
、
災
也
に
つ
さ
ま
し
て
は
仰
せ
ら
れ
る
ま
で
も
な
く
非
常
に
た
い
せ
つ
な

こ
と
で
ご
ざ
い
立
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
手
を
打
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
近
く
と
く
に
こ
の
辺
は
危
険
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
そ
そ
の
点
よ
る
し
く
お
願
い
い

と
こ
る
に
っ
き
ま
し
て
は
特
別
な
処
低
を
し
て
お
き
た
い
、

た
し
去
す
“〔

坂
上
品
十
郎
沼
狂

lilu

り
▼
午
前
中
に
各
般
に
わ
た
り
立
し
て
お
尋
ね
い
た
し
＊
5

し
た
こ
と
に
対
し
て
、
関
係
部
課
此
並
び
に
た
だ
い
ま
市
長
か

," ら
答
弁
を
え
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、

ね
を
い
た
し
出
す
か
ら
、

考
え
を
承
わ
り
た
い
と
、

そ
の
う
ち
な
お
一
、
二
自
分
と
し
て
満
足
し
な
い
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
す
る
か
ら
重
ね
て
お
坪

こ
れ
に
対
し
て
ひ
と
つ
肌
快
な
御
答
弁
を
版
い
た
い
と
、
こ
う
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
C

最
初
に
お
秘
ね
し
出
し
た
と
こ
る
の
財
源
の
間
凶
に
関
し
ま
し
て
は
、
税
籾
部
足
か
ら
適
切
な
答
え
を
え
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
一

応
私
は
了
解
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
士
す
。
そ
の
点
か
ら
労
え
ま
す
と
＊
年
股
の
市
の
財
政
と
い
う
も
の
は
、
将
来
、
相
当
考
え
な
く
ち
ゃ

な
ら
ぬ
問
題
で
ご
ざ
い
文
す
。

M
時
に
一
面
、
．

W
民
の
多
く
の
製
凱
に
こ
た
え
て

Tli
此
が
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
す
る
上
に
お
き
ま
し
て
は
、

軋
の
財
源
が
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
こ
う
存
ず
る
も
の
で
ご
ざ
い
出
す
。
だ
か
ら
私
は
林
総
籾
部
品
に
向
か
っ
て
、
本
市
の
財
政
計
画

並
び
に
予
算
の
効
半
的
な
連
常
方
法
に
つ
い
て
を
付
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
＊
ュ
す
が
、
林
総
務
部
此
は
た
い
へ
ん
御
謙
遜
な
さ
い
ま
し
て
、
自

分
の
答
弁
の
範
皿
じ
ゃ
な
い
と
じ
よ
う
ず
に
体
を
か
わ
さ
れ
た
の
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
相
当
む
ず
か
し
い
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
る
け
れ
ど

も
、
本
市
の
財
政
状
態
か
ら
こ
ん
ご
の
市
政
巡
常
に
関
し
て
必
狐
な
財
源
も
起
こ
っ
て
く
る
と
息
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
対
し

て
私
は
市
必
か
ら
ど
う
い
う
ふ
う
に
と
ん
ご
や
る
う
か
と
い
う
よ
う
な
御
方
針
を
お
も
ち
だ
と
息
い
ま
す
か
ら
、
総
務
部
是
の
答
え
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
か
わ
っ
て
市
此
か
ら
一
応
将
来
に
対
す
る
、
将
来
と
い
ぅ
の
は
木
年
庶
の
こ
ん
ご
の
対
策
に
対
し
て
の
お

こ
う
111
心

う

の

で

ご

ざ

い

ま

す

。

．
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次
に
、
災
也
対
策
と
し
て
災
柑
予
防
の
問
脳
で
た
だ
い
ま
市
此
か
●
説
明
を
伺
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
だ
ん
だ
ん
と
台
風
期
に
向

か
う
さ
い
に
た
い
へ
ん
心
細
い
御
答
弁
が
あ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
は
一
、
二
所
見
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、

こ
う
い
う
方
向
に
対

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

の
よ
う
な
逍
路
で
地
区
の
方
々
が
非
常
に
困
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
を
御
承
知
の
上
な
ら
ば
、

な
御
意
図
が
あ
る
か
な
い
か
、
朋
確
に
ひ
と
つ
お
答
え
願
い
た
い
。
沿
絞
の
市
民
は
非
常
に
待
迅
し
て
お
る
こ
と
を
切
に
申
し
上
げ
た
い

こ
れ
を
少
し
で
も
少
な
く
し
て
や
る
よ
う

服
所
と
協
力
の
必
艇
が
あ
る
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、

あ
の
プ
レ
ー
ラ
ー
な
ど
の
運
転
を
や
り
ま
し
て
、
な
ん
と
か
せ
ん
た
＜
板

の
、
県
道
に
お
い
て
も
そ
れ
相
当
の
補
住
を
や
ら
な
く
ち
ゃ
な
ら
ぬ
問
題
が
あ
る
と
息
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
県
道
に
関
し
て
は
土
木
出

ま
す
。
問
時
に
技
術
科
租
の
股
備
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
ー
つ
の
茄
準
を
牧
脊
委
貝
会
で
っ
く
っ
て
、
そ
う
し
て
学
校
品
に
向
か
つ
て
理
科
一4,0 

滋
は
文
ず
か
く
か
く
の
設
佃
が
必
瓶
で
あ
る
、
技
術
科
私
は
こ
れ
こ
れ
が
四
日
市
市
と
し
て
は
最
低
甚
準
で
あ
る
、
た
だ
し
市
の
財
源
で

6

は
こ
れ
ま
で
で
き
な
い
か
ら
、
で
き
る
な
ら
ば
地
区
の
協
力
を
求
め
て
、
教
育
に
支
障
の
な
い
程
庇
に
や
る
と
い
う
よ
う
な
は
っ
き
り
と

た
た
案
を
お
示
し
に
な
る
御
意
思
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
再
庇
ぉ
衿
ね
す
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
｀

理
科
教
育
七
ソ
ク
ー
の
問
題
に
関
し
ま
し
て
は
、
牧
育
品
の
答
え
並
び
に
た
だ
い
ま
の
市
品
の
答
え
に
よ
り
ま

U
て
了
解
す
る
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。
間
題
は
、
久
担
金
の
県
市
の
折
衝
が
残
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
市
当
局
が
じ
よ
う
ず
に
屎
と
折
衝
さ
れ
ま

し
て
、
ゼ
ひ
ひ
と
つ
四

n市
市
の
科
学
改
育
の
一
助
と
し
て
木
市
に
珊
科
教
育
七
ソ
ク
ー
の
設
趾
さ
れ
る
こ
と
を
私
は
望
む
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
伺
う
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
決
定
と
い
う
こ
と
を
相
当
急
い
で
い
る
の
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
う
長
く
時
間
を
遷
延
す
る
こ
と

の
で
さ
な
い
状
態
に
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
伺
っ
て
お
り
ま
す
が
、
閥
時
に
位
低
の
点
が
相
当
重
要
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す

る
か
ら
、
こ
の
点
に
つ
さ
よ
し
て
は
市
此
自
身
も
よ
く
お
考
え
に
な
り
、
教
有
此
も
そ
う
い
う
方
面
の
と
ん
ご
の
営
処
を
し
て
も
ら
い
た

ぃ
＇
本
市
の
救
脊
の
向
上
と
い
う
大
さ
な
立
場
に
お
い
て
私
は
切
に
お
頂
い
す
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
＇

そ
の
次
に
、
述
股
皿
四
に
つ
い
て
オ
ー
建
股
部
此
か
ら
お
答
え
を
阻
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ひ
と
つ
も
う
少
し
つ
っ
込
ん
で
私
は

申
し
上
げ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

道
路
の
補
位
に
関
し
て
は
、
当
初
予
尊
に
お
い
て
約
六
百
六
十
万
円
く
ら
い
の
予
算
が
あ
る
、

き
ま
し
て
も
悔
箪
屯
用
道
路
を
例
に
と
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

一
皮
そ
れ
に
対
す
る
お
答
え
を
願
い
た
い
。

こ
れ
で
や
り
た
い
と
い
う
よ
う
な
お
気

持
ち
で
ご
ざ
い
去
す
が
、
は
た
し
て
こ
の
企
額
で
で
き
る
か
ど
う
か
、
で
き
な
い
と
き
に
は
将
来
の
機
会
に
お
い
て
追
加
予
算
を
も
っ
て

で
も
市
民
の
炭
氾
に
こ
た
え
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
の
皿
血
を
朋
確
に
お
答
え
を
願
い
だ
い
、
こ
う
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、
災
柑
復
旧
の
問
題
で
と
ざ
い
ま
し
て
、
少
し
私
の
質
問
の
方
法
が
ま
ず
か
っ
た
の
か
、
答
弁
の
喪
領
も
え
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
災
也
復
旧
に
関
し
去
し
て
旧
の
補
助
金
‘
県
の
補
助
企
な
ど
も
必
吸
な
こ
と
、
私
よ
＜
承
知
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、

'|'

,L~l,',1 

と
く
に
橋
梁
の
問
題
は
交
通
上
、
非
常
に
重
要
な
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
一
例
を
申
し
上
げ
た
ほ
う
が
よ
く
わ
か
る
と
思
い
ま

す
か
ら
巾
し
上
げ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
内
部
小
学
校
の
述
学
逍
路
の
内
部
川
に
か
か
っ
て
お
る
矢
作
橋
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
内
部
小

学
校
の
生
徒
九
百
人
の
う
ち
そ
の
五

0
1
は
こ
の
矢
作
橋
を
利
用
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
・
い
ま
す

0

昨
年
、
集
中
豪
雨
で
流
れ
ま
し
て
、
非

常
に
前
年
な
お
紐
末
な
仮
橋
が
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ま
ま
で
に
数
回
流
失
い
た
し
ま
し
た
。
没
近
の
雨
で
も
流
失
し
て
建
て
直
し

て
お
る
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
う
よ
う
な
状
態
、
四
百
な
ん
人
の
幼
稚
固
や
小
学
校
の
可
愛
い
児
童
の
通
学
に
非
常
に
危

険
を
感
じ
ま
し
て
、
父
兄
は
非
常
に
心
庄
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
も
し
国
庫
の
補
助
金
が
な
い
な
ら
ば
こ
れ
は
や
む
を
え
ぬ

と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
仮
橋
を
い
ま
少
し
り
っ
ば
な
も
の
に
か
け
か
え
て
、
少
々
の
雨
が
降
っ
て
も
仮
橋
が
流
れ
な
い
よ
う
に

し
て
、
児
泣
も
安
心
し
て
通
学
で
き
る
よ
う
に
、
地
区
の
父
兄
を
し
て
安
心
せ
し
め
る
よ
う
な
方
向
を
お
と
り
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
ど
う
か
。
他
に
こ
う
い
う
よ
う
な
例
が
あ
る
な
ら
ば
、
他
の
三
滝
川
、
阿
瀬
知
川
な
ど
に
よ
っ
て
も
そ
う
い
う
よ
う
な
状
態
の
仮
橋
が

あ
る
な
ら
ば
、
そ
う
い
う
よ
う
な
御
庶
息
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
い
ま
一
庇
お
答
え
を
願
い
た
い
。
な
お
、
道
路
の
問
座
に
お

こ
れ
は
一
例
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
他
に
も
市
道
で
あ
れ
に
準
ず
る
も

ーる／一



＇ 

＇ 

し
て
市
は
お
と
り
に
な
る
意
忍
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
お
伺
い
し
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
オ
一
番
に
は
‘
市
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
の
水
防
息
想
を
市
民
に
よ
くP
R

す
る
必
製
が
あ
る
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
•
こ
の
点

に
関
し
ま
し
て
、
理
事
活
に
お
い
て
合
凪
時
あ
る
い
は
薮
雨
の
さ
い
に
は
ど
の
よ
う
に
照
勢
を
と
る
と
い
う
方
針
を
定
め
て
、
そ
れ
に
対

す
る
市
民
の
協
力
方
の
方
向
を
広
報
四
日
市
を
も
っ
て
市
民
に
呼
び
か
け
る
御
庶
思
は
な
い
か
。

ォ
ニ
点
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
い
ま
ま
で
の
災
也
復
旧
な
ど
で
相
当
復
旧
さ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
海
岸
に
い
た
し
ま
し
て
も
あ

る
い
は
河
川
に
し
て
も
、
復
旧
不
十
分
で
あ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
と
ざ
い
ま
す
＂
そ
う
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
を
そ
の
ほ
う
の
関
係
の
も

の
が
バ
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
そ
う
し
て
ど
う
し
て
も
八
月
の
台
風
期
ま
で
に
市
が
や
ら
な
く
ち
ゃ
な
ら
ぬ
と
こ
る
は
市
で
や
り
、
県
に
お
願

い
す
る
と
こ
ろ
は
県
に
お
願
い
し
て
で
も
、
そ
の
災
也
を
防
ぐ
と
い
う
よ
う
な
方
向
を
お
や
り
に
な
っ
て
は
ど
う
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま

次
に
、
台
風
抑
あ
る
い
は
薮
雨
の
さ
い
は
天
気
予
報
が
刻
々
と
報
ぜ
ら
れ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
状
況
を
災
害
対
策
本
部
に

お
い
て
、
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
•
こ
れ
を
も
と
に
し
て
各
地
の
出
張
所
竹
内
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
そ
の
災
由
を
最
少
限
度
に
防
ぐ
か
と
い
う
よ

う
な
指
示
を
な
さ
る
、

こ
と
に
そ
う
い
う
と
さ
に
は
停
雹
に
な
り
が
ち
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
無
電
機
と
か
あ
る
い
は
ト
ラ
ソ
ジ
ス
ク

t

な
ど
を
も
っ
て
予
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
‘
]
こ
れ
を
正
硫
に
つ
か
ん
で
適
切
に
対
処
す
る
方
法
、
あ
る
い
は
い
よ
い
よ
台
風
が
接
近
し
本
市

に
製
来
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
地
区
の
市
民
の
水
防
の
協
力
を
う
る
こ
と
は
、
水
防
団
の
活
動
に
よ
っ
て
で
き
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

い
よ
い
よ
そ
の
場
面
に
な
っ
て
は
じ
よ
う
ず
に
指
揮
、
指
導
し
て
や
ら
な
い
と
そ
の
効
果
が
上
ら
な
い
。
い
私
も
昨
年
ま
の
あ
た
り
に
堤
防

が
ま
さ
に
決
壊
せ
ん
と
す
る
掲
面
に
会
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
地
区
民
が
集
ま
っ
て
お
る
ん
だ
が
、
こ
れ
を
う
ま
く
指
揮
し
て
堤
防
の
決
壊

を
防
ぐ
と
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
現
場
を
見
、
一
閉
只
架
省
の
協
力
を
え
て
、
こ
れ
は
と
き
の
土
木
課
品
の
了
解
を
え
て
し
た
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
そ
う
い
う
屯
門
家
の
指
渫
の
も
と
に
や
る
と
い
う
こ
と
が
一
番
効
果
が
上
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
元
の
人
々
は
ど

う
し
て
も
統
制
が
十
分
に
と
れ
な
い
、
そ
う
い
う
と
き
に
は
専
門
の
も
の
を
市
が
雇
っ
て
で
も
海
岸
に
、
各
河
川
の
堤
防
に
、
砥
要
個
所

に
配
置
し
て
、
災
杏
を
故
少
限
庇
に
食
い
と
め
る
と
い
う
よ
う
な
方
法
が
非
常
に
大
事
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い

う
点
に
つ
い
て
担
当
の
方
は
こ
れ
を
央
施
す
る
よ
う
な
御
意
息
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
瓜
ね
て
お
尋
ね
を
し
、
要
望
す
る
次
オ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

ら
お
顧
い
し
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
．

時
間
も
迫
っ
て
お

9
ま
す
か
ら
、
私
が
三
た
び
登
境
せ
ず
と
も
い
い
よ
う
に
、
ひ
と
つ
朋
快
な
御
答
弁
を
市
長
は
じ
め
関
係
の
方
々
か

（
「
迎
邪
若
の
答
弁
、
声
が
小
さ
い
で
も
っ
と
大
き
な
声
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

〔
消
防
位
（
竹
内
鉄
雄
汀
）
登
壇
〕
．
，

〇
消
防
此
（
竹
内
鉄
雄
府
）

災
杏
対
策
の
う
ち
で
水
防
に
対
す
る
予
防
方
策
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
や
る
か
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
こ
う
い
う

こ
と
を
や
る
意
恩
は
な
い
か
と
い
う
御
買
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
、
そ
れ
に
対
し
て
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。
：

先
ほ
ど
市
此
か
ら
も
申
し
た
と
息
い
ま
す
が
、
だ
ん
だ
ん
雨
期
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
わ
れ
わ
れ
担
当
者
と
し
て
は
こ
れ

に
対
処
す
る
方
策
を
立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
過
般
、
＇
悔
枠
そ
れ
か
ら
各
河
川
の
危
険
佃
所
等
に
つ
い
て
実
地
踏
査
を
い
た
し

た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
躙
査
●
結
果
は
危
険
佃
所
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
五
十
ニ
ヵ
所
ご
ざ
い
ま
し
て
、
長
さ
に
い
た
し
ま
す
る

と
二
千
二
百
六
十
八
メ
ー
ト
ル
と
い
う
も
の
が
水
由
の
と
さ
に
は
危
険
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
ま
す
書
こ
れ
が
同
時
に
浸
水
、
決
壊
そ
の

他
の
耶
故
を
起
こ
し
た
易
合
に
、
こ
れ
に
収
す
る
没
材
は
ど
れ
く
ら
ぃ
必
艇
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
技
術
関
係
の
土
木
課
の
ほ
う
で

御
研
兜
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
午
前
中
、
オ
ー
述
股
部
長
か
ら
お
答
え
い
た
し
ま
し
た
よ
う
な
災
材
を
備
菩
い
た
し
て
お
り
ま
し
て
、
さ

ら
に
そ
の
不
足
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
，
誓
戟
が
入
り
次
ガ
こ
れ
を
闘
逹
す
る
と
い
う
態
勢
を
監
え
て
お
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．

次
に
、
水
防
思
想
の
普
及
に
つ
い
て
四
日
市
広
報
で
も
っ
て
市
民
に
呼
び
か
け
る
意
図
は
な
い
か
と
い
う
御
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
全
く
同
感
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
半
に
四
日
市
市
広
報
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
も
っ
て
水
防
思
想
の
普
及
、
徹
底
を
は
か
っ

す。

-6 3- -6.2-
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次
に
、
天
気
予
報
い
わ
ゆ
る
気
象
状
況
の
伝
述
の
状
況
で
と
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
申
す
ま
で
も
な
く
私
ど
も
の
ぽ
う
で
は
絶
え
ず
気

象
関
係
庁
と
述
絡
を
密
に
い
た
し
ま
し
て
、
風
速
、
湿
庇
、
あ
る
い
は
洪
水
、
大
雨
の
予
報
、
い
わ
ゆ
る
気
象
関
係
の
役
所
と
い
た
し
ま

し
て
逝
報
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
が
た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
受
け
ま
し
て
、
そ
う
し
て
水
防
上
、
必
要
で

あ
る
と
思
う
場
合
に
は
水
防
組
合
の
各
支
部
此
さ
ん
、
あ
る
い
は
消
防
団
の
分
団
伍
に
直
ち
に
電
話
で
連
絡
を
い
た
し
ま
す
る
の
と
、
そ

の
他
池
溝
関
係
に
つ
き
ま
し
て
も
適
切
な
述
絡
を
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
注
意
報
あ
る
い
は
警
報
に
対
処
す
る
措
置
を
と
っ
て
も
ら
う
よ

う
な
菜
務
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
u

そ
れ
か
ら
、
次
は
台
風
あ
る
い
は
洪
水
が
あ
っ
た
場
合
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
活
勁
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
防

に
っ
き
ま
し
て
は
水
防
計
圃
と
い
う
の
が
市
に
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
う
し
て
そ
れ
に
は
各
分
野
に
わ
た
っ
て
綿
密
な
規
定
を
つ
く
り
、
実

際
活
動
の
島
合
に
は
そ
の
水
防
計
圃
に
よ
っ
て
遅
滞
な
く
こ
れ
を
行
な
う
と
い
う
態
勢
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
人
が
寄
っ
て
き
て
も
ほ
ん
と
う
に
技
術
活
が
お
ら
な
い
の
で
、
災
際
い
る
場
合
に
非
常
に
困
る
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
全
く

M
惑
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
本
年
庶
は
水
防
演
習
を
市
で
や
り
た
い
。

侶
年
、
県
あ
る
い
は
建
設
省
の
出
先
復
関
で
も
っ
て
三
県
逃
介
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
県
下
全
般
の
水
防
演
習
が
行
な
わ
れ
て
お
る
の

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
演
密
を
私
、
去
年
拝
見
し
た
の
で
あ
り
ま
す
る
け
れ
ど
も
、
ど
う
も
部
隊
の
．
＾
レ
ー
ド
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
た
り
、
ヘ
リ

n
ブ
ク
ー
を
飛
ば
し
て
派
手
に
や
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
多
い
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
市
で
や
る
場
合
に
現
場
で
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実
質
的
に
出
て
き
て
も
ら
い
ま
し
た
水
防
組
合
の
方
々
に
活
動
願
う
た
め
に
は
、
や
は
り
哭
際
の
技
術
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す
の
で
、
本
年
は
市
で
行
な
う
場
合
は
ッ
ョ
ー
的
な
、
見
七
る
水
防
訓
練
で
な
く
し
て
、
技
術
購
習
の
よ
う
な
性
格

を
も
っ
た
水
防
訓
練
を
や
り
た
い
、
か
よ
う
に
労
え
て
お
り
ま
す
。

所
ば
研
項
に
つ
き
立
し
て
、
だ
い
た
い
以
上
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

〔
牧
脊
此
（
山
本
郎
一
社
）
狂
ば
〕

0
枚
官
長
（
山
＊
平
ー
打
）
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

特
別
欣
滋
に
つ
い
て
特
別
な
社
会
沿
の
地
坂
に
つ
い
て
は
考
え
て
お
る
の
か
、
ま
た
学
級
定
只
が
減
っ
た
場
合
に
つ
い
て
も
そ
う
い
う

劣
紅
を
払
ゎ
れ
て
お
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
学
級
定
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、
四
十
年
の
安
定
期
に
は
五
十
名

に
な
る
も
の
と
い
う
拙
定
で
や
:
て
お
り
ま
す
の
で
、
い
ま
の
と
こ
る
で
は
交
＂
念
な
い
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
よ
り
は
定
貝
を

泣
ら
し
た
計
狂
で
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
社
＾
盆
州
の
抑
え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
の
も
の
を
基
礎
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
、
南
中
学

校
な
い
し
佃
川
中
学
校
に
お
き
ま
し
て
は
非
常
に
社
会
増
の
傾
向
が
大
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
多
少
修
正
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
息
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
点
で
、
私
ど
も
の
計
林
と
学
校
自
身
の
計
祁
と
多
少
の
食
い
述
い
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す

か

ら

、

こ

れ

は

祁

考

瓜

し

て

い

さ

た

い

と

思

い

ま

す

。

＇

，

＇

9

そ
れ
か
ら
技
術
科
ね
の
問
図
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
県
に
お
き
ま
し
て
も
県
茄
準
を
出
し
て
お
り
ま
す
が
、
四
日
市
市
に
お
き
ま

し
て
は
炊

W
委
貝
会
な
い
し
中
学
校
の
佼
此
会
と
共
阿
い
た
し
ま
し
て
、
四
日
市
市
の
茄
準
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、

技
岱
科

U
の
十
五
校
で
二
干
故
百
万
円
の
雄
設
費
を
桜
し
立
す
。
現
在
の
当
初
に
も
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
技
術
科
程
の
備
品
施
設
の
配

当
を
代
り
ま
し
て
、
平
均
叫

l¢
の
充
災
本
で
と
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
来
年
か
ら
四
ヵ
年
く
ら
い
の
間
に
、
す
な
わ
ち
四
十
年
度
の

安
定
皿
を
辿
え
て
牧
寮
が
確
保
で
き
る
時
期
に
、
ち
ょ
う
ど
似
品
も
疏
保
で
き
る
よ
う
な
計
画
を
現
在
も
っ
て
い
ま
す
。

て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
悔
炉
、
河
川
等
の
前
回
の
災
也
で
被
害
を
受
け
た
場
所
に
っ
い
て
い
ま
だ
直
し
て
お
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
そ
の

方
策
を
鱚
ぜ
よ
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
所
管
外
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
所
管
の
ほ
う
に
お
願
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す。

-ts- 臼
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〔
オ
ー
建
設
部
長
（
城
井
義
夫
君
）
登
壇
〕

0
オ
ー
建
設
部
長
磁
井
義
夫
君
）
道
路
の
維
持
関
係
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
、
当
初
予
算
を
こ
ん
ご
追
加
す
る
意
思
が
あ
る
か
ど
う

か
、
こ
う
い
う
御
質
問
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
、
本
年
度
の
当
初
予
算
に
お
き
ま
し
て
は
例
年
と
少
し
考
え
方
が

変
っ
て
お
り
ま
し
て
、
当
初
予
算
で
で
き
る
だ
け
年
間
予
算
を
組
ん
で
お
く
と
い
う
御
方
針
に
沿
っ
た
予
算
編
成
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ

ん
ご
の
追
加
予
算
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
ろ
う
と
い
ぅ
財
政
上
の
見
通
し
に
私
た
ち
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
担
当
の
建

設
部
品
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
そ
う
い
う
点
が
見
遥
し
が
つ
き
ま
す
れ
ば
大
い
に
追
加
を
や
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。

た
だ
こ
ん
ご
予
想
さ
れ
ま
す
台
風
に
対
す
る
災
告
の
問
題
、
こ
れ
が
さ
い
わ
い
に
本
年
度
は
の
が
れ
ら
れ
る
か
、
あ

る
い
は
ま
た
不
測
の
状
態
に
な
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ぅ
い
う
よ
う
な
点
、
あ
る
い
は
そ
う
い
う
災
害
等
の
発
生
に

よ
っ
て
既
決
の
事
業
が
一
カ
月
な
り
ニ
カ
月
延
ぴ
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
点
か
ら
考
え
ま
し
て
、
職
貝
の
事
務
能
力
か
ら
も
あ
る
程
度
考

・
え
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
き
て
お
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
こ
う
い
う
よ
う
な
点
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
財
政
上
の
つ
ご
う
が
つ
け

ば

建

設

担

当

と

し

て

は

追

加

を

お

願

い

し

た

い

と

い

ぅ

気

持

ち

を

も

っ

て

お

り

ま

す

。

＇

次
の
、
橋
梁
復
旧
の
問
選
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
橋
梁
復
旧
に
つ
き
ま
し
て
は
昨
年
の
集
中
豪
雨
で
未
曽
有
．
災
害
を
受
け
ま
し
て
、
ほ

Q
 

と
ん
ど
の
皿
炭
橋
梁
は
全
部
流
れ
た
と
い
う
か
っ
こ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
橋
に
つ
き
ま
し
て
は
で
き
る
だ

け
永
久
橋
構
造
を
も
っ
て
復
旧
す
る
と
い
う
方
針
で
、
国
の
ほ
う
も
そ
れ
を
認
め
て
い
た
だ
き
、
大
き
な
橋
は
ほ
と
ん
ど
永
久
橋
に
変
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
復
旧
股
が
増
大
さ
れ
ま
す
の
で
、
私
た
ち
が
考
え
て
お
っ
た
よ
り
は
若
干
期
間
的
に
延
び
る
と

い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
の
考
え
方
が
若
千
誤
り
が
あ
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
非
常
に
簡
単
な
仮
橋

を
当
時
か
け
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
す
で
に
回
数
の
多
い
の
は
三
回
流
し
て
お
り
ま
す
。
ふ
つ
う
の
川
の
い
ま
か
け
て
あ
り
ま
す
仮
橋

で
す
と
二
十
万
円
、
ち
よ
っ
と
大
き
な
も
の
は

l-＿十万
円
程
庶
か
か
っ
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
三
回
流
せ
ば
百
万
円
に
な

ー

；
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る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
最
初
か
ら
百
万
前
後
か
け
て
お
け
ば
流
れ
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
反
省
を
し
て
お
り
ま
し
て
、
こ
ん
と

U

ご
く
わ
ず
か
な
出
水
で
は
も
ち
こ
た
え
ら
れ
る
と
い
う
租
変
の
仮
稿
を
近
く
か
け
る
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
例
と
い
た
し
ま
し
て
、

先
ほ
ど
の
矢
作
橋
は
御
説
明
の
と
お
り
通
学
に
非
常
な
関
係
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
矢
作
橋
、
そ
れ
か
ら
同
じ
よ
う
な
性
格
を
も
っ
て

お
り
ま
す
八
郷
の
里
橘
、
ま
た
桜
の
中
学
生
そ
の
他
の
孤
わ
れ
る
西
野
橋
に
（
「
慈
密
橋
も
そ
う
で
す
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）
近
く
仮
橋
を

か
け
る
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
野
田
橋
、
記
念
橋
等
の
仮
橋
も
復
旧
す
る
段
取
り
を
し
て
お
り
ま
す
。
い
ま
の
御
質
問
、
慈
善

橋
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
慈
牲
橋
に
つ
き
ま
し
て
は
起
債
の
状
況
と
都
市
計
画
の
関
係
か
ら
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
永
久
橋
と
い
う
構

想
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
本
年
庶
復
旧

H
事
と
し
て
や
れ
る
見
遥
し
を
つ
け
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
ー
つ
落
と
し
ま
し
た
が
、
プ
レ
ー
ラ
ー
等
の
活
用
を
考
え
て
お
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

お
説
の
と
お
り
で
き
る
だ
け
プ
レ
ー
ラ
ー
等
を
活
用
い
た
し
ま
し
て
、
予
算
の
有
効
な
使
い
方
を
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
こ
う
考
え
て
’

お
り
ま
す
。〔

市
長
（
平
田
佐
短
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
平
田
佐
短
君
）

財
政
問
題
の
見
す
か
し
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
＇
こ
の
大
綱
に
つ
き
ま
し
て
は
当
初
予
算
の
と
き
に
申
し
上
げ
さ

し
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
四
日
市
市
に
と
り
ま
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
基
本
的
に
は
変
っ
て
お
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
た
だ
御
承
知

の
と
お
り
あ
の
当
時
と
今
日
と
日
本
全
体
の
立
場
か
ら
考
え
ま
す
と
、
非
常
な
相
違
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
も
非
常
な
狂

い
を
生
じ
た
ん
で
は
な
い
か
と
思
•
て
お
り
ま
す
が
、
し
か
し
た
だ
い
ま
の
政
府
当
局
と
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
七
月
、
八
月
ご
ろ
に

一
応
の
山
が
見
え
て
く
る
、
そ
こ
で
ひ
と
つ
考
え
た
い
、
こ
う
い
う
よ
う
な
御
気
分
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。
や
は
り
四
日
市
市
の
よ

う
な
事
業
そ
の
他
の
も
の
が
非
常
に
敏
感
で
あ
り
ま
す
と
こ
ろ
は
、
な
ん
と
い
い
ま
し
て
も
国
の
影
響
が
非
常
に
大
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

そ
れ
ら
死
点
も
に
ら
み
合
せ
て
笞
処
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
し
か
し
当
初
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
や
は
り
本
年
度
の
考
え
方
と
い

こ
れ
は

-6?-
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い
ま
す
。

た
し
ま
し
て
は
た
だ
い
ま
の
と
こ
ろ
大
し
た
狂
い
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
こ
う
い
う
よ
う
に
心
え
て
お
り
ま
す
。
さ
い
わ
い
に
も
政
府

じ
ゃ
な
い
か
、
こ
う
い
う
よ
う
に
思
っ
て

の
岱
菜
が
う
ま
く
い
き
ま
す
れ
ば
、
私
は
だ
い
た
い
予
定
の
線
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
け
る
ん

お
り
ま
す
。
ど
う
そ
よ
ろ
し
く
お
阪
い
し
ま
す
。

0
坂
上
長
十
郎
君
筒
単
で
す
か
ら
、
自
席
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

、
私
も
満
足
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
．
＇
お
そ
ら

た
だ
い
ま
市
長
、
建
設
部
品
、
救
脊
品
、
消
防
是
の
率
直
な
お
答
え
を
願
い
ま
し
て

る
も
の
だ
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

く
市
民
も
た
だ
い
ま
の
よ
う
な
率
直
な
御
答
弁
が
よ
く
わ
か
れ
ば
納
得
し
、
理
畢
者
に
協
力
す

h

こ
と
は
、
た
だ
い
ま
の
市
長
の
酋
の
ご
と
く
、
日
本
の
経
済
状
勢
の
影
唇
を
受
け
て
き
て
お
る
と
い
う

9

こ
で
ま
ず
市
長
に
お
臣
い
し
た
い

こ
と
、
こ
れ
も
よ
く
私
も
わ
か
り
、
市
民
も
現
段
階
を
了
解
す
る
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
が
し
か
し
、
本
市
の
ご
と
く
異
常
な
発
展

を
な
し
つ
つ
あ
る
と
こ
る
に
注
き
ま
し
て
は
、
そ
う
粕
祗
的
な
四
股
を
と
る
必
要
は
な
い
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

Cl

だ
か
ら
こ
う
い
う

て
も
た
び
た
び
申
し
上
げ
ま
す
よ
う
に
、
効
率
的
な
予
算
の
執
行

点
に
お
き
ま
し
て
は
十
分
計
四
的
9
1

因
慰
さ
れ
、
予
箕
の
執
行
に
お
い

を
お
阪
い
す
る
な
ら
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
市
民
の
期
待
に
こ
た
え
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
ぅ
こ
と
を
私
は
信
ず
る

、
ど
う
か
こ
の
点
に
つ
い
て
こ
ん
ご
大
い
に
御
留
窓
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら

財

で
す
が
、
た
だ
い
ま
建
設
部
長
か
ら
い
ろ
い
ろ
お
答
え
が
出
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

次
に
総
務
部
長
に
お
願
い
し
た
い
と
思
う
ん

源
関
係
で
将
来
追
加
の
見
通
し
が
ど
う
か
と
い
う
ち
ょ
っ
と
心
田
な
よ
う
な
お
声
を
問
い
て
私
は
感
じ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

多
額
な
も
の
な
ら
ば
間
図
も
あ
り
ま
し
よ
う
け
れ
ど
も
、
そ
う
大
き
く
な
い
予
尊
で
市
民
の
佐
さ
ん
の
不
便
を
少
し
で
も
少
の
う
し
て
喜

ん
で
も
ら
え
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
な
ら
ば
＼
ひ
と
つ
予
荘
迂
定
に
お
い
て
大
な
た
を
振
る
わ
ず
に
、
部
長
自
身
が
進
ん
で
や
っ
て
も
ら

、
あ
の
大
き
な
予
謀
の
中
に
、
緊
急
皮
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
な
お
・
反
省
の
余
地
な
き

い
た
い
。
当
初
予
諄
を
扱
り
返
っ
て
み
ま
し
て
も

に
し
も
あ
ら
ず
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
こ
れ
を
一

A
あ
げ
て
申
す
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ど
う
か
こ
ん
ご
建
設
部
の
も
の
＇

ー

"rり

1
1
,
片
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必
要
の
あ
る
も
の
は
十
分
財
源
等
考
え
て
．
、

ひ
と
つ
追
加
予
鉢
化
す
る
と
い
う
こ
と
を

こ
ん
ご
こ
う
あ
る
ぺ
き
だ
と
い
う
も
の
ま
で
指
摘
さ
れ

だ
け
で
な
く
て
他
の
各
部
の
問
題
に
お
い
て
も
、

お
願
い
し
た
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
‘

次
に
、
述
股
部
長
は
い
ま
ま
で
の
や
り
方
に
対
し
て
率
直
に
御
反
省
に
な
り
，
ヽ

ま
し
た
こ
と
は
、
非
常
に
私
は
満
足
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
た
だ
い
ま
の
首
を
央
現
し
て
市
民
に
こ
た
え
て
も
ら
い
た
い
。

次
に
、
水
防
関
係
で
と
ざ
い
ま
す
る
が
、
た
だ
い
ま
の
答
弁
で
お
よ
そ
満
足
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昔
か
ら
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
に
、
十
分
乎
索
か
ら
案
を
ね
り
方
法
を
考
え
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
手
違
い
が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
に
し

て
災
也
を
母
少
限
皮
に
企
い
と
め
、
二
十
万
市
民
を
守
る
と
い
う
万
全
の
策
を
靡
じ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
切
に
希
望
す
る
次
オ
で
ご
ざ

-6g-

以
上
で
も
っ
て
私
の
只
閲
を
打
ち
切
り
ま
す
。

〇
訊
此

m
山
本
三
郎
荘
）
山
中
議
貝
、
ど
う
ぞ
'

〔
山
中
忠
一
＇
君
登
坦
〕

0
山
中
忠
一
君
私
は
予
年
外
義
務
負
担
、
こ
ん
ご
の
四
日
i

皇
巾
の
税
収
入
、
そ
れ
に
対
す
る
こ
ん
と
の
四
日
，
市
市
政
が
ど
の
よ
う
に
遮

ば
れ
て
い
く
の
だ
る
う
か
と
い
う
観
点
に
立
ち
ま
し
て
質
問
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ォ
一
点
に
、
予
笠
外
義
務
久
担
の
数
字
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の
定
例
会
語
に
市
長
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
一
般
予
算
の
追
加
は
、
わ
ず

．
か
七
千
二
百
万
円
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
予
算
外
義
務
負
担
と
し
て
提
案
さ
れ
た
金
額
は
一
鉱
数
千
万
円
と
い
う
数
字
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
一
．
似
数
千
万
円
の
数
字
は
、
わ
が
四
日
市
の
市
財
政
か
ら
見
れ
ば
私
は
憂
う
る
に
足
ら
ん
と
は
思
い
ま
す
る
が
、
今
日
は
た
し
て
こ

の
四
日
市
の
予
葬
外
義
移
負
担
の
総
額
の
数
字
は
ど
れ
ほ
ど
に
な
っ
て
お
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
私
が
勉
弧
不
足
の
た
め
に
こ
う
い
う
・
?

.
/
/
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質
問
を
申
し
上
げ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
勉
強
さ
え
す
れ
ば
そ
の
数
字
は
牧
握
で
き
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
ヽ
勉
強
不
足
の
た
め
に

l
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私
は
簡
単
に
お
聞
か
せ
を
願
い
た
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

税
務
部
長
に
質
問
を
な
さ
れ
、
幾

す
が
、
先
ほ
ど
来
、
坂
上
議
貝
が
総
務
部
長
、

次
に
、
こ
ん
ご
の
四
日
市
市
の
税
収
入
で
ご
ざ
い
ま

る
に
も
、
返
遠
の
年
度
が
最
終
は
昭
和
四
十
年
度
と

分
知
識
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
今
回
の
起
債
を
み
ま
す

、
、
ま
た
四
日
市
市
の
人
口
が
は

記
憶
し
ま
す
が
、
い
ま
か
ら
四
年
、
五
年
の
ち
の
四
日
市
市
の
収
入
が
ど
の
よ
う
に
行
く
の
で
あ
ろ
う
カ

た
し
て
ど
の
く
ら
い
彩
張
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
に
対
し
て
市
の
経
喪
と
い
う
も
の
は
当
然
つ
い
て
回
る
膨
張
で
あ
ろ
う
と
い
う
よ

う
な
点
を
考
え
ま
し
て
、
理

m渚
に
お
か
れ
ま
し
て
は
こ
ん
ご
の
予
坑
外
義
務
負
担
の
借
金
、
そ
う
し
て
市
税
と
の
に
ら
み
合
せ
を
ど
う

。

い
う
ふ
う
に
も
っ
て
い
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
簡
単
に
私
は
お
局
ね
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す

〔
総
務
部
長
（
林
義
男
店
）
登
壊
〕

0
総
務
部
品
（
林
義
男
包
ぉ
玲
ね
の
点
に
つ
い
て
、
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

予
算
外
義
務

ift担
の
現
在
の
ト
ー
ク
ル
は
ど
れ
だ
け
か
、
こ
う
い
う
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
だ
脹
決
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
せ
ん

、
今
回
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
一
億
九
百
万
円
、
そ
れ
か
ら
漁
菜
補
償
の
七
千
百
万
円
、
こ
れ

分
に
つ
き
ま
し
て
も
、
と
い
い
ま
す
の
は

を
全
部
合
せ
ま
す
と
現
在
す
で
に
償
還
い
た
し
た
も
の
を
差
し
引
き
ま
し
て
、
十
二
低
六
千
九
百
九
十
七
万
七
千
円
、
こ
う
い
う
膨
大
な

額
に
あ
い
な
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
昨
年
の
六
月
に
私
く
ど
い
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
お
答
え
い
た
し
て
お
り
ま
す
段
階
か
ら
い
・

い
ま
し
て
、
そ
れ
以
後
培
額
し
て
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
分
を
勘
索
い
た
し
ま
す
と
、
だ
い
た
い
二
億
数
千
万
円
そ
れ
以
後
増
額
さ
れ
て
お

る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
六
月
当
時
、
と
中
し
ま
す
の
は
改
官
に
つ
い
て
約
二
偉
円
の
予
詳
外
義
務
負
担
を
お
認
め
い
た
だ
き
ま
し
た

雙
合
に
こ
れ
以
上
は
ち
よ
っ
と
無
咄
で
あ
る
、
そ
う
い
う
申
し
上
げ
方
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
る
考
え
方
は
、
だ
い
た
い
償
還
年
次
の
現

算
外
義
務
負
担
の
償
還
金
と
し
て
計

在
の
と
こ
る
本
年
艇
が
最
苅
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
御
案
内
の
よ
う
に
約
＿
＿
＿
低
八
千
万
円
余
を
予

上
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

i.,'~~
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そ
れ
か
ら
、
そ
の
次
に
多
い
の
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
い
ま
申
し
上
げ
ま
し
た
額
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
二
億

九
千
四
百
万
円
ほ
ど
の
償
還
を
い
た
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
税
収
額
か
ら
中
し
上
げ
ま
す
と
だ
い
た
い
先
ほ
ど
の

税
務
郎
此
の
巾
し
上
げ
て
お
り
ま
す
十
七
侃
と
い
う
額
か
ら
い
い
ま
す
と
二

0
¢
弱
と
、
い
わ
ゆ
る
二
割
ほ
ど
が
予
算
外
義
務
負
担
の
償

遠
訊
と
し
て
考
え
ね
は
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
態
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
市
の
財
政
上
か
ら
考
え
ま
し
た
と
き
に
先
ほ
ど
来
、
お
答
え

を
い
た
し
て
お
り
さ
せ
ん
が
四
日
市
市
の
現
状
か
ら
い
っ
て
積
極
的
に
も
の
を
考
え
る
ぺ
き
で
あ
る
、
そ
う
い
う
よ
う
な
御
指
摘
、
あ
る

い
は
市
民
の
情
さ
ん
の
お
気
持
ち
が
あ
る
か
の
よ
う
に
凪
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
と
い
た
し
ま
し
て
は
そ
う
い
っ
た
こ
と

が
非
常
に
危
険
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
予
算
外
義
務
負
担
は
御
承
知
の
よ
う
な
短
期
の
債
務
で
ご
ざ
い
ま
す
。
国
な
ん
か
か
ら
懃
通
し
て
く

れ
立
す
是
期
債
、
い
わ
ゆ
る
起
債
と
い
う
よ
う
な
ワ
ク
で
劣
え
た
場
合
、
簡
単
な
理
論
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
同
じ
率
で
借
り
ま
し

て
ふ
ユ
年
で
返
す
も
の
と
十
五
年
で
返
す
も
の
と
劣
え
ま
し
た
ら
、
そ
の
没
企
迩
用
は
五
年
で
返
さ
ね
ば
な
ち
な
か
っ
た
ら
三
分
の
一
し

か
活
用
が
で
き
て
い
か
な
い
、
こ
う
い
う
よ
う
な
状
況
で
ど
ざ
い
立
す
の
で
、
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
四
日
市
市
の
現
況
か
ら
考

ぇ
文
し
て
と
く
に
お
屈
い
い
た
し
た
い
の
は
、
盛
且
の
竹
様
も
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
予
算
外
義
務
負
担
等
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

は
こ
ん
と
大
い
に
さ
し
控
え
て
い
く
よ
う
な
や
り
方
に
御
協
力
い
た
だ
き
た
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

〔
税
務
郎
北
（
松
野
芯
亮
汀
）
狂
壇
〕

〇
税
務
部
虻
（
松
野
憲
亮
打
）
た
だ
い
ま
の
総
務
部
長
の
答
弁
の
税
関
係
に
つ
い
て
だ
い
た
い
御
了
派
え
た
も
の
と
存
じ
た
の
で
ご
ざ

い
よ
す
が
、
三
十
七
年
庇
の

Ji
通
し
に
つ
き
立
し
て
は
先
ほ
ど
の
坂
上
沼
員
に
お
答
え
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
御
了
敢
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
予
算
外
戟
務
仇
担
の
償
遼
年
次
と
並
行
し
た
こ
こ
数
年
先
の
見
通
し
は
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
御
質
問
で
ご
ざ
い
ま
し
た

が
、
こ
の
点
に
つ
さ
文
し
て
も
さ
る
三
月
の
定
例
訊
会
に
お
さ
ま
し
て
私
か
ら
も
申
し
述
べ
、
市
品
か
ら
も
御
答
弁
が
あ
っ
た
の
で
ご
ざ

い
去
す
。
す
な
わ
ち
い
文
市
此
か
ら
巾
さ
れ
た
と
お
り
、
経
済
状
勢
の
動
向
が
こ
の
税
収
入
に
大
き
く
影
響
い
た
し
ま
す
の
で
、
い
ま
こ

こ
数
年
先
の
見
通
し
を
立
て
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
と
い
た
し
ま
し
て
素
焚
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
む
ず
か
し
い
問
題
で

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
初
予
算
の
さ
い
に
市
長
が
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
一
、
二
年
は
三
十
六
年
度
の
横
ば
い
程
度
で
な
か
ろ
ぅ
か
、
—

.
9
 

そ
の
先
一

l-
＋
九
年
、
四
十
年
ご
ろ
か
ら
上
昇
に
向
か
ぅ
の
じ
ゃ
な
い
か
、
こ
う
い
う
よ
う
な
御
答
弁
が
あ
っ

t
よ
う
に
記
憶
し
て
お
る
の
？

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
私
も
同
感
で
ご
ざ
い
ま
す
。
最
近
、
非
常
に
経
済
状
勢
が
悪
化
し
て
お
る
よ
う
に
存
じ
ま
す
の
で
、
ま
だ
現
在
の
見

遥
し
と
し
て
は
立
た
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
下
半
期
、
九
月
の
決
紅
を
み
た
上
に
お
い
て
だ
い
た
い
本
年
度
の
収
入
見
遥
し
は
っ
く
と
、

思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
の
段
陪
に
お
い
て
は
本
年
庇
の
見
通
し
は
先
ほ
ど
来
申
し
述
ぺ
ま
し
た
こ
と
で
御
了
承
を
お
願
い
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

〔
山
中
忠
一
君
登
壇
〕

0
山
中
忠
一
打
た
だ
い
ま
総
務
部
此
、
税
務
部
長
に
御
答
弁
を
い
た
だ
い
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
こ
と
に
四
日
市
市
と
し
て
は
意

の
菰
い
答
弁
だ
っ
た
と
私
は
恩
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
の
お
尋
ね
し
た
い
四
十
年
、
四
十
一
年
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
は

な
る
ほ
ど
批
界
経
済
の
兼
気
に
お
き
ま
し
て
、
は
た
し
て
こ
こ
で
こ
う
い
う
経
済
に
必
ず
な
り
ま
す
と
い
う
こ
と
が
断
言
で
き
な
い
の
は

私
は
あ
た
り
ま
え
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
考
え
て
み
ま
す
る
な
れ
ば
、
こ
の
十
二
億
な
ん
千
万
円
の
予
算
外
義
務
負
担
を

も
つ
と
金
利
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
元
企
も
年
賦
償
造
し
て
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
私
は
市
長
が

当
初
予
坑
の
さ
い
に
わ
れ
わ
れ
に
も
一
般
市
民
に
も
内
政
の
充
史
を
は
か
る
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
申
さ
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私

は
、
市
長
さ
ん
が
ど
う
お
考
え
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
か
は
判
断
は
む
ず
か
し
い
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
市
民
が
ど
う
し
て
も
こ
の
仕
事

を
や
っ
て
ほ
し
い
が
、
予
ヰ
が
な
い
、
そ
れ
じ
ゃ
一
時
、
予
謀
外
義
務
負
担
で
立
て
か
え
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
と
き
に
市
長
の
親
心

に
お
き
ま
し
て
連
ん
で
い
た
だ
く
、
ま
こ
と
に
私
は
あ
り
が
た
く
は
思
う
の
で
と
ざ
い
ま
す
る
が
、
私
が
み
ま
す
る
な
れ
ば
、
は
た
し
て

こ
れ
が
禁
急
庇
の
研
い
悶
位
に
行
な
わ
れ
て
お
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
も
う
少
し
緊
怠
度
の
莉
い
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
憂
い
も
あ
る
と
私
は
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
本
年
庇
に
も
来
年
皮
に
も
予
算
外
の
義
務

久
担
は
相
当
市
伍
さ
ん
に
も
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
仕
邪
は
で
さ
な
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
0

甲
地
区
の
市
民
に
は
予
算
外
義
務

負
担
を
昭
め
る
い
乙
地
区
に
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
不
公
平
な
市
政
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
無
制
限
に
そ
れ
を
市

の
財
政
で
よ
か
な
い
え
が
い
こ
と
は
、
火
を
み
る
よ
り
も
朋
か
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
順
位
と
い
う
も
の
を
理
事
者
は
考
え
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
存
ず
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

L

口
沖
の
防
湖
堤
の
間
阻
で
と
ざ
い
ま
す
る
が
、
市
屁
さ
ん
は
先
限
会
に
お
き
ま
し
て
も
今
回
の
陥
案
説
朋
の
中
で
も
申
し
て
お
ら
れ
ま

す
が
、
こ
の
金
額
で
股
林
の
中
央
企
限
に
お
い
て
ま
ず
金
を
俯
り
る
ん
だ
と
、
し
か
し
地
元
民
の
話
の
折
り
合
い
が
つ
が
ぬ
か
ら
万
や
む

を
え
ず
こ
れ
が
流
れ
て
、
市
中
銀
行
で
金
を
偕
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
す
れ
ば
そ
こ
に
お
い
て
利
息
も
多
少
変
っ
て
く
る
。
市
長
さ

ん
は
内
政
充
央
と
い
う
こ
と
を
llJ
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
私
は
一
段
と
瑯
邪
浙
の
方
に
は
内
政
充
央
に
力
を
注
い
で
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
地
元
の
市
民
の
間
凶
が
飢
決
つ
か
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
つ
い
に
幾
林
中
央
金
廊
の
金
も
借
り
る
こ
と
が
で

さ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
か
も
、
理
事
省
と
し
て
も
も
う
少
し
努
力
．
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
長
さ
ん
は
こ
の

学
校
間
虹
に
せ
よ
建
設
の

rlU瓜
に
せ
よ
、
一
時
立
牲
金
の
地
元
の
仇
担
は
市
民
が
阪
う
か
ら
し
て
や
る
ん
だ
と
い
わ
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、

し
か
し
、
内
政
が
充
央
し
て
お
る
な
ら
ば
市
民
が
こ
う
い
う
い
ら
ぬ
心
配
を
し
て
、
そ
う
し
て
そ
の
負
担
を
一
時
的
に
も
の
ん
で
市
政
を

巡
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
内
政
充
央
と
い
う
こ
と
ば
を
疑
わ
し
く
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
こ
の
と
こ
ろ

を

W
品
さ
ん
は
ど
う
い
う
凡
併
を
も
・
て
お
ら
れ
る
か
お
尋
ね
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
長
さ
ん
は
こ
ん
ご
の
予
算
外

義
務

it担
は
相
当
北
伍
し
て
お
る
と
い
わ
れ
る
か
、
も
う
あ
と
は
絶
対
で
き
な
い
と
い
わ
れ
る
か
、
ま
た
こ
れ
は
四
日
市
市
民
に
対
す
る

故
大
の
サ
ー
ビ
ス
で
も
あ
り
、
こ
れ
が
内
政
充
央
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
か
、

〔
市
長
（
平
田
佐
短
府
）
迎
壇
〕

0
市
位
（
平
田
佐
矩
打
）
た
だ
い
ま
の
御
指
摘
の
中
で
、
股
林
中
金
の
ほ
う
か
ら
お
金
を
偕
り
る
こ
と
節
が
出
ま
し
た
ん
で
す
が
、
こ

れ
は
た
と
え
地
元
の
ほ
う
で
御
計
圃
に
あ
い
な
ら
れ
ま
し
て
も
、
そ
れ
よ
り
も
有
利
な
こ
と
が
あ
れ
ば
理
邪
者
を
し
て
も
っ
と
有
利
な
ほ

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
点
を
承
わ
り
た
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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し
て
、
や
む
を
え
ず
県
と
し
て
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
問
凶
に
辺
遇
い
た
し
ま
し
て
、
旧
来
こ
う
い
う
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
少

し
わ
れ
わ
れ
の
分
に
す
ざ
て
お
り
出
す
け
れ
ど
も
、
県
市

M
額
の
よ
う
な
仇
担
を
し
て
ま
い
っ
た
も
ん
で
す
か
ら
、
こ
の
た
び
も
県
が
中

心
に
な
り
文
し
て
交
渉
を
し
て
い
た
だ
さ
ま
し
た
関
係
上
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
そ
の
意
見
に
贅
同
い
た
し
ま
し
て
、
猿
会
の
御
協
賛

を
お
屈
い
し
て
お
る
と
い
ぅ
次
オ
で
ご
ざ
い
よ
し
て
、
こ
う
い
う
も
の
は
や
む
を
え
ざ
る
も
の
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
ら

ば
将
来
、
た
だ
い

t
仰
せ
ら
れ
ま
し
た
よ
う
に
市
民
と
し
て
身
近
な
、
ど
う
し
て
も
こ
れ
は
ひ
と
つ
や
っ
て
ほ
し
い
ん
だ
と
い
う
よ
う
な

引
件
が
川
て
き
た
と
さ
に
、
な
お
か
つ
予
狂
外
義
務
仇
担
の
こ
と
を
と
る
か
、
あ
る
い
は
も
う
と
ら
な
い
ん
だ
と
い
う
か
と
、
こ
う
い
う

璧
団
で
ご
ざ
い
出
す
が
、
こ
れ
は
や
は
り
こ
の
一
面
に
お
き
ま
す
る
財
政
の
朋
る
さ
と
い
う
も
の
も
考
え
、
ま
た
片
方
で
は
皆
さ
ん
の

仰
淡
請
に
な
っ
て
い
た
だ
＜
粉

Im
の
切
火
さ
と
か
、
あ
る
い
は
ま
た
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
非
牝
に
不
行
き
屈
き
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ま
あ
片
手
落
ち
だ
と
い
う
よ
う
な
肋
血
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
や
は
り
そ
う
い
う
こ
と
は
し
て
あ
い
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
は

姑
正
さ
し
て
い
た
だ
さ
た
い
、
こ
う
い
ぅ
よ
う
な
船
面
が
出
ま
し
た
と
き
に
は
、
そ
う
い
う
拍
低
も
ま
た
ひ
と
つ
お
願
い
申
し
上
げ
た
い

と
息
い
ま
す
が
、
心
柏
え
と
し
て
は
で
さ
る
だ
け
避
け
て
い
け
た
ら
避
け
て
い
っ
た
ほ
う
が
、
こ
こ
し
ば
ら
く
は
よ
ろ
し
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
よ
う
な
私
の
心
構
え
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
し
か
し
揺
会
に
お
か
れ
ま
し
て
、
た
だ
い
ま
申
し
上
げ
ま
し
た
総
数
は
非
常
に
多
い

企
額
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
市
の
珊
耶
省
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
そ
れ
に
あ
る
租
変
ま
で
は
財
政
の
訂
正
す
べ
き
場

面
と
い
う
も
の
も
御
承
知
の
と
お
り
も
っ
て
お
り
ま
す
る
の
で
、
手
放
し
の
楽
観
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
困
り
ま
す
が
、
ま
た
で
き
う

る
限
り
効
半
の
い
い
、

Tli民
の
方
々
の
お
し
あ
わ
せ
に
な
る
こ
と
に
使
う
こ
と
は
よ
る
し
い
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
で
き
る
だ
け
手
を

っ
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
し
か
し
根
木
方
針
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
私
は
四
日
市
市
の
財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
必
ず
し
も
皆
さ
ん
に
御
心

氾
を
か
け
る
よ
う
な
狂
庇
の
も
の
で
は
な
い
と
、
相
当
の
地
力
を
も
っ
て
い
け
る
も
の
だ
と
い
ま
の
と
こ
ろ
は
考
え
て
お
る
よ
う
な
次
オ
”

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
そ
の
点
あ
ま
り
楽
観
を
し
て
い
た
だ
さ
ま
し
て
、
な
ん
で
も
か
ん
で
も
や
れ
と
い
う
よ
う
な
お
考
え
を
起
こ
し

て
い
た
だ
か
ず
に
、
そ
れ
か
と
い
っ
て
萎
縮
し
て
い
た
だ
か
ず
に
、
ど
う
し
て
も
こ
れ
は
ひ
と
っ
理
邪
者
に
や
ら
し
た
い
ん
だ
と
い
う
よ
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う
へ
振
り
向
け
た
い
と
い
う
よ
う
な
考
え
を
も
ち
ま
し
て
、
そ
う
し
て
安
い
ほ
う
に
借
り
か
え
て
い
た
だ
く
よ
う
な
方
途
に
お
願
い
し
た

ら
っ
し
ゃ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
決
し
て
こ
れ
は
地

よ
う
に
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
点
は
ち
よ
っ
と
お
考
え
違
い
を
し
て
い

と
、
こ
う
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
う
が
よ
か
っ
た
と
討
感
じ
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
じ

元
の
ほ
う
に
御
無
理
な
こ
と
で
は
な
い

•
4

、
こ
れ
は
短
期

ゃ
な
い
か
と
恩
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
一
甘
申
し
て
お
き
ま
す

Q

そ
れ
か
ら
予
算
外
義
務
負
担
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
カ

の
一
揺
の
市
債
の
よ
う
な
か
っ
そ
う
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
で
き
れ
ば
こ
れ
は
避
け
た
ほ
う
が
よ
ろ
し
い
と
い
う
こ
と
は
皆
さ
ん
も

御
承
知
の
と
お
り
で
す
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
ど
ん
ど
ん
巡
股
し
て
い
き
ま
す
る
市
の
状
況
に
応
じ
て
い
き
ま
す
の
に
は
、
こ
れ

う
こ
と
で
皆
さ
ん
の
御
賛
岡
を
え
ま
し
て
、
相
当
額
の
ワ
ク
を
拡
大
し
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
皆
さ
ん

も
ま
た
ゃ
む
を
え
ず
と
い

の
総
意
の
盛
り
上
り
を
市
品
が
い
た
だ
き
ま
し
て
、
そ
う
し
て
市
提
に
お
き
ま
し
て
も
や
は
り
市
の
方
針
と
し
て
は
旧
来
の
、
い
わ
ゆ
る

農
を
一
文
も
な
く
し
よ
う
、
股
備
は
二
の
段
だ
、
―
―
ー
の
段
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
市
の
諸
施
設
そ
の
他
の

i

こ
と
で
、
思
い
切
っ
て
踏
み
切
り
ま
し
て
、
非
常
な
膨
大
な
予
坑
を
皆
さ
ん
に
御
認
諾
を
い

こ
と
が
改
符
さ
れ
て
い
か
な
い
ん
だ
と
い
う

た
だ
い
た
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
た
だ
い
ま
理
邪
者
か
ら
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
こ
の
形
式
の
こ
と
を
そ
う
ど
ん
ど
ん

や
る
ぺ
き
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
避
け
る
こ
と
は
遥
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
将

こ
と
で
、
ど
な
た
様
で
も
こ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
神
様
の
よ
う
な
見

来
の
見
す
か
し
で
ご
ざ
い
文
す
が
、
こ
れ
は
非
常
に
む
ず
か
し
い

＇
、
た
だ
い
ま
ま
た
税
務
部
長
か
ら
も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

す
か
し
を
な
さ
る
こ
と
は
で
き
ぬ
と
思
い
ま
す
が
、
当
初
予
算
の
と
き
も

ダ
ウ
ソ
す
る
だ
ろ
う
と
、
そ
う
し
て
あ
る
径
度
ま
で
横
ば
い

だ
い
た
い
四
日
市
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
ち
よ
っ
と
線
が
下
る
だ
ろ
う
と
、

で
い
っ
て
、
政
府
の
施
策
が
さ
い
て
き
た
と
き
に
ま
た
こ
れ
が
上
っ
て
い
っ
て
あ
る
租
庶
上
井
線
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
そ
れ
は
三
十
八

年
、
三
十
九
年
く
ら
い
が
だ
い
た
い
そ
う
い
う
や
や
低
い
並
行
線
の
場
面
で
な
い
か
と
、
そ
の
場
合
に
処
す
る
の
に
は
い
ま
総
務
部
長
も

巾
し

t
し
た
よ
う
に
で
き
る
だ
け
引
立
輝
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
こ
う
い
っ
て
い
る
の
は
当
然
の
姿
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
ん
ど
．
．

ま
た
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
よ
う
な
も
の
は
、
四
日
市
池
内
の
憔
莱
補
償
で
と
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
防
波
堤
を
つ
く
り
ま
す
に
つ
き
ま

ークダー



休
憩
前
に
引
き
続
き
ま
し
て
、
会
脳
を
開
き
ま
す
。

う
な
お
考
え
の
こ
と
は
仰
せ
つ
け
に
な
っ
て
わ
れ
わ
れ
と
し
て
検
討
さ
し
て
い
た
だ
く
、
こ
う
ぃ
う
ふ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ
ほ
ど
内
外
の
邪
情
と
も
勘
案
い
た
し
ま
し
て
、
市
民
の
御
期
待
に
沿
う
よ
う
に
ひ
と
つ
努
力
さ
し
て
い
た
だ
＜

つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．

〔
山
中
忠
一
君
登
埴
〕

私
、
ま
こ
と
に
満
足
す
る
も
の

た
だ
い
ま
市
長
さ
ん
か
ら
詳
細
に
親
切
な
説
明
を
い
た
だ
い
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

0
山
中
忠
一
君

で
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
に
私
は
市
是
さ
ん
に
お
願
い
を
し
て
お
き
た
い
。
自
分
の
要
望
を
き
っ
く
申
し
入
れ
て
み
た
い
と
思
う
の
で
と
ざ

す
。
な
ぜ
な
れ
ば
、

い
ま
す
。
い
ま
や
四
日
市
の
市
長
さ
ん
は
、
全
国
で
も
私
は
名
の
売
れ
た
市
是
だ
と
自
信
を
も
つ
も
の
で
ご
ざ
い
ま

佐
様
も
す
で
に
御
派
知
の
よ
う
に
、
全
国
市
此
の
中
で
は
た
し
て
あ
の
よ
う
な
大
き
な
中
部
運
河
の
貫
遥
と
か
、
伊
勢
湾
を
横
切
っ
て
大

阪
に
．
入
る
逃
路
を
つ
け
る
と
い
う
よ
う
な
一
大
構
想
を
も
た
れ
、
ま
た
「
私
の
秘
密
」
に
出
る
と
い
う
よ
う
に
、
全
国
で
い
ま
四
日
市
の

平
田
市
長
を
知
ら
ぬ
よ
う
な
人
は
な
か
ろ
う
と
意
を
弧
く
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
よ
き
市
長
を
も
っ
た
わ
れ
わ
れ
市
民
、
議
会
の

っ
て
私
た
ち
が
頭
を
ひ
ね
る
と
い
ぅ
よ
う
な
情
な
い
こ
と
は
私

貝
と
し
ま
し
て
｀
わ
ず
か
十
二
低
や
十
三
低
の
予
算
外
義
務
負
担
を
も

一
は
な
い
と
、
先
ほ
ど
も
坂
上
脹
只
が
中
さ
れ
ま
し
た
が
、
教
育
問
題
に
せ
よ
す
ぺ
て
の
問
題
に
し
て
も
、
も
う
少
し
中
央
と
の
連
絡
を
密

に
し
て
、
い
た
だ
け
る
補
助
は
な
る
ぺ
く
多
く
も
ら
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
予
算
外
義
務
負
担
の

H
事
に
生
か
し
て
も
ら
っ
て
、
一
般
市

て
も
、
こ
こ
に
大
市
長
の
手
腕
を
発
揮
し
て

民
に
川
し
て
い
た
だ
い
て
も
け
っ
こ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
起
債
の
面
に
い
た
し
ま
し
一

わ
し
い
、
さ
す
が
平
田
佐
短
市
長
は
名
市
長
で
あ
る
と
う
た
わ
れ
る
よ
う
な
、

い
た
だ
い
て
、
そ
う
し
て
今
日
仲
び
る
こ
の
四
日
市
に
ふ
さ

ら
れ
ん
こ
と
を
切
に
お
広
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
質
問
を
打
ち
切
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
●

こ
ん
と
四
日
市
市
政
の
巡
展
を
は
か

〇
屈
此
（
山
本
三
郎
府
）
暫
時
、
休
恕
い
た
し
ま
す
。

午
後
三
時
三
分
再
開

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

山
口
訊
只
ど
う
ぞ
c

〔
山
口
伯
生
祖
狂
檀
〕

0
山
口
侶
生
君
．
陳
闘
の
常
習
犯
、
山
口
が
質
問
い
た
し
ま
す
の
で
電
ま
た
ぞ
ろ
放
酋
す
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
節
に
は
な

に
分
と
も
大
目
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
皆
さ
ん
に
御
注
文
し
て
お
き
ま
す
。
会
議
録
が
作
成
さ
れ
ぬ
と
き
な
れ
ば
、
い
く

ら
陳
謝
の
事
項
が
載
っ
て
も
こ
た
え
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
あ
あ
い
う
ふ
う
に
会
殿
録
を
各
自
に
配
布
さ
れ
ま
す
る
と
ど
う
も
赤
面
の
至
り

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
放
甘
い
た
す
節
に
は
ど
う
ぞ
御
容
赦
の
ほ
ど
を
お
屈
い
い
た
し
ま
す
c

私
が
質
問
い
た
し
た
い
こ
と
は
三
点
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
一

9

点
は
排
水
問
四
、
も
う
一
点
は
下
水
問
頌
、
も
う
一
点
は
先
ほ
ど
山
中
脹

且
が
る
る
申
さ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
。
少
し
ふ
に
落
ち
ぬ
点
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
い
ま
一
度
予
算
外
義
務
負
担
の
件
を
市
長
に
お
尋
ね

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
ど
う
も
他
の
餓
只
閉
公
の
よ
う
に
美
屈
辞
句
を
使
っ
て
質
問
す
る
と
い
う
才
能
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
質

問
す
る
こ
と
ば
に
ど
う
も
と
げ
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
迎
事
者
諸
君
に
は
ま
こ
と
に
御
迷
惑
と
存
じ
ま
す
け
れ
ど
も
、
あ
ま
り
皆
さ
ん
を

怒
ら
し
て
も
山
口
が
地
区
の
仕
事
を
す
る
上
に
非
常
に
困
難
を
き
た
し
ま
す
の
で
鬱
悪
い
点
は
山
口
の
あ
れ
が
ほ
ん
と
う
の
姿
だ
と
思
っ

て
御
了
承
願
っ
て
、
善
意
に
解
釈
顧
っ
て
闘
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
お
顧
い
し
て
お
き
ま
す
。

先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
一
点
の
、
排
水
の
件
か
ら
お
尋
ね
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
c

だ
ん
だ
ん
と
雨
期
も
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
す
の
で

先
ほ
ど
坂
上
脹
貝
ゃ
皆
さ
ま
方
か
ら
水
防
の
問
題
も
お
尋
ね
に
な
っ
た
よ
う
に
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
が
、
私
の
い
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ

は
、
い
つ
も
皆
さ
ん
の
よ
く
記
憶
に
残
っ
て
お
り
ま
す
る
砥
雨
の
節
に
は
新
聞
に
い
つ
も
載
り
ま
す
諏
訪
新
道
の
浸
水
、
次
に
は
富
田
の

浸
水
と
．
、
こ
れ
は
十
数
年
以
上
、
い
つ
も
新
聞
に
閲
々
し
く
戟
っ
て
お
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
c

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
な
ん
の
縮
設
も

午
後
二
時
四
十
三
分
休
憩

．ヽ．． 

:， ， 

..:..？ ?- -?6-

ー



次
に
、
宮
田
の
千
ミ
リ
の
ポ
ン
プ
の
問
国
を
私
は
持
ち
出
し
ま
し
た
が
、
他
の
地
区
の
こ
と
を
私
が
申
し
ま
す
と
非
常
Ic
御
迷
惑
で
ご

だ
き
た
い
と
私
は
恩
い
ま
す
。

| 

| | 

l 

い
つ
も
こ

こ
う
い
い
ま
す
る
と
非
常
に
皆
さ
ん
の
頭
に
は
、
．
は
あ
、
地
区
の
こ
と
や
で
ま
た
選
挙
の
か
ら
く
り
や

し
て
い
た
だ
い
て
お
ら
な
い
と
、

と
、
こ
う
い
う
お
考
え
の
方
も
私
は
あ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
は
選
挙
の
述
反
を
起
こ
し
ま
し
て
い
ま
だ
被
告
の
身
の
上
で
ご
ざ

い
ま
し
て
、
審
理
の
最
中
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
出
る
か
出
な
い
か
は
未
定
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
心
配
だ
け
は
い
ら
な
い
と

つ
も
出
ま
す
諏
訪
新
道
、
四
日
市
の
新
聞
に
大
写

た
し
ま
し
て
、
先
ほ
ど
の
い

私
は
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
c

そ
う
い

し
に
な
る
と
こ
ろ
の
諏
訪
新
道
の
ほ
う
は
、
さ
い
わ
い
に
し
て
三
年
以
前
よ
り
大
事
を
起
こ
し
て
下
水
工
事
が
着
々
進
行
し
て
お
り
ま
す

こ
れ
は
数
億
円
と
い
う
大
金
を
投
じ
て
四
日
市
市
の
大
事
業
と
し
て
ゃ
ら
れ
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
り
っ
ば
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

ん
な
り
っ
ば
な
仕
事
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
心
か
ら
喜
ぶ
一
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。
速
か
ら
ず
諏
訪
新
道
は
水
嵐
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
と
私
は
．

存
じ
ま
す
け
れ
ど
も
、

"fllの
西
町
ま
た
浜
元
町
、
戸
款
に
す
れ
ば
約
一
千
五
百
戸
ば
か
り
が
一
年
の
間
に
二
回
か
三
回
は
浸
水
し
な
い

年
は
い
ま
だ
か
つ
て
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
難
儀
し
て
お
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

と
こ
ろ
に
私
の
一
悉
の
不
満
が
ご
ざ
い
ま
す
。
市
長
は
、
店
田
と
離
れ
る
こ
と
わ
ず
か
千
メ
ー
ト
ル
の
土
地
に
お
り
ま
し
て
、

の
点
は
よ
く
耳
に
入
る
と
私
は
存
じ
て
お
り
ま
す
が
、
市
長
は
ど
う
い
う
考
え
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
か
と
い
う
点
を
き
よ
う
は
お
尋
ね
し

た
い
と
思
い
ま
す
ぐ
も
と
よ
り
“
田
の
没
水
と
い
う
こ
と
は
地
盤
沈
下
が
原
因
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
な
に
も
不
思
議
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
け

こ
の
場
合
に
質
問
す
る
も
の
で

れ
ど
も
、
地
盤
沈
下
で
こ
れ
は
ど
う
し
て
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
も
の
な
れ
ば
、
私
は
決
し
て

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
財
源
が
許
す
な
れ
ば
絶
対
に
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す

e

と
申
し
ま
す
の
は
、
排
水

ポ
ン
プ
が
足
ら
ぬ
と
い
う
の
が
一
番
の
原
因
で
ご
ざ
い
ま
す
c

例
を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、
竜
泉
寺
の
と
こ
ろ
に
一
カ
所
排
水
ポ
ン
プ
が
ご

プ
で
受
け
る
水
は
、
支
所
の

ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
千
｀
｀
、
11
の
ポ
ン
プ
で
な
に
が
し
か
の
水
が
上
げ
ら
れ
る
か
と
、
そ
の
千
ミ
リ
の
ポ
ン

横
を
辿
っ
て
店

IH神
社
に
行
く
と
と
ろ
の
三
間
の
川
の
水
一
本
と
、
次
に
店
田
機
工
の
南
を
通
っ
て
お
る
川
の
一
本
、
次
に
代
官
所
の
と

こ
ろ
に
一
本
の
川
、
そ
の
次
に
東
洋
紡
耕
の
下
を
く
ぐ
っ
て
お
る
一
本
、
四
本
の
川
を
千
ミ
リ
に
受
け
と
め
よ
う
と
い
う
こ
と
は
、
そ
も

そ
も
な
に
を
意
味
し
て
お
る
か
。
雨
の
一
滴
も
ふ
ら
な
い
と
き
で
も
、
四
太
の
水
を
千
｀
‘
、
り
で
酎
え
う
る
か

H
ぇ＂ウ
tL
と
い
か
と
い
う
C

な
川
の
水
が
く
め
る
か
く
め
な
い
か
。

い
ま
ま
で
な
ん
の
施
設
も
し
な
い
と
い
う

と
を
一
応
理
事
者
の
ほ
う
で
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
千
｀
｀
、
IJ
と
い
う
こ
と
は
三
尺
三
寸
、
、
そ
の
土
管
を
一
本
で
四
つ
の
大
さ

一
本
の
川
を
一
尺
五
寸
の
土
管
で
く
み
上
げ
る
と
、

一
尺
五
寸
の
土
管
は
雨
の
ふ
ら
な
い
と
き
で

も
始
終
水
は
流
れ
て
お
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
平
常
で
も
一
千
ミ
リ
で
く
む
こ
と
の
で
き
な
い
排
水
ポ
ン
プ
で
、
少
し
豪
雨
が
あ
っ
た

と
き
に
そ
れ
を
い
か
に
す
る
か
、
こ
の
点
は
理
事
者
の
ほ
う
で
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
よ
く
知
っ
て
お
っ
て

い
ま
ま
で
な
ぜ
手
を
打
た
な
ん
だ
か
。
打
た
れ
た
手
は
、
二
百
万
円
か
け
て
西
町
か
ら
水
の
引
き
が
悪
い
と
い
う
の
で
一
本
水
の
道
を
あ

け
、
も
う
一
本
は
鉄
道
線
路
へ
＿
＿
＿
尺
の
土
管
を
入
れ
て
排
水
を
よ
く
し
た
だ
け
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
下
で
水
を
は
く
力
の
な
い
も
の

の
を
、

を
、
水
引
き
を
よ
く
し
た
と
こ
ろ
で
な
ん
の
価
値
が
あ
る
か
。
わ
れ
わ
れ
み
た
い
な
し
ろ
う
と
の
も
の
で
も
考
え
れ
ば
す
ぐ
に
わ
か
る
も

い
ま
ま
で
じ
よ
う
ず
に
逃
げ
て
お
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
要
す
る
に
理
事
者
は
土
地
の
も
の
が
知
ら
ぬ
の
を
い
い
こ
と
に
し
て
、

地
盤
沈
下
だ
か
ら
こ
れ
は
な
ん
と
も
仕
方
な
い
と
逃
げ
て
い
た
の
に
迩
い
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
c

そ
こ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
理
事
者
が
い

ま
少
し
四
日
市
新
道
を
克
服
さ
れ
た
よ
う
な
元
気
で
も
2

て
富
田
の
水
を
救
う
か
救
わ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
市
長
と
＊
一
建
設
部
長

か
ら
は
っ
き
り
と
こ
こ
で
明
百
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
c

傍
賄
席
に
た
く
さ
ん
お
み
え
に
な
る
人
は
、
全
部
宮
田
の
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。

水
の
心
配
の
あ
ま
り
に
｀
地
区
の
市
会
餓
貝
が
出
る
と
い
う
の
で
お
み
え
に
な
っ
た
も
の
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
c

本
年
度
に
入
っ
て

は
な
お
さ
ら
の
こ
と
、
今
期
の
市
会
の
改
迅
か
ら
こ
ち
ら
、
傍
聴
に
お
み
え
に
な

r
た
人
が
な
ん
人
ご
ざ
い
ま
す
か
e

傍
聴
に
み
え
ぬ
と

い
う
こ
と
は
、
そ
も
そ
も
そ
れ
だ
け
困
っ
て
お
ら
ぬ
と
い
う
証
拠
と
私
は
み
な
し
ま
す
e

百
人
か
ら
出
席
さ
れ
て
傍
聴
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
に
、
市
長
は
よ
く
耳
を
傾
け
て
も
ら
い
た
い
と
私
は
恩
い
ま
す
。
な
に
も
宜
伝
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
真
実
の
姿
を
市
長
に
見
て
い
た

-?？-
,
’
r
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ざ
い
ま
し
よ
う
け
れ
ど
も
、
引
用
で
宮
田
の
こ
と
を
申
し
た
い
と
思
い
ま
す
c

先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
ご
と
く
に
、
富
田
の
ほ
う
は
四
本
の

川
を
一
本
の
千
‘
`
、

11
で
受
け
て
お
る
、
宮
洲
原
の
ほ
う
の
甚
五
兵
衛
町
の
一
本
の
川
を
八
百
‘
‘
、

11
で
受
け
て
お
る
。
．
八
百
、
、
11
は
間
違
い

か
ど
う
か
は
っ
き
り
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
六
百
ミ
リ
と
二
百
ミ
リ
と
二
本
か
八
百
ミ
リ
一
本
か
、
は
っ
き
り
私
、
忘
れ
ま
し
た
が
、
ど

っ
ち
か
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
＾
も
う
一
本
は
暁
学
園
の
ほ
う
の
川
の
近
く
に
六
百
ミ
リ
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
最

近
も
う
一
本
富
洲
原
の
ほ
う
で
排
水
ポ
ン
プ
を
ふ
や
す
と
い
う
こ
と
が
耳
に
入
り
ま
し
た
が
、
そ
の
理
由
を
建
設
部
長
か
ら
聞
か
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
必
要
の
あ
る
と
こ
ろ
へ
施
設
す
る
こ
と
は
ひ
が
み
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
事
態
が
起
こ
っ
た
と
き
に

市
会
展
貝
の
わ
れ
わ
れ
と
し
て
地
区
の
も
の
に
な
ん
と
い
っ
て
お
詫
び
を
す
る
か
。
こ
と
が
富
洲
原
出
身
の
市
長
、
富
田
の
議
員
が
三
人

で
力
な
い
と
い
う
こ
と
を
目
の
あ
た
り
に
私
は
：
・
・
（
傍
聴
席
拍
手
、
問
き
に
く
い
）
で
ご
ざ
い
ま
ず
c

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

ー
傍
聴
席
で
手
を
た
た
く
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
な
ん
と
も
申

し
わ
け
な
い
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の
点
を
市
長
は
よ
く
鉗
酌
し
て
善
処
を
要
望
し
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

を
一
点
は
、
本
町
か
ら
東
洋
紡
紐
の
ほ
う
に
ぬ
か
れ
て
お
り
ま
す
大
き
な
ど
ぷ
川
の
処
理
の
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
ど
ぷ
川
は
、
私

が
市
会
隅
貝
に
な
っ
た
当
初
か
ら
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
十
二
、
三
年
前
に
そ
の
と
き
の
建
設
部
長
、
い
ま
の
開
発
局
次
長
の
鬼
頭

君
が
よ
く
知
っ
て
お
る
と
思
い
ま
す
が
、
名
古
屋
の
測
飢
を
頼
ん
で
あ
の
一
帯
の
設
計
を
さ
れ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
設
計
図
は

た
し
か
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
く
ら
い
地
区
と
い
た
し
ま
し
て
は
む
か
し
か
ら
こ
れ
を
な
ん
と
か
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の

が
、
わ
れ
わ
れ
の
一
連
の
考
え
方
で
あ
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
つ
ど
つ
ど
市
に
迫
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
い
っ
こ
う
に
進
捗
が
な

ぃ
°
財
源
が
こ
れ
に
伴
わ
ぬ
も
の
な
ら
、
あ
ま
り
金
を
使
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
私
は
無
理
は
い
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
，
や
り
よ
う

に
よ
っ
て
は
一
銭
も
金
は
い
ら
ぬ
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
，
．
私
は
い
つ
も
申
し
上
げ
ま
す
が
、
だ
い
た
い
埋
立
て
す
れ
ば
二
千
坪
で
き
ま
す

こ
の
土
地
の
枷
利
を
私
に
譲
っ
て
い
た
だ
け
ば
、
私
は
ち
ゃ
ん
と
二
百
万
寄
付
す
る
が
と
い
う
高
酋
を
は
い
て
お
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す

．．
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そ
の
く
ら
い
に
金
の
い
ら
ぬ
土
地
を
地
区
全
部
が
要
望
し
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
が
ん
と
し
て
応
じ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
私
は
ど
う

も
ふ
に
落
ち
ぬ
の
で
ご
ざ
い
ま
す
c

と
巾
し
ま
す
る
の
は
、
約
三
月
か
そ
こ
ら
前
に
広
田
の
役
掲
で
一
日
会
と
い
う
も
の
を
結
成
し
て
お

り
ま
す
。
自
治
会
。
市
会
脹
且
阻
会
屈
貝
、
各
団
体
長
を
も
っ
て
構
成
し
て
お
る
一
日
会
に
市
長
を
招
聘
し
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
と
き
の
市
長
の
答
弁
が
私
は
ど
う
も
ふ
に
沼
ち
ま
せ
ん
C

と
巾
し
ま
す
る
の
は
、
自
治
会
長
ら
誤
員
が
全
部
寄
つ
て
こ
れ
は
考
え
て

く
れ
と
、
こ
う
い
う
市
の
ま
ん
中
に
大
き
な
ど
ぷ
川
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
環
境
衛
生
に
し
て
も
非
常
に
悪
い
と
、
も
う
一
っ
は
先
ほ
ど

はでた策ど掘けI
どきだと ろ ら し
うるくいのなま
しと＇‘た川けし
て、そしでれた
も両うま足ば土
ふ方すしが t! 地
にかれて入 め の
落ねばはれだ排
品てど‘ぬ‘水

いぶ川ほ掘に
のい川をどるも
でこの縮のに非
ごと醜め 泥 し 常
ざだいて沼てに
いか姿‘｀も困
まらもせ ど 船 難
すひ梢い う が を
°としぜし十き
私つ‘いて五た
はやまがこ llりす
こった三のか、
うて川間川ら徘
考くもかを二水
えれ三四浚十が
まと尺 IIU 裸 llu 悪
すこくのしあい
°んら川てると
市こいにいよい
長んさ縮くうう
はとらめかなこ
市穎えてと川と
民んな‘いがは
のでけ四う、、、
声もれ日 (/)堤あ
を‘ば市が防の
問市なの悩が川
き長ら失み三が
‘がぬ対の間う
地こやに—‘ず
区れつよ つ 片 ま
民にをつ＇で一っ
の応いてご方て
声じつ始ざは今
をなも終い住る
聞いさ川ま宅か
いとらを す 街 ら
ていえ．こ°‘ど
善うるそそ中う
政のこげのがし
をがとて解どて
し私がい決ろも

く
と
い
う
の
が
市
政
の
一
爵
の
根
本
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
絶
対
市
長
は
反
対
で
す
と
、
幅
を
せ
ば
め
る
こ
と
は
反
対

で
す
と
、
そ
れ
よ
り
仔
さ
ん
の
お
気
に
入
る
よ
う
に
ど
れ
だ
け
で
も
金
は
か
か
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
か
ら
、
堤
防
を
少
し
広
げ
て
そ
こ

へ
り
っ
ば
な
木
を
植
え
て
、
そ
こ
・
散
歩
で
き
る
よ
う
に
、
廿
さ
ん
の
お
気
に
入
り
ま
す
と
い
う
こ
と
を
こ
ん
こ
ん
と
い
わ
れ
て
、
今
日

の
地
区
の
願
っ
て
お
る
こ
と
を
一
顧
に
も
耳
を
か
さ
ぬ
と
い
う
こ
と
は
ふ
に
落
ち
ぬ
。
こ
れ
が
市
長
の
姿
か
と
い
う
こ
と
を
私
は
聞
き
た

9

い
。
会
社
の
一
社
長
な
れ
ば
、
サ
ラ
り
ー
マ
ン
社
長
で
は
で
き
な
い
、
資
本
家
の
重
役
な
れ
ば
お
れ
の
会
社
は
お
れ
の
勝
手
に
す
る
ぞ
よ

I

'-

と
い
う
て
も
、
こ
れ
は
迎
屈
は
通
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
自
治
休
と
い
う
も
の
は
そ
う
い
う
も
の
と
は
迩
い
ま
す
c

皆
さ
ん
の
声
を
聞
き

-~o-



息
が
あ
る
か
な
い
か
、
市
長
に
ひ
と
つ
ふ
ふ
ね
し

i
す。

そ
れ
に
基
づ
い
て
普
政
を
し
く
と
い
う
の
が
市
長
の
姿
と
思
い
ま
す
の
が
、

い
つ
も
皆
が
顛
ん
で
も
聞
い
て
く
れ
な
い
。
そ
れ
に
伴
っ
て

非
常
に
ば
く
大
な
金
が
支
払
わ
れ
る
も
の
な
ら
こ
れ
は
万
や
む
を
え
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
そ
の
土
地
を
売
r

て
や
れ
ば
一
銭
も
金
が
い
ら
ぬ
よ
う
な
こ
と
を
望
ん
で
お
る
の
に
そ
れ
が
で
き
な
い
と
、
自
分
の
市
長
の
立
場
で
も
っ
て
し
な
い
と
い
う

こ
と
を
宮
明
し
て
が
ん
と
応
じ
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
い
か
に
す
る
の
だ
と
、
本
年
度
の
市
会
で
予
雰
に
千
八
百
万
円
計

上
し
て
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
｀
な
に
に
い
く
ら
使
う
の
か
建
設
部
長
に
尋
ね
れ
ば
｀
そ
の
金
で
も
っ
て
道
路
が
ま
が
っ
て
お
る
の
を
ま

2
'ぐ
に
い
た
し
た
い
と
い
う
答
弁
で
ご
ざ
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
。
す
ぐ
に
か
か
り
た
い
が
凩
道
で
す
か
ら
収
の
補
助
金
を
も
ら
っ
て
、

そ
れ
で
両
方
あ
い
ま
っ
て
や
り
た
い
と
い
う
答
弁
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
い
か
市
長
、
ま
が
っ
て
お
る
の
は
富
洲
原
の
こ
と
で
宮
田
は

ち
っ
と
も
ま
が
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
廊
う
と
こ
ろ
は
水
は
け
が
悪
い
の
と
、
砂
が
楽
に
掘
れ
る
と
い
う
こ
と
に
祖
眼
し
て
お
り

ま
す
の
を
、
道
を
少
し
広
げ
た
く
ら
い
で
は
絶
対
川
の
砂
を
掘
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
平
常
、
環
境
衛
生
を
や
か
ま
し
く
い
わ
れ
る
市

長
が
い
つ
も
出
動
さ
れ
る
道
路
で
、
あ
の
川
の
と
こ
ろ
を
通

2
J
い
か
れ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
に
ほ
り
出
し
て
お
ら
れ
る

と
い
う
C
と
は
ど
う
も
私
と
し
て
は
ふ
に
落
ち
ま
せ
ん
c

私
の
い
う
の
が
問
迩
っ
て
お
る
か
、
市
長
の
が
ん
と
し
て
応
じ
ぬ
の
が
間
違
っ

て
お
る
か
、
こ
こ
で
私
は
一
ぺ
ん
討
凶
し
た
い
と
息
い
ま
す
。
こ
れ
は
質
問
と
迩
い
ま
す
｀
討
論
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
も
う
ー
つ
宮
田
浜
の
駅
の
前
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
浜
町
は
、
こ
れ
は
盆
地
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
辺
一
帯
は
こ
れ
も

前
か
ら
悩
み
の
稲
で
ご
ざ
い
立
す
。
四
町
喩

rU町
、
古
川
こ
れ
は
没
水
す
る
と
、
い
つ
も
軌
を
同
じ
く
し
て
水
浸
し
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い

つ
も
わ
れ
わ
れ
の
ほ
う
に
ね
じ
こ
文
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
ど
う
し
て
も
海
の
水
位
と
あ
の
辺
の
水
位
の
差
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で

行
く
た
び
に
な
げ
甘
し
て
帰
っ
て
わ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す

c
c
れ
も
市
の
ほ
う
に
た
び
た
び
地
区
の
議
貝
と
い
た
し
ま
し
て
、
な
ん
と
か

し
な
け
れ
ば
い
か
ん
や
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
＂
し
て
お
り

t
す
け
れ
ど
も
。
問
凶
は
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。
金
が
か
か
る
の
で
手
を
つ
け

ら
れ
な
い
の
は
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
一
度
は
阻
長
を
し
て
わ
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
市
の
財
政
は
よ
く
知
っ
て
お
り
ま

す
。
よ
く
知
っ
て
わ
る
か
ら
鴫

い
出

it
で
無
皿
い
う
の
を
さ
し
控
え
て
お
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
c

け
れ
ど
も
、
最
近
の
市
政
の
や
り

方
を
み
て
ふ
り
出
す
と
、
放
没
政
策
し
そ
の
極
に
述
し
て
お
り

t
す
。
放
没
政
策
の
極
に
述
し
た
や
り
方
の
市
政
の
と
き
に
、
ほ
ん
と
う

に
苦
し
ん
で
わ
る
と
こ
ろ
の
た
め
の
仕
事
は
で
さ
な
い
か
と
私
は
息
う
ん
で
す
C

お
そ
ら
く
こ
の
地
区
約
三
百
戸
、
こ
の
没
水
を
救
う
の

に
は
大
し
た
金
は
か
か
り
出
せ
ん
。
せ
い
ぜ
い
百
‘
‘
、
11
松
使
の
排
水
ポ
ン
プ
を
か
け
れ
ば
、
こ
れ
は
楽
に
救
わ
れ
ま
す
c

こ
れ
を
や
る
意

次
阿
予
諄
外
設
務
れ
出
の
点
で
ご
ざ
い

i
す
c

先
ほ
ど
山
中
脹
且
に
削
事
者
の
ほ
う
か
ら
答
弁
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
よ
く
私
も
わ
か

っ
て
土
り
ま
す
け
れ
と
も
｀
十
二
位
九
千
九
百
な
ん
万
円
と
い
う
ぼ
う
大
な
数
字
が
出
て
き
ま
し
て
。
私
も
び
っ
く
り
ぎ
よ
う
て
ん
い
た

し
て
セ
0

よ
う
な
わ
け
で
と
ざ
い
出
す
。
一
二
月
の
出
例
会
の
と
さ
に
私
が
質
問
い
た
し
ま
し
た
と
き
に
、
十
五
位
な
ん
ぽ
の
当
初
予
算
を

糾
ん
で
あ
る
が
鴫
余
す
と
こ
ろ
二
低
で
木
年
庇
切
り
ぬ
け
る
か
切
り
ぬ
け
ら
れ
な
い
か
、
い
く
ら
少
な
く
て
も
五
億
予
算
を
組
ま
な
け
れ

ば
＿
＿
＿
十
七
年
庇
舟
ぬ
と
私
は
息
う
が
。
そ
の
財
源
と
ど
こ
に
求
め
る
か
と
い
う
こ
と
を
私
は
く
ど
く
迫
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

の
と
き
に
市
長
の
芥
弁
は
｀
そ
の
節
に
は
つ
ど
つ
ど
仲
さ
ん
に
御
相
談
＂
し
上
げ
て
予
郭
を
糾
み
ま
す
と
い
う
答
弁
を
私
は
聞
い
て
お
り

立
す
。
そ
の
つ
と
つ
ど
と
い
う
芥
弁
の
粘
果
が
い

illl
て
さ
た
か
と
私
う
な
ず
い
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
で
い
け
ば
。
た
し
か

岱
~
艮
の
二
低
で
切
り
ぬ
け
る
わ
り
は
は
っ
さ
り
わ
か
っ
た
C

全
部
予
杯
を
通
さ
ん
と
予
算
外
函
務
負
担
で
い
け
ば
こ
れ
は
別
で
ご
ざ
い

出
す
。
け
れ
ど
も
、
予
杯
外
脱
務
れ
川
は
ど
う
い
う
し
の
で
あ
る
か
と
い
う
C
と
は
、
市
長
は
実
業
家
出
身
で
よ
く
わ
か
っ
て
お
る
と
思

い
出
す
が
疇

llt金
政
策
で
ピ
ざ
い

t
し
て
約
手
の
乱
発
で
と
ざ
い
立
す
。
い
く
ら
約
手
を
乱
発
し
て
も
、
市
長
の
任
期
う
ち
に
返
え
る
な

ら
ば
私
ど
も
は
文
旬
は
い
い
出
せ
ん
。
市
長
は
、
余
す
と
こ
み
任
期
は
十
力
月
、
再
選
さ
れ
る
と
私
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
す
る
し
な

い
は
選
祁
の
帖
米
で
ど
ざ
い

i
す
。
ほ
ん
と
う
の
貨
任
あ
る
政
治
ば
な
れ
ば
，
乱
発
し
た
約
手
は
自
分
が
支
払
い
す
る
の
が
当
然
と
私
は

息
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
’
こ
う
い
う
こ
と
を
い
う
と
脹
且
開
公
に
ま
た
し
か
ら
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
先
ほ
ど
放
酋
を
お
断
り
し
て
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気
持
ち
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
そ
れ
を
ち
よ
っ
ぴ
り
で
け
っ
こ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
ぉ
答
え
願
い
た
い
。
四
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。

、

C
オ
ー
建
設
部
長
（
城
井
義
夫
君
）
登
壇
〕

0
オ
ー
建
設
部
長
（
城
井
毅
夫
君
）
建
設
関
係
の
排
水
問
題
と
下
水
問
題
に
つ
い
て
、
回
答
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
《

オ
ー
蓄
の
店
田
の
ポ
ン
プ
扮
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
切
田
の
ボ
ン
プ
場
は
先
ほ
ど
の
御
質
問
の
中
で
は
千
ミ
リ
が
一
台
と
い

ぅ
ぉ
話
の
よ
う
に
承
わ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
千
ミ
リ
が
二
台
座
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ポ
ン
プ
は
千
ミ
リ
が
二
台
で
ご
ざ
い
ま
す

~
ヽカ

も
と
も
と
築
辿
い
た
し
ま
し
た
経
過
は
、
殷
地
関
係
の
ポ
ン
ブ
と
し
て
築
迩
い
た
し
ま
し
た
ボ
ン
プ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
ー
都
市
排
水

的
な
ポ
ン
ブ
揚
と
し
て
の
叶
卯
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
街
地
排
水
と
し
て
は
能
力
が
不
足
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
の
程
度
不
足

か
と
巾
し
ま
す
と
、
現
在
千
‘
‘
、
11
ニ
台
で
毎
分
二
百
ト
ン
余
り
の
水
を
出
す
能
力
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
な
お
千
ミ
リ
級
の
ボ
ン
プ
が
一
台

あ
れ
ば
だ
い
た
い
市
街
地
排
水
と
し
て
の
能
力
が
足
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
す
な
わ
ち
い
ま
の
程
度
の
ポ
ン
プ
が
も
う
一
台
い
る
と
い
う

計
算
を
担
当
課
で
は
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
こ
れ
に
関
辿
い
た
し
ま
し
て
、
例
と
し
て
お
引
き
に
な
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
，

富
洲
原
の
ボ
ン
プ
は
八
百
ミ
リ
と
六
百
ミ
リ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
二
台
の
ポ
ン
プ
の
能
力
は
、
ち
ょ
う
ど
富
田
の
ポ
ン
プ
の
半
分
に

な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
よ
う
な
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
こ
の
店
田
の
ポ
ン
プ
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
富
田
し
富
洲
原
と
も
ポ
ン

プ
場
と
し
て
は
能
力
不
足
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
担
当
課
に
お
き
ま
し
て
は
、

t

建
設
省
の
下
水
の
ほ
う
の
都
市
下
氷
路
と
し
て
の
予
算
要
望
皇

を
昨
年
か
ら
出
し
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
｀
富
田
に
つ
き
ま
し
て
は
三
十
七
年
度
は
突
現
に
至
ら
ず
、
三
十
八
年
度
要
望
と
し
て
改

め
て
申
請
を
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
オ
ニ
問
の
束
紡
衷
の
速
河
で
ご
ざ
い
ま
す
が
｀
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
先
ほ
ど
の
御
質
問
の
中
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
当

一

初
予
雰
に
百
八
十
万
円
の
運
河
の
改
條
費
を
予
算
叶
上
し
て
お
り
ま
し
て
、
こ
の
運
河
の
性
格
上
、
県
の
ほ
う
の
予
算
も
相
当
出
し
・
て
＇
ぃ

Sg
 

た
だ
き
た
い
と
い
う
か
っ
こ
う
で
、
凩
会
揺
貝
さ
ん
等
を
通
じ
ま
し
て
眼
に
お
願
い
し
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
｀
県
の
予
算
と
市
の
9
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お
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
点
は
ひ
と
つ
お
許
し
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
の
は
、
一
っ
は
金
融
資
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。
借
金
し
て
で
も
な
ん
．

で
も
や
り
ま
す
、
や
り
ま
す
と
尻
を
た
た
い
て
お
る
費
任
も
謡
員
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
市
長
ば
か
り
責
め
る
の
が
手
で
な
い
と
い
う
こ

g

と
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
初
め
に
断
っ
て
あ
h
ま
す
か
ら
怒
ら
ん
と
い
て
く
だ
さ
い
。
た
し
か
に
こ
の
点
、
図
に
乗
っ
て
い
る
の
が
市
長

だ
と
思
い
ま
す
。
前
の
吉
田
勝
太
郎
市
長
の
と
き
に
は
、
一
億
二
千
万
円
の
黒
字
を
も
っ
て
い
ま
の
市
長
に
渡
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
が
三
年
た
た

そ
の
と
き
に
は
四
苦
八
苦
し
て
な
ん
低
の
赤
字
を
克
服
し
て
、
ま
だ
余
力
を
残
し
て
退
陣
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
c

ぬ
う
ち
に
二
十
億
余
り
の
借
金
の
乱
発
を
や
．
っ
て
お
り
ま
す
c

任
期
中
に
処
理
す
れ
ば
そ
れ
は
り
っ
ば
な
政
治
家
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
も
し
も
落
選
し
た
と
き
に
は
い
か
に
す
る
の
か
と
、
こ
れ
が
私
は
一
番
聞
き
た
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
借
金
し
な
く
て
や
れ
る
の

な
ら
子
供
で
も
市
は
や
れ
ま
す
c

こ
れ
を
偉
い
か
ら
へ
ち
ま
だ
と
お
だ
て
て
い
る
こ
と
は
、
私
は
あ
ほ
ら
し
い
て
も
の
も
い
え
ま
せ
ん
。
．

借
金
や
っ
て
な
ん
十
億
使
う
の
な
ら
だ
れ
で
も
で
き
ま
す
。
金
が
な
い
で
す
る
の
を
み
ん
な
ち
ゅ
う
ち
よ
し
て
お
り
ま
す
る
餓
員
も
悪
い

で
す
c

そ
の
点
を
い
ま
少
し
ふ
ん
ど
し
締
め
て
か
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
が
、
・
重
ね
て
私
の
要
望
す
る
一
点
で
＂
ご
ざ
•
い
ま
す
。

林
総
務
部
長
を
費
め
た
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
林
総
務
部
長
の
答
弁
を
問
い
て
お
り
ま
す
と
、
私
、
い
感
心
し
た
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
う
い
う
と
林
総
務
部
長
の
刃
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
山
中
餓
貝
へ
の
答
弁
に
林
は
い
い
こ
と
い
う
た
な
と
、
こ

ん
な
人
間
は
見
上
げ
た
と
つ
く
づ
，
く
感
心
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
人
を
ほ
め
る
こ
と
は
き
ら
い
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
．
や
っ
ぱ
し
筋
が
入
っ
て
お
っ
た
か
な
と
さ
っ
き
感
心
し
て
聞
い
て
お
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
う
l

段
の
お
力
を
も
っ
て
放
漫
政
、
'
}

策
の
市
長
に
ふ
ん
ど
し
を
締
め
て
も
ら
い
た
い
、
こ
れ
を
林
総
務
部
長
に
要
望
し
て
お
き
ま
す
。

以
上
の
四
点
を
私
は
答
弁
を
顧
い
た
い
。
も
う
ー
ペ
ん
く
ど
い
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
い
い
ま
し
た
の
は
西
町
の
排
水
ポ
ン

プ
を
い
か
に
す
る
の
か
。
そ
の
場
の
が
れ
の
答
弁
は
顧
い
た
く
な
い
、
確
信
を
も
っ
た
答
弁
を
願
い
た
い
。
そ
れ
と
浜
町
の
排
水
ポ
ン
プ
，
｀

r

次
に
は
ど
ぷ
川
の
市
長
の
答
弁
。
次
に
、
予
算
外
裟
務
負
担
の
市
長
の
放
摂
政
策
は
、
自
分
は
こ
れ
で
は
い
か
ん
、
や
り
す
ぎ
や
と
い
う

ー



予
箕
と
で
き
れ
ば
合
併
施
行
的
な
形
に
お
い
て
こ
の
運
河
の
改
修
を
い
た
し
た
い
と
、
こ
う
考
え
て
お
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
こ
ろ
県
の
ほ
う
の
予
卯
措
屈
が
は
っ
き
り
確
認
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
市
の
予
葬
執
行
も
見
合
せ
て
お
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
の
、
宮
田
浜
の
駅
付
近
の
没
水
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
も
現
地
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、

い
ろ

い
ろ
勘
案
し
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
非
常
に
解
決
の
方
法
が
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
で
、
暫
定
的
な
姑
息
な
こ
と
を
や
り
ま
し
て
も
あ
ま
、

り
事
業
の
上
り
に
く
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
c

さ
い
わ
い
に
し
て
石
田
病
院
横
の
樋
門
が
改
修
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
以
前
よ
り
は
若
干

よ
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
期
待
を
も
っ
て
お
り
ま
す
が
、
鉄
道
か
ら
束
が
鉄
道
の
西
の
水
路
に
落
ち
込
む
個
所
が
非
常
に

細
く
て
つ
ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
す
で
に
下
水
課
で
発
注
ず
み
だ
と
思
い
ま
す
が
、
す
で
に
手
続
き
を
い
ま
進
め
て
お
る
と
思

一
応
鉄
道
沿
い
と
鉄
道
沿
い
の
前
後
並
び
に
鉄
道
下
の
清
掃
等
を
暫
定
的
に
や
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
近
く
着
工

を
い
た
す
段
取
り
に
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
抜
本
的
に
解
決
が
つ
く
と
は
存
じ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
以
前
よ
り
は
状

況
が
よ
く
な
る
と
い
う
期
待
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
オ
ー
番
の
ポ
ン
プ
場
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
千
ミ
リ
級
ポ
ン
プ
な
お
一

台
の
増
強
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
度
の
国
爪
の
補
助
金
を
で
き
る
だ
け
確
保
で
き
る
よ
う
に
本
年
度
か
ら
す
で
に
資
料
を
出
し
、
説
明

に
も
上
京
し
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
期
待
を
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
見
通
し
が
つ
き
ま
し
た
ら
引
き
続
い

て
珀
工
を
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
塊
．
u

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

い
ま
の

た
だ
い
ま
の
う
ち
オ
ー
建
設
部
長
か
ら
お
答
え
申
し
ま
し
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
私
は
根
本
問
題
に

つ
い
て
少
し
く
お
答
え
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
堀
川
を
残
し
て
お
く
か
残
し
て
お
か
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
や
は
り
市
が
だ
ん
だ
ん
発
述
を
し
て
ま
い
り
ま
し
て
、
い
よ
い
よ
空
地
が
少
な
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
場
合
を
考
慮
い
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
私
は
信
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
｀

し
ま
す
る
と
、
で
き
る
だ
け
空
地
は
も
っ
て
お
っ
た
ほ
う
が
い
い
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こ
の
堀
川
と
い
う
の
は
今
日
ま
で
上
の
水
を
受
け
て
き
、
ま
た
、
下
の
ほ
う
幻
研
水
を
は
か
る
、
あ
る
い
は
い
ろ
い
ろ
の
点
を
考
え

i
し

て
自
然
に
あ
あ
い
う
も
の
が
発
達
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
堀
川
が
あ
す
こ
ま
で
入
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
上
の
地
形
の
い
ろ
い
ろ
な
今
日
ま
で
の
状
況
が
自
然
に
あ
れ
を
つ
く
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
非
常
に
私
は

自
然
に
か
な
っ
た
よ
い
こ
と
を
先
輩
が
や
っ
て
お
い
て
く
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
と
く
に
こ
う
い
う
よ
う
に
人
家
が
ち
ゅ

う
密
し
て
ま
い
り
ま
す
と
い
う
と
、
ぜ
ひ
あ
あ
い
う
も
の
は
保
存
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
、
こ
う
考
え
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
こ
れ
は
私
が
で
き
る
限
り
堀
川
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
善
は
し
て
い
く
が
せ
ば
め
た
く
は
な
い
と
い
う
こ
れ
は
理
念
で
ご
ざ
い
ま
す

あ
る
い
は
、
将
来
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
恩
い
ま
す
が
、
大
火
災
で
も
起
こ
っ
た
よ
う
な
と
き
に
は
水
も
ほ
し
い
と
い
う

よ
う
な
こ
と
も
考
え
合
せ
ま
し
た
り
、
ま
た
ど
ん
ど
ん
上
の
ほ
う
が
つ
い
て
き
た
場
合
に
は
、
少
し
で
も
水
遊
び
の
場
所
が
多
く
あ
っ
た

ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
お
も
ん
ば
か
り
で
ぜ
ひ
あ
れ
を
残
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
c

た
だ
し
あ
あ
い
う
状
態
で
放
置

す
る
と
い
う
こ
と
は
ま
こ
と
に
申
し
わ
け
な
い
で
す
か
ら
、
で
き
る
限
り
改
笹
を
い
た
し
ま
す
と
e

こ
れ
は
地
区
の
御
会
合
の
と
き
も
申
‘

・
し
上
げ
た
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
や
は
り
仕
事
を
い
た
し
ま
す
上
に
お
き
ま
し
て
は
、
た
だ
い
ま
部
長
か
ら
お
答
え
い
た
し
ま
し
た
よ

う
に
堤
防
等
は
瞑
の
管
理
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
今
日
ま
で
お
願
い
し
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
・
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
辿
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、
予
算
の
而
に
お
き
ま
し
て
も
で
き
れ
ば
少
し
で
も
い
た
だ
け
た
ら
と
い
う
よ
う
な
、
関
係
の
も
の
と
ぃ
た

し
ま
し
て
は
そ
う
い
う
策
を
と
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
こ
う
考
え
ま
し
た
の
で
た
だ
い
ま
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
お
り
ま
す
ん
で

す
が
、
私
も
朝
晩
あ
す
こ
を
通
ら
し
て
い
た
だ
い
て
、
決
し
て
満
足
な
状
態
で
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
一
日
も
早
く
周

．
囲
に
お
い
で
に
な
る
方
々
の
御
迷
惑
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
ひ
と
つ
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
°

そ
れ
か
ら
も
う
一
っ
、
少
し
根
本
問
題
に
な
る
と
恩
い
ま
す
ん
で
す
が
、
こ
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
と
き
に
こ
ん
ど
四
日
市
の
丘
陵
地

帯
を
開
発
し
、
そ
れ
か
ら
茂
福
0

羽
津
間
の
土
地
の
整
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
水
の
対
策
を
も
う
少
し
根
本
的
に

い
ま
す
が
｀

-J>?- -36-



こ
う
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
長
年
の
御
経
験
を
も
っ
て
お
い
で
に
な
る
山
口
議
貝
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
て
、
私
は
ま
こ
と

に
ご
も
っ
と
も
な
御
意
見
だ
と
考
え
ま
し
て
、
索
直
に
そ
の
御
意
見
を
聡
重
い
た
し
ま
し
て
、
そ
う
し
て
専
門
家
で
あ
る
上
下
水
道
の
整

備
を
す
る
東
京
の
一
流
の
会
社
に
委
嘱
い
た
し
ま
し
て
、
い
っ
た
い
あ
の
辺
の
水
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
処
理
し
た
ら
よ
か
ろ
う
か
と
い
う

こ
と
で
、
こ
れ
は
予
算
も
い
た
だ
き
ま
し
て
正
式
に
調
査
を
さ
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
る
と
い
う
と
、
で
き
る
限
り

山
の
手
、
す
な
わ
ち
油
~
へ
ん
の
と
こ
ろ
で
も
っ
て
よ
こr
ち
ぎ
れ
に
北
の
ほ
う
｀
へ
流
し
て
、
そ
う
し
て
山
手
か
ら
落
ち
る
水
は
い
っ
た
ん

朝
明
川
の
ほ
う
へ
落
し
た
ほ
う
が
い
い
、
そ
れ
に
は
そ
の
隧
道
も
少
し
）
い
る
し
相
当
な
金
が
い
る
が
、
こ
れ
が
根
本
的
な
解
決
‘
で
あ
る
c

そ
れ
か
ら
川
北
一
帯
の
方
面
の
水
は
む
し
ろ
堤
防
の
そ
ば
へ
反
対
に
水
を
集
め
て
。
あ
す
こ
で
も
っ
て
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
川
へ
落
し
て

し
ま
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
意
見
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
●
れ
は
根
本
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
は
非
常
に
い

い
意
見
の
よ
う
に
存
ず
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
｀
な
る
ほ
ど
そ
の
周
辺
は
そ
れ
に
よ
り
ま
し
て
解
決
つ
く
の
で
ご
ざ
い
ま
し
よ
う
が
、
同

時
に
朝
明
川
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
大
増
水
を
し
て
き
た
と
、
そ
う
し
て
最
後
の
五
分
間
に
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
こ
の
水
が
プ
ラ
ス
に

な
っ
た
た
め
に
そ
こ
で
隙
害
を
起
こ
し
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と
、
そ
の
生
ず
る
と
こ
ろ
の
弊
害
と
い
う
も
の
も
非
常
な
大
き
な

区
域
に
な
り
、
水
扱
に
な
る
と
、
こ
れ
は
無
条
件
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
同
時
に
各
地
元
に
お
か
れ
ま
し
て
も
相
当
こ

れ
は
論
腹
が
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
と
、
こ
う
憂
慮
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
や
は
り
十
分
検
討
を
加
え
ま
し
て
、
必
ず
し
も
一
方

的
な
処
理
で
な
し
に
、
そ
う
い
う
こ
と
も
や
る
が
同
時
に
下
の
ほ
う
へ
も
流
す
と
い
う
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
分
水
と
い
う
よ
う
な
ふ
う
の

C
と
を
と
っ
て
｀
で
き
る
限
り
水
の
根
本
対
策
に
つ
い
て
考
屈
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
、
せ
っ
か
く
勉
強
し
て
お
る
最
中
で
ご
ざ
い
ま
し

て
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
係
の
も
の
か
ら
よ
く
こ
の
こ
と
に
御
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
山
口
議
員
に
対
し
て
も
御
説
明
申

し
上
げ
て
、
い
ろ
い
ろ
御
指
羽
も
い
た
だ
き
た
い
と
｀
こ
う
私
は
思
っ
て
お
る
よ
う
な
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
た
だ
い
ま
仰
せ
ら
れ
ま
し
た
う
ち
、
さ
し
ず
め
の
対
策
と
し
て
は
ど
ヴ
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
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＇
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ま
し
て
は
。
お
説
の
と
お
り
で
き
る
限
り
ひ
と
つ
ボ
ン
プ
の
強
化
を
は
か
る
と
い
う
こ
と
し
か
方
法
が
な
い
と
息
う
ん
で
あ
り

t
す
•
J
‘

れ
で
い
ま
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
は
、

一
本
松
の
下
で
あ
れ
を
一
応
締
め
切
る
か
な
ん
か
処
置
を
し
な
く
ち
ゃ
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と

に
、
名
四
国
道
の
ほ
う
と
の
話
が
行
わ
れ
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
e

あ
す
こ
に
や
は
り
相
当
の
ポ
ン
プ
を
も
っ
て
、
そ
う
し
て
あ
そ
こ

ヘ
幾
分
で
も
こ
っ
ち
の
ほ
う
の
水
を
分
け
て
、
あ
す
こ
で
す
ぐ
に
地
下
へ
う
め
て
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
そ
の
ほ
う
が
か
え
っ
て
水

の
流
れ
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
研
究
し
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
名
四
国
道
の

完
成
と
同
時
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
関
係
の
も
の
も
非
常
に
苦
慮
い
た
し
て
い
ま
せ
っ
か
く
折
衝
を
し
て

お
る
最
中
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
が
で
き
ま
し
た
と
き
に
、
い
ま
の
も
の
を
幾
分
で
も
南
の
ほ
う
に
水
を
誘
導
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
あ
い
う
人
家
の
ち
ゅ
う
路
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
｀
非
常
な
困
難
な
事
業
で
な
い
か
と

は
息
い
ま
す
る
が
、
な
ん
と
か
万
難
を
克
服
し
て
非
常
に
早
く
水
を
引
く
よ
。
つ
な
方
法
を
と
ら
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
ぅ
こ
と
を
私

は
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
心
か
ら
地
元
の
方
々
に
一
日
も
早
く
御
迷
惑
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
念
願
は
も
っ
て
お
り
ま
す
が
、

た
だ
い
ま
お
話
を
承
わ
っ
て
お
り
ま
す
と
、
非
常
に
市
長
が
不
行
届
き
の
よ
う
に
お
し
か
り
を
受
け
ま
し
た
ん
で
す
が
、
こ
の
点
は
お
詫

び
い
た
し
ま
す
が
、
市
長
と
い
た
し
ま
し
て
は
設
普
の
努
力
を
い
た
し
て
お
る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ひ
と
つ
御
了
承
願

い
た
い
と
思
い
ま
す
c

財
政
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
長
の
任
期
中
に
物
事
が
全
部
結
末
が
つ
い
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
い
か

ん
と
い
う
よ
う
な
ふ
う
に
聞
き
と
ら
さ
し
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
私
は
な
か
な
か
困
難
な
こ
と
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
．
ま

た
ど
こ
の
市
町
村
に
お
き
ま
し
て
も
、
必
ず
し
も
や
っ
た
こ
と
を
任
期
中
に
果
た
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
ば
か
り
か
ど
う
か
c

私
は
や
は

り
だ
ん
だ
ん
市
も
大
き
く
な
り
い
た
し
ま
す
る
と
い
う
と
＂
な
ん
年
か
の
継
続
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
に
考
え
ま
す
る
の

で
、
総
体
的
な
市
の
財
政
の
見
す
か
し
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
な
構
想
で
あ
れ
ば
や
ら
し
て
い
た
だ
い
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
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0
山
口
伯
生
君

〔
山
口
伯
生
君
登
坦
〕

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
即
い
し
ま
す
c

と
か
ら
、
今
日
ま
で
こ
の
理
由
に
つ
き
ま
し
て
る
る
申
し
上
げ
て
、
市
会
の
御
協
賛
を
え
ま
し
て
本
日
ま
で
方
針
を
立
て
て
ま
い
っ
た
の

。

で
あ
り
ま
し
て
、
任
期
中
に
バ
ー
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
一
度
も
申
し
上
げ
た
こ
と
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
？

う
い
う
こ
と
で
は
や
れ
な
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
現
に
、
前
々
市
長
が
赤
字
を
お
残
し
に
な
っ
て
、
そ
う
し
て
前
の
市
長
さ
ん
が
そ

れ
を
解
消
す
る
た
め
に
努
力
な
す
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
、
私
は
そ
の
と
き
の
市
政
の
あ
る
い
は
財
政
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
、
市
長
さ

ん
の
御
方
針
に
よ
っ
て
そ
れ
を
お
立
て
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
・
私
は
必
ず
し
も
そ
れ
が
今
日
の
四
日
市
の
現
状
に
即
し
た
こ
と
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
や
は
り
相
当
の
市
依
を
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
は
事
業
を
先
行
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
の

も
と
に
、
さ
い
わ
い
馘
会
の
御
協
賛
を
え
て
ゃ
ら
し
て
い
た
だ
い
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
ヽ
任
期
中
に
パ
ー
に
し
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
は
、
私
は
非
常
な
困
難
な
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

C

で
す
か
ら

こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
も
う
少
し
広
い
考
え
で
、
財
政
政
策
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
御
見
解
を
も
っ
て
い
た
だ
き
ま
せ
ん
と
、

1

任
期

中
に
処
理
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
放
没
市
長
で
あ
る
、
放
没
財
政
だ
と
い
う
こ
と
で
お
し
か
り
を
受
け
る
よ
う
で
は
、
御
見
解
は
御
見
解

で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
は
餓
会
の
御
協
賛
を
え
て
ち
ゃ
ん
と
政
策
の
上
に
取
り
立
て
て
や
っ
て
お
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
は
ひ
と
つ
ぜ
ひ
現
在
と
ら
し
て
お
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
遂
行
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
ら
ば
、
こ
の
予
算
外
義

務
負
担
に
つ
い
て
金
額
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
最
前
も

ffl
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
な
る
ほ
ど
い
ま
ま
で
こ
う
い
う
よ
う
な
場
合
に

そ
う
遇
し
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
す
が
、
す
で
に
山
口
脹
貝
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
餓
長
時
代
に
各
地
を
御
逼
歴
に
な
っ
て
御
調

一
番
い
い
例
は
富
山
市
の
よ
う
な
例
で
ご
ざ
い
ま
す
。
か
れ
は
も
う
す
で
に
数
年
前
に
三
十
、

四
十
億
の
市
債
を
も
っ
て
、
そ
う
し
て
事
粟
を
先
行
せ
し
め
て
お
い
て
、
今
日
で
は
そ
の
市
依
を
仮
遠
す
る
こ
と
を
才
．
一
義
に
し
て
、
そ

う
し
て
余
裕
が
あ
れ
ば
新
し
い
仕
事
を
す
る
、

そ
れ
が
そ
の
当
時
よ
か
っ
た
こ
と
か
悪
か
っ
た
こ
と
か
と
い
い
ま
す
る
と
、
今
日
判
断
い
た
し
ま
す
と
も
う
十
数
年
前
に
そ
れ
を
や
っ
て
ー

の
け
て
、
そ
う
し
て
そ
の
事
棠
の
規
校
が
今
日
の
金
高
か
ら
い
い
ま
す
れ
ば
非
常
に
低
い
も
の
で
あ
っ
た
と
、
従
い
ま
し
て
、
市
民
と
し
、

て
は
非
霜
な
幸
樅
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
事
吹
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
時
局
が
ど
う
転
換
い
た
し
ま
す
か
、
こ
れ
は
人
間
の
力
で
は
測

定
で
き
ま
せ
ん
が
｀
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こ
う
い
う
こ
と
を
と
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
よ
く
考
え
て
み
ま
す
る
と
い
う
と

い
ま
の
状
況
で
も
っ
て
近
い
将
来
の
こ
と
を
推
し
ま
す
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
四
日
市
が
落
ち
ぷ
れ
て
、
予
算
措
置
が
で

き
な
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
凪
い
ま
す
る
し
、
ま
た
た
び
た
び
申
し
上
げ
ま
す
る
よ
う
に
、
し
ば
ら
く
は
低
迷
を
す
る
で

あ
り
ま
し
よ
う
c

け
れ
ど
も
だ
い
た
い
に
お
き
ま
し
て
は
、
四
日
市
と
し
ま
し
て
は
発
展
的
な
コ
ー
ス
を
と
る
も
の
だ
と
い
う
考
え
の
も

と
に
、
こ
れ
だ
け
の
予
算
外
の
こ
と
を
ゃ
ら
し
て
い
た
だ
い
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
•
そ
の
金
額
の
中
に
も
さ
ら
に
市
長
と
い
た
し

ま
し
て
は
大
事
を
と
り
ま
し
て
、
相
当
な
閲
整
的
な
意
味
あ
い
の
こ
と
を
や
っ
て
お
る
こ
と
は
か
ね
が
ね
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
る
の
で

丸
棟
で
そ
れ
の
御
心
配
を
な
さ
る
必
要
は
な
い
と
恩
い
ま
す
。
と
く
に
私
は
、
お
前
が
市
長
し
て
お
る
か
し
て
お
ら
ぬ
か
わ
か
ら
ぬ
じ
ゃ

i

な
い
か
、
だ
か
ら
そ
の
間
に
な
に
も
か
も
片
づ
け
て
い
け
と
、
こ
う
い
わ
れ
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
は
は
な
は
だ
失
礼
で
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
｀
ど
こ
の
市
の
財
政
問
凶
に
つ
き
ま
し
て
も
私
は
き
っ
と
や
り
に
く
い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
点
に
つ
き
ま

し
て
は
で
き
る
限
り
ひ
と
つ
広
い
意
味
で
御
解
釈
を
い
た
だ
い
て
、
そ
う
し
て
わ
れ
わ
れ
が
い
ま
予
冥
外
義
務
負
担
を
組
ん
で
お
り
ま
す

も
の
が
、
そ
の
ま
ま
す
ら
す
ら
と
償
遥
で
き
、
か
つ
そ
の
ほ
か
に
余
裕
の
で
き
る
よ
う
な
も
の
を
早
く
誘
致
し
た
い
と
、
そ
う
い
う
状
態

に
も
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
し
、
そ
う
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
、
こ
う
考
え
て
や
っ
て
お
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
ー
ど
う
か
任
期
中
云
々
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
は
ひ
と
つ
私
の
考
え
と
述
い
ま
す
る
の
で
、
自
分
の
所
壊
を
申
し
上
げ
て

御
了
解
を
え
た
い
と
、
こ
う
恩
い
ま
す
。

理
事
者
の
答
弁
に
反
発
す
る
に
当
た
り
ま
し
て
｀

査
に
あ
い
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

ま
こ
と
に
申
し
わ
け
な
い
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
る
け
れ
ど
も
、
先
ほ

＇ ， 
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ど
の
オ
ー
建
設
部
長
の
答
弁
に
よ
り
ま
す
る
と
、
宮
田
は
二
千
ミ
リ
と
、
こ
れ
は
担
当
の
部
長
が
お
っ
し
や
る
の
で
私
の
間
違
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。
二
千
ミ
リ
で
も
っ
て
あ
の
く
ら
い
に
水
が
あ
ふ
れ
る
も
の
を
、
先
ほ
ど
の
答
弁
で
も
う
千
‘
‘
、
IJ
あ
れ
ば
こ
れ
は
片
づ
く
と
お
っ

し
や
っ
た
が
、
技
術
者
の
建
設
部
長
と
し
て
得
心
が
で
き
る
か
否
や
を
も
う
ー
ペ
ん
尋
ね
た
い
。

あ
ま
り
く
ど
く
ど
印
し
上
げ
ま
す
と
佐
さ
ん
に
ま
た
お
し
か
り
を
こ
う
む
り
ま
す
の
で
｀
簡
単
に
迫
っ
て
い
き
ま
す
る
げ
れ
ど
も
、
次

i
c
ど
ぷ
川
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
長
の
答
弁
に
よ
り
ま
す
る
と
、
む
か
し
に
つ
く
っ
た
も
の
だ
か
ら
そ
の
ま
ま
残
し
て
お
く
の
が
理

想
的
と
、
こ
う
い
う
こ
と
が
出
て
お
り
ま
し
た
の
と
、
少
し
で
も
水
遊
び
の
と
こ
ろ
を
つ
く
こ
て
い
き
た
い
、
も
う
ー
つ
は
非
常
の
場
合

に
迎
難
す
る
掲
所
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
困
る
と
い
う
よ
う
な
等
々
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
む
か
し
に
で
き
た
も
の
を
い
ま
こ
わ
す
こ
と

は
で
き
な
い
、
そ
の
姿
が
一
爵
い
い
と
い
う
こ
と
は
、
明
治
紬
新
の
姿
が
一
薔
よ
ろ
し
い
ん
で
す
か
、
市
長
C

時
代
は
進
歩
し
て
お
り
ま

す
。
と

fflし
ま
す
る
の
は
、
む
か
し
は
地
盤
が
沈
下
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
c

沈
下
い
た
し
た
の
は
、
私
が
鋳
造
業
を
始
め
る
前
の
昭
和

十
二
年
ま
で
は
沈
下
は
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
後
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
c

そ
れ
以
前
の
沈
下
せ
ぬ
と
き
の
そ
の
ま
ま
が
い

い
と
市
艮
、
仰
せ
ら
れ
る
の
で
す
か
。
沈
下
し
た
か
ら
こ
そ
は
じ
め
て
わ
れ
わ
れ
が
心
配
し
て
｀
つ
ぷ
し
た
い
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
念

屈
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
う
ー
つ
は
、
密
染
地
滞
で
避
難
場
所
に
困
る
と
お
っ
し
ゃ

r
た
が
、
．
川
の
中
に
避
難
が
で
き
る
の
か
。

．．．． 
（聞

も
に
く
い
）
避
難
が
で
き
ま
す
ぞ
c

あ
ん
な
ど
ぷ
川
に
ど
う
し
て
避
難
が
で
き
ま
す
か
e

空
製
で
も
あ
っ
た
と
き
に
ほ
川
の
中
に
逃
げ
ま

す
が
・
・
・
・
（
聞
さ
に
く
い
）
よ
ろ
し
い
か
C

も
う

l

つ
は
、
東
は
密
集
地
術
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
す
こ
へ
火
事
が
あ
っ
た
場
合
に
ど
っ
か

ら
ポ
ン
プ
が
入
れ
る
か
と
、
あ
の
土
地
を
つ
い
て
い
ま
の
東
紡
の
高
に
あ
る
広
洲
原
の
一
術
の
広
い
道
路
か
ら
、
三
本
か
四
本
道
路
を
東

向
い
て
貫
通
す
れ
ば
、
は
じ
め
て
ボ
ン
プ
が
入
れ
ま
す
ぞ
＇
あ
ん
な
大
き
な
川
に
ど
う
や

2

て
・
・
・
・
（
聞
き
に
く
い
）
が
つ
く
れ
ま
す
か
。

ど
う
で
す
、
市
只
。
そ
れ
で
も
あ
な
た
は
立
だ
粕
め
る
こ
と
で
き
ぬ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

そ
の
次
に
、
先
ほ
ど
市
長
は
、
山
口
揺
μ
が
川
の
問
題
を
御
心
配
に
な
っ
て
お
る
、
そ
れ
は
た
し
か
に
同
感
で
、
．
私
も
普
処
し
て
お
る

が
と
い
う
答
弁
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
た
し
か
に
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
指
摘
さ
れ
ま
す
土
地
が
違
い
ま
す
c

あ
れ
は
、
＋
志

川
か
ら
米
洗
川
の
間
の
こ
と
を
私
が
前
の
市
脹
会
の
と
き
に
る
る
申
し
上
げ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
が
き
よ
う
申
し
上
げ
て
お
る

の
は
十
志
川
以
北
、
富
洲
原
の
東
洋
紡
籾
の
地
下
の
水
が
走
っ
て
お
る
ぽ
う
大
な
区
城
を
申
し
上
げ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
e

こ
の
水

を
い
か
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
、

l

つ
の
質
問
の
論
廿
の
頂
点
で
ご
ざ
い
ま
す
C

も
う
一
殷
、
こ
の
点
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
｀
次
の
予
坑
外
函
務
れ
捐
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
市
長
の
わ
っ
し
ゃ
る
こ
と
も
よ
く
う
な
ず
か
れ
ま
す
c

け
れ
ど
も
私

の
い
い
立
し
た
本
け
は
、
予
＃
外
鉛
務
伍
姐
は
や
る
な
と
私
は
い
う
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
で
き
な
●
と
い
う
よ
う
な
こ
と
な
れ

ば
仕
事
が
で
き
る
か
、
と
い
う
ふ
う
に
い
ま
聞
さ
取
り
ま
し
た
が
、
や
る
な
と
は
い
い
ま
せ
ん
C

い
(
ら
や
つ
て
も
い
い
け
れ
ど
も
ヽ
自

分
の
任
期
中
に
処
理
せ
よ
と
い
う
こ
と
は
｀

負
担
で
や
る
の
は
、

い
ま
ま
で
の
歴
代
の
市
長
が
予
第
外
説
務
負
担
を
や
っ
た
か
ゃ
ら
な
い
か
と
、

い
ま
ま
で
歴

代
の
市
長
が
予
杯
外
鉗
務
負
組
で
あ
と
の
市
長
の
向
役
の
憂
い
の
な
い
よ
う
に
、
そ
う
い
う
む
ち
ゃ
な
政
策
は
と
っ
て
き
て
お
ら
な
い
は

ず
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
う
一
っ
島
市
長
が
窃
山
市
の
例
を
と
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
偕
金
の
一
薔
い
い
実
例
を
と
っ
て
、
こ
れ
を
一
番
い

い
実
例
や
と
い
う
こ
と
を
廿
さ
ん
の
前
で
だ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た
が
、
伯
金
を
一
番
り
っ
ば
な
も
の
と
お
っ
し
や
る
の
は
、
お
そ
ら
く
市

長
き
り
な
い
で
す
や
ろ
°
ど
ん
な
人
間
に
で
も
。
伯
金
の
な
い
の
が
一
番
存
ば
し
い
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
c

そ
の
借
金
の
宮
山
を
例
に
と

っ
て
、
あ
な
た
は
あ
れ
く
ら
い
や
れ
ば
り
っ
ば
な
も
ん
や
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
借
金
を
し
て
し
ま
っ
て
一
番
こ
れ
が
偉
い
政

治
家
と
ゼ
し
ゃ
る
の
は
｀
お
そ
ら
く
平
田
市
長
く
ら
い
や
と
私
は
息
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
や
る
な
と
は
い
、
い
ま
せ
ん
。
や
っ
て
も
い

い
か
ら
、
予
算
に
の
せ
ん
と
毅
務
負
担
I
C
迅
い
な
か
せ
れ
ば
彎
約
手
を
乱
発
し
ま
す
。
約
手
を
乱
発
し
た
限
り
は
任
期
う
ち
に
処
理
せ
よ

と
、
任
期
う
ち
に
よ
●
処
理
し
な
か
っ
た
も
の
な
れ
ば
、
や
め
て
お
い
た
ら
ど
う
で
す
か
と
い
う
の
が
私
の
あ
な
た
に
い
っ
た
こ
と
ば
で

ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
い
か
。
そ
れ
を
や
る
か
わ
り
に
で
き
る
な
れ
ば
艮
期
債
で
も
っ
て
や
る
の
が
本
筋
で
ご
ざ
い
ま
す
Q

予
罪
外
義
務

ま
が
っ
た
行
き
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
事
棠
で
金
が
足
ら
ん
で
、
莉
利
貸
し
に
行
っ
て
借
り
る
の
と
違
い
ご

り

，
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ざ
い
ま
せ
ん
。
高
利
貸
し
に
金
借
り
て
事
業
を
や
っ
て
、
そ
れ
で
り
っ
ば
な
政
治
家
と
は
ち
ょ

r
と
う
な
ず
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
c

そ

れ
は
見
解
の
相
迩
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
市
長
の
行
き
方
と
私
ら
み
た
い
な
市
会
餓
貝
の
こ

r
ば
の
い
う
こ
と
と
問
題
は
違
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
い
く
ら
わ
れ
わ
れ
で
も
少
し
く
ら
い
は
知
恵
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
な
た
の
そ
の
は
し

r
ぼ
で
も
利
益
の
上
る
こ
と
な
れ
ば
な
と

凪
っ
て
私
は
あ
な
た
に
巾
し
上
げ
て
お
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す

9

そ
う
い
た
し
ま
し
て
ほ
ん
と
う
の
堅
実
な
市
政
に
も
っ
て
い
っ
て
い
た

だ
き
、
ま
た
次
の
市
長
が
変
る
変
ら
な
い
は
別
問
阻
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
借
金
が
な
か
っ
た
ら
次
の
市
長
が
自
分
の
思
う
よ
う
な
腹
ー

杯
の
仕
事
が
で
き
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
店
山
の
こ
と
を
例
に
あ
げ
て
、
そ
の
よ
う
に
や
れ
ば
、
富
山
が
い
ま
な
に
も
仕
事
を
せ
ん

と
偕
金
ば
っ
か
り
負
っ
て
い
く
と
、
前
に
や
っ
た
市
長
の
お
か
げ
で
、

れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、

申
し
上
げ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
だ
れ
し
も
仕
事
は
し
た
い
。
仕
事
を
し
た
く
な
い
の
は
、
お
そ
ら
く
し
ゃ
ば
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
す

や
ろ
。
そ
の
と
き
に
、
前
の
市
氏
の
伯
金
の
エ
而
を
あ
と
の
市
長
は
エ
而
で
き
ぬ
、
こ
ん
な
み
じ
め
な
姿
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
c

任
期
中
に

偕
金
返
せ
な
か
っ
た
ら
、
長
期
偵
で
処
理
し
な
さ
い
と
い
う
の
が
私
の
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
話
長
（
山
本
三
郎
廿
）

オ
ー
建
設
部
長
。

＇ 

'

,

l

'

，

ー

ー

'

,

'

~9,' 〔
オ
ー
建
設
部
長
（
城
井
義
夫
君
）
登
壇
〕

0
オ
ー
建
設
部
長
（
城
井
義
夫
君
）

百
二
十
ト
ン
前
後
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
に
一
台
加
え
ま
し
て
三
百
二
、
三
十
ト
ン
の
能
力
を
も
っ
て
い
く
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ

の
計
画
は
す
で
に
建
設
省
に
も
見
せ
て
お
り
ま
し
て
、
わ
れ
わ
れ
技
術
屈
の
立
場
か
ら
そ
の
ポ
ン
プ
が
増
強
さ
れ
ま
す
と
、

一
応
ポ
ン
プ

能
力
と
し
て
は
十
分
で
あ
る
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
に
付
帯
的
に
い
ろ
い
ろ
水
路
改
修
そ
の
他
を
伴
↓
い
ま

し
た
最
終
的
な
計
画
の
も
と
に
大
丈
夫
で
あ
る
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
近
鉄
か
ら
西
に
至
り
ま
す
と
、
非
常
に
富
洲
原

方
面
と
窃
田
と
の
分
水
磁
の
関
係
が
複
雑
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の
点
の
水
路
改
修
も
計
画
に
入
れ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
次
オ

0
市
長
（
平
田
佐
矩
氾
）

い
ま
は
仕
事
せ
ん
と
借
金
の
処
理
を
き
ゆ
う
き
ゅ
う
と
や
ら
な
け

い
ま
の
訳
山
の
市
長
が
ど
ん
な
に
気
の
森
か
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
私
は
、
そ
れ
を

午
後
四
時
十
分
休
憩

午
後
四
時
二
十
七
分
再
開
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先
ほ
ど
御
説
明
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
う
に
、
現
在
、
富
田
の
ポ
ン
プ
場
の
能
力
は
毎
分
二

で
ご
ざ
い
ま
す
。
・

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
社
）
登
壇
〕

た
だ
い
ま
避
難
と
い
う
こ
と
ば
を
巾
し
た
か
し
れ
ま
せ
ん
が
、
避
難
と
い
う
こ
と
は
川
の
中
に
入
っ
て
避
難

せ
よ
と
い
う
意
味
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

い
わ
ゆ
る
災
害
を
防
止
す
る
の
に
は
あ
あ
い
う
広
い
場
所
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

口
信
生
祖
「
市
長
、
も
う
少
し
大
き
い
声
で
願
い
ま
す
」
と
呼
ぷ
）
避
難
と
い
う
こ
と
ば
を
使
い
ま
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
災
害
を

防
止
す
る
場
所
と
し
て
は
あ
あ
い
う
広
い
場
所
が
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
も
う
ー
つ
水
の
根
本
対
策
に
つ
き
ま
し
て
、
あ
す
こ
は
わ
し
の
い
う
て
お
る
区
域
と
迩
う
と
、
こ
う
い
う
仰
せ
で
す
け
れ

ど
も
、
私
は
や
は
り
全
般
的
な
考
え
だ
と
、
こ
う
惑
じ
ま
し
て
、
十
志
以
北
の
水
の
処
趾
に
つ
き
ま
し
て
も
そ
の
考
え
を
も
っ
て
お
り
ま

す
。
ゃ
は
り
会
社
の
考
え
方
と
し
て
は
、
川
の
下
の
ほ
う
で
も
っ
て
北
の
ほ
う
へ
流
れ
て
い
く
よ
う
に
し
て
。
あ
す
こ
で
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ

し
て
下
に
流
れ
る
水
を
あ
の
辺
で
少
し
細
節
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
お
る
と
申
し
上
げ
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
c

そ
の
点
は
や
は
り
あ
の
辺
の
影
響
す
る
と
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
も
し
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
と
い
う
と
、
非
常
に
富

0
訊
長
（
山
本
三
郎
む
）

休
紐
前
に
引
き
続
き
ま
し
て
、
会
議
を
開
き
ま
す
。

暫
時
、
休
紐
い
た
し
ま
す
c

も
う
一
度
｀
そ
の
点
を
御
回
答
願
い
た
い
と
息
い
ま
す
。

＼
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:
'
〔
市
長
（
平
田
佐
矩
社
）
丑
壇
〕

ollf長
（
平
田
佐
矩
社
）

田
付
近
の
堀
川
に
流
れ
込
む
水
の
分
羹
と
い
う
も
の
が
よ
ほ
ど
変
っ
て
く
る
と
い
う
考
え
方
に
、
調
査
し
た
結
果
の
解
釈
を
し
た
と
い
う
—

.

／
0
 

？． 

こ
と
を
お
答
え
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
の
で
、
，
そ
れ
は
訊
解
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
c

そ
れ
か
ら
、
ま
た
少
し
く
ど
い
よ
う
で
す
け
れ
ど
予
算
外
毅
務
負
担
の
問
図
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
も
う
今
日
ま
で
こ
と

O
B
こ

り
ま
す
た
び
に
皆
さ
ん
の
御
了
承
を
え
ま
し
て
踏
み
行
な
っ
て
お
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
た
だ
市
長
の
在
任
中
に
ち
ゃ
ん
と
片
づ
け

る
よ
う
に
し
て
お
か
れ
る
の
が
お
前
の
た
め
だ
ぞ
と
仰
せ
ら
れ
ま
す
が
、
や
は
り
こ
れ
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
は
、
ち
ょ
r

と
こ
れ
だ
け
の

大
き
な
金
額
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
こ
れ
は
で
き
ぬ
と
息
い
ま
す
r

ま
た
、
将
来
と
い
え
ど
も
必
要
が
起
こ
れ
ば
、
皆
さ
ん
の
御
了
承
を
え

ら
れ
る
こ
と
な
れ
ば
取
り
進
め
て
い
き
た
い
と
恩
い
ま
す
。
ま
た
、
た
だ
い
ま
仰
せ
ら
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
そ
う
い
う
も
の

に
つ
い
て
は
緊
縮
な
考
え
を
も
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
御
意
見
ご
も

r
と
も
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
よ
く
戒
心
は
い
た
し
ま
す
る
が
、
し
；

か
し
ゃ
は
り
四
日
市
の
た
め
に
こ
の
ほ
う
が
い
い
と
、
こ
う
市
長
が
考
え
ま
し
た
こ
と
は
率
直
に
巾
し
上
げ
ま
し
て
(
’
謡
会
の
御
判
断
も

わ
ず
ら
わ
し
て
、
そ
う
し
て
取
拾
し
て
い
た
だ
い
た
上
て
宍
行
さ
し
て
い
た
だ
く
、
こ
う
い
う
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

そ
の
点
ひ
と
つ
よ
ろ
し
く
御
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
息
い
ま
す
。

0
山
口
信
生
社
筒
川
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
日
席
か
ら
わ
覇
い
し
ま
す
c

建
設
部
長
の
答
弁
は
技
術
凪
と
し
て
の
芥
弁
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
迩
う
と
い
う
こ
と
は
し
ろ
う
と
の
わ
れ
わ
れ
か
ら
い
う
こ
と
ば
で
．

ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
一
応
建
設
部
長
の
甘
を
侶
用
い
た
し
ま
し
て
引
き
下
り
ま
す
が
、
．
後
刻
わ
れ
わ
れ
が
あ
な
た
の
答
弁
に
基
づ
い
て

調
在
を
し
て
、
改
め
て
次
の
と
さ
に
も
う
一
度
見
解
を
む
伺
い
し
ま
す
か
ら
、
そ
の
分
だ
け
を
留
保
し
て
お
き
ま
す
と
と
も
に
、
一
刻
も

早
く
い
ま
の
仕
市
を
巡
め
て
い
た
だ
さ
た
い
。
、
そ
う
し
て
市
此
の
先
ほ
ど
、
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
殿
貝
と
し
て
い
う
の
は
ま
こ
と
に
あ
ほ
や

な
と
い
わ
れ
て
も
仕
方
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
予
節
外
義
務
凸
担
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
乱
用
し
て
お
み
え
に
な
る
の
で
私
は
い
う
て
お
り

ま
す
。
こ
う
い
う
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
と
さ
に
予
れ
~
外
義
務
n

祖
を
や
る
と
い
う
方
法
は
使
え
ぬ
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
＂
い
ま
の
計
画
に

よ
り
ま
す
る
と
農
林
省
か
建
設
省
か
わ
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
運
動
し
て
実
の
な
る
の
は
お
そ
ら
く
早
く
て
二
年
先
で
ご
ざ
い

ま
し
よ
う
9

一
年
先
と
い
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ぬ
と
い
う
こ
と
は
わ
か
り
き
っ
て
お
り
ま
す
c

そ
う
い
た
し
ま
す
と
、
わ
れ
わ
れ
が
な

ん
で
甘
を
つ
ら
ん
な
ら
ぬ
か
し
ら
ぬ
仕
儀
に
な
る
。
そ
う
い
う
苦
術
を
助
け
る
意
味
で
も
っ
て
予
算
外
義
務
負
担
の
金
を
ひ
と
つ
流
用
で

ー
つ
だ
け
、
ま
た
あ
と
で

liHさ
ま
す
が

．．．． 
。
よ
ろ
し
い
か
c

み
ず
か
ら
沈
没
し
た
村
を
救
う
た
め
、
よ
そ
の

こ
と
を
い
う
て
悪
い
で
す
け
れ
ど
も
疇

lll
の
中
へ
鉄
筋
を
建
て
る
く
ら
い
の
金
が
あ
っ
た
ら
、
水
に
つ
か
っ
て
お
る
と
こ
ろ
に
た
ち
行
か

ぬ
と
い
う
こ
と
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
劣
え
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
意
息
は
な
い
か
。
こ
れ
は
問
う
の
が
あ
ほ
で
す
ぞ
c

い
ま
の
建
股
郎
艮
の
説
明
で
は
た
し
か
に
そ
う
い
う
ふ
う
に
も
っ
て
い
っ
て
お
る
と
わ
か
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

な
金
が
あ
っ
た
ら
、
沈
没
し
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
助
け
る
窓
息
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
答
弁
ー
~
゜

い
く
ら
早
く
と
も
一
年
先

が
最
上
の
上
、
ふ
つ
う
に
い
け
ば
二
年
先
で
す
や
ろ
c

二
年
先
ま
で
お
そ
ら
く
こ
れ
か
ら
許
可
に
な
っ
て
、
完
成
す
る
の
は
三
年
先
。
わ

れ
わ
れ
が
そ
れ
ま
で
甘
つ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
穎
り
な
く
て
仕
方
な
い
の
で
、
山
の
中
に
鉄
筋
の
学
校
を
建
て
る
よ
う

山
の
中
の
お
話
が
出
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
御
承
知
の
と
お
り
低
利
資
金
を
借
り
ま
し
て
や
る
の
で
ご
ざ
い
ま

し
て
、
ご
く
わ
ず
か
し
か

111と
し
て
は
山
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
も
う
す
で
に
御
了
承
願
い
ま
し
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
．
．

ど
う
ぞ
ひ
と
つ
・
・
・
・
。

（
山
口
伯
生
社
「
迩
う
2

迩
う
。
そ
う
い
う
気
持
ち
に
な
り
は
せ
ん
か
と
い
う
こ
と
」
と
呼
ぷ
）

そ
れ
か
ら
蝙
た
だ
い
ま
の
お
話
の
予
郭
外
筏
務

11担
で
、
そ
う
い
う
現
央
に
囚
っ
て
お
る
も
の
を
や
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
御
意
見
で

ど
ざ
い
ま
す
が
、
ご
も
っ
と
も
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
で
き
る
だ
け
そ
う
い
う
措
説
も
や
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
で

き
れ
ば
や
は
り
正
規
の
ワ
ク
に
乗
せ
て
、
補
肋
と
か
起
依
が
と
れ
る
も
の
は
と
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
が
念
顧
で
ご
ざ
い
ま
す

決
し
て
別
に
惜
し
み
は
い
た
し
ま
せ
ん
が
、
で
き
れ
ば
そ
う
い
う
ワ
ク
の
上
に
乗
せ
さ
し
て
い
た
だ
い
て
お
願
い
で
き
る
も
の
は
お
願
い

さ
ぬ
か
、
ど
う
で
す
か
。
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〔
山
口
伯
生
打
狂
堕
〕

い
た
い
と
息
い
ま
す
。

ま
す
。
し
か
し
鸞
地
方
の
方
々
、
佐
さ
ん
が
熱
訊
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
は
十
分
考
え
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す

た
だ
い
ま
の
と
こ
ろ
私
の
ガ
え
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
や
は
り
あ
あ
い
う
水
域
は
で
き
る
だ
け
ひ
と
つ
い
い
状
態
に
し
て
保
存
し
て
い
き

た
い
と
い
う
の
が
刑
念
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
例
が
迩
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ち
よ
う
ど
こ
ち
ら
の
ほ
う
の
稲
葉
町
の
入
江
が

し
た
が
｀
は
な
は
だ
不
＊
意
で
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
水
披
を
せ
ば
め
る
と
こ
ろ
の
意
思
は
も
ち
ま
せ
ん
と
｀
は
っ
き
り
お
答
え
申

し
上
げ
て
お
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
長
の
伯
念
に
お
さ
ま
し
て
あ
ま
り
変
り
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
ぞ
ひ
と
つ
御
了
承
を
願

ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
つ
さ
ま
し
て
も
地
元
の
ほ
う
か
ら
埋
め
て
し
ま
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
御
要
請
が
ご
ざ
い
ま

域
は
そ
の
出
ま
作
存
さ
し
て
い
た
だ
さ
た
い
と
い
う
辿
竹
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
そ
の
点
あ
し
か
ら
ず
御
了
承
願
い
た
い
と
思
い

い
う
御
応
見
に
は
、

い
出
肛
ち
に
私
、

お
答
え

lfl
し
上
げ
か
ね
る
こ
と
は
こ
の
前
も
巾
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、

で
き
る
だ
け
ひ
と
つ
水

よ
い
も
の
に
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
は
山
し
て
お
り
ま
す
が
、
あ
れ
を
三
皿
か
五
間
の
も
の
に
埋
め
て
処
理
し
て
し
ま
え
と

〇
市
長
（
平
田
佐
矩
社
）

（
続
）

そ
れ
で
、
た
だ
い
ま
の
考
え
方
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
整
備
い
た
し
ま
し
て
心
持
ち
の

〇
訊
氏
（
山
本
三
郎
社
）

ど
う
ぞ
。

ow此
（
平
田
佐
矩
社
）

（秘）

答
え
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

、。
’
>
 

〇
訊
長

(lh本
一
二
郎
社
）

w長
、
ち
よ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
山
口
脹
貝
、
誰
長
の
発
茸
の
許
可
を
も
ら
っ
て
か
ら
や
っ
て
く
だ
さ

い） 0
市
長
（
平
田
佐
矩
油
）

地
区
の
こ
と
を
お
聞
き
し
て
お
る
と
、
私
は
思
っ
て
お
る
ん
で
す
が

．．．． 
（
山
口
信
生
君
発
言
、
聞
き
に
く

〔
W
艮
（
平
田
佐
矩
社
）
狂
壇

u

市
長
、
こ
こ
で
狐
下
げ
ろ
と
い
う
こ
と
は
酷
や
で
私
は
い
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
う
い
う
声
を
か
ら
し

て
い
う
真
珊
を
く
ん
で
、
脹
会
と
い
う
も
の
は
な
に
も
の
か
と
い
う
こ
と
は
地
区
の
も
の
が
一
番
よ
く
知
っ
て
お
る
の
や
。
い
ま
少
し
地

区
の
こ
と
を
冊
い
て
稽
処
し
立
す
と
い
う
こ
と
を
明
甘
し
て
い
た
だ
も
ま
す
。

0
山
口
信
生
社

「
や
め
と
け
」
と
呼

、，
．

ら
な
か
っ
た
ら
、
な
る
ま
で
や
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

（
笑
芦
）

olll
口
俯
生
君

し
た
い
。
こ
う
い
う
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
の
お
困
り
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
十
分
よ
く
承
知
し
て
お
り
ま
す
の
で

で
き
る
限
り
最
善
を
尽
し
ま
し
て
、
部
課
長
を
督
励
し
ま
し
て
窓
に
沿
う
よ
う
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

も
う
一
点
、
市
長
に
聞
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
先
ほ
ど
く
ど
い
よ
う
に
申
し
て
お
り
ま
す
る
が
、
ど
ぷ
川
の
件
で
ご
ざ
い

ま
す
る
け
れ
ど
も
、
く
ど
く
ど
と
私
が
説
明
し
て
肘
論
的
に
や
り
ま
し
て
、
埋
立
て
す
る
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
か
な
ら
な
い
か
。
な

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
沼
）
狂
坑
〕

0
市
長
（
平
田
佐
矩
む
）

閲
整
を
す
る
と
、

た
だ
い
ま
の
と
こ
ろ
、
ど
ぷ
川
を
埋
め
る
と
い
う
大
そ
れ
た
考
え
は
も
っ
て
お
り
ま
せ
ん
c

た
だ
、

い
ま
の

い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
い
た
し
ま
し
て
で
き
る
限
り
環
様
を
よ
く
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
努
力
さ
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
前
か
ら

ruし
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
実
行
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
c

あ
れ
を
埋
め
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ち
ょ
？
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
ま
た
幅
を
せ
ば
め
て
三
間
か
五

llU
に
し
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う
か
と
、
こ
う

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
で
き
る
限
り
は
ひ
と
つ
御
容
赦
を
願
い
た
い
と
い
う
の
が
・
,
.. 
（
山
口
信

い
う
御
窓
見
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
疇

生
召
「
御
容
赦
と
は
述
い
立
す
。
私
の
い
う
て
お
る
こ
と
が

110迩
っ
て
お
っ
た
ら
ひ
っ
こ
め
ま
す
。
そ
れ
で
、
私
は
あ
な
た
が
納
得
い
く

ま
で
討
論
や
っ
て
み
た
い
と
息
い
ま
す
。
仔
さ
ん
が
、
山
口
や
め
て
お
け
と
い
う
の
な
ら
ゃ
り
ま
せ
ん
」
と
呼
ぷ
゜

ぶ
者
あ
り
C

山
口
俯
生
廿
「
よ
く
、
わ
か
っ
た
。
訊
艮
｀
狼
長
」
と
呼
ぷ
）

-?？-
＼
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〇
餓
長
（
山
本
一
二
郎
君
）

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

な
い
の
一
酋
で
押
し
切
ら
れ
る
の
か
、
も
う
一
股
返
答
顧
い
ま
す
。

せ
ば
め
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
先
ほ
ど
か
ら
な
ん
ぺ
ん
か
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
根
拠
は
な
に
か
と
い
う
こ
と

0
市
長
（
平
田
佐
矩
社
）

根
拠
は
、
今
H
ま
で
の
こ
の
水
の
自
然
の
姿
と
い
う
も
の
が
、
や
は
り
あ
れ
を
要
求
し
た
か
ら
で
き
上
っ
て

き
た
。
こ
れ
に
か
わ
る
ぺ
き
こ
と
を
ゃ
ろ
う
と
息
い
ま
す
と
、
そ
れ
に
か
わ
る
よ
う
な
思
い
切
っ
た
政
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
c

そ
れ
に
は
や
は
り
最
前
も
仰
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、
水
城
の
水
の
収
梨
し
て
く
る
場
面
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
変
更
し
て
い
く
か
、
．
調
節
が
つ

い
て
い
く
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
私
は
好
ま
し
い
と
恩
い
ま
す
c

ど
う
い
う
理
由
だ
と
お
っ
し
ゃ
れ
ば，
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水
域
を
せ
ば
め
た
く
な
い
、
私
は
水
域
を
せ
ば
め
た
く
な
い
か
ら
そ
う
申
し
上
げ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
自
然
の
要
請
が
あ

っ
て
、

い
ま
す
で
に
あ
の
と
こ
ろ
で
も
r

て
水
を
収
集
し
て
、
そ
う
し
て
北
の
ほ
う
で
も
っ
て
は
か
し
て
お
る
と
、
あ
の
状
態
が
私
は
決

し
て
悪
い
も
の
だ
と
は
息
っ
て
い
な
い
。
水
域
は
い
か
に
も
生
々
と
し
て
生
か
し
て
い
く
ぺ
き
も
の
で
あ
る
と
、
こ
う
考
え
て
お
り
ま
す

そ
れ
と
同
じ
こ
と
を
稲
棠
町
の
例
に
お
さ
ま
し
て
も
、
巾
し
上
げ
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
そ
の
へ
ん
、
ひ
と
つ
御
了
承
願
い

た
い
と
息
い
ま
す
。

〔
山
口
侶
生
社
狂
壇
〕

0
山
口
伯
生
む

水
城
を
せ
ば
め
た
く
な
い
と
再
三
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
る
が
、

り
ま
す
。
自
治
＾
ム
、
姉
人
会
、
あ
ら
ゆ
る
屈
か
ら
陳
梢
害
が
出
て
お
り
ま
す
c

そ
れ
で
も
市
長
一
人
の
力
で
も
っ
て
水
域
は
せ
ば
め
た
＜

〇
脹
長
（
山
本
三
郎
社
）

午
餃
五
時
七
分
再
開

休
訊
前
に
引
き
続
き
ま
し
て
、
会
臨
を
開
き
ま
す
，

0
野
呂
幸
太
郎
君

す
の
で
、
委
只
会
と
い
た
し
ま
し
て
慎
固
に
審
議
を
い
た
し
た
い
と
息
い
ま
す
c

従
い
ま
し
て
、
山
口
臨
員
の
発
言
は
、
こ
こ
で
打
ち
切

っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
助
議
を
扱
出
い
た
し
ま
す
。

0
山
口
信
生
君

た
だ
い
ま
山
口
版
且
の
発
行
中
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
建
設
委
且
会
に
付
託
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

（
「
賛
成
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
）

建
設
委
貝
会
の
野
呂
妥
且
長
が
中
に
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
し
あ
わ
せ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

を
改
め
て
答
弁
屈
い
ま
す
。

〔
市
艮
（
平
田
佐
矩
社
）
登
坑
〕

0
山
口
侶
生
社

〔
山
口
信
生
社
登
槙
〕

そ
れ
を
聞
い
て
、
追
及
し
ま
す
。

と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

い
ま
少
し
時
間
の
拝
借
を
お
顧
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
「
磁
長
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）
野
呂
議
員
c

午
後
四
時
四
十
七
分
休
憩

沢
重
な
時
間
を
山
口
が
長
々
と
と
り
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
あ
い
す
ま
ぬ
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
が
、
ひ
と
つ
同
僚
の
こ

先
ほ
ど
の
市
長
の
答
弁
に
よ
り
ま
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
と
い
う
御
答
弁
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
さ
す
れ
ば
、
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
は
財
政
面
で
で
き
な
い
と
お
っ
し
や
る
ん
か
、
よ
ろ
し
い
か
、
ど
う
い
う
理
由
で
で
き
な
い
と
お
っ
し
や
る
の
か
。
環
境
を
よ
く

す
る
、
現
境
を
よ
く
す
る
で
は
、
斑
境
が
よ
く
な
る
と
だ
れ
が
受
益
す
る
の
か
。
と
い
う
の
は
地
区
の
人
間
が
環
境
を
よ
く
し
て
受
益
す

る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
c

市
長
が
い
く
ら
斑
境
を
よ
く
す
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
も
｀
，
地
区
の
人
間
が
こ
れ
を
し
て
く
れ
と
い
う
こ
と
を
絶
対

い
か
ん
と
い
う
て
と
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
社
）
丑
壇
〕

0
市
長
（
平
田
佐
矩
む
）

水
域
は
、
で
さ
る
限
り
せ
ば
め
た
く
な
い
と
い
う
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
山
口
信
生
君

こ
の
謡
会
に
も
地
区
の
要
望
事
項
と
し
て
陳
情
が
出
て
お

-／」(J./；•、一， ＼
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ど
う
か
建
設
委
貝
会
も
私
の
市
し
ま
し
た
こ
と
を
頭
に
え
が
い
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
善
処
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
要
望
い
た
し
ま
し
て

も
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
の
点
ひ
と
つ
御
了
承
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
c

ま
ず
オ
ー
に
露
糊
対
策
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
昨
年
、
非
常
に
安
心
で
き
る
御
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
非
常
に
喜
び
合
っ
て
お
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
仕
事
は
逐
次
ゃ
ら
れ
て
お
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
本
年
に
な

り
ま
し
て
も
な
ん
の
手
記
も
し
て
な
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
す
で
に
六
月
も
半
ば
と
な
り
ま
し
て
、
九
月
の
台
風

期
も
間
近
か
に
迫
っ
て
お
り
ま
す

C

関
係
市
民
は
現
在
の
状
態
を
見
て
き
よ
う
き
よ
う
と
し
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
と
し
は
台
風
が

A

。
こ
の
ま
ま
で
は
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
お
そ
ら
＜
刈

絶
対
に
こ
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
だ
れ
が
保
証
す
る
も
の
が
あ
る
で
し
よ
う
カ

い
か
な
る
お
考
え
を
も
っ
て
お
ら

り
入
れ
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
Pt止
、
建
具
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
c

こ
れ
に
つ
い
て
、

れ
る
の
か
。
万
一
こ
の
工
事
が
で
き
な
い
と
き
に
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
以
前
に
県
市
の
関
係
も
あ
る
と
思
い
ま
す
か
ら
、
御
相
談
の
上

で
要
所
要
所
に
、
た
と
え
ば
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
土
の
う
等
を
秘
ん
で
、
ぜ
ひ
防
潮
対
策
を
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
念
願
し
て
お
り

ま
す
が
、

私
は
、
昨
年
お
辱
ね
し
た
こ
と
を
再
度
繰
り
返
し
ま
す
の
で
、
ご
く
簡
単
に
お
尋
ね
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
c

二
度

こ
れ
に
つ
い
て
オ
ー
建
設
部
長
並
び
に
市
長
の
お
考
え
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
c

こ
れ
が
オ
ー
点
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
市
有
財
腔
管
理
、
こ
れ
も
昨
年
の
十
二
月
に
お
尋
ね
い
た
し
た
件
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
昨
年
お
尋
ね
い
た
し
た
と
き
に
、

市
長
よ
り
近
く
係
か
あ
る
い
は
部
を
つ
く
っ
て
善
処
す
る
と
い
う
こ
と
を
い
わ
れ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、

い
ま
だ
に
い
っ
こ
う
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
市
民
が
非
祁
な
迷
惑
を
し
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す

C

も
ち
ろ
ん
、
・
市
の
将
来
に
も
お
そ
ら
く
暗
い
影
を

投
げ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
そ
の
一
例
を
あ
げ
て
御
参
考
に
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
最
近
の
市
道
買
収
の
中
で
私
の
知
っ
て
お
る

範
囲
だ
け
で
も
相
当
あ
る
と
息
い
ま
す
が
、
ま
ず
た
と
え
て
申
し
ま
す
な
ら
ば
子
酉
0

八
王
子
線
、
あ
る
い
は
昌
栄
0

小
生
線
、
あ
る
い

は
雨
池
ボ
ン
プ
場
等
々
、
い
ろ
い
ろ
と
只
収
契
約
し
た
工
事
が
、
珀
工
し
て
お
り
な
が
ら
登
記
の
手
続
き
が
で
き
な
い
の
を
理
由
に
、
半

年
以
上
も
支
払
い
を
延
期
さ
れ
て
お
る
と
●
う
吹
梢
が
い
ま
だ
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
四
日
市
の
発
展
は
一

日
も
休
む
こ
と
な
く
進
ん
で
お
り
ま
し
て
、
い
ま
目
の
前
に
起
こ
り
つ
つ
あ
る
問
題
に
は
、
日
永
の
信
号
所
の
駅
昇
格
に
よ
る
敷
地
買
収

の
問
題
、
あ
る
い
は
道
路
も
い
ま
か
ら
買
い
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
る
い
は
高
校
の
用
地
の
買
収
等
、
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
問
題
が
出
て
ま
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
市
合
併
の
と
き
か
ら
の
未
処
理
の
分
が
、
前
回
お
聞
き
い
た
し
ま

〗
し
た
と
き
に
六
千
件
近
く
も
あ
る
と
問
い
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
起
こ
り
つ
つ
あ
る
問
題
だ
け
を
処
理
す
る
の
に
精
い
っ
ば
い
で
あ
り
ま

す
が
、
か
よ
う
な
こ
と
で
は
非
常
に
不
安
を
感
じ
ま
す
。
将
来
も
非
常
な
禍
根
を
残
す
お
そ
れ
は
あ
り
は
し
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
、
市
長
の
費
任
あ
る
お
答
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
、
二
点
を
お
褐
ね
い
た
し
ま
す
。

n
オ
ー
建
設
部
長
（
城
井
義
夫
荘
）
登
壇
〕

0
オ
ー
建
設
部
長
（
城
井
裟
夫
打
）

高
潮
対
策
問
座
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
砧
潮
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
管
が
主
と
い
た
し
ま

し
て
運
輸
省
の
直
轄
工
事
、
眼
の
エ
務
局
関
係
並
び
に
土
木
事
務
所
関
係
と
三
つ
に
ま
た
が
っ
て
お
り
ま
す
e

こ
の
う
ち
先
ほ
ど
御
質
問

の
中
で
と
く
に
御
指
摘
に
な
り
ま
し
た
付
近
の
問
阻
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
、
．
エ
務
局
関
係
者
が
上
京
い
た
し
て
お
り
ま
し
て
、
十
五

日
ご
ろ
に
帰
る
予
定
に
問
い
て
お
り
ま
す
9

こ
れ
で
一
応
、
本
年
度
の
計
画
の
見
通
し
が
き
ま
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
早
速
、
県
と
巡
絡
を
と
り
ま
し
て
、
本
年
度
の
事
業
計
画
を
よ
く
辿
絡
を
と
り
た
い
、
こ
う
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
私

の
聞
い
て
お
り
ま
す
内
容
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
エ
務
局
関
係
で
だ
い
た
い
十
一
億
の
事
業
が
ま
だ
残
っ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

〔
志
積
政
一
君
登
坦
〕

0
志
秋
政
一
君

虹
間
を
打
ち
切
り
ま
す
。

〇
娯
長
（
山
本
三
郎
君
）

志
戟
議
貝
、
ど
う
ぞ
。
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私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

と
で
、
い
ろ
い
ろ
内
容
検
討
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
．
一

“
 

れ
を
約
一
割
減
ら
し
た
十
億
前
後
に
大
蔵
省
査
定
で
さ
せ
た
い
の
だ
と
い
う
こ

り
ま
す
。
こ
の
方
針
が
き
ま
り
ま

0
.

／
 

ま
し
て
；
•
こ
れ
が
一
両
日
で
工
務
局
の
ほ
う
か
ら
報
告
を
受
け
ら
れ
る
と
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お

こ
う
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
次
に
土
木
事
務
所
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
土
木

l

す
と
、
引
き
続
い
て
実
施
に
か
か
．
っ
て
く
れ
る
と
、

こ
れ
は
主
と
し
て
河
川
の
堤
防
の
か
さ
上
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

事
務
所
も
ゃ
は
り
内
陸
部
を
行
な
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

い
ま
す
が
、
か
な
り
県
の
考
え
て
お
る
よ
り
も
遅
れ
て
お
る
、
あ
る
い
は
着
工
が
で
き
な
か

は
計
画
ど
お
り
進
ん
で
お
る
と
こ
ろ
も
ご
ざ

っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
三
十
七
年
、
一
部
三
十
八
年
ま
で
か
か
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
現
在
仕
事
を
や
め

て
お
り
ま
す
の
は
、
本
年
度
の
計
画
の
内
容
が
き
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
近
く
か
か
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
c

運

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
も
近
く
漁
業
補
償
の
見
通
し
も
つ
く

輸
省
の
直
轄
工
事
は
、
御
承
知
の
防
波
堤
が
主
な
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
の
で
、
近
い
う
ち
に
珀
工
の
で
き
る
も
の
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

〔
監
理
課
長
（
小
林
祈
君
）
登
坦
〕
．

〇
監
理
課
艮
（
小
林
滑
君
）

昨
年
十
二
月
、
登
記
事
務
の
放
滞
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
御
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
と
き
そ
れ
ま

で
の
事
務
の
停
滞
の
状
況
を
巾
し
上
げ
て
、
そ
の
後
、
こ
れ
が
改
善
し
て
い
く
こ
と
に
っ
き
ま
し
て
、
・
人
貝
の
増
加
と
か
あ
る
い
は
外
注

と
い
う
こ
と
も
考
え
ま
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
さ
し
当
た
り
外
注
と
い
う
こ
と
が
は
な
は
だ
困
難
な
事
情
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
申

し
上
げ
ま
し
て
、
人
事
当
局
の
ほ
う
へ
も
人
貝
の
点
に
つ
い
て
も
要
望
巾
し
上
げ
て
あ
り
ま
し
て
、
十
二
月
、
ひ
と
ま
ず
臨
時
の
も
の
の

応
援
も
受
け
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
な
に
分
年
度
末
に
か
け
て
相
当
数
の
新
規
の
買
収
な
ん
か
の
事
件
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
御

指
摘
の
よ
う
な
子
酉
0

八
王
子
線
そ
の
他
の
線
の
支
払
い
関
係
に
ま
で
影
靭
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
登
記
の
事
務
が
遅
れ
た
の
で
ご
ざ
い

一
応
新
年
度
に
変
り
ま
し
て
か
ら
は
、
な
お
ま
た
臨
時
の
硝
貝
並
び
に
根
本
的
に
は
定
貝
の
改
正
等
を
お
願
い
し
て
善
処
し
｀
ノ

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
埴
〕

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

こ
の
市
有
財
庇
の
所
管
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
前
御
指
摘
を
受
け
ま
し
て
鋭
意
調
査
を

さ
せ
ま
し
た
結
果
、
窓
外
な
件
数
に
の
ぼ
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
も
わ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
非
常
に
前
々
か
ら
入
り
込
ん
だ
い
ろ

い
ろ
の
問
題
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
容
易
な
ら
ざ
る
問
題
だ
と
思
っ
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
事
務
の
改
善
を
い
た
し
ま
す
こ
と
に
つ

き
ま
し
て
の
委
貝
会
の
よ
う
な
も
の
を
さ
ら
に
弛
化
い
た
し
ま
し
て
、
手
分
け
を
い
た
し
ま
し
て
こ
れ
は
ひ
と
つ
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
、
こ
う
思
っ
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
c

御
承
知
の
と
お
り
こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
帳
簿
上
の
ほ
う
か
ら
起
こ
っ

て
く
る
問
題
と
、
そ
れ
か
ら
現
宍
に
起
こ
っ
て
お
る
問
題
と
い
ろ
い
ろ
ご
ざ
い
ま
す
ん
で
す
が
、
あ
る
意
味
か
ら
い
き
ま
す
る
と
、
や
は

り
こ
の
問
阻
に
つ
き
ま
し
て
は
、
因
と
か
県
と
か
い
う
も
の
も
も
う
少
し
は
っ
き
り
し
た
処
説
の
で
き
る
よ
う
な
強
い
線
が
出
て
ま
い
り

ま
す
と
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
：
い
ま
す
の
で
す
が
、
ど
う
も
そ
の
辺
が
非
常
に
ぼ
や
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
自
体
だ
け
で
や
る
の
に
非
常
に

微
力
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
点
は
な
は
だ
遺
憾
に
存
じ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

し
て
御
窓
息
に
沿
う
よ
う
に
い
た
し
た
い
、
こ
う
考
え
て
お
り
ま
す
c

〔
志
積
政
一
君
登
坦
〕

0
志
積
政
一
君

る
土
俵
で
あ
る
と
か
、

か
ね
が
ね
御
注
意
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
る
し

一
件
で
も
そ
う
い
う
も
の
を
な
く
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
の
努
力
を
い
た
し
ま

先
ほ
ど
建
股
部
長
さ
ん
の
御
答
弁
よ
く
わ
か
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
昨
年
に
も
お
聞
き
し
た
お
こ
と
ば
で

あ
り
ま
し
て
、
こ
と
し
必
ず
そ
れ
が
八
月
ま
で
に
完
成
さ
れ
る
と
い
う
見
通
し
が
あ
る
な
ら
、
私
は
こ
こ
で
も
う
お
礼
を
い
っ
て
下
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
お
そ
ら
く
や
こ
と
し
の
台
風
に
は
間
に
合
わ
な
い
見
通
し
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
こ
と
人
命

に
OO
し
ま
す
の
で
い
ま
再
炭
お
願
い
し
て
お
る
わ
け
な
ん
で
す
が
、
こ
れ
に
対
し
て
先
ほ
ど
ち
よ
っ
と
質
問
を
申
し
上
げ
ま
し
た
い
わ
ゆ

い
ろ
い
ろ
そ
う
い
う
よ
う
な
専
門
的
な
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
こ
と
し
一
年
だ
け
で
も
台
風
の
非
常

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
志
積
政
一
君
「
市
長
さ
ん
、
な
い
で
す
か
」
と
呼
ぷ
）

ま
す
る
が
｀
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時
に
、
こ
れ
を
防
ぐ
処
設
を
請
じ
る
御
意
思
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
も
う
一
度
お
尋
ね
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

•/6 

そ
れ
か
ら
、
市
長
さ
ん
に
お
願
い
と
い
う
か
お
的
ね
と
い
う
か
し
て
お
き
ま
す
が
、
実
は
い
ま
ま
で
道
路
の
買
収
に
し
ろ
あ
る
い
は
そ
．

O
.＂．．
9
/
 

の
他
私
有
地
の
買
収
に
し
ま
し
て
も
、
地
元
民
は
市
の
発
展
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
と
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
c

こ
れ
が
た
め
に
＾
一

市
の
促
進
事
業
の
場
合
は
お
互
い
に
一
日
も
早
く
仕
事
に
か
か
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
進
め
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
仕
事
に
か
か
っ

て
屈
地
の
形
が
変
っ
て
お
る
の
に
金
が
払
え
な
い
と
い
う
よ
う
な
現
況
で
あ
り
ま
す
と
、
こ
ん
ど
は
登
記
完
了
ま
で
は
仕
事
に
か
か
っ
て
．

も
ら
え
な
い
と
い
う
事
態
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
点
ひ
と
つ
御
了
承
願
い
た
い
ん
で
す
が
、
そ
れ
に
対
し
て
な
に
か
あ
り
ま
し

た
ら
御
答
弁
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
オ
ー
建
設
部
長
（
城
井
義
夫
君
）
登
壇
〕

0
オ
ー
建
設
部
長
（
城
井
義
夫
君
）
御
指
摘
の
と
お
り
、

工
は
む
ず
か
し
い
と
、
こ
れ
は
仕
事
の
規
校
に
よ
り
ま
す
が
、
悔
岸
工
事
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
相
当
そ
う
い
う
個
所
が
各
所
に
出
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
台
風
の
時
期
と
沿
エ
と
は
こ
ん
ご
県
、
国
に
お
い
て
よ
く
検
討
さ
れ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

市
の
ほ
う
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
よ
く
辿
絡
を
と
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
の
応
急
処
置
と
申
し
ま
す

か
、
い
ろ
い
ろ
暫
定
的
な
手
当
て
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
も
関
係
の
役
所
と
よ
く
辿
絡
を
と
り
ま
し
て
、
で
き
る
だ
け
事
前
に
処
置
を
し

て
お
き
た
い
。
市
の
ほ
う
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
決
し
て
虹
の
竹
轄
だ
か
ら
市
の
ほ
う
は
知
ら
な
い
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
で
こ
れ
を
事
務

処
理
を
す
る
ん
じ
ゃ
な
し
に
、
い
ま
ま
で
も
県
の
河
川
に
お
き
ま
し
て
も
、
県
の
ほ
う
か
ら
う
ち
は
ち
よ
っ
と
手
が
回
ら
な
い
と
い
う
と

こ
ろ
は
市
で
や
2

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
互
い
に
助
け
．
合
う
気
持
ち
で
ゃ
り
た
い
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
c

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
の
あ
と
の
狂
記
の
問
題
で
、
私
の
ほ
う
の
建
設
部
と
し
て
の
立
場
か
ら
ひ
と
っ
志
積
議
員
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
事
業
を
行
な
い
ま
す
に
、
土
地
を
解
決
つ
け
ま
し
て
登
記
が
完
了
し
て
、
こ
れ
を
精
郭
し
、
そ
の
上
で
仕
事
に
か
か
る
と

い
う
の
が
、
こ
れ
が
常
識
的
な
順
序
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
き
う
れ
ば
そ
う
い
う
形
で
進
め
さ
し
て
い
た
だ
く
べ
く
努
力
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
土
地
の
問
阻
に
つ
き
ま
し
て
は
非
常
に
複
雑
な
問
題
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ま
た
事
業
の
年
度
の
関

係
も
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
点
。
状
況
を
よ
く
見
通
し
を
つ
け
た
上
で
若
干
の
幅
を
も
っ
た
処
置
を
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
仕
事
を
や
る

（
志
積
政
一
君
「
建
設
部
長
さ
ん
が
答
弁
さ
れ
た
の
で
、

ほ
う
の
私
ら
の
処
置
と
し
て
は
、
そ
う
い
う
お
顧
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

災
害
の
防
止
の
問
阻
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
｀
御
承
知
の
と
お
り
も
う
そ
う
い
う
も
の

は
残
っ
て
お
る
は
ず
が
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
｀
こ
れ
は
国
と
県
と
の
い
ろ
い
ろ
の
御
関
係
で
ま
だ
手
引

き
の
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
た
だ
い
ま
建
設
部
長
が
申
し
ま
し
た
と
お
り
に
、
で
き
る
だ
け
ひ
と
つ
応
急
的
な
措
置
を

考
え
ま
し
て
災
害
に
備
え
た
い
と
、

い
ま
か
ら
仕
事
に
か
か
っ
た
ん
で
は
と
て
も
台
風
の
製
来
の
時
期
ま
で
に
竣

こ
う
思
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
同
時
に
国
の
ほ
う
な
り
県
の
ほ
う
な
り
取
り
急
い
で
い
た
だ
＜

よ
う
に
、
な
お
も
う
一
度
改
め
ま
し
て
申
し
出
さ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
い
た
し
て
お
り
ま
す
c

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
顕
い
し
ま
す
。

自
席
で
お
願
い
し
ま
す
。

0
志
積
政
一
君

建
設
部
長
の
御
説
明
に
よ
り
ま
し
て
．
だ
い
た
い
内
容
わ
か
り
ま
し
た
c

先
ほ
ど
市
長
の
御
答
弁
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
な
ん
と
か

台
風
期
ま
で
に
で
き
な
か
っ
た
掲
合
に
は
、

ひ
と
つ
市
及
び
県
、
国
一
＿
＿
者
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
事
前
に
で
き
る
だ
け
災
害
を
の

け
ら
れ
る
よ
う
に
善
処
し
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
く
れ
ぐ
れ
も
お
顧
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
財
産
管
理
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
こ
と
に
く
ど
い
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
が
遅
れ
て
事
務
な
ん
か
の
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と

お
そ
ら
く
近
く
い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
起
こ
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
小
さ
い
問
題
が
起
こ
っ
て
お
る
ん
で
す
が
、
地
元
で
と
く
に
押
え
て

市
長
さ
ん
い
い
ん
で
す
か
」
と
呼
ぷ
）
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0
教
育
長
（
山
本
軍
一
荘
）

〔
教
育
長
(111
本
軍
一
君
）
登
壇
〕

梱
単
に
山
し
上
げ
て
、
御
答
弁
を
お
顧
い
い
た
し
ま
す
°

お
る
わ
け
な
ん
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
点
、
十
分
御
了
承
願
っ
て
＾

を
切
に
要
望
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
質
問
を
打
ち
切
り
ま
す
。

錦
謡
貝
、
．
ど
う
ぞ
。

一
日
も
早
く
事
務
を
即
時
遂
行
さ
れ
ま
す
よ
う
に
善
処
さ
れ
る
こ
と

〇
錦
安
一
君
幼
児
の
教
育
並
び
に
保
育
の
重
要
な
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
私
が
こ
こ
で
い
う
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
本
市
に
お
き
ま
し

て
は
幼
稚
園
を
設
屈
し
、
ま
た
保
育
図
を
つ
く
っ
て
、
鋭
窓
こ
れ
が
教
育
、
保
育
に
つ
と
め
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
現
状
を
み
ま
す
る
と
、
い
ま
だ
十
分
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
｀
保
育
固
が
あ
っ
て
幼
稚
園
の
な
い
地
区
が
あ
る
、

幼
稚
園
が
あ
っ
て
保
育
園
の
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
c

保
育
図
は
保
育
因
と
し
て
の
や
は
り
性
格
が
あ

r

て、

そ
の
よ
さ
が
あ
っ
て
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
る
。
幼
稚
園
は
ま
た
同
様
幼
稚
園
と
し
て
の
特
質
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
過
去
に
お

い
て
は
わ
が
四
日
市
市
も
経
費
多
端
で
あ
り
、
あ
る
い
は
戦
災
復
関
後
、
相
当
年
月
は
た
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
日
ま
で
の
と
こ

ろ
は
こ
れ
で
ゃ
む
を
え
な
い
で
私
ど
も
も
そ
れ
で
進
ん
で
き
た
わ
け
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
今
日
の
状
態
で
は
た
し
て
そ
れ
で
い
い

の
か
。
社
会
の
進
歩
に
従
い
ま
し
て
、
幼
児
教
育
と
か
保
育
と
い
う
就
学
前
の
教
育
が
、
義
務
教
育
に
比
較
し
て
ど
ち
ら
が
重
要
か
と
い

う
よ
う
な
事
態
に
な
っ
て
ま
い
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
ひ
と
つ
方
針
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
疇
こ
の
点
に
つ
い
て
は
市
長
さ
ん
に
お
恥
ね
を
い
た
す
の
で
あ
り
ま
す
c

.

.
 

次
に
、
牧
育
長
と
民
生
部
艮
に
お
が
ね
を
い
た
し
ま
す
る
が
、
中
学
校
、
小
学
校
の
建
築
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
教
育
施
設

整
備
十
力
年
計
画
と
い
ろ
い
ろ
の
叶
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
沿
々
と
整
備
を
さ
れ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す

る
が
｀
保
育
園
と
か
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
必
要
は
な
い
の
か
ど
う
か
C

お
そ
ら
く
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て
は
｀
そ
れ
ぞ
れ
の
．

担
当
の
方
に
お
い
て
は
腹
寮
も
お
も
ち
に
な
っ
て
わ
る
こ
と
と
存
ず
る
の
で
あ
り
ま
す

C

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
腹
づ
も
り
が
な
け
れ
ば
そ
の

と
き
ば
っ
た
り
の
保
脊
行
政
と
か
幼
稚
園
の
行
さ
方
に
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
し
て
、
あ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
る
が
、
’
•
そ
れ
を
ひ
と

つ
十
分
に
そ
う
い
う
計
画
を
衆
知
を
集
め
て
研
究
｀
討
論
し
、
練
r
て
市
長
、
助
役
等
の
そ
の
意
見
も
含
め
て
、
議
会
の
意
向
も
た
だ
し

て
、
そ
う
い
う
よ
う
な
計
阻
を
立
て
る
必
咲
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
私
は
考
え
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ

．
い
て
い
か
な
る
お
名
え
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
か
、
専
門
の
教
育
長
と
民
生
部
長
に
そ
れ
ぞ
れ
お
尋
ね
を
い
た
し
ま
ず
c
.

そ
れ
か
ら
、
保
脊
園
な
り
幼
稚
園
に
お
け
る
教
育
、
あ
る
い
は
保
育
の
方
法
と
か
内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
の
方
々

が
日
夜
苦
心
を
し
て
努
力
さ
れ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
か
ら
し
て
、
既
設
の
そ
れ
ら
の
施
設
に
お
け
る
現
在
の
保
育
あ
る
い
は
教
育

の
状
態
に
つ
い
て
は
、
私
は
全
幅
の
伯
頼
を
も
っ
て
お
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
施
設
の
面
に
お
き
ま
し
て
は
現
在
設

置
さ
れ
て
お
り
ま
す
る
施
設
そ
の
も
の
が
。
非
常
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
よ
う
な
建
築
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
保
育
園
で
は
遊
具
の
問
題

あ
る
い
は
そ
の
園
内
の
、
あ
る
い
は
周
囲
の
環
境
等
が
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
こ

れ
ら
に
つ
い
て
も
充
実
、
改
普
を
は
か
る
必
要
が
あ
る
と
私
は
存
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
c

そ
う
し
て
中
学
校
、
＇
小
学
校
に
お
け
る
義
務
教

育
の
問
題
と
＂
幼
稚
園
、
保
育
園
の
行
き
方
と
、
こ
れ
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
か
れ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
お
考
え
を
も

っ
て
お
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
さ
い
つ
い
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
方
か
ら
お
伺
い
を
い
た
し
た
い
。
．

私
は
｀
幼
稚
園
を
主
に
し
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
c

し
か
し
、
そ
の
御
質
問
の
中
に
、
保
育
園
と
幼
稚
園

を
将
来
ど
う
し
て
い
く
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
保
育
因
と
幼
稚
園
と
の
途
・
い
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
き
た
い
と
思
う
一
↑-？ 

ん
で
あ
り
ま
す
が
。
御
承
知
の
よ
う
に
保
育
園
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
は
設
脳
の
も
と
も
迩
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
母
親
の
か
わ
り
に
な

0

っ
て
保
育
園
で
子
供
の
安
全
を
見
守
っ
て
や
る
と
い
う
の
で
す
か
、
母
親
の
な
い
と
こ
ろ
の
家
庭
の
子
供
、
ま
た
母
が
あ
っ
て
も
仕
事
の
｀
‘
「

l

0
脹
長
（
山
本
三
郎
君
）
＇

n
錦
安
1

君
登
壇
〕

／・、
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い
ろ
い
合
笙
骨
に
お
け
る
諸
施
設
を
勉
強
い
た
し
ま
す
る
と
い
う
と
、
現
在
の
保
育
該
当
者
と
就
学
前
の
児
童
数
を
調
べ
て
み
ま
し

こ
こ
で
岱
＂
園
と
幼
椎
園
が
一
応
均
芍
化
の
形
に
お
い
て
市
内
に
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
も
た
れ
た
と
い
う
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す

c

と
こ
ろ
が
、

に
」
と
呼
ぷ
）

（
錦
安
吉
君
「
環
境
衛
生
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

つ
い
で

II ・i

。

た
め
に
子
供
の
而
倒
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
家
庭
の
子
供
を
あ
ず
か
っ
て
、
そ
の
問
お
も
り
を
し
て
や
る
と
い
う
の
が
保
育
園
の
あ
り
一

方
で
あ
h
ま
す
c

幼
稚
園
は
、
一
応
、
家
庭
教
育
と
い
う
も
の
を
前
提
に
お
き
ま
し
て
、
こ
れ
は
家
庭
で
そ
う
い
う
教
育
が
な
さ
れ
て
お
／

る
と
、
そ
の
上
に
立
ち
ま
し
て
よ
り
よ
き
性
格
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
に
身
心
を
保
育
し
て
い
く
、
と
い
う
の
が
幼
稚
園
の
建
前
で
ご
ざ

I

い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
私
た
ち
は
幼
稚
固
と
保
育
園
の
関
係
は
別
の
立
場
か
ら
い
ま
ま
で
考
え
て
き
ま
し
た
c

育
委
貝
会
の
と
2

て
き
ま
し
た
立
楊
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
義
務
教
育
僚
先
と
い
う
考
え
方
に
お
き
ま
し
て
、

し
か
も
、
私
た
ち
の
教

こ
の
教
育
整
備
十
力
年
計

画
が
終
る
ま
で
は
、
幼
稚
園
に
つ
き
ま
し
て
は
新
設
は
考
え
な
い
と
、
た
だ
し
と
く
に
保
育
園
と
合
せ
考
え
て
、
市
の
陥
没
地
帯
に
つ
い

て
は
特
別
に
考
え
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
原
則
を
立
て
て
や
っ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
現
在
の
四
日
市
の
発
展
状
況
か
ら
考

え
ま
し
て
、
昨
年
あ
た
り
か
ら
こ
う
い
う
考
え
方
を
條
正
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
な
い
か
し
ら
ん
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
現
在
、

教
育
船
合
計
国
に
よ
り
ま
し
て
昨
年
の
就
学
前
の
教
育
の
突
態
を
細
査
い
た
し
ま
し
て
、
た
だ
い
ま
は
幼
稚
園
に
つ
き
ま
し
て
も
保
育
園

に
つ
き
ま
し
て
も
、
合
せ
て
次
年
疫
の
計
画
を
つ
く
っ
て
い
る
段
階
で
ご
ざ
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
四
日
市
全
体
に
つ
い
て
幼
稚
園
を

ど
う
い
う
ふ
う
に
計
画
を
立
て
て
建
築
し
て
い
く
ぺ
き
か
、
保
育
園
に
つ
き
ま
し
て
も
ど
う
い
う
角
度
で
検
討
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

を
、
現
在
、

Rt囲
の
段
附
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
要
望
と
し
ま
し
て
は
、
幼
稚
園
の
保
育
固
化
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
そ

れ
か
ら
保
育
園
の
幼
稚
園
化
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す

C

と
い
う
の
は
、
現
在
、
幼
稚
園
並
び
に
保
育
園
を
合
せ
て
建
て
て
い
ま
す
関

係
上
、
先
に
錦
議
貝
さ
ん
の
御
指
摘
の
よ
う

ic(
保
育
園
が
あ
っ
て
幼
稚
園
が
な
い
、
幼
稚
園
が
あ
っ
て
保
育
園
が
な
い
と
い
う
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
保
育
に
欠
け
る
家
庭
の
子
供
を
あ
ず
か
っ
て
い
る
幼
稚
園
に
対
し
ま
し
て
は
、
子
供
の
在
園
の
時
間
を
長
く
し
て
く

れ
と
い
う
父
兄
の
要
望
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
う
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
幼
稚
園
の
保
育
化
と
い
う
要
望
に
な
っ
て
現
わ
れ
て
き

ま
す
。
ま
た
保
育
園
に
つ
き
ま
し
て
も
、
幼
稚
園
化
と
い
う
こ
と
が
父
兄
の
要
望
に
な
っ
て
現
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、

ペ
き
か
ま
た
は
別
々
の
態
股
で
い
く
ぺ
き
か
と
、
こ
う
い
う
根
本
問
題
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
現
在
こ
の
問
艇
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
計

回
に
お
き
ま
し
て
さ
ら
に
検
討
を
し
て
お
る
段
附
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
計
画
が
こ
の
年
末
に
で
き
上
り
ま
し
た
な
ら
ば
皆
さ
ん
に
も

お
は
か
り
い
た
し
止
し
て
、
火
現
に
ま
い
辿
し
た
い
と
息
っ
て
お
り
ま
す
°

ー
つ
落
し
ま
し
た
。
施
設
の
状
況
と
環
境
の
状
態
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
幼
稚
園
に
お
き
ま
し
て
は
、
文
部
省
が
設
置
基
準

を
つ
く
り
ま
し
て
、
宍
は
こ
の
設
凶
甚
邸
に
合
わ
な
い
も
の
は
、
全
部
設
四
基
準
に
合
う
よ
う
に
本
年
度
の
二
月
ま
で
に
せ
よ
と
、
こ
う

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
火
際
の
問
凶
と
し
ま
し
て
、
と
て
も
猶
予
期
間
の
五
カ
年
間
に
は
こ
の
設
骰
基
準
に
合
う
よ

う
な
埠
様
の
杭
仙
並
び
に
施
設
を
つ
く
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
む
ず
か
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
私
た
ち
も
実
は
こ
の
間
よ

う
し
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
文
部
省
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
股
趾
述
邸
の
猶
予
期
間
を
さ
ら
に
延
長
し
た
現
状
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
私
た
ち
も
延
長
し
て
も
ら
っ
て
お
る
間
に
こ
の
設
此
基
邸
に
合
う
よ
う
な
況
境
と
施
設
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
、
こ
の
点
に
つ
き

ま
し
て
も
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
叶
圃
を
立
て
て
や
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
就
学
前
の
教
育
の
部
会
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
。
そ
の
と
こ
ろ
で
計
囮
を
祝
在
立
て
て
い
る
状
態
で
ピ
ざ
い
ま
す
。

〔
民
生
部
此
（
市
川
苦
雄
社
）
登
以
〕

0
民
生
部
長
（
市
川
粋
雄
社
）

い
ま
す
の
で
、

保
育
園
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
こ
の
問
凶
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
、
荘
任
以
来
ま
だ
日
も
浅
う
ご
ざ

い
ろ
い
ろ
民
生
関
係
の
各
郎
課
の
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
、
そ
う
い
っ
た
も
の
に
つ
き
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
を
し
て
お
る

視
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。
つ
さ
ま
し
て
は
、
本
年
股
の
市
長
の
方
針
の
中
に
も
社
会
幅
祉
賭
政
策
の
有
機
的
運
営
と
い
う
も
の
が
大
き
な
柱
，

の
ー
つ
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
て
、
そ
の
逆

iE化
の
一
端
と
い
た
し
ま
し
て
水
沢
と
下
野
に
保
育
園
と
幼
稚
園
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
ま

し
て
、
幼
児
保
育
施
設
の
均
筍
化
を
は
か
っ
た
と
、
こ
う
い
う
ぐ
あ
い
に
提
案
迎
由
の
説
明
を
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
、

一
本
化
す

ー／／／一



〔
錦
安
山
＂
社
丑
塩
〕

さ
た
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
息
い
出
す
。

て
も
、
保
育
に
欠
け
て
お
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
数
が
相
当
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
c

現
在
、
幼
稚
園
と
保
育
園
に
収
容
し
て
お
り
ま
す

も
の
は
、

だ
い
た
い
四
千
人
で
ご
ざ
い
ま
す
c

こ
れ
は
公
立
、
私
立
の
幼
稚
園
、
保
育
園
の
全
体
の
総
計
で
ご
ざ
い
ま
す
e

と
こ
ろ
が
、
‘

そ
の
年
齢
該
当
者
は
だ
い
た
い
一
万
九
千
人
ご
ざ
い
ま
す
の
で
す
が
、
そ
う
し
ま
す
と
約
二
割
に
相
当
す
る
も
の
が
保
育
園
も
し
く
は
幼

稚
園
に
入
っ
て
お
る
と
い
う
よ
う
な
ぐ
あ
い
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
保
育
園
関
係
に
お
き
ま
し
て
は
今
年
度
の
入
園

希
望
者
は
二
千
二
十
八
人
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
入
園
を
い
た
し
ま
し
た
の
が
公
私
立
を
合
せ
ま
し
て
一
千
八
百
人
で
あ
る
と
、

そ
こ
で
二
百
人
の
差
が
出
て
き
ま
す
が
、
こ
の
二
百
人
が
保
育
を
希
望
し
て
お
り
な
が
ら
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
現
状
で
ご

ざ
い
ま
す
c

御
指
摘
の
よ
う
に
、
非
常
に
産
業
の
発
展
す
る
木
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
勤
労
者
も
ふ
え
て
ま
い
り
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た

将
来
叶
画
の
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
も
考
え
ま
し
て
、
こ
こ
に
保
育
園
だ
け
で
な
し
に
、
保
育
園
を
含
め
た
福
祉
諸

施
設
の
整
備

Ut画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
思
い
ま
し
て
、
福
祉
事
務
所
に
そ
う
い
う
こ
と
を
命
じ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
最

近
に
至
り
ま
し
て
よ
う
よ
う
福
祉
事
務
所
の
案
と
い
う
も
の
が
出
た
程
度
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
案
に
よ
り
ま
す
と
い
う
と
、
だ
い
た
い

二
似
五
千
万
円
を
要
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
を
五
年
間
に
や
り
ま
す
れ
ば
一
年
間
五
千
万
円
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
、
十
年
間
計

画
に
い
た
し
ま
す
れ
ば
年
々
二
千
五
百
万
円
を
要
す
る
こ
と
に
あ
い
な
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
ま
だ
福
祉

事
務
所
索
で
あ
り
ま
し
て
｀
私
こ
れ
を
よ
く
見
ま
し
て
、
こ
れ
か
ら
上
司
と
よ
く
相
談
も
い
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す

C

な

お
、
財
政
当
局
と
の
関
連
、
い
ま
教
科
長
か
ら
お
話
の
あ
り
ま
し
た
幼
稚
園
の
関
辿
性
、
そ
の
他
私
立
の
保
育
園
、
幼
稚
園
そ
う
い
っ
た

も
の
と
の
関
述
性
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
な
る
ぺ
く
早
く
成
案
を
え
ま
し
て
、
皆
さ
ん
に
御
協
力
を
い

た
だ
き
た
い
と
存
じ
て
わ
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
い
ま
す
が
、
・
現
在
の
と
こ
ろ
は
そ
う
い
う
紺
祉
事
務
所
案
と
い
う
も
の
が
出
て
お
る
と
、

こ
れ
を
種
に
し
て
将
来
賂
儲
計
囲
を
立
て
た
い
と
い
う
こ
と
を

rtl
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。
御
了
承
を
願
い
ま
す
。

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
社
）
丑
壇
〕

0
市
長
（
平
田
佐
矩
社
）

た
だ
い
ま
担
当
の
も
の
か
ら
お
答
え
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ん
で
す
が
、
趣
旨
と
い
た
し
ま
し
て
は
や
は

り
四
日
市
の
よ
う
な
拗
い
て
ふ
る
町
に
わ
さ
ま
し
て
は
保
育
園
も
も
ち
、
そ
れ
か
ら
ま
た
幼
稚
園
も
備
え
る
と
い
う
こ
と
が
ま
こ
と
に
望

立
し
い
こ
と
で
な
い
か
と
息
い
出
す
。
原
則
と
し
て
は
で
さ
る
限
り
両
方
俯
え
て
い
き
た
い
、
と
い
う
こ
と
は
思
っ
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い

ま
す
が
｀
や
は
り
地
区
地
区
で
相
当
に
状
況
が
迩
う
と
息
い
ま
す
。
こ
こ
は
幼
稚
園
が
ほ
し
い
が
保
育
園
は
ま
だ
い
い
と
い
う
よ
ぅ
な
と

こ
ろ
も
あ
り
＂
保
育
園
は
ぜ
ひ
し
た
い
が
幼
稚
園
は
あ
と
回
し
で
も
い
い
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
も
お
あ
り
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す

c

そ

れ
は
や
は
り
地
区
の
状
況
に
よ
り
ま
し
て
、
そ
れ
に
適
応
し
た
よ
う
な
方
法
で
漸
次
充
当
を
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
完
壁
な
も
の
に

進
め
て
い
さ
た
い
と
い
う
考
え
方
を
も
っ
て
わ
る
こ
と
だ
け

fiし
上
げ
ま
す
が
、
浙
を
追
い
ま
し
て
御
希
望
ど
お
り
に
ひ
と
っ
進
め
て
い

〇
錦
安
吉
杜

も
う
ご
く
簡
川
に
一
酋
で
す
が
、
教
村
長
の
御
説
明
に
義
務
教
育
俊
先
の
立
場
で
き
た
が
、
幼
児
教
育
と
し
て
幼
稚
園
も

一
昨
年
あ
た
り
か
ら
重
さ
を
お
く
よ
う
に
考
え
て
さ
た
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
私
も
そ
れ
に
同
意
を
い
た
す
も
ん
で
あ
り
ま
す
r

と
こ
ろ
が
も
う
少
し
ガ
え
方
が
桟
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
汲
い
と
い
う
よ
り
は
も
う
少
し
深
く
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
は
、
｝
・

説
務
教
村
は
も
ち
ろ
ん

lli要
で
ご
ざ
い
ま
す
。
が
、
幼
児
教
育
も
託
務
教
汀
以
上
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
現
段
階
に
お
い
て
は
同
様
の
程
・

船
合
し
て
、

り
出
す
る
が
、
社
会
紺
祉
施
設
、

度
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
に
立
っ
て
、
ひ
と
つ
す
ぺ
て
の
幼
児
教
育
の
施
策
を
充
突
し
て
い
た
だ
い
た
ら
ど
う
か
と

そ
こ
を
は
っ
き
り
と
問
呼
ぐ
ら
い
に
ひ
と
つ
頂
要
に
劣
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
保
育
園
の
点
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
の
諸
施
設
を

い
ろ
い
み
の
検
討
を
し
て
お
る
と
い
う
御
説
明
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
そ
れ
も
け
っ
こ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
け
っ
こ
う
．
で
あ

い
ろ
い
ろ
ご
ざ
い
立
す
。
ど
れ
ー
つ
不
要
な
も
の
は
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
四
日
市

市
に
な
い
加
股
も
、
新
設
し
た
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
も
あ
る
と
息
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
中
で
も
と
く
に
保
育
固
と
い
う
も
の
は
、

ー／／3-
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次
に
三
間
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
関
係
地
区
の
ー
つ
に
平
和
町
と
い
う
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
は
戦
後
引
き
揚
げ
ら
れ
た
方
が
入
っ
て

み
え
た
市
営
住
宅
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
す
で
に
建
物
は
払
い
下
げ
を
受
け
、
そ
の
下
の
地
所
も
十
年
た
っ
と
払
い
下
げ
る
と
い
う
よ
う
な

証
拠
が
交
付
さ
れ
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
最
近
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
公
害
の
ほ
う
か
ら
か
、
用
途
地
域
の
ほ
う
か
ら
か
立
ち
の

き
の
話
が
あ
る
や
に
一
部
に
流
れ
ま
し
て
、
非
常
に
落
ち
つ
か
ず
、
毎
日
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
ち
ら
に
も
こ
ち
ら
に

も
碩
論
が
起
き
ま
し
て
、
な
ん
と
な
く
落
ち
つ
か
な
い
あ
の
辺
の
空
気
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
に
お
い
て
は
ど
う
い
う
よ
う
な
根
本
的
な
方

し
上
げ
た
い
。

そ
の
他
の
福
祉
施
設
が
な
い
時
代
に
お
き
ま
し
て
も
保
育
園
は
ま

r
先
に
で
き
上
っ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
普
及
率
は
と
も
角
と

い
た
し
ま
し
て
｀
•
一
番
初
め
に
保
育
園
を
設
屈
し
て
幼
児
の
保
育
を
開
始
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
幼
児
の
保
育
と
い
う
こ
と
が
そ
の

中
で
も
手
近
な
問
題
で
あ
り
、
＼
一
般
的
な
問
題
で
あ
り
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
私
は
思
う
の
で
あ
り
ま
す
C

い
た

ず
ら
に
ほ
う
大
な
る
計
画
を
立
て
て
、
い
ま
の
話
で
は
二
億
五
千
万
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
け
っ
こ
う
で
ご
ざ
い
ま
す

る
が
、
宍
現
容
易
に
し
て
し
か
も
重
要
で
あ
り
、
市
民
が
も
っ
と
も
手
近
か
に
渇
望
し
そ
の
数
も
多
い
と
い
う
こ
の
幼
児
を
保
育
す
る
保

育
固
を
、
そ
の
中
で
の
オ
ー
に
優
先
的
に
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
至
当
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
私
の
意
見
と
し
て
申
し
上
げ
る

次
オ
で
あ
り
ま
す
r

ど
う
か
そ
の
点
に
つ
い
て
へ
こ
ん
ご
と
も
十
分
に
御
検
討
を
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

こ
の
意
見
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
は
終
り
ま
す
c

〇
餓
長
，
（
山
本
三
郎
君
）
本
日
の
会
臨
時
間
は
、
謡
事
の
つ
ご
う
に
よ
り
午
後
九
時
ま
で
延
長
い
た
し
ま
す
c

伊
膵
太
郎
議
只
c

.
〔
伊
藤
太
郎
君
登
埴
〕

0
伊
藤
太
郎
君

筒
単
に
お
尋
ね
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
｀
公
宅
対
策
に
つ
き
ま
し
て
お
騎
ね
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
で
三
度
目
で
ご
ざ
い
ま
す
。
仏
の
顔
も
な
ん
と
や
ら
と
申
し
ま
す
が
、

か
く
幾
回
に
わ
た
っ
て
も
お
恥
ね
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
匝
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
御
認
識
願
い
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
回
に
お

き
ま
し
て
は
、
公
害
対
策
委
只
会
の
細
査
に
な
る
中
間
報
告
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
が
具
体
的
な
施
策
を
求
め
ま
し
て
、
さ
ら
に
こ
れ
の
法

律
化
と

iti
し
ま
す
か
、
国
法
の
生
ま
れ
る
こ
と
を
念
願
を
い
た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
と
も
と
公
害
対
策
は
、
御
承
知
の
よ
う
に
本

市
の
根
本
的
な
施
策
に
協
力
し
、
否
、
こ
れ
に
邸
じ
て
派
生
い
た
し
ま
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
で
き
う
る
限
り
速
か
に
適
切
な
る

こ
れ
が
解
決
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ら
に
｀
た
だ
い
ま
は
私
、
公
害
と
い
た
し
ま
し
て
で
き
う
る
限
り
広

義
に
こ
れ
を
お
碍
ね
い
た
し
た
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
ま
ず
オ
ー
悉
。
過
般
、
制
定
を
い
た
さ
れ
ま
し
た
煤
姪
の
排
出
の
規
制
等
の
法
律
、
関
係
地
区
民
が
渇
望
い
た
し
て
お
り
ま
し
た

法
案
が
、

い
を
申
し
上
げ
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
い
な
る
ぺ
く
は
市
長
の
御
答
弁
を
賜
わ
り
た
い
と
存
じ
ま
す
c

さ
ら
に
そ
れ
に
関
辿
を
い
た
し
ま
し
て
、
公
者
と
い
う
の
は
ど
う
か
と
も
思
い
ま
す
が
、
最
初
に
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
広
い
意
味

に
解
釈
を
い
た
し
ま
し
て
お
界
ね
を
申
し
上
げ
る
こ
と
は
、
先
ほ
ど
志
梢
謡
貝
の
お
祁
ね
に
よ
っ
て
板
略
解
明
い
た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
私
の
お
尋
ね
い
た
し
た
い
こ
と
は
、
雨
池
川
の
工
事
が
完
成
す
る
の
は
ほ
ん
と
う
に
い
つ
な
の
か
。
こ
の
間
の
ち
よ
っ
と

し
た
雨
で
さ
え
も
、
小
浜
町
で
は
数
軒
に
床
下
没
水
を
い
た
し
て
お
る
よ
う
な
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
二
点
に
つ
い
て
お
伺
い
を
申

ー ／ ／ 5 - ー一

い
よ
い
よ
国
法
と
な
っ
て
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
非
常
な
期
待
を
も
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
中
央
の
関
係
筋
か
ら
も
、

関
係
地
区
へ
は
こ
れ
の
灰
酪
の
法
文
が
ず
い
ぷ
ん
流
さ
れ
て
お
り
ま
す
c

地
区
民
は
そ
の
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
を
毎
日
念
願
を
い
た
し
て

お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
：
一
、
三
日
前
で
し
た
か
、
い
た
だ
き
ま
し
た
そ
の
要
点
を
見
ま
し
て
も
、
ま
ず
こ
れ
が
地
域
の
指
定
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
う
い
う
こ
と
が
オ
ー
項
に
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
ど
う
い
う
よ
う
な
手
が
打
た
れ

て
あ
る
の
か
。
指
定
を
受
け
る
た
め
に
こ
ん
ご
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
御
決
意
で
あ
る
の
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
ま
ず
お
伺

ー／／ダー



針
を
も
っ
て
い
ら
っ
し
や
る
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
お
伺
い
を
申
し
上
げ
た
い
c

以
上
≫
_
＿
一
点
を
お
伺
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
助
役
（
二
宮
力
君
）
登
壇
〕

〇
助
役
．
（
二
宮
力
君
）
煤
煙
の
排
出
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
に
つ
き
ま
し
て
、
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

だ
い
た
い

と
き
あ
た
か
も
あ
の
法
律
案
が
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
て
、

四
月
の
二
十
二
日
ご
ろ
だ
っ
た
と
記
億
し
て
お
り
ま
す
が
、

委
員
会
と
し
て
の
目
当
て
が
つ
き
そ
う
に
な
っ
た
時
期
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
い
う
法
律
に
よ
り
ま
し
て
指
定
の
範
囲

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
当
時
五
大
市
長
は
、
こ
の
点
に
つ
き

内
に
入
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
多
大
な
関
心
を
も
つ
て
お

ず
れ
も
五
大
市
長
に
規
制
の
内
容
的
な
枷
限
を
与
え
て
お
り
ま
す
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
今
回

ま
し
て
は
、
む
し
ろ
他
の
規
制
法
が
い

、
五
大
市
長
に
も
こ
の
権
限
を
与
え
ろ
と
い
う
意
味
の
働

り
ま
せ
ん
点
を
遺
憾
と
し
ま
し
て

の
公
害
の
規
制
法
が
そ
の
連
び
に
な
っ
て
お

指
定

、
さ
ら
に
い
ま
申
し
ま
し
た
よ
う
に
適
用
を
受
け
る
か
ど
う
か
、

き
か
け
を
し
て
お
り
ま
し
た
c

わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
と
違
い
ま
し
て

、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
五
大
市
長
の
意
見
は
、
五
大

を
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
関
心
を
も
っ
て
お
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

て
も
従
来
、
公
害
に

こ
ろ
の
政
令
・
・
・
・
（
聞
き
に
く
い
）
と
考
え
る
、
政
令
地
以
外
に
お
き
ま
し

市
に
限
ら
ず
環
境
衛
生
法
に
お
け
る
と

き
ま
し
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
な
考
え
で
陳

ん
だ
町
に
つ

悩
む
町
並
び
に
調
査
等
で
実
精
を
つ
か

す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
の
関
係
し
て
お
り
ま
す
の
は
オ
ー
ー
一
段
階
の
面
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し

俯
に
の
ぞ
ん
で
お
り
ま
し
た
。

、
市
長
会
と
し
て
は
ど
う
い

て
お
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
私
は
上
京
の
さ
い
に
市
長
会
に
寄
り
ま
し
て

て
非
常
に
望
み
薄
に
考
え
ら
れ

う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
も
う
日
に
ち
が
な
い
の
で
、
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て

う
態
度
に
出
る
の
か
、
こ
う
い

相
談
す
る
ひ
ま
が
な
い
が
、
市
長
会
と
し
ま
し
て
は
、
や
は
り
突
積
を
も
っ
市
に
つ
き
ま
し
て
も
十
分
考
え
て
み
た
い
と
思
う
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
で
は
あ
す
の
委
貝
会
に
は
た
し
て
そ
れ
が
委
貝
の
間
に
臨
論
さ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
を
た
し
か
め
て
ほ

し
い
、
な
お
こ
の
法
律
案
が
通
過
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
た
し
か
め
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
委
員
長
あ
た
り
に
も
電
話
し
ま

し
て
国
会
の
動
き
を
察
知
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
お
お
む
ね
こ
れ
は
政
令
に
ま
か
せ
る
と
い
う
建
前
を
と
り
ま
し
た
の
で
、
．
政
令

を
検
討
す
る
さ
い
に
は
四
日
市
の
よ
う
に
公
世
に
つ
い
て
悩
ん
で
お
る
都
市
並
び
に
そ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
対
策
を
い
ろ
い
ろ
研
究
し
よ

う
と
し
て
い
る
町
に
つ
き
ま
し
て
も
、
十
分
考
慮
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
市
長
会
に
沢
任
を
も
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
て
、
，
必

要
あ
る
場
合
に
は
北
は
釜
石
、
南
は
宇
部
等
の
た
く
さ
ん
の
わ
れ
わ
れ
と
類
似
す
る
町
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
都
市
に
集
合
し
て
い
た

だ
い
て
、
一
度
こ
れ
ら
の
意
見
を
交
換
す
る
機
会
を
与
え
て
も
ら
う
と
い
う
よ
う
に
あ
っ
せ
ん
し
て
く
れ
と
い
う
こ
と
を
市
長
会
に
よ
く

頼
ん
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
連
絡
は
断
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
市
長
会
と
し
て
は
忘
れ
ず
に
考
え
て
く
れ
て
お
る
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ず
れ
政
令
の
案
な
ど
が
で
き
ま
し
た
機
会
に
お
き
ま
し
て
内
容
的
に
分
明
し
ま
し
た
さ
い
に
は
、
お
そ
ら
く

な
ん
ら
か
の
辿
絡
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
ら
に
意
見
を
述
ぺ
る
機
会
を
も
つ
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
さ
よ
う
な
さ
い
に
は
、
十
分
こ
の
問

題
の
重
要
性
を
認
識
、
考
慮
し
ま
し
て
、
そ
れ
ら
の
成
案
に
つ
き
ま
し
て
わ
れ
わ
れ
の
町
の
公
害
を
住
民
の
た
め
に
福
祉
と
す
る
よ
う
に

こ
の
法
律
を
準
用
す
る
よ
う
な
面
に
働
き
か
け
て
、
そ
の
案
に
つ
き
ま
し
て
な
お
緑
会
の
皆
さ
ん
方
の
お
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
政
令

の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
十
分
な
監
祝
的
な
役
割
を
し
た
い
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
よ
う
御
了
承
い
た
だ
き
た
い
と

〔
オ
ー
建
設
部
長
（
城
井
義
夫
君
）
登
壇
〕

0
オ
ー
建
設
部
長
（
城
井
義
夫
君
）

雨
池
ポ
ン
プ
場
の
工
事
の
進
捗
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
ポ
ン
プ
場
の
着
工
は
ず
い
ぷ
ん
以

前
に
か
か
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
土
地
の
問
題
｀
家
の
立
ち
の
き
の
問
題
が
最
終
的
に
困
難
を
い
た
し
ま
し
て
非
常
に
遅
れ
ま
し
た
一

:
9
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の
で
、
仕
尊
は
全
般
的
に
予
定
よ
り
遅
れ
て
お
り
ま
す
C

で
、
一
応
、
現
在
珀
工
し
て
お
り
ま
す
土
木
工
事
と
申
し
ま
す
か
、
基
礎
工
事
／

し

ー

に
つ
き
ま
し
て
は
、
七
月
中
句
な
い
し
下
句
に
な
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
c

な
お
、
そ
の
中
に
す
え
ま
す
ポ
ン
プ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
一

恩
い
ま
す
。

ー／／る―



て
い
た
だ
さ
ま
す
c

れ
は
す
で
に
エ
楊
の
ほ
う
で
全
部
完
成
し
て
お
り
ま
し
て
、
現
在
発
送
さ
れ
ま
し
て
も
骰
く
場
所
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

を
依
穎
し
て
お
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
ポ
ン
プ
の
す
え
つ
け
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
わ
り
の
床
等
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の
養
生

期
問
を
考
え
ま
す
と
や
は
り
一
カ
月
を
要
す
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
だ
い
た
い
八
月
中
ま
で
、
八
月
下
旬
に
な
ら
な
い
と
ポ
ン
プ
運
転
ま

で
い
か
な
い
、
こ
う
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ま
こ
と
に
地
区
の
方
の
御
希
望
に
対
し
ま
し
て
申
し
わ
け
な
い
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が

土
木
工
事
が
約
ー
カ
月
半
か
ら
ニ
カ
月
、
予
定
ょ
り
遅
延
し
て
お
る
と
、

平
和
町
の
元
市
営
住
宅
は
、
昭
和
二
十
九
年
の
三
月
に
売
り
払
い
ま
し
て
、
そ
の
市
営
住
宅
の
建
っ
て
お
り
ま
し
た
土
地
は
、
十
力
年

問
、
来
年
の
四
月
十
日
ま
で
が
貸
し
付
け
期
間
の
契
約
内
に
入
っ
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
市
営
住
宅
を
払
い
下
げ
し
て
い
た

ぽ
う
ぼ
う
た
る
状
態
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま

だ
き
ま
し
た
当
時
は
、
洵
軍
の
元
燃
料
廠
あ
た
り
に
も
大
工
島
の
辿
出
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

す
。
そ
の
後
、
附
部
地
区
に
次
々
と
大
工
場
等
も
進
出
い
た
し
ま
し
て
、
た
だ
い
ま
お
話
の
あ
り
ま
し
た
公
害
と
い
う
問
題
も
こ
の
地
区

で
み
え
る
c

そ
れ
か
ら
、
な
お
用
途
地
域
の
問
題
も
最
近
の
決

に
も
非
常
に
影
籾
を
与
え
て
お
り
ま
し
て
、
住
民
の
方
は
公
甜
に
も
悩
ん

定
で
は
そ
の
当
時
と
迩
い
ま
し
て
、
準
工
掲
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
る
と
息
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
｀
磯
津
橋
が
当
初
の
予
定
よ
り
約
三
百

メ
ー
ト
ル
上
流
で
か
け
か
え
ら
れ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
最
初
、
住
宅
を
払
い
下
げ
ま
し
た
当
時
よ
り
非
常
に
付
近

こ
こ
近
年
の
う
ち
は
な
お
い
っ
そ
う
の
変
説
を
き
た
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を

の
地
域
の
状
況
が
変
貌
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

私
ど
も
考
え
ま
し
て
、
土
地
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
さ
い
一
考
を
す
べ
き
時
期
に
き
て
お
る
ん
で
は
な
い
か
。
つ
い
て
は
他
の
地
区

う
ふ
う
に
考
え
ま
し
た
の
で
、
地
区
へ
出
向
き
ま
し
て
、
代
表

へ
の
移
転
を
あ
っ
せ
ん
し
て
こ
の
問
凶
を
鮒
決
で
さ
な
い
だ
ろ
う
か
と
い

の
方
と
は
非
公
式
に
一
度
話
し
合
い
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
を

ril
し
上
げ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
地
区
の
代
表
の
方
は
市
と
公
式

'
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に
話
し
合
い
を
も
っ
た
な
ら
ば
、
地
区
の
住
民
に
も
市
の
態
股
を
話
し
合
っ
て
、
稲
々
相
談
に
応
ず
る
と
い
う
こ
と
ば
を
も
ら
っ
て
き
て

わ
り
ま
す
が
、

い
ま
の
と
こ
ろ
非
公
式
な
段
附
で
、
初
め
て
交
渉
の
き
っ
か
け
を
も
っ
た
と
い
う
程
度
で
ご
ざ
い
ま
す
。

〔
民
生
部
比
（
市
川
舒
雄
社
）
翌
収
〕

0
民
生
部
長
（
市
川
粉
雄
む
）

こ
う
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
c

工
場
に
保
管

た
だ
い
ま
肋
役
の
ほ
う
か
ら
、
公
拘
問
凶
に
対
す
る
根
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
c

私
の
ほ
う
か
ら
も
う
少
し
こ
ま
か
い
こ
と
に
つ
き

i
し
て
、
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
市
と
し
て
打
ち
ま
し
た
手
を
申
し
上
げ
ま
し
て
答
弁
さ
し

先
ほ
ど
、
伊
店
屈
以
さ
ん
の
わ
こ
と
ば
の

11に
も
、
三
度
問
じ
問
瓜
で
こ
の
埴
上
に
立
っ
と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
そ
の
重
要
性
を
認

識
の
上
で
立
っ
て
お
る
の
だ
と
い
う
お
こ
と
ば
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
問
阻
は
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
非
常
に
重
要
な
問
題
で

あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
先
ほ
ど
肋
役
の
芥
弁
も
あ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
関
し
ま
し
て
、
大
気
汚
染
防
止
対
策
打
合

会
と
い
う
の
が
形
生
省
に
あ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
出
す
が
、
そ
う
い
う
よ
う
な
打
合
会
に
も
、
こ
の
問
返
は
重
要
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら

市
長
に
出
席
を
要
聞
い
た
し
立
し
て
、
み
ず
か
ら
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
こ
の
打
合
会
の
校
様
を
よ
く
み
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
そ
の
席
上
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
似
生
行
の
事
務
宜
か
ら
、
先
ほ
ど
肋
役
か
ら
お
答
え
い
た
し
ま
し
た
あ
の
修
正
案
の
通
過
す
る
と
き

の
校
様
で
ご
ざ
い
ま
す
が
｀
そ
の
巾
で
さ
ら
に
四
日
市
を
中
心
と
し
た
そ
の
他
の
宇
部
と
か
そ
う
い
っ
た
よ
う
な
四
日
市
と
同
格
の
都
市

で
ご
ざ
い
立
す
が
、
そ
う
い
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
偽
き
か
け
た
市
長
会
の
事
務
局
か
ら
の
製
梢
も
あ
っ
た
の
で
と
い
う
こ
と
ば
が
あ

り
ま
し
て
、

C
の
化
正
磁
が
で
さ
る
ー
つ
の
似
囚
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
も
四
日
市
が
こ
の
修
正

か
心
を
出
す
に
つ
さ
ま
し
て
、
相
当
旧
要
な
役
割
を
占
め
て
お
る
と
い
う
こ
と
の
ー
つ
の
査
証
で
な
い
か
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
五
月
の
ち
ょ
う
ど
下
旬
で
あ
っ
た
と
息
っ
て
お
り
ま
す
が
、
屈
生
省
と
通
脱
省
に
お
い
て
立
て
た
こ
の
法
律
が
、
窓
口
が
通
産
省

の
企
菜
局
の
附
菜
八
ム
冑
班
と
い
う
の
が
で
さ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
r

〇
監
理
課
長
（
小
林
梢
君
）

こ
れ
が
、
こ
れ
か
ら
本
省
に
お
け
る
大
気
汚
染
防
止
に
関
す
る
窓
口

平
和
町
の
元
市
営
住
宅
の
問
題
に
つ
い
て
、
お
答
え
巾
し
上
げ
ま
す
c

〔
監
理
課
長
（
小
林
消
君
）
登
壇
〕
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て
お
伺
い
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
な
る
と
い
う
通
知
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
先
般
、
誤
員
の
皆
さ
ん
に
焼
却
場
そ
の
他
寿
楽
園
の
陳
情
に
行
っ
て
も
ら
っ
た
そ
の
寸
暇

を
利
用
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
後
の
様
子
を
伺
い
に
ま
い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
法
が
改
定
い
た
し
ま
し
て
ま
だ
間
も
な
く
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
班
長
以
下
四
名
の
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
全
国
的
な
い
ろ
い
ろ
の
大
気
汚
染
に
つ
い
て
の
調
査
を
す
る
と
、
そ

の
調
査
を
す
る
た
め
の
準
備
を
し
て
お
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
四
日
市
市
が
調
査
の
対
象
に
な
る
の
か
な
ら
ぬ
の
か
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
意
見
を
伺
い
た
い
と
恩
い
ま
し
て
お
尋
ね
を
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て

は
ま
だ
酋
明
を
避
け
て
お
り
ま
す
が
、
四
日
市
の
ど
と
き
は
そ
う
い
っ
た
よ
う
な
調
査
対
象
に
せ
ざ
る
を
え
ぬ
市
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

私
ど
も
は
考
え
て
お
り
ま
す
、
と
い
う
こ
と
ば
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

て
全
国
の
衛
生
主
管
者
大
会
と
い

な
お
｀
こ
れ
に
関
辿
し
た
よ
う
な
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
。
五
月
の
十
五
日
に
高
知
市
に
お
き
ま
し

っ
た
よ
う
な
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
そ
の
席
上
、
私
の
ほ
う
か
ら
術
生
課
並
び
に
清
掃
課
か
ら
職
貝
を
派
遣
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が

そ
の
席
上
に
お
き
ま
し
て
厚
生
省
の
事
務
官
が
、
四
日
市
の
大
気
の
汚
染
と
く
に
亜
硫
酸
ガ
ス
と
い
う
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
ん

と
、
こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
ば
が
あ
っ
た
と
い
う
報
告
を
受
け
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
u

な

と
か
ひ
と
つ
行
っ
て
研
究
を
し
て
み
た
い

お
、
話
は
前
後
い
た
し
ま
す
が
、
屈
生
省
に
お
き
ま
す
大
気
汚
染
防
止
の
会
の
席
上
に
お
き
ま
し
て
も
、
し
い
ろ
い
ろ
厚
生
省
と
い
た
し
ま

し
て
は
大
気
汚
染
対
策
に
つ
い
て
の
闊
査
を
す
る
が
、
よ
ろ
し
く
御
協
力
い
た
だ
き
た
い
、
た
と
え
ば
四
日
市
市
に
お
け
る
亜
硫
酸
ガ
ス

と
い
う
よ
う
な
も
の
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
と
い
う
よ
う
な
こ
と
ば
が
あ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
よ
う
な
い

ろ
い
ろ
な
事
例
か
ら
な
が
め
ま
し
て
、
四
日
市
は
調
査
の
対
象
に
な
る
市
で
あ
る
よ
う
な
感
じ
を
受
け
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
よ

と
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ

い
よ
調
査
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
と
い
う
と
、
四
日
市
の
排
出
煤
煙
の
濃
度
が
測
定
さ
れ
る
こ

し
た
よ
う
に
、
残
っ
て
お
り
ま
す
の
は
そ
の
対
象
の
市
に
な
る
か

n

う
い
っ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
も
先
ほ
ど
肋
役
か
ら
答
弁
の
あ
り
ま

な
ら
な
い
か
と
い
う
問
阻
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
の
方
針
に
従
っ
て
善
処
し
た
い
、
こ
う
い
う
こ
と

た
だ
い
ま
。
た
い
へ
ん
丁
瓜
な
御
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
非
常
に
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
わ
け
て
も
今
回
の
煤
煙
排

出
筍
規
制
法
律
の
誕
生
い
た
し
ま
し
た
裏
面
に
、
．
当
市
長
の
非
常
な
御
努
力
が
秘
め
ら
れ
て
お
る
こ
と
を
拝
聴
い
た
し
ま
し
て
、
ほ
ん
と

さ
て
、
た
だ
い
ま
の
部
長
の
お
話
に
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
対
象
に
な
る
や
ら
な
ら
ぬ
や
ら
と
、
こ
う
い
う
表
現
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が

ぜ
ひ
と
も
万
難
を
排
し
て
な
る
べ
く
な
る
よ
う
に
ひ
と
つ
御
努
力
を
願
い
た
い
と
思
う
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
点
に
関
し
ま
し
て
い

ま
一
度
市
長
さ
ん
の
お
心
持
ち
を
お
聞
き
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
に
待
望
の
法
律
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
以
上
、
こ

の
法
律
を
中
心
に
い
わ
ゆ
る
法
律
を
具
体
化
す
る
係
と
い
い
ま
す
か
、
専
任
の
係
を
お
く
御
用
意
が
あ
る
か
な
い
か
。
予
防
措
置
と
し
て

は
商
工
課
に
も
連
絡
を
し
、
こ
れ
が
対
策
と
し
て
は
衛
生
課
に
も
述
絡
す
る
、
こ
う
い
う
よ
う
な
課
を
各
重
要
な
都
市
に
は
す
で
に
設
置

さ
れ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
法
令
ま
で
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
今
日
、
な
ん
と
か
こ
れ
を
具
体
化
す
る
御
意
思
は
な
い
か
、
重
ね

オ
ニ
問
に
、
雨
池
川
の
竣
工
に
つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
し
て
、
詳
細
拝
聴
い
た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年
の
あ
の
舟
を
浮
か

ペ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
集
中
硬
雨
の
と
き
に
、
も
う
こ
の
集
中
豪
雨
で
悩
む
の
も
こ
と
し
限
り
や
、
来
年
は
大
丈
夫
と
い
う
お
話
を
承
わ
り

関
係
地
区
民
に
そ
う
い
う
こ
と
を
甘
明
い
た
し
て
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
つ
ご
う
で
八
月
に
は
で
き
る
と
い
う

お
話
を
聞
き
ま
し
た
が
、
ま
あ
ま
あ
そ
う
い
う
点
も
お
伝
え
を
し
て
お
こ
う
ど
、
こ
ん
な
に
思
い
ま
す
。

平
和
町
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ど
う
も
は
r
き
り
し
た
方
針
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
や
や
不
審
に
思
う
点
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
移

転
す
る
な
ら
さ
す
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
態
度
を
ひ
と
つ
き
め
て
、
地
区
民
と
折
衝
す
る
と
い
う
よ
う
な
方
向
に
お
進
め
く
だ
さ
い
ま
し
て

う
に
感
銘
い
た
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

〔
伊
藤
太
郎
沼
丑
壇
〕

0
伊
藷
太
郎
君

を
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。
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〔
大
谷
喜
正
君
登
塩
〕

0
大
谷
喜
正
君

版
案
オ
七
十
六
号
の
オ
三
回
追
加
予
算
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
板
要
お
尋
ね
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
宮
願
い
ま
す
。

ー／.23-

次
に
日
程
オ
ニ
、
限
案
オ
七
十
五
号
窮
決
処
分
に
つ
い
て
を
屈
題
と
い
た
し
ま
す
。

御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
苫
願
い
ま
す
c

御
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
c

御
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。
脹
案
オ
七
十
五
号
を
、
教
育
民
生
委
且
会
に
付
託
い
た
し
ま
す
c

〇
屎
長
（
山
本
三
郎
君
）

次
に
日
程
オ
三
、
識
案
オ
七
十
六
号
昭
和
三
十
七
年
度
四
日
市
市
歳
入
歳
出
オ
三
回
追
加
予
算
な
い
し
日
程

オ
九
、
訊
案
オ
八
十
二
号
四
日
市
市
消
防
団
只
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
七
誤
案
を
一
括
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

〇
服
艮
（
山
本
三
郎
君
）

休
憩
前
に
引
き
続
き
ま
し
て
、
会
誠
を
開
き
ま
す
c

午
餃
七
時
三
分
再
開

午
後
六
時
二
十
三
分
休
憩

〇
餓
艮
（
山
本
三
郎
君
）

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

以
上
で
、

一
般
質
問
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
c

0
伊
蘇
太
郎
店

、
た
ず
ら
に
い
ろ
い
ろ
な
物
猿
を
起
こ
す
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
い
た
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
c

し

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
c

.

オ
ー
項
に
つ
き
ま
し
て
、
困
ね
て
御
答
弁
を
お
廂
い
申

〔
市
艮
（
平
田
佐
矩
君
）
登
椒
〕

こ
れ
は
多
分
に
本
省
で
十
分
に
検
討
を
加
え

し
て
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

公
害
対
策
の
対
象
の
都
市
と

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

た
し
ま
し
て
は
で
き
る
限
り
そ
う
い
う
対
象
の
面
に
の
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
そ
う
し

て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
四
日
市
と
い

こ
う
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
の
で

て
、
仕
ホ
の
し
や
す
い
よ
う
、
＇
か
つ
効
力
の
発
生
す
る
よ
う
な
場
合
を
と
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

す
。
も
し
そ
う
い
う
よ
う
な
掲
面
に
あ
い
な
り
ま
す
れ
ば
、
こ
れ
は
い
ず
れ
専

せ
っ
か
く
努
力
を
さ
し
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
や
は
り
関
係
官
庁
と
も
よ
く
述
絡
を
と
り
ま
し
て
、
・
有
効
な
人
的
処
置
を
と
り
た

門
の
知
識
も
要
す
る
よ
う
な
こ
と
と
な
り
ま

い
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す
が
、
た
だ
い
ま
係
か
ら
御
答
弁
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
な
か
な
か
当
局
と
い
た
し
ま
し
て
も
慎

重
を
期
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
直
ち
に
と
い
う
よ
う
．
な
こ
と
に
は
な
か
な
か
ま
い
ら
ぬ
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
絶
え
ず
公
害
に
つ
き

ま
し
て
注
意
を
喚
起
い
た
し
ま
し
て
、
で
き
る
だ
け
辿
か
に
政
府
が
法
律
化
さ
れ
る
よ
う
に
、
ひ
と
つ
わ
れ
わ
れ
と
い
た
し
ま
し
て
も
努

力
を
続
け
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

う
に
、
伯
日
｀

た
だ
い
ま
市
長
の
御
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
専
任
の
係
を
お
く
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
お
聞
き
で
き
な
か
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
こ
の
点
に
つ
い
て
の
御
配
應
を
賜
わ
り
た
い
と
恩
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
一
ぃ
っ
か
も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ

い
ま
の
こ
の
と
き
に
も
地
区
民
の
生
命
を
む
し
ば
ん
で
お
る
と
い
う
こ
と
は
、
中
問
報
告
で
そ
の
証
拠
を
立
て
ら
れ
て
お

る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
め
に
関
係
地
区
に
お
き
ま
し
て
は
、
眼
に
も
同
様
の
陳
梢
を
進
ん
で
い
た
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
県
の

て
と
に
か
く
無
料
の
検
診
を
ゃ
ろ
う
、
診
療
で
は
な
い
が
ま
ず
検
診
を
ゃ
ろ

ほ
う
で
は
、
衛
生
部
長
さ
ん
か
ら
す
で
に
坦
浜
病
院
に
お
い

う
と
、
こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
早
速
邸
備
を
し
て
お
る
か
ら
と
い
う
よ
う
な
お
知
ら
せ
も
あ
っ
た
く
ら
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な

に
と
ぞ
関
係
の
理
事
者
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
そ
の
点
も
思
い
合
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
具
体
的
な
進
め
方
を
一
日
も
早
く
な

さ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
要
堕
い
た
し
ま
し
て
、
お
辱
ね
を
終
り
た
い
と
恩
い
ま
す
。

〔
伊
藉
太
郎
打
狂
埴
〕
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い
た
し
て
お
り
ま
す
の
は
、

0
総
務
部
長
（
林
義
夫
粒
）

っ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
を
検
討
い
た
し
ま
す
と
き
に
、
き

今
回
の
生
二
回
追
加
予
坑
総
額
は
七
千
百
数
十
万
円
と
な

わ
．．
 
め
て
当
然
す
ぎ
る
よ
う
な
性
格
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
ま
し
て
、
い
ま
さ
ら
そ
れ
に
対
し
て
是
非
の
云
々
に
つ
い
て
は
別
と
．
ぃ

と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
一
、
ニ

た
し
ま
し
て
、
こ
れ
は
い
ず
れ
担
当
の
常
任
委
貝
会
に
お
か
れ
ま
し
て
詳
細
内
容
の
御
密
巖
は
あ
る
こ
と

さ
ら
に
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
と
常
任
委
員
会
に
お

私
が
そ
の
内
容
的
に
疑
義
を
生
じ
て
お
り
ま
す
点
を
理
事
者
に
お
縁
ね
し
、

れ
ば
、
非
常
に
し
あ
わ
せ
に
恩
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
c

か
れ
て
も
御
審
臨
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

っ
た
か
期
日
は
正
確
に
記
憶
い
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
が

そ
の
オ
ー
点
に
つ
き
ま
し
て
｀
昨
年
の
荘
れ
か
あ
る
い
は
こ
と
し
の
初
め
で
あ
＂

ら
相
当
額
の
負
担
金
を
本
市
に
要
請
陳
情
書
が

し
て
お
り
ま
し
た
さ
い
に
、
四
日
市
工
業
高
校
か

私
が
か
つ
て
総
務
委
貝
会
に
所
脱
い
た

｀
そ
の
隙
情
の
審
醸
を
付
託
さ
れ
た
私
ど
も
総
務
委
貝
会
が
検
討
し
た
の
で
あ
り
ま
す
e

そ
の
さ
い
の
結
論
と
い

出
さ
れ
て
お
り
ま
し
て

う
よ
う
な
結
論
を
出
し
た
記
憶
が
あ

十
分
こ
ん
ご
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
、
こ
う
い

た
し
ま
し
て
は
、
い
ま
な
お
時
期
闘
早
に
し
て

る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
そ
の
後
の
委
貝
会
に
お
い
て
審
脹
せ
ら
れ
た
か
否
か
を
関
係
縁
貝
の
方
々
に
お
尋
ね
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ

い
っ
こ
う
に
笠
臨
を
し
た
こ
と
が
な
い
と
、
こ
う
い
う
よ
う
な
お
答
え
で
あ
り
ま
し
た
も
の
が
、
今
回
、
諸
支
出
金
中
に
九
百
万
円
と
い

う
、
こ
の
予
葬
紺
成
の
二
割
九
分
に
も
匹
敵
す
る
額
と
な
っ
て
出
て
き
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
九
百
万
円
の
金
額
が
不
必
要
だ
と
は
私

は
考
え
ま
せ
ん
C

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
然
私
も
賛
意
を
も
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
お
尋
ね
し
た
い
要
点
は
｀
少
な

く
と
も
殿
会
の
付
託
を
受
け
た
委
只
会
が
保
留
の
結
論
を
出
し
て
い
る
も
の
を
担
当
委
貝
会
に
再
審
議
さ
れ
ず
し
て
、
理
事
者
が
今
回
九

イ
ト
を
占
め
る
と
い
う
額
を
出
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本

百
万
円
と
い
う
ぼ
う
大
な
、
追
加
予
郭
額
の
内
容
に
非
常
に
大
き
く
ウ
エ

、
他
の
も
っ
と
も
緊
急
を

い
て
隅
貝
各
位
か
ら
述
ぺ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が

日
も
一
般
質
間
の
中
に
い
ろ
い
ろ
と
財
政
問
題
に
つ

こ
う
い
う
よ
う
な
、
極
端
に
い
え
ば
委
員
会
の
結

要
す
る
よ
う
な
問
題
さ
え
も
財
政
事
情
に
よ
っ
て
延
ば
さ
れ
ん
．
と
し
て
お
る
と
き
に
、

論
を
無
祝
し
て
で
も
追
加
計
上
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
理
由
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
こ
う
い
う
こ
と
が
オ
ー
点
で
あ
り
ま
す
。

オ
ニ
点
、
の
ち
ほ
ど
別
脹
案
で
御
菊
議
は
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
歳
入
財
源
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
志
積

議
貝
か
ら
市
有
地
の
管
理
と
い
う
点
に

OO
し
て
御
質
問
を
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
私
も
若
干
そ
う
い
っ
た
危
惧
を
い
ま
ま
で
も
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
内
容
的
に
は
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
を
避
け
ま
す
け
れ
ど
も
、
た
ま
た
ま
歳
入
の
財
源
の
う
ち
雑
入
に
お
き
ま
し
て
わ
ず

か
九
万
七
千
二
百
五
十
円
と
い
う
．
市
有
地
の
土
地
貨
貸
料
が
本
年
度
の
当
初
予
郭
に
計
上
さ
れ
て
お
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
今
回

の
追
加
予
芥
の
内
容
に
は
、
総
入
財
源
と
し
て
そ
の
四
倍
に
も
匹
敵
す
る
過
年
庇
収
入
と
い
う
名
の
も
と
に
計
上
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ

れ
は
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
十
八
日
の
逐
条
審
限
の
さ
い
に
も
お
尋
ね
し
よ
う
か
と
は
考
え
て
い
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た

よ
う
な
、
内
容
的
に
き
わ
め
て
不
明
朗
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
想
像
さ
れ
る
よ
う
な
財
源
が
こ
の
さ
い
ポ
カ
ン
と
浮
か
ん
で
く
る
と
こ
ろ

に
、
私
は
な
に
か
不
純
な
気
が
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
も
し
事
惜
が
許
す
も
の
な
れ
ば
き
ょ
う
こ
の
席
上
で
も
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す

し
、
あ
る
い
は
本
会
屈
の
総
休
質
間
の
中
に
お
い
て
そ
う
い
う
項
に
わ
た
っ
た
説
明
が
で
き
か
ね
る
と
い
う
こ
と
な
れ
ば
、
関
係
常
任
委

貝
会
に
お
い
て
御
審
誤
さ
れ
る
と
き
に
、
私
が
最
終
日
に
逐
条
審
語
の
さ
い
に
お
辱
ね
せ
な
く
て
も
い
い
よ
う
な
答
え
を
、
明
瞭
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
二
点
に
つ
い
て
お
辱
ね
を
し
、
関
係
理
事
者
か
ら
御
答
弁
さ
れ
る
資
料
が
あ
れ
ば
拝
聴
し
、
な
け
れ
ば
関
係
常
任
委
員
会
に
お

い
て
そ
の
よ
う
に
御
審
脹
顧
い
た
い
こ
と
を
合
せ
て
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

〔
総
務
部
長
（
林
義
夫
社
）
登
埴
〕

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
オ
ー
点
の
、
四
日
市
工
棠
高
等
学
校
の
負
担
金
に
つ
い
て
141
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
は
総
務
委
貝
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
私
の
承
知

一
応
内
容
を
御
検
討
顧
っ
た
と
き
に
、
経
費
多
端
の
折
柄
で
あ
る
か
ら
分
割
し
て
援
助
し
た
ら
ど
う
か
と
い

う
よ
う
な
御
意
見
が
あ
り
ま
し
て
、
継
続
審
感
を
願
っ
て
お
る
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

工
業
高
等

-/.2s-
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の
担
当
部
門
は
、
付
託
限
案
一
覧
表
に
よ
っ
て
御
了
承
願
い
ま
す
。

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。
謡
案
オ
七
十
六
号
な
い
し
八
十
二
恐
を
、
関
係
常
任
委
具
会
に
付
託
を
い
た
し
ま
す
。
各
常
任
委
員
会
の
担

当
部
門
は
、
お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
付
託
誤
案
一
覧
表
に
よ
っ
て
御
了
承
願
い
ま
す
。

い
て
の
三
議
索
を
一
括
話
題
と
い
た
し
ま
す
。

五
号
予
芥
外
毅
務
瓜
担
契
約
の
豆
正
に
つ

御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
苫
願
い
ま
す
c

御
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か

C

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。
阻
案
オ
八
十
三
号
な
い
し
脹
案
才
八
十
五
号
を
、

〇
撮
長
（
山
本
三
郎
社
）
次
に
日
程
オ
十
三
、
屈
案
オ
八
十
六
号
昭
和
三
十
七
年
度
四
日
市
市
水
道
事
業
会
計
オ
ー
回
追
加
更
正
予
舘
な

い
し
日
程
才
十
五
、
議
案
才
八
十
八
号
配
水
管
施
設
費
立
替
金
に
関
す
る
契
約
に
つ
い
て
の
三
議
案
を
一
括
誤
題
と
い
た
し
ま
す
。

御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
甘
願
い
ま
す
。
御
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
c

御
質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。
涵
案
才
八
十
六
号
な
い
し
議
案
才
八
十
八
号
を
、
建
設
委
貝
会
に
付
託
い
た
し
ま
す
。

0
議
艮
（
山
本
三
郎
君
）
次
に
日
租
オ
十
六
、
謡
案
オ
八
十
九
号
市
有
地
の
交
換
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
甘
願
い
ま
す
。
御
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。
阻
案
オ
八
十
九
号
を
、
総
務
委
貝
会
に
付
託
い
た
し
ま
す
。

〇
餓
長
（
山
本
三
郎
君
）

次
に
日
程
才
十
七
、
臨
案
オ
九
十
号
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
を
脹
題
と
い
た
し
ま
す
。

御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
酋
顧
い
ま
す
。
御
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
。
揺
案
オ
九
十
号
を
、
総
務
委
貝
会
に
付
託
い
た
し
ま
す
。

〇
屈
長
（
山
本
三
郎
粒
）

次
に
日
程
オ
十
八
、
誤
案
オ
九
十
一
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
な
い
し
日
程
オ
ニ
十
、
議
案
オ
九

十
三
号
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
三
謡
案
を
一
括
脹
題
と
い
た
し
ま
す
。

御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
甘
願
い
ま
す
c

御
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

0
該
長
（
山
本
三
郎
枯
）

〇
蔽
長
（
山
本
三
郎
社
）

．
 

次
に
日
和
オ
十
、

9

9

9

,

＇
,
＂
門
ー
ー

，
 

9

,

,

1

,

1

,

9

、
1
'
i
'
|＇
h
l
.
,
9
9
9
,
9
,
1
1
d
,
'
,
＇
,
'
 

関
係
常
任
委
貝
会
に
付
託
い
た
し
ま
す
C

各
常
任
委
員
会

i
し

限
案
オ
八
十
三
号
予
葬
外
義
務
負
担
契
約
に
つ
い
て
な
い
し
日
程
オ
十
二
、
誤
案
才
八
十

他
に
御
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。

内
容
は
、
以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

こ
の
さ
い
交
換
に
さ
い
し
ま
し
て
正
規
の
状
態
で
こ
ち
ら
に
い
た
だ
＜
ぺ
き
も
の
は
い
た
だ
い
て
交
換
す
る
も

で
話
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
間
題
は
別
と
い
た
し
ま
し
て
、

そ
れ
以
前
の
も
の
を
詳
細
に
調
査
い
た
し
ま
す
と
滞
納
分
が
そ
れ
だ

交
換
の
話
の
で
き
ま
し
た
以
後
は
、
双
方
、
政
貸
料
に
つ
い
て
は
相
殺
し
て
い
こ
う
と
い
う
よ
う
に
当
時
の
担
当
課
の
都
市
計
画
の
ほ
う

り
ま
す
臨
案
オ
八
十
九
号

ICoo辿
い
た
し
ま
し
て
、
土
地
の
交
換
を
い
た
し
ま
す
久
保
村
木
材
に
貸
し
て
お
り
ま
す
市
有
地
の
賃
貸
料
が

そ
れ
か
ら
、
オ
ニ
点
の
過
年
度
収
入
と
し
て
の
土
地
の
貨
貸
料
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
・
大
谷
談
艮
さ
ん
も
御
指
摘
に
な
っ
て
お

工
業
高
等
学
校
の
整
備
に
つ
い
て
の
地
元
負
担
金
の
一
助
に
し
て
も
ら
い
た
い
、

こ
う
い
う
よ
う
な
考
え
方
で
お
り
ま
す
c

か
ら
申
し
出
の
一
千
百
五
十
万
円
と
い
う
額
に
対
し
ま
し
て
九
百
万
円
の
補
助
を
申
し
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
急
埒
対
策
並
び
に

学
校
が
す
で
に
そ
の
事
業
は
完
了
い
た
し
ま
し
て
、
現
在
使
用
中
に
あ
い
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

慎
重
に
検
討
を
加
え
ま
し
て
、
学
校

-I.2？-
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四

日

市

市

議

会

定

例

会

会

議

録

昭
和
三
十
七
年
六
月
十
八
日

本
日
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

次
会
は
、
き
た
る
六
月
十
八
日
午
前
＋
時
よ
り
会
謡
を
開
き
ま
す
。

四

日

市

市

議

質
疑
な
し
と
認
め
ま
す
e

誤
案
オ
九
十
一
号
な
い
し
脹
案
牙
九
十
三
号
を
、
関
係
常
任
委
貝
会
に
付
託
い
た
し
ま
す
。
各
常
任
委
員
会

の
担
当
部
門
は
、
付
託
謡
案
一
況
表
に
よ
っ
て
御
了
承
顧
い
ま
す
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
本
日
の
日
程
を
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

午
後
七
時
十
九
分
散
会

（
第
三
号
）

会

ー／2g-
1
,
9

、
1-
―



0
出
席
阻
貝
（
三
十
三
名
）

0
昭
和
三
十
七
年
六
月
十
八
日
（
月
曜
日
）
午
前
十
時
五
分
開
議

鈴

木

愛

次

君

伊

，

藤

金

渡

部

樅

太

郎

一
I

君 君

高

橋

伊

祐

君

大

谷

君

池荒志 鈴錦谷伊 矢 内 野 馬

畑木積木

喜佐武

太

正郎治

君君

政 敏 安 専 太繁弥幸温

十太

一郎ー吉九郎郎郎郎知

君

口藤田山呂嶋

君 君 君君君君君君

米

田

唱
＿
＿
＿
十
七
庇
四
日
市
市
謡
会
定
例
会
議
事
速
記
録

オ一＿一号

好

兼

速

記 -!|＇

!
A
l
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ガ'1' 才 〇
謡
会
事
務
局
（
四
名
）

〇

陵

事

日

程

オ

三

号

昭
和
三
十
七
年
六
月
十
八
日
（
月
曜
日
）
午
前
十
時
開
議

…
•
…
…
…
•
•
…
…
…
·
：
・
・
・
・
・
委
員
長
報
告
：
・
・
質
疑
、
討
論
、
承
認

誤
案
オ
七
五
号
専
決
処
分
に
つ
い
て

脹
案
（
語
案
才
八
九
号
市
有
地
の
交
換
に
つ
い
て
）
の
撤
回
に

つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
；
：
撤
回
理
由
説
明
：

．．．．．．．．．．．． 
承
認

〇
欠
席
議
艮
（
六
名
）

主

事

・

補

安

藤

枝

好

主

事

坂

倉

紀

久

議

事

係

長

川

原

田

事

務

局

長

菊

地

英

裕也

小 辻

i 林

喜定

夫

君
章

君

加

藤

定

男

君

早＇平

Jlf 

和

君

野

太

一七

君

．．． 

山
~

ロ

信

．

今

生

君

'

・

'

9

9

,

9

 

＂ 

9
9
9
,
9
,
9
 

99,

';[|~ 

中

島

忠

勝

山

本

郎

君君

藤

谷

祐興

隆

君

橋

詰

君

永 柴 山 田 日生伊

田田中村比川

巳 忠 末 義 平

藤

宗泰長

十

郎側繁一松平蔵・一

君君君君君君君

伊

藤

君

坂

上

君

前

) 1 l 

辰

男

君

笠

田

七

衛

君

服

部

昌

弘

浜

田

弥

平

君．君

ー／3/- ー／.JO-
•、
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オ
ニ
三

〇
碓
長
（
山
本
三
郎
君
）

ガ' ’
 

ガニ．
，
 

オ
ニ
〇

,
．
L
 

ガ
l

ブ

た
だ
い
ま
か
ら
本
日
の
会
餓
を
開
き
ま
す
。

委
貝
会
戟
告
オ
六
号

委
且
会
報
告
才
七
号

請
顧
密
等
栢
迂
結
果
報
告
：

．．．．．．．．．．．．．．．． 

” ” 

版
案
オ
九
三
号

,, •',, 

’
 

•••. 

,
 

4

、

’
 

•... 

‘
 

”
,
 

,' 

ほ
案
オ
九
二
恐

ヽ

’’ 

、，ー
~` 

〒̀,
‘
,
I
 

オ
ー
八
，

版
案
オ
九
一
号

ヽ

”
 ” 

オ
ー
七

屈
案
オ
九
0
号

’’ 

｀
 
”
 >
'

 
9
'
 

,, 

ヽ

’’ 

'̀ ,, " 

オ
ー
六

限
案
が
八
八
号

配
水
管
施
設
費
立
特
金
に
関
す
る
契
約
に
つ

｀ ’’ 
雫

”
 

オ
ー
五

餓
案
オ
八
七
号

ヽ

”
 1, 

オ
ー
四
巖
案
才
八
六
号

昭
和
三
十
七
年
殷
四
日
市
市
水
追
事
業
会
計

オー―――

脹
案
オ
八
五
号

予
算
外
筏
務
れ
担
契
約
の
更
正
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．． 

ガ， ガ'

ヽ

”
 .,, 

’’ 

限
索
才
八
ー
ー
一
号

議
案
オ
七
六
号

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

族
扶
助
料
支
給
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

謡
案
オ
七
九
号

浪
案
＊
八
四
号

四
日
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．． 

四
日
市
市
立
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

．．．．．．．．．． 

、

........... 
，
 
．．．．．．． 
o
 ..
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

て・・・・・・・・・・・・・・・・・

し脹
案
才
八
一
号
四
日
市
市
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

；▼

C
 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

しの
一
部
改
正
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

予
坑
外
毅
務
凸
担
契
約
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

予
芥
外
義
務
れ
担
契
約
に
つ
い
て
；

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

オ
ー
回
迅
加
夏
正
予
絆
；
；
；
…
•
•
•
•
•
…
•
•
•
9・
・
・
・
・
・
・
…

．．．．．．．．．．． 

四
日
市
市
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

ヽヽ

t
....................................................... ・
 

•.•••••••••••••••.•••••••••.•••.•••••••••••••.•••.•••••• 
い
て

ヽ

•.•.•••••.•.•••••••..•.. 

購
入
契
約
の
締
結
に
つ
し
て

工
事
闊
凸
哭
約
の
締
結
に
つ
い
て
：

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

工
事
精
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

•••••••••••••••••.•••••• 

委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
，

．

採

否

決

定

妥
貝
会
報
告
才
五
号
請
顧
術
等
審
査
結
果
報
告
：
．．．．．．．． 

，
 
．．．．．．．．．．． 

請
願
宵
等
審
査
結
果
報
告
：
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

暫
時
、
休
憩
、
い
た
し
ま
す
C

,

出
席
議
只
は
、
・
三
十
名
で
あ
り
ま
す

c

.

，．I93 

＊
日
の
訊
事
日
程
に
つ
き
ま
じ
て
は
、
脳
事
日
程
オ
ー
ニ
号
に
よ
り
と
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

93
／
 一

オ
ー

0

訊
案
オ
八
二
号

四
日
市
市
消
防
団
貝
等
公
務
災
害
補
償
条
例

オ

九

オ

八

屈

案

オ

八

0
号

オ

七

オ
・
六

訊
案
オ
七
八
号

四
日
市
市
吏
貝
退
隠
料
、
退
職
給
与
金
、
遺

オ

五

屈

案

＊

七

七

号

四
日
市
市
委
貝
会
の
委
貝
等
の
報
酬
及
び
費

才

四

ガ.,.

” ” 
,, ‘’ ” ” 

、、

” 
， 

” 

,, 

” 

’’ 

” 

’’ 

ヽ

”
 ,, 

脹
案
（
艤
案
オ
七
六
号
昭
和
三
十
七
年
度
四
日
市
市
歳
入
歳
出

” ・fl ” ” 

、
…
…
…
…
・
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
訂
正
理
由
説
明
：
・
：
・
:
．．．．．． 
承
認

を
二
回
追
加
予
算
）
の
訂
正
に
つ
し
て

昭
和
＿
＿

i+七
年
度
四
日
市
市
歳
入
歳
出
オ
ー
―
―

・
・
・
委
貝
長
報
告
：
・
・
質
疑
、
討
論
、
誤
決

回
追
加
予
卵
．．．．．．．． 
…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
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’
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,J 
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0
議
長
（
山
本
三
郎
社
）

〔
「
汎
限
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〇
凩
長
（
山
本
三
郎
社
）

御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
｀
御
発
甘
顧
い
ま
す
。

土
は
か
り
い
た
し
出
す
c

た
だ
い
文
議
瓜
と
な
っ
て
お
り
ま
す
誤
寮
の
撤
回
及
び
訂
正
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
に
御
異

限
あ
り
出
せ
ん
か
c

御
汎
品
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
日
程
オ
ニ
屈
案
の
撤
回
に
つ
い
て
、
及
び
日
程
オ
三
艤
案
の
訂
正
に
つ

ど
う
か
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
立
す
。

〔
市
長
（
平
川
佐
矩
社
）
丑
捜
〕

し
出
す
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぷ
布
あ
り
〕

〇
訊
長
（
山
本
三
郎
社
）

日
程
オ
一
、
揺
案
オ
七
十
五
号
淳
決
処
分
に
つ
い
て
を
傑
凶
と
●
た
し
ま
す
。

木
案
に
対
す
る
教
脊
民
生
委
員
長
の
戟
告
を
求
め
ま
す
C

中
恥
委
貝
長
。

〔
教
育
民
生
委
貝
長

(lit品
忠
勝
社
）
登
壇

u

0
教
育
民
生
委
艮
長
（
中
品
忠
勝
む
）

教
料
民
生
委
貝
会
の
帯
査
粘
果
に
つ
い
て
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

議
梁
斗
七
十
五
サ
。
琳
決
処
分
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
昭
和
三
十
七
年
度
本
市
特
別
会
計
市
立
四
日
市
病
院
費
オ
ー
回

の
迅
加
予
郭
で
あ
り
ま
す
。

ゃ
む
を
え
な
い
も
の
と
認
め
て
、
原
案
ど
お
り
承
認
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
c

0
屈
長
（
山
本
三
郎
社
）

ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
帯
謡
脱
わ
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委
艮
長
の
戟
告
に
対
し
ま
し
て
御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
酋
願
い
ま
す
。

別
段
、
御
只
疑
、
御
窓
見
も
な
い
よ
う
で
あ
り
出
す
の
で
、
蔽
案
の
採
決
を
行
な
い
ま
す
が
、
御
異
餓
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
昴
議
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

ふ
は
か
り
い
た
し
ま
す
。
水
裕
は
、
委
且
長
の
根
告
ど
わ
り
承
認
い
た
し
ま
し
て
御
異
謡
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〇
脹
長
（
山
＊
三
郎
社
）

〇
屈
長
（
山
本
三
郎
社
）

者
あ
り
）

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

御
汎
屈
な
し
と
認
め
ま
す
。

御
災
版
な
し
と
認
め
ま
す
C

よ
っ
て
脹
案
オ
七
十
五
号
は
、
承
認
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
＇
．

次
に
日
程
オ
ニ
、
昴
娯
の
撒
回
に
つ
い
て
＂
及
び
日
程
オ
三
、
陵
案
の
訂
正
に
つ
い
て
を
一
括
議
題
と
い
た

撤
回
及
び
訂
正
咄
山
の
説
明
を
求
め
立
す
c

0
市
長
（
平

Ill佐
矩
社
）
先
に
御
糾
簗
＂
し
上
げ
ま
し
た
議
案
オ
八
十
九
号
の
市
有
地
の
交
換
は
、
都
市
計
画
街
路
千
オ
町

0

小
生
線
の

築
辿
に
さ
い
し
出
し
て
道
路
敷
地
取
得
の
た
め
こ
の
追
路
敷
地
と
市
布
地
の
交
換
を
行
な
う
ぺ
く
御
提
案
申
し
上
げ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
る
が
、
本
件
に
つ
さ
立
し
て
は
、
開
般
の
状
況
を
考
慮
い
た
し
ま
し
て
さ
ら
に
十
分
検
討
の
上
処
理
い
た
し
た
い
と
考
え
ま
す
る
の
で

こ
こ
に
議
索
を
撤
回
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

な
か
、
こ
の
汲
案
撤
回
に
伴
い
出
し
て
こ
れ

rcooす
る
予
卯
の
訂
正
を
お
顧
い
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

休
憩
前
に
引
さ
続
き
，
疇
会
議
を
開
き
ま
す
c 午

前
十
時
一

l

i

十
五
分
再
開

午
前
十
時
五
分
休
憩
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り
ま
す
。

ま
ず
訊
尖
オ
七
十
六
号
、

一
般
会
計
生
＿
＿
回
追
加
予
狂
の
成
入
は
、
繰
越
金
雑
入
の
追
加
が
お
も
な
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
歳
出
に
お

業
高
等
学
校
設
置
の
地
元
負
担
金
、

け
る
当
姿
且
会
の
関
係
予
卯
は
謡
且
雑
栢
の
位
上
げ
に
伴
う
誤
会
股
の
追
加
、
並
び
に
四
日
市
南
工

並
び
に
関
係
眼
立
麻
校
に
対
す
る
地
元
仇
担
金
が
お
も
な
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
や
む
を
え
な
い
も
の
と
認
め
て
原
案
ど
お
り
承
認
い
た

吹
習
叙
建
設
双
位
担
金
九
百
万
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
過
般
の
本
会
議
に
お
い
て
大

し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
。
四
日
市
工
棠
甜
校
の

谷
該
且
の
御
慎
間
に
あ
り
ま
し
た
ご
と
く
、
当
委
艮
会
に
お
い
て
陳
梢
と
し
て
継
続
審
森
中
の
案
件
で
あ
り
ま
し
て
、
慎
重
を
期
し
て
い

た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
内
の
眼
立
高
校
の
詑
れ
担
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
陳
術
の
あ
る
た
び
に
虹
が
予
算
化
し
た
ら
普
処
さ
れ
た
い
、

担
に
つ
い
て
十
分
に
折
街
さ
れ
た
い
と
要
望
し
て
ま
い
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
c

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
案
件
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で

迎
事
者
の
今
回
の
処
尻
に
つ
い
て
は
迅
及
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
理
事
者
は
委
貝
会
と
の
連
絡
不
十
分
の
点
を
認
め
、
こ
ん
ご
こ
の
よ

う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
万
全
を
期
し
た
い
と
棟
紺
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
当
委
貝
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
こ
の
申
し
出
を
了
と
し
て
、
本

件
を
原
案
ど
お
り
承
認
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

識
案
オ
七
十
七
号
、
四
日
市
市
委
且
会
の
委
貝
等
の
報
酬
及
び
孜
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
選
挙
関
係
法
令

の
一
郎
改
正
に
よ
り
ま
し
て
双
川
弁
償
額
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
議
案
オ
七
十
八
号
、
四
日
市
市
吏
員
退
隠
料
、

退
磁
給
与
金
、
追
族
扶
肋
料
支
給
条
例
筍
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
通
算
年
金
通
則
法
の
施
行
に
伴
い
一
部
改
正
を
行
な
う
も
の
で
あ

隔
案
オ
七
十
九
号
、
四
日
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
ま
し
て
本
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
案
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
木
条
例
改
正
に
よ
り
ま
す
市
税
額
の
減
額
は
約
二
千
万
円
が
推
定
さ
れ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
案
オ
八
十
二
号
、
四
日
市
市
梢
防
団
且
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
条
例
に
よ
る
本
市
非
常
動
消
防
団
員
等

の
災
弗
補
償
の
基
準
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
以
上
四
脹
案
を
別
段
異
脹
な
く
原
案
ど
お
り
承
認
い
た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す

9

,

0

ぼ
長
．
（
山
木
三
郎
社
）

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
御
審
語
の
ほ
ど
を
お
願
い
山
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、
教
育
民
生
委
貝
長
に
お
顧
い
い
た
し
ま
す
。
中
島
委
貝
長
。

〔
教
育
民
生
姿
且
長
（
中
島
忠
勝
社
）
登
壇
〕

0
教
育
民
生
委
且
長
（
中
品
忠
勝
君
）

て
慎
頂
に
審
査
を
田
ね
ま
し
た
と
こ
ろ
。

げ
ま
す
。

教
育
民
生
委
且
会
に
御
付
託
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
議
案
に
つ
い
て
当
委
員
会
に
お
き
ま
し

い
ず
れ
も
妥
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
原
案
ど
お
り
承
認
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す

あ
る
い
は
県
市
の
分

ー

1

.
，＇：ぶ

'"99,9"叶
仕
ー
＇
，
―

-g-量昌―

本
委
且
会
は
さ
る
十
四
日
、
付
託
訊
案
に
つ
い
て
偵
重
な
る
帝
査
を
行
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
以
下
順
を
追
っ
て
御
説
明
申
し
上

す。 0
総
務
委
貝
長
（
伊
麻
泰
一
酋
）

い
て
御
報
告
い
た
し
ま

恩
芽
七
十
九
号
並
び
に
訊
案
才
八
十
一
号
、
オ
八
十
二
号
の
六
臨
案
に
対
す
る
密
査
の
経
過
並
び
に
結
果
に
つ

紡
務
葵
只
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
揺
案
才
七
十
六
号
中
の
関
係
部
分
、
及
び
誤
案
牙
七
十
七
号
か
ら

〔
総
務
委
貝
杖
（
伊
藤
泰
一
君
）
八
益
壇
〕

ま
ず
総
務
委
且
長
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
伊
藤
委
貝
長
。

本
件
に
対
す
る
各
委
艮
長
の
柑
告
を
求
め
ま
す
。

才
て
限
案
才
八
十
二
号
四
日
市
市
梢
防
団
貝
等
公
務
災
密
補
償
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
七
厳
案
を
一
括
誤
題
と
い
た
し
ま
す
。

0
臨
長
（
山
本
三
郎
君
）

次
に
日
程
才
四
、
低
案
オ
七
十
六
号
昭
和
三
十
七
年
度
四
日
市
市
歳
入
歳
出
牙
三
回
追
加
予
算
な
い
し
日
程

い
て
は
、
こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

ー／ 3？-- ー／ 36_



理
事
者
の
説
明
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

以
下
簡
阜
で
は
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
審
査
の
経
過
に
お
け
る
要
望
の
あ
り
ま
し
た
点
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す

c

陵
案
オ
七
十
六
号
、
歳
出
才
十
六
款
賭
支
出
金
中
、
諸
費
の
需
用
費
中
、
委
託
料
、
工
事
請
負
費
に
つ
い
て
は
、
南
工
業
高
校
建
設
予

定
地
に
対
す
る
さ
し
当
っ
て
の
諸
経
費
で
あ
り
ま
し
て
、
当
委
貝
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本
莉
校
誘
致
の
市
長
提
案
説
明
を
忠
実
に
履

行
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
本
案
を
承
認
し
た
次
オ
で
あ
り
ま
す
。

次
に
展
案
オ
八
十
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
に
お
け
る
各
保
育
園
の
格
差
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
公
立
私
立
の
別
な
く
市
全
般
に
お

け
る
保
育
施
設
の
格
差
の
是
正
に
つ
い
て
訳
点
的
な
施
策
を
は
か
り
、
保
育
行
政
の
円
満
を
期
さ
れ
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
が
教
育
民
生
委
艮
会
に
お
け
る
帝
査
の
経
過
並
び
に
結
屎
‘
で
あ
り
ま
す
翌
l

ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
審
餓
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
c

次
に
、
産
業
経
済
委
只
長
に
お
師
い
い
た
し
ま
す
0

渡
部
委
貝
長
c.

2

鹿
業
経
済
委
只
長
（
渡
部
枷
太
郎
君
）
登
壇
〕

照
業
経
済
委
只
会
に
付
託
に
な
り
ま
し
た
関
係
巌
案
に
つ
き
、
当
委
員
会
の
審
査
結
果
を
御

〇
煕
業
経
済
委
貝
長
（
渡
部
椛
太
郎
君
）

轄
告
巾
し
上
げ
ま
す
c

•• 

,

｀

い

5......

、
昭
和
三

脹
案
＊
七
十
六
号
、
昭
和
三
十
七
年
度
四
日
市
市
歳
入
歳
出
オ
三
回
追
加
予
算
、
産
粟
経
済
費
中
、
耕
地
事
業
費
の
追
加
は

、
天
白
川
提
切
下
か
ん
が
い
用
水
路
工

十
六
年
度
眼
営
、
団
体
営
並
び
に
県
単
事
業
費
決
定
に
よ
る
土
地
改
良
事
業
役
の
負
担
増
加
分
と

事
の
詑
材
料
費
補
助
の
計
上
で
あ
り
ま
し
て
、
別
段
異
脹
な
く
原
案
ど
お
り
承
認
い
た
し
ま
し
た
。
・

次
に
、
商
工
奨
励
費
の
追
加
は
、
主
な
も
の
と
し
ま
し
て
労
務
対
策
と
し
て
の
日
屈
い
労
務
者
岡
易
宿
泊
所
建
設
に
対
す
る
工
事
費
等

て
は
、
政
入
指
定
寄
付
金
に
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す

す
が
、
こ
れ
が
財
源
に
つ
き
ま
し

の
補
助
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
街
路
灯
施
設
皮
の
補
助
に
つ
き
ま
し
て
は
、
補
助
率
の
大
幅
引
き
上
げ
を
要
望
い
た
し

そ
の
ほ
か
街
路
灯
施
股
股
等
が
あ
り
ま

よ
ろ
し
く
御
審
議
の
ほ
ど
お
廟
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
届
長
（
山
本
三
郎
包
次
に
、
建
設
委
且
長
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
野
呂
委
員
長
c

〔
建
設
委
且
長
（
野
呂
幸
太
郎
君
）
登
壇
〕

〇
建
股
委
且
長
（
野
呂
幸
太
郎
君
）

,・;. 

．． 

-/3?-

建
設
委
員
会
の
審
査
の
経
過
と
結
采
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

羹
貝
会
に
御
付
託
に
な
り
ま
し
た
臨
案
斗
七
十
六
号
、
昭
和
三
十
七
年
炭
四
日
市
市
歳
入
歳
出
オ
三
回
追
加
予
葬
の
中
、
歳
出
牙
四
．

款
土
木
費
、
並
び
に
オ
五
款
都
市
計
画
費
に
つ
き
ま
し
て
慎
重
に
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
妥
当
な
も
の
と
認
め
ま
し
て

原
案
を
承
認
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
土
木
費
三
千
八
百
十
四
万
円
の
追
加
は
、
道
路
橋
梁
費
に
お
き
ま
す
る
逍
路
維
持
修
紐
役
の
九
百
六
十
四
万
円
と
、
橋
梁
新
設

改
良
費
の
二
千
八
百
五
十
万
円
で
あ
り
ま
す
が
、
道
路
維
持
修
繕
股
に
お
き
ま
し
て
は
、
電
々
公
社
、
県
企
業
庁
そ
れ
に
市
水
道
局
の
委

託
に
な
り
ま
す
迅
路
路
面
複
旧
工
事
役
で
あ
り
ま
し
て
、
財
源
は
い
ず
れ
も
同
額
の
弁
償
金
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
橋
梁
新

設
改
良
費
は
、
磯
津
橋
の
か
け
か
え
委
託
料
で
あ
り
ま
し
て
、
市
の
負
担
分
六
千
六
十
三
万
五
千
円
の
う
ち
、
さ
き
に
支
出
さ
れ
ま
し
た

三
千
二
百
十
三
万
五
千
円
の
残
額
が
工
事
の
進
捗
に
よ
り
ま
し
て
予
額
措
餃
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、

予
卯
外
穀
務
負
担
の
地
元
立
替
金
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
C

な
お
、
こ
の
磁
津
橋
か
け
か
え
に
関
し
ま
す
る
楠
町
の
負
担
額
に
つ
き
ま

し
て
は
、
種
々
公
渉
の
結
呆
、
五
百
万
円
を
五
年
間
の
年
賦
と
し
て
ほ
し
い
と
い
う
巾
し
出
に
つ
き
ま
し
て
現
在
検
討
中
で
あ
る
と
い
う

以
上
土
木
代
に
つ
き
ま
し
て
慎
田
に
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
異
謡
な
く
原
案
を
承
認
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
都
市
計
画
役
十
五
万
八
千
円
の
泊
加
は
、
本
年
七
月
に
県
の
主
体
に
よ
る
街
路
交
通
情
努
の
調
査
負
担
金
で
あ
り
ま
し
て
、
審

ま
し
て
、
商
工
奨
励
費
を
原
索
ど
お
り
承
認
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

〇
謡
長
（
山
本
三
郎
君
）

・I・
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が
ま
ず
オ
ー
点
で
あ
り
ま
す
。

査
の
結
果
、
や
む
を
え
な
い
も
の
と
認
め
ま
し
て
、
原
案
を
承
認
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
建
設
委
艮
会
の
帝
査
の
経
過
並
び
に
結
果
と
い
た
し
ま
す
。

各
委
貝
長
の
報
告
に
対
し
ま
し
て
御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
｀
御
発
言
願
い
ま
す
。

0
大
谷
存
正
君

（
「
語
長
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
）

議
案
オ
七
十
六
号
中
の
歳
出
才
十
六
款
諸
支
出
金
中
の
オ
八
項
諸
費
、
四
日
市
工
業
高
等
学
校
の
実
習
室
の
建
設
費
負

担
金
九
百
万
円
に
対
す
る
内
容
に
つ
い
て
二
、
三
お
尋
ね
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
＇

こ
の
内
容
の
概
略
に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ
る
十
三
日
の
臨
案
に
対
す
る
総
体
質
問
で
私
が
ひ
と
と
お
り
の
疑
義
を
理
事
者
に
お
尋
ね
し

し
か
も
そ
の
審
餓
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
務
委
艮
会
で
十
分
に
御
検
討
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
希
望
し
て
お
い
た
の
で
あ
り
ま
す

わ
め
て
慎
重
に
、
し
か
も
そ
の
結
果
を
詳
細
に
御
報
告
い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
敬
意
を
表
す

が
、
た
だ
い
ま
総
務
委
只
長
の
御
報
告
に
き

る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
節
に
も
お
尋
ね
い
た
し
ま
し
た
と
お
り
に
、
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
が
か
つ
て
三
十
六
年
度
の
総
務

て
、
そ
の
隙
梢
を
審
議
す
る
こ
と
で
総
務
委
貝
会
に
付
託
に
な
り
、
い
ろ

委
艮
の
一
人
と
し
て
学
校
当
局
の
ほ
う
か
ら
陳
情
を
さ
れ
ま
し

い
ろ
と
屈
論
あ
る
い
は
意
見
を
述
ぺ
ま
し
て
、
最
終
的
に
は
詑
種
の
事
情
か
ら
当
分
こ
れ
を
留
保
す
る
結
論
が
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
留
保
す
る
結
論
の
取
り
扱
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
た
だ
い
ま
総
務
委
貝
長
か
ら
理
事
者
側
の
連
絡
不
十
分
に
よ
っ
て
こ
う
い
，

r
た
手
迩
い
が
生
じ
た
か
の
よ
う
な
御
報
告
を
聞
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
手
迩
い
は
や
む
を
え
な
い
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
問
瓜
が
こ
う
い
っ
た
再
度
委
貝
会
の
意
見
を
求
め
る
と
か
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
審
篠
機
関
を
へ
ら
れ
る
と
か
い
う
こ
と
に

よ
っ
て
御
提
案
さ
れ
た
も
の
な
ら
ば
と
に
も
か
く
に
も
、
突
然
と
追
加
予
算
に
九
百
万
円
を
計
上
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
は
、
岱
骨
に
表
視
を
す
れ
ば
誤
会
軽
視
と
も
い
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
よ
う
な
な
り
ゆ
き
が
理
事
者
の
陳
謝
と
い
う
こ

と
に
よ
っ
て
こ
れ
を
了
と
す
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
多
少
の
疑
義
が
残
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
い
た
し
ま
し
て
、

こ
こ
で
市
長
に
お
尋
ね
い
た
し
た
い
と
息
い
ま
す
の
が
二
点
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
c

す
な
わ
ち
、
そ
の
オ
ー
点
は
、
最
近
、
市
の
放
入
財
源
に
つ
き
ま
し
て
も
当
初
予
算
に
せ
い
一
ぱ
い
捻
出
を
さ
れ
て
、
・
い
ろ
い
ろ
と
今

年
皮
の
大
糊
や
予
卯
の
上
に
示
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
わ
れ
わ
れ
承
知
し
て
い
石
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
義
務
教
育
施
設
が
今
議

会
に
も
予
卵
外
筏
務
負
担
の
形
で
叶
上
さ
れ
、
ま
た
審
誤
さ
れ
つ
つ
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
た
先
ほ
ど
建
設
委
員
長
の
報
告
に

も
と
ざ
い
ま
し
た
ご
と
く
、
橋
梁
の
均
合
に
お
き
ま
し
て
も
財
源
そ
の
他
の
事
梢
に
よ
っ
て
予
算
外
義
務
負
担
契
約
に
よ
っ
て
仕
事
が
着

珀
辿
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
き
に
、
九
百
万
円
の
財
源
が
そ
う
い
っ
た
義
務
教
育
施
股
そ
の
他
道
路
、
橋
梁
等
に
予
算
外
義
務
負
担
契
約
に

よ
っ
て
な
さ
れ
よ
う
と
す
る
も
の
と
、
ど
ち
ら
が
財
源
の
使
い
方
に
つ
い
て
阻
要
視
さ
れ
る
か
と
い
う
そ
の
見
解
を
お
尋
ね
し
た
い
こ
と

オ
ニ
点
に
は
、
間
き
及
び
ま
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
七
十
メ
ー
タ
ー
道
路
が
い
ろ
い
ろ
の
形
に
お
い
て
西
浦
の
都
市
計
画
事
業
と
も
関

係
が
あ
っ
て
、
将
来
、
近
鉄
路
線
を
西
へ
越
え
て
こ
の
七
十
メ
ー
ク
ー
道
路
を
延
長
さ
れ
る
か
の
よ
う
な
構
想
を
市
長
は
お
も
ち
か
の
よ

う
に
間
い
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
た
し
ま
す
と
、
地
形
的
に
判
断
い
た
し
ま
す
れ
ば
必
然
的
に
九
百
万
円
を
今
回
投
じ
て
四

日
市
工
業
高
校
を
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
拡
充
さ
れ
る
と
き
に
七
十
メ
ー
ク
ー
路
線
上
に
あ
の
工
業
蒟
校
が
当
る
こ
と
は
だ
れ
し
も
承
知

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
七
十
メ
ー
ク
ー
道
路
の
延
長
構
想
が
五
十
年
、
三
十
年
と
い
う
よ
う
な
将
来
の
考
え
方
な
ら
ば
と
に

も
か
く
に
も
、
現
在
の
市
長
の
御
心
境
で
は
そ
う
長
い
計
画
で
は
な
い
か
の
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
と
き
に
、
こ
の
九
百
万
円
と
い
う
巨
費

を
今
回
投
ず
る
こ
と
が
、
近
い
時
期
に
お
い
て
と
り
こ
わ
し
、
あ
る
い
は
移
転
の
ゃ
む
な
き
よ
う
な
事
態
に
な
り
ま
し
た
と
き
に
、
財
源

の
使
い
方
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
偵
田
を
期
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
場
合
の
配
慮
す
ぺ

〔
大
谷
喜
正
君
登
坑
〕

大
谷
謡
貝
。
益
壇
し
て
く
だ
さ
い
e

〇
謡
長
（
山
本
三
郎
君
）

以
上
で
｀
各
委
只
長
の
報
告
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
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よ
ろ
し
く
御
審
議
の
ほ
ど
お
顧
い
申
し
上
げ
ま
す
．
ダ／
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ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

て
を
勘
案
さ
れ
て
こ
の
九
百
万
円
の
分
担
金
を
出
さ
れ
る
予
算
化
を
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
お
考
え
方
を
承
わ
り
た
い
の

な
お
、
参
考
ま
で
に
昨
年
の
総
務
委
貝
会
の
審
査
し
た
場
合
に
お
き
ま
し
て
は
、
委
貝
会
と
し
て
は
一
昨
年
あ
た
り
に
四
日
市
工
業
高

校
に
は
相
当
巨
額
の
股
用
を
出
し
て
お
る
直
後
で
も
あ
り
、
現
在
市
費
き
わ
め
て
多
端
の
と
き
で
も
あ
る
か
ら
と
い
う
よ
う
な
理
由
が
審

査
過
程
に
あ
り
ま
し
た
こ
と
も
御
参
考
ま
で
に
申
し
上
げ
て
、
理
事
者
各
位
に
お
か
れ
て
横
の
連
絡
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
私
が
い
ま

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
つ
け
加
え
て
当
時
の
委
且
会
の
空
気
を
お
伝
え
巾
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。

以
上
、
二
点
に
つ
い
て
市
長
か
ら
御
答
弁
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

た
だ
い
ま
お
お
ね
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
の
財
源
の
使
い
方
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
い

ろ
い
ろ
の
考
え
方
が
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
が
、
現
下
の
事
情
と
に
ら
み
合
せ
ま
し
て
、
今
回
は
こ
う
い
う
処
置
を
と
ら
さ
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
、
こ
う
考
え
ま
し
た
の
で
、
べ
つ
に
ー
つ
の
ル
ー
ル
の
上
に
あ
て
は
め
た
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
現
下
の
}

状
勢
に
か
ん
が
み
ま
し
て
、
か
よ
う
な
処
皿
を
と
ら
さ
し
て
い
た
だ
い
た
ら
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
い
な
と
い
う
よ
う
に
存
じ
ま
し
た
次
オ

で
ご
ざ
い
ま
す
c

を
一
番
目
の
、
西
補
の
七
十
メ
J
タ
ー
の
道
路
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
御
承
知
の
と
お
り
か
ね
て
は
二
十

七
メ
ー
タ
ー
く
ら
い
の
道
路
で
い
き
た
い
と
い
う
考
え
で
あ
り
ま
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
、
各
般
の
情
勃
を
判
断
い
た
し
ま
し
て
、
こ

の
さ
い
に
恩
い
切
っ
て
こ
の
問
阻
を
取
り
上
げ
て
お
か
な
い
と
い
う
と
、

い
わ
ゆ
る
四
日
市
の
旧
市
街
を
造
成
し
ま
す
上
に
お
き
ま
し
て

は
、
な
ん
と
い
い
ま
し
て
も
こ
の
七
十
メ
ー
タ
ー
と
い
う
も
の
が
ー
つ
の
根
幹
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
深
く
感
じ
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
を
非
常
に
田
要
視
い
た
し
ま
し
て
、
少
し
時
期
は
遅
れ
ま
し
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
地
元
の
方
々
の
御
奮
発
を
う
な
が
し
ま
し

て
こ
れ
の
吹
現
方
を
は
か
ろ
う
と
い
う
決
窓
を
い
た
し
た
よ
う
な
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
上
に
学
校
が
か
か
り
ま
し
て
、
た
だ
い
ま
仰
せ
ら
れ
ま
す
よ
う
な
分
担
金
を
出
し
た
が
や
、
ま
た
す
ぐ
に
落
さ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
ゃ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
非
常
に
不
見
識
な
こ
と
で
は
な
い
か
、
む
だ
な
こ
と
で
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
お
考
え

も
な
る
ほ
ど
ご
も
っ
と
も
の
よ
う
に
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
し
か
し
あ
の
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
も
と
も
と
市
か
ら
県
の
ほ
う
へ
移

譲
い
た
し
ま
し
た
特
別
の
事
情
も
ご
ざ
い
ま
す
る
し
、
ま
た
、
こ
の
道
路
の
設
定
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
非
常
に
重
要
な
意
味
を
感

じ
ま
す
c

学
校
の
あ
り
方
に
つ
き
ま
し
て
は
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
検
討
を
加
え
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
ー
で
き
る
も
の
は
利
用
し
、
し

う
よ
う
な
考
え
方
を
も
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．
こ
れ
に
つ
き
ま

か
ら
ざ
る
も
の
は
将
来
適
当
な
場
所
に
移
転
を
せ
し
め
た
い
と
＂

し
て
は
現
地
で
一
、
二
回
、
県
の
要
路
の
方
々
と
も
一
応
お
話
を
申
し
上
げ
ま
し
て
四
日
市
の
将
来
の
た
め
に
は
そ
こ
ま
で
思
い
を
は
か

ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
お
考
え
方
に
な
っ
て
お
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
思
い
ま
す
の
で
●
あ
る
い
は
少
々
の
む
だ
を

生
ず
る
場
合
が
な
い
と
も
限
ら
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
問
題
の
安
定
点
を
み
ま
し
て
学
校
当
事
¢

者
と
も
よ
く
了
解
を
遂
げ
ま
し
て
、
将
来
そ
う
い
う
こ
と
の
計
画
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
で
き
る
だ
け
と
り
や
め
て
い
た
だ
い
て
事
前

の
計
画
に
よ
っ
て
そ
う
い
う
む
だ
が
出
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
よ
う
な
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
c

こ
の
点

に
つ
き
ま
し
て
は
時
期
的
に
少
し
く
ず
れ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
と
、
や
は
り
あ
の
学
校
が
県
営
で
ご
ざ
い
ま
す
た
め
に
、
事
前
の
打
ち
合

せ
を
こ
ち
ら
か
ら
も
あ
ま
り
十
分
い
た
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
先
方
さ
ん
か
ら
も
そ
う
詳
し
く
は
承
わ
っ
て
お
ら
な
か
っ
た
と
い
う
よ

う
な
点
に
不
注
意
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
さ
い
前
御
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
つ
い
て
担
当
の
者
か
ら
お
わ
び
を
申
し
上
げ
て
お
る
よ

う
な
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
c

将
来
で
き
る
限
り
そ
う
い
う
錯
誤
的
な
む
だ
な
経
緯
の
起
ら
な
い
よ
う
に
極
力
自
分
と
い
た
し
ま
し
て
は
注

意
い
た
す
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

で
あ
り
ま
す
。

ー／ダ3- ー／ダ.2-



〇
誠
長
（
山
本
三
郎
君
）

〔
大
谷
喜
正
君
登
壇
〕

0
大
谷
喜
正
君

て
、
市
長
の
御
答
弁
は
た
い
ヘ

一
点
の
＼
．
予
郭
の
使
い
方
の
重
点
的
な
考
え
方
に
つ
き
ま
し

ぉ
恥
ね
い
た
し
ま
し
た
オ

は
、
こ
れ
は
物
さ
し
の
あ
て
る
立

、
あ
ま
り
そ
の
内
容
的
な
見
解
を
述
べ
る
こ
と

ん
抽
象
的
で
具
体
性
を
欠
い
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が

9

に
つ
い
て
異
議
を
も
っ

万
円
の
財
源
を
出
す
こ
と

し
も
四
日
市
工
業
高
等
学
校
に
九
百

私
、
必
ず

場
に
よ
っ
て
違
う
の
で
あ
り
ま
し
て
、

一
倍
と
関
心
を
高
め
て
、
で
き
る
だ
け

し
て
は
私
も
人

ん
。
過
去
、
学
校
施
設
教
育
詔
問
題
に
つ
き
ま

考
え
方
は
毛
頭
も
っ
て
お
り
ま
せ

ら
し
て
御
推
察
願
え
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
の
形

っ
た
一
人
で
あ
り
ま
す
考
え
方
か

財
源
措
磁
の
配
風
を
要
望
し
て
お

さ
れ
る
、
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
見
解
を
た

に
よ
っ
て
要
望
さ
れ
て
お
る
そ
の
要
望
の
度
合
い
に
よ
っ
て
予
舘
の
取
り
上
げ
方
が
左
右

三
重
、
河
原
田
そ
の
他
の
各
小
学
校
が
木
造
校
舎
か
ら
鉄
筋
校
舎
に
考
え

だ
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
現
在
、
神
前
、

る
の
で
あ
り
ま
す
。

し
て
、
教
育
施
設
贋
が
予
算
外
義
務
負
担
契
約
の
形
，
に
な
っ
て
今
回
出
さ
れ
て
き
て
い

方
が
変
っ
た
そ
の
理
念
か
ら

い
る
の
か
、
こ
う
い
う

ち
ら
が
優
位
で
あ
り
ど
の
よ
う
に
考
え
て

上
げ
て
お
り
ま
す
問
題
と
ど
，

そ
う
い
う
問
阻
と
、
た
だ
い
ま
私
が
申
し

す
。
そ
れ
が
、
市
長
の
御
答
弁
で
は
き
ゎ

巾
し
上
げ
た
つ
も
り
で
も
あ
る
の
で
あ
り
ま

こ
と
を
私
は
お
屈
ね
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
．
．
．
＂
，
~

っ
て
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
し
、
ま
た
そ
の
考
・
：
方
の
立
場
に
よ
っ
て
も
去
の
ず
か
ら
異
な
る
と
思
●
ま
す
け
れ

め
て
抽
象
的
な
表
現
に
よ

く
ど
く
は
申
し
ま
せ
ん
が
、
市
民
大
衆
に
直
結
す
る
問
題
を
優
位
と
せ
ら
れ

と
も
こ
ん
ご
の
予
郭
編
成
に
あ
た
り
ま
，
し

rc,

ど
も
、
少
な
く

こ
，
と
を
希
望
し
て
こ
の
問
題
を
私
は
打
ち
切
り
ま
す
。

し
か
も
万
ー
を
広
く
考
え
ら
れ
ま
し
て
御
配
盟
願
い
士
い
．

•f.,31 

ま
た
地
元
の
方
々
も
強
く
そ
れ
を
希
望
し
て
い
ら
つ
し
や
る
こ
と
に
つ
き

メ
ー
ク
ー
道
路
が
西
部
へ
延
長
計
画
を
さ
れ
｀
．
＇

次
に
、
七
十

;
、
'
ヽ
が
か
る
事
情
の
あ
る
そ
の
根
元
を
な
す
お

す
が

ま
し
て
は
｀
私
ま
こ
、
と
に
本
市
の
発
展
の
た
め
に
岡
脱
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
，
・
,
．

・
点
に
つ
い
て
は
、
率
直
に
．
多
少
考
え
方
も
も
ぅ
少
し
慎
重
を

る
で
こ
の
予
卯
を
計
上
さ
れ
た
と
い
う

考
え
方
の
市
長
が
十
分
に
御
承
知
の
L'-

期
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
お
っ
し
や
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
で
き
う
れ
ば
十
分
学
校
な
り
あ
る
い
は
県
の
教
育

委
只
会
あ
た
り
と
も
よ
く
連
携
を
密
に
せ
ら
れ
て
、
せ
っ
か
く
市
税
を
九
百
万
円
行
使
す
る
そ
の
費
用
が
、
将
来
必
ず
や
む
だ
に
な
ら
な

い
よ
う
に
配
虞
さ
れ
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
税
の
使
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
市
民
の
多
く
か
ら
と
か
く
の
意
見
も
出
さ
れ

て
い
る
と
き
、
ま
た
前
述
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
義
務
教
育
施
設
で
さ
へ
も
予
卵
外
義
務
負
担
契
約
に
よ
る
財
源
捻
出
方
法
に
よ
っ
て
や

ら
れ
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
い
や
し
く
も
県
立
工
業
高
校
に
対
す
る
こ
の
市
の
分
担
金
が
か
か
る
よ
う
な
簡
単
な
考
え
方
あ
る
い
は
研
究

不
十
分
筍
に
よ
っ
て
支
出
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
ん
ご
私
ど
も
市
民
の
要
望
さ
れ
る
そ
の
希
望
を
率
直
に
財
務
当
局
の
ほ
う
に
も
要
請
し

ま
す
の
で
、
か
か
る
問
題
は
十
分
に
御
配
慮
顧
っ
て
｀
予
算
の
使
い
方
に
御
留
意
あ
ら
ん
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
私

の
質
問
を
打
ち
切
り
ま
す
。

ほ
か
に
御
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。

他
に
御
質
疑
、
御
意
見
も
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
の
で
議
案
の
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
暴
屈
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〇
謡
長
（
山
本
三
郎
君
）

御
異
脹
な
し
と
認
め
ま
す
。

揺
案
斗
七
十
六
号
な
い
し
脹
案
オ
八
十
二
号
の
七
謡
案
を
一
括
採
決
い
た
し
ま
す
c

こ
れ
ら
七
件
は
各
委
貝
長
の
報
告
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
、
御
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
脹
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〇
脳
長
（
山
本
三
郎
君
）

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
c

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

御
巽
盛
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
誤
案
オ
七
十
六
号
な
い
し
議
案
オ
八
十
二
号
の
七
議
案
は
、
原
案
の
と

，
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果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
建
設
委
貝
長
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
野
呂
委
且
長
。

[, 

'I  

0
語
長
（
山
本
三
郎
君
）
．
休
憩
前
に
引
き
続
き
ま
し
て
、
会
誤
を
開
き
ま
す
。

次
に
日
程
オ
十
一
、
駿
案
オ
八
十
三
号
予
卵
外
義
務
負
担
契
約
に
つ
い
て
、
な
い
し
日
程
オ
十
三
、
誤
案
牙
八
十
五
号
予
算
外
義
務
負

担
契
約
の
更
正
に
つ
い
て
の
三
猥
案
を
一
括
謡
題
と
い
た
し
ま
す
c

す。

本
件
に
対
す
る
各
委
貝
長
の
親
告
を
求
め
ま

〔
建
設
委
貝
長
（
野
呂
幸
太
郎
君
）
登
壇
〕

〇
建
設
委
艮
長
（
野
呂
幸
太
郎
君
）

建
設
委
且
会
に
付
託
に
な
h
ま
し
た
謡
案
オ
八
十
三
号
に
つ
き
ま
し
て
審
査
の
経
過
、
並
び
に
結

本
案
は
、
磯
津
橋
か
け
か
え
工
事
の
本
年
度
分
の
市
負
担
金
に
つ
き
ま
し
て
磯
津
橋
建
設
委
貝
会
が
立
て
か
え
る
た
め
に
、
同
委
員
会

が
三
阻
銀
行
並
び
に
百
五
銀
行
か
ら
狡
金
を
借
り
入
れ
る
に
関
し
ま
し
て
、
市
が
捐
失
補
倍
契
約
を
融
査
銀
行
と
締
結
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
し
て
ヽ
慎
訳
に
審
査
の
結
果
、
異
誤
な
く
原
案
を
承
認
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
節
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
御
審
議
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
c

〇
殿
長
（
山
本
三
郎
君
）
教
育
民
生
委
員
長
に
お
熙
い
い
た
し
ま
す
。
，
中
島
委
貝
長
。

〔
教
育
民
生
委
貝
長
（
中
島
忠
勝
君
）
登
壇
〕
．

0
教
育
民
生
委
貝
長
（
中
品
忠
勝
君
）
教
育
民
生
委
旦
会
の
器
査
結
果
に
つ
い
て
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。
．

展
案
オ
八
十
四
号
、
予
郭
外
義
務
負
担
契
約
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
文
教
施
設
整
備
十
力
年
計
画
に
基
づ
い
た
措
置
で
あ

I
F
,
l
t
1
-
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り
ま
し
て
、
や
む
を
え
な
い
も
の
と
認
め
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
次
オ
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
審
脹
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
c

〇
脹
長
（
山
本
三
郎
君
）
次
に
、
総
務
委
只
長
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
伊
藤
委
員
長
。

〔
総
務
委
只
長
（
伊
藤
泰
一
君
）
登
塘
〕

0
総
務
委
貝
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

て
は
、
さ
き
に
議
決
さ
れ
ま
し
た
伊
勢

、
予
算
外
義
務
負
担
契
約
の
更
正
に
つ
い

謡
案
才
八
十
五
号

う
予
第
外
義
務
負
担
契
約
を
更
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
．
や

共
同
漁
業
榔
の
一
部
放
棄
に
伴

湾
高
潮
防
波
堤
築
造
に
よ
る

む
を
え
な
い
も
の
と
認
め
て
原
案
ど
お
り
承
認
い
た
し
ま
し
た

C

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
御
審
謡
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
巖
長
（
山
本
三
郎
君
）
以
上
で
、
各
委
貝
長
の
報
告
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
‘

し
ま
し
て
御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
言
願
い
ま
す
。
，
御
質
疑
あ
り
ま
せ
ん
か
。

委
貝
長
の
報
告
に
対

よ
う
で
あ
り
ま
す
の
で
、
賑
案
の
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

別
段
御
質
疑
、
御
意
見
も
な
い

〔
「
異
脹
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〇
誤
長
（
山
本
三
郎
君
）

〇
誤
長
（
山
本
三
郎
君
）

餓
案
オ
八
十
三
号
な
い
し
該
案
オ
八
十
五
号
の
三
件
を
一
括
採
決
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
三
件
を
各
委
員
長
の
報
告
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
、
御
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〗
[
[
「
異
該
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕
．
．

よ
っ
て
餓
案
オ
八
十
三
号
な
い
し
議
案
才
八
十
五
号
の
三
議
案
は
、
原
案
の
と

御
異
誤
な
し
と
認
め
ま
す
。

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
c

御
異
謡
な
し
と
認
め
ま
す
。

午
前
十
一
時
三
十
二
分
再
開
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〇
揺
長
（
山
本
三
郎
社
）

〇
脳
長

(111本
三
郎
社
）

よ
ろ
し
く
御
審
屈
の
ほ
ど
お
顧
い
い
た
し
ま
す
。

次
に
日
程
オ
十
四
、
誤
案
オ
八
十
六
号
昭
和
三
十
七
年
疫
四
日
市
市
水
道
事
業
会
計
オ
ー
回
追
加
更
正
予
算

な
い
し
日
程
オ
十
六
、
訊
寮
斗
八
十
八
号
配
水
管
施
設
股
立
替
金
に
関
す
る
契
約
に
つ
い
て
の
三
謡
案
を
一
括
誤
臨
と
い
た
し
ま
す
。

＊
件
に
対
す
る
建
設
委
且
長
の
根
告
を
求
め
ま
す
。
野
呂
委
且
長
c

〔
建
設
委
貝
長
（
野
呂
十
叩
太
郎
社
）
登
瑣
〕

〇
建
設
委
且
艮
（
野
呂
小
平
太
郎
社
）

建
設
委
以
会
に
付
託
に
な
り
ま
し
た
版
案
オ
八
十
六
号
、
八
十
七
号
、
八
十
八
号
の
水
逍
事
業
関

係
三
訊
築
に
つ
き
ま
し
て
甜
森
の
経
過
並
び
に
結
果
を
御
戟
告
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
訊
災
斗
八
十
六
号
の
昭
和
三
十
七
年
疫
四

Hiii市
水
追
事
菜
会
叶
斗
一
回
追
加
更
正
予
卵
で
あ
り
ま
す
が
、
収
益
的
収
入
及
び
支

出
二
千
九
百
六
十
一
万
四
千
七
百

1
の
追
加
の
主
な
も
の
は
、
収
益
的
収
入
で
は
窃
花
平
団
地
な
ど
の
受
託
工
事
収
益
二
千
七
百
七
十
六

万
一
千
円
と
、
下
水
迅
布
設
工
事
な
ど
の
符
梁
外
受
託
工
事
収
益
百
七
十
四
万
八
千
百
円
、
及
び
庇
皿
、
内
部
の
節
易
水
道
収
益
十
万
五

千
六
百
円
の
削
領
と
な
r

て
い
出
す
c

ま
た
収
益
的
支
出
で
は
、
受
託
工
事
の
材
料
工
事
股
な
ど
窟
菜
代
川
で
二
千
七
百
七
十
六
万
一
千
円
、
営
業
外
股

mで
百
七
十
四
万
八

千
百
円
、
簡
劫
水
逍
伐
川
で
十
万
五
千
六
百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
期
間
外
の
支
入
及
び
支
出
で
あ
り
ま
す
が
、
迦
年
度
分
の
水
迫
料
金
な
ど
修
正
に
よ
る
七
十
二
万
二
千
百
円
の
支
出
増
額
に
対
し

注
し
て
、
収
入
は
前
年
似
椛
賊
末
処
分
利
益
剥
余
金
で
同
頷
を
袖
て
ん
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
c

沢
本
的
収
入
及
び
支
出
に
つ
さ
ま
し
て
は
、
探
本
的
収
入
で
は
康
坂
部
町
に
お
け
る
地
元
負
担
金
二
百
二
十
二
万
百
七
十
円
と
大
協
和

石
油
株
式
会
社
の
地
元
立
杵
金
百
十
万
円
で
あ
り
ま
す
が
、
支
出
に
対
し
ま
す
る
不
足
額
一
千
七
十
一
万
九
千
四
百
三
十
円
は
、
こ
れ
を

前
年
股
純
越
肌
益
勘
ヽ
延
留
保
貸
金
で
捕
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
ま
た
、
沢
本
的
支
出
で
は
材
料
股
の
七
百
二
十
二
万
八
千
二
百
円

近
鉄
み
ゆ
さ
団
地
ほ
か
七
件
の
配
水
竹
布
設
工
巾
股
の
六
百
四
十
一
万
一
千
四
酉
円
、
県
道
路
補
修
委
託
股
四
十
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま

し
て
、
収
入
支
出
と
も
に
一
千
四
百
三
万
九
千
六
百
円
の
追
加
で
あ
り
ま
す
c

次
に
屈
案
オ
八
十
七
号
は
、
鹿
間
及
び
内
部
の
節
劫
水
道
に
お
き
ま
し
て
発
足
当
時
と
比
較
し
て
管
理
柿
低
股
が
か
さ
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
の
で
、
料
金
卯
定
却
郎
を
検
討
い
た
し
ま
し
て
、
給
水
料
金
を
改
正
し
、
収
入
不
足
分
を
補
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
誠
梁
オ
八
十
八
号
は
、
大
協
和
石
油
化
学
株
式
会
社
並
び
に
大
協
石
油
株
式
会
社
の
社
宅
用
地
の
配
水
管
布
設
工
事
費
に
対
す
る

立
咎
金
に
つ
い
て
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
以
上
の
三
謡
茶
に
つ
き
ま
し
て

tiim
に
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
い

ず
れ
も
災
届
な
く
原
案
ど
お
り
承
認
を
し
た
の
で
あ
り
ま
す
c

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
c

委
且
長
戟
告
に
対
し
ま
し
て
御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
酋
願
い
ま
す
。

別
段
御
貿
疑
、
御
意
見
も
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
の
で
、
蔽
案
の
採
決
を
行
な
い
た
い
と
息
い
ま
す
が
、
御
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
。
．

〔
「
汎
品
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〇
保
長
（
山
本
三
郎
社
）

御
m丸
話
な
し
と
認
め
ま
す
c

揉
案
オ
八
十
六
号
な
い
し
謡
案
オ
八
十
八
号
の
三
件
を
一
括
採
決
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
三
件
は
委
貝
長
の
報
告
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
、
御
巽
保
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
災
話
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

御
災
脹
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
蔽
案
才
八
十
六
号
な
い
し
臨
案
オ
八
十
八
号
の
三
脹
案
は
、
原
案
の
と

〇
訊
長

(111木
三
郎
社
）

_i' 
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御
致
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら

•
9
発
言
願
い
ま
す
。

い
た
し
ま
す
c

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

よ
み
し
く
御
帝
位
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

く
原
案
を
承
認
い
た
し
ま
し
た
c

〇
猥
長
（
山
本
三
郎
君
）

委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
四
牒
案
を
一
括
謡
阻
と
い
た
し
ま
す
。

次
に
日
程
才
十
七
、
餓
案
オ
九
十
号
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
な
い
し
日
程
オ
ニ
十
、
誤
案
オ
九
十
三
号
一

。
5
 

、

I

ま
ず
総
務
委
只
長
に
お
即
い
い
た
し
ま
す
c

〔
総
務
委
貝
長
（
伊
藤
泰
一
社
）
登
埴
〕

0
総
務
委
只
長
（
伊
藤
泰
一
君
）

隅
案
オ
九
十
号
、
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
へ
税
務
事
務
に
必
要
な
地
積
図
の
賠
入
案
で
あ
り

餓
案
オ
九
十
三
号
、
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
本
市
南
北
丘
破
地
開
発
計
画
の
た
め
に
地
形
図
作
成
の
委
託
契
約
案
で
ご
ざ
い
ま

し
て
、

い
ず
れ
も
晟
揺
な
く
原
案
ど
お
り
承
認
い
た
し
ま
し
た
c

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
御
審
謡
の
ほ
ど
を
お
廂
い
巾
し
上
げ
ま
す
9

〇
隅
長
（
山
本
三
郎
社
）

〔
教
育
民
生
委
貝
長
（
中
島
忠
勝
君
）
登
坑
〕

0
教
育
民
生
委
貝
長
（
中
島
忠
勝
君
）
教
育
民
生
委
且
会
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
御
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

識
案
オ
九
十
二
号
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
段
異
誤
な
く
原
案
ど
お
り
承
認
い
た
し
ま
し
た
が
、
理
事
者
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
工
事
に
つ
き
エ
期
の
遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
格
段
の
留
意
を
要
望
い
た
し
た
次
オ
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
審
版
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
脹
長
（
山
本
三
郎
君
）
．
次
に
建
設
委
貝
長
に
お
顧
い
い
た
し
ま
す
。

〔
建
設
委
貝
長
（
野
呂
幸
太
郎
沼
）
・
登
埴
〕

建
設
委
貝
会
に
付
託
に
な
り
ま
し
た
限
案
オ
九
十
一
9

号
の
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
き
ま
し
て
御

.,’ 

., 
、．

し

本
案
は
、
か
け
か
え
工
事
中
の
開
栄
橋
の
上
部
工
に
つ
き
ま
し
て
、
梢
負
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
金
額
は

一
千
三
百
五
十
八
万
円
、
契
約
の
相
手
方
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
0

コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社
名
古
屋
出
張
所
で
あ
り
ま
し
て
、
別
段
異
議
な

0
服
長
（
山
木
三
郎
君
）

各
委
貝
長
の
報
告
に
対
し
ま
し
て
御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
言
願
い
ま
す
c

別
段
御
質
疑
、
御
意
見
も
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
案
の
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
｛
御
異
誤
あ
り
ま
せ
ん
か
c

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〇
牒
長
（
山
本
三
郎
社
）

御
異
餓
な
し
と
認
め
ま
す
。

蔽
案
オ
九
十
号
な
い
し
議
案
オ
九
十
三
号
の
四
件
を
一
括
採
決
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
四
件
は
各
委
貝
長
の
報
告
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
（
御
異
餓
あ
り
ま
せ
ん
か

C

n
「
異
磁
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〇
盛
長
、
（
山
本
三
郎
君
）

〇
揺
長
（
山
本
三
郎
君
）

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
誤
案
オ
九
十
号
な
い
し
誤
案
オ
九
十
三
号
の
四
議
案
は
原
案
の
と
お
り

次
に
日
程
オ
ニ
十
一
、
委
貝
会
報
告
オ
五
号
な
い
し
日
程
オ
ニ
十
三
、
委
貝
会
報
告
オ
七
号
を
一
括
謡
題
と

戟
告
い
た
し
ま
す
。

,. ，`く
U

り‘ 

〇
建
設
委
只
長
（
野
呂
幸
太
郎
君
）

'·~·' 

次
に
教
育
民
生
委
且
長
に
お
顧
い
い
た
し
ま
す
。
中
島
委
貝
長
。

本
件
に
対
す
る
各
委
只
長
の
報
告
を
求
め
ま
す
c

^
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暑

名

議

貝

鈴

署

名

誤

貝

伊

木
藤

愛

次

り

L`

金

四
日
市
市
版
会
謡
長

山

本

郎

午
前
十
一
時
五
十
五
分
閉
会

右
、
地
方
日
治
法
オ
百
二
十
三
条
オ
ニ
項
の
規
定
に
基
づ
き
左
に
署
名
す
る
c

こ
れ
を
も
っ
て
会
餓
を
閉
じ
、
六
月
定
例
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
c

〇
謡
長
（
山
本
三
郎
む
）

以
上
を
も
ち
ま
し
て
本
定
例
会
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

辿
日
に
わ
た
り
熱
心
に
御
帝
猥
い
た
だ
さ
ま
し
て
｀
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
手
元
に
配
布
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
御
了
承
願
い
ま
す
c

お
は
か
り
い
た
し
ま
す
c

別
段
御
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
件
を
委
貝
長
の
報
告
ど
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
て
御
異
語
あ
り
ま
せ

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
本
三
郎
社
）

〇
揺
長
（
山
本
三
郎
社
）

御
異
源
な
し
と
認
め
ま
す
C

よ
っ
て
委
且
会
報
告
オ
五
号
な
い
し
オ
七
号
は
、
委
員
長
の
報
告
ど
お
り
決
定

次
に
、
監
査
委
只
よ
り
監
査
結
果
報
告
並
び
に
例
月
出
納
検
査
結
果
報
告
に
つ
い
て
オ
ニ
十
三
号
な
い
し
オ

二
十
八
号
及
び
オ
ー
号
な
い
し
オ
十
号
の
十
六
件
が
ま
い
2

て
お
り
ま
す
。

い
た
し
ま
し
た
。

ん
か
。
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